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合
衆
国
憲
法
第
八
修
正
と
罪
刑
の
均
衡
原
理
合
衆
国
最
高
裁
ユ
ー
イ
ン
グ
三
振
法
合
憲
判
決
を
契
機
に小早
川
義
則
(桃山法学 第７号 ’06)
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一
は
じ
め
に
二
ア
メ
リ
カ
法
の
概
要
１
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
革
命
２
第
八
修
正
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
三
死
刑
の
合
憲
性
１
ウ
ィ
ル
カ
ー
ソ
ン
公
開
銃
殺
刑
適
法
判
決
（
一
八
七
九
年
）
２
ケ
ム
ラ
ー
電
気
処
刑
合
憲
判
決
（
一
八
九
〇
年
）
３
フ
ラ
ン
シ
ス
処
刑
失
敗
後
再
死
刑
合
憲
判
決
（
一
九
四
七
年
）
４
ウ
ッ
ド
ソ
ン
絶
対
的
死
刑
違
憲
判
決
（
一
九
七
六
年
）
５
シ
ュ
ー
マ
ン
終
身
服
役
中
殺
人
絶
対
的
死
刑
違
憲
判
決
（
一
九
八
七
年
）
四
罪
刑
の
均
衡
原
理
１
オ
ニ
ー
ル
無
許
可
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
販
売
拘
禁
五
四
年
（
罰
金
代
替
刑
）
適
法
判
決
（
一
八
九
二
年
）
２
ラ
ン
メ
ル
累
犯
金
銭
詐
欺
終
身
刑
合
憲
判
決
（
一
九
八
〇
年
）
３
デ
イ
ヴ
ィ
ス
・
マ
リ
フ
ァ
ナ
譲
渡
拘
禁
四
〇
年
合
憲
判
決
（
一
九
八
二
年
）
４
ソ
レ
ム
累
犯
金
銭
詐
欺
絶
対
的
終
身
刑
違
憲
判
決
（
一
九
八
三
年
）
５
ハ
ー
メ
ル
ン
・
コ
カ
イ
ン
所
持
絶
対
的
終
身
刑
合
憲
判
決
（
一
九
九
一
年
）

ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
の
意
見

ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
意
見

ホ
ワ
イ
ト
裁
判
官
の
反
対
意
見
五
ユ
ー
イ
ン
グ
三
振
法
合
憲
判
決
（
二
〇
〇
三
年
）
１
事
実
の
概
要
２
オ
コ
ー
ナ
裁
判
官
の
意
見
３
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ズ
裁
判
官
の
反
対
意
見
４
ブ
ラ
イ
ア
裁
判
官
の
反
対
意
見
六
む
す
び
と
し
て
１
ア
メ
リ
カ
法
の
ま
と
め
２
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
の
意
義
と
問
題
点
一は
じ
め
に
合
衆
国
最
高
裁
は
二
〇
〇
三
年
三
月
五
日
の
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
(
１)
に
お
い
て
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
三
本
の
重
窃
盗
罪
に
対
し
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
法
上
の
い
わ
ゆ
る
三
振
法
が
適
用
さ
れ
て
二
五
年
間
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
合
衆
国
憲
法
第
八
修
正
に
違
反
し
な
い
と
し
た
。｢
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
を
禁
止
す
る
第
八
修
正
は
非
死
刑
事
件
に
も
及
ぶ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
当
の
犯
罪
と
著
し
く
不
均
衡
な
刑
罰
に
限
り
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
で
は
そ
れ
に
該
当
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
判
決
は
五
対
四
の
い
わ
ゆ
る
ベ
ア
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（b
are
m
ajo
rity
）
の
判
例
で
あ
る
が
、
見
解
が
分
か
れ
た
の
は
適
用
さ
れ
る
先
例
を
め
ぐ
る
解
釈
の
相
違
に
よ
る
。
多
数
意
見
は
、
累
犯
金
銭
詐
欺
罪
に
対
す
る
終
身
刑
を
合
憲
と
し
た
一
九
八
〇
年
の
ラ
ン
メ
ル
判
決
の
適
用
が
相
当
と
し
、
こ
れ
に
対
し
反
対
意
見
は
、
累
犯
金
銭
詐
欺
罪
に
対
す
る
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
絶
対
的
終
身
刑
を
違
憲
と
し
た
一
九
八
三
年
の
ソ
レ
ム
判
決
の
適
用
を
相
当
と
し
た
。
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
は
わ
が
国
で
も
周
知
の
三
振
法
(
２)
に
も
か
か
わ
る
事
案
で
あ
り
同
判
決
に
接
し
て
直
ち
に
紹
介
す
る
予
定
で
い
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
果
た
せ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
間
、
死
刑
事
件
を
中
心
に
第
八
修
正
関
連
の
習
作
(
３)
を
も
の
し
、
と
り
わ
け
ラ
ン
メ
ル
、
ソ
レ
ム
両
判
決
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
や
や
遅
き
に
失
し
た
感
が
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
ア
メ
リ
カ
法
を
概
観
し
、
死
刑
事
件
を
中
心
に
第
八
修
正
関
連
の
判
例
を
整
理
し
た
後
、
第
八
修
正
と
罪
刑
の
均
衡
原
理
に
関
す
る
合
衆
国
最
高
裁
判
例
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
稿
の
不
備
を
補
い
つ
つ
、
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
の
意
味
内
容
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
鈴
木
博
信
、
林
錫
璋
両
教
授
と
は
三
年
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
親
し
く
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
た
。
林
教
授
は
筆
者
が
法
学
部
新
設
を
機
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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に
本
学
に
就
任
し
た
当
時
の
学
部
長
で
あ
り
、
ま
た
鈴
木
教
授
と
は
思
い
が
け
ず
、
あ
る
事
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
法
学
部
完
成
年
度
前
の
本
年
（
二
〇
〇
五
年
）
三
月
、
万
や
む
を
得
ぬ
事
情
と
は
い
え
、
信
義
則
に
反
し
自
己
都
合
退
職
し
た
筆
者
に
対
し
、
編
集
委
員
か
ら
両
教
授
の
退
任
記
念
号
の
原
稿
依
頼
を
受
け
、
快
諾
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
と
り
わ
け
鈴
木
教
授
に
接
す
る
と
や
や
異
色
の
経
歴
―
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ベ
ト
ナ
ム
特
派
員
時
代
に
体
を
い
た
め
て
本
学
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
ご
く
最
近
知
っ
た
―
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
味
違
っ
た
コ
メ
ン
ト
で
蒙
を
啓
か
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
両
先
生
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
と
と
も
に
桃
山
学
院
大
学
法
学
部
の
一
層
の
発
展
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。
(
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(
２)
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
三
振
法
に
つ
き
、
藤
本
哲
也
「
犯
罪
学
の
散
歩
道
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
野
球
量
刑
（
三
振
法)
」
戸
籍
時
報
五
一
〇
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
五
四
頁
、
同
「
刑
政
時
評
常
習
犯
罪
者
対
策
と
し
て
の
三
振
法
」
刑
政
一
一
一
巻
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
七
八
頁
、
詳
し
く
は
、
鮎
田
実
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
常
習
犯
罪
者
対
策
と
し
て
の

三
振
法

の
概
要
と
問
題
点
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
に
」
法
学
新
報
一
〇
五
号
（
一
九
九
九
年
）
二
〇
三
頁
、
岡
本
美
紀
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
州
レ
ベ
ル
に
お
け
る

ス
リ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
法

に
関
す
る
検
討
」
比
較
法
雑
誌
三
一
巻
四
号
（
一
九
九
八
年
）
一
四
五
頁
、
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
に
つ
き
、
門
田
成
人
「
非
死
刑
事
件
に
お
け
る
罪
刑
均
衡
原
則
に
つ
い
て
―
再
論
」
神
戸
学
院
法
学
三
四
巻
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
頁
参
照
。
(
３)
小
早
川
義
則
「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
精
神
遅
滞
犯
罪
者
へ
の
死
刑
合
衆
国
最
高
裁
ア
ト
キ
ン
ズ
判
決
を
契
機
に
」
桃
山
法
学
三
号
（
二
〇
〇
四
年)
、
同
「
米
国
に
お
け
る
理
由
付
き
陪
審
員
忌
避
死
刑
事
件
を
中
心
に
」
名
城
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
創
刊
号
（
二
〇
〇
五
年
三
月)
、
同
「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
少
年
犯
罪
者
へ
の
死
刑
合
衆
国
最
高
裁
シ
モ
ン
ズ
判
決
を
契
機
に
」
名
城
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
二
号
（
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）
参
照
。
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二ア
メ
リ
カ
法
の
概
要
日
本
国
憲
法
三
一
条
以
下
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
諸
規
定
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
第
四
修
正
な
い
し
第
六
修
正
お
よ
び
第
八
修
正
の
人
権
規
定
に
由
来
し
、
現
行
刑
事
訴
訟
法
が
こ
の
よ
う
な
憲
法
上
の
人
身
の
自
由
に
関
す
る
個
別
的
規
定
を
具
体
化
し
英
米
法
的
手
続
の
枠
組
み
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
制
定
経
緯
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
わ
が
法
が
ア
メ
リ
カ
法
の
強
い
影
響
下
に
成
立
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
に
し
て
も
、
現
行
法
制
定
当
時
に
お
い
て
は
刑
事
手
続
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
法
自
体
の
理
解
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
か
っ
た
。
明
確
な
ア
メ
リ
カ
法
が
形
成
さ
れ
始
め
た
の
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
の
こ
と
で
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
活
用
し
た
合
衆
国
最
高
裁
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
期
（
一
九
五
三
―
一
九
六
九
年
）
の
積
極
的
な
憲
法
解
釈
に
よ
っ
て
連
邦
と
州
と
を
通
じ
た
統
一
的
な
ア
メ
リ
カ
法
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
１
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
革
命
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
一
七
八
八
年
に
九
州
の
承
認
を
得
て
合
衆
国
憲
法
を
制
定
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
権
利
の
章
典
を
明
記
す
る
か
に
つ
き
争
い
が
あ
り
、
第
一
修
正
な
い
し
第
一
〇
修
正
の
権
利
の
章
典
に
関
す
る
諸
規
定
は
一
七
九
一
年
に
憲
法
修
正
と
し
て
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
当
初
の
い
わ
ゆ
る
憲
法
修
正
条
項
で
あ
り
、
権
利
の
章
典
（B
ill
o
f
R
ig
h
ts
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
市
民
（
南
北
）
戦
争
を
契
機
と
し
て
、
一
八
六
五
年
か
ら
一
八
七
〇
年
に
か
け
て
第
一
三
修
正
な
い
し
第
一
五
修
正
の
市
民
戦
争
修
正
条
項
（C
iv
il
W
ar
A
m
e
n
d
m
e
n
ts
）
が
成
立
す
る
。
一
八
六
八
年
成
立
の
第
一
四
修
正
は
「
い
か
な
る
州
も
、
法
の
適
正
な
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
（w
ith
o
u
t
d
u
e
p
ro
ce
ss
o
f
law
)
、
人
の
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
を
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
そ
の
管
轄
内
に
あ
る
何
人
に
対
し
て
も
法
の
平
等
な
保
護
（th
e
e
q
u
al
p
ro
te
ctio
n
o
f
th
e
law
s
）
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
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る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
お
よ
び
平
等
保
護
条
項
は
、
第
一
三
修
正
（
奴
隷
制
度
廃
止
）
お
よ
び
第
一
五
修
正
（
黒
人
へ
の
選
挙
権
の
保
障
）
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
人
権
保
障
の
促
進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
合
衆
国
憲
法
第
五
修
正
は
「
何
人
も
、
法
の
適
正
な
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
規
定
し
、
何
人
に
対
し
て
も
い
わ
ゆ
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
保
障
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
連
邦
政
府
へ
の
規
制
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
、
一
八
六
八
年
（
明
治
元
年
）
に
制
定
付
加
さ
れ
た
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
州
政
府
を
も
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
合
衆
国
最
高
裁
は
そ
の
後
も
従
前
の
連
邦
主
義
の
観
念
に
固
執
し
、
州
の
刑
事
司
法
へ
の
合
衆
国
憲
法
に
よ
る
介
入
を
認
め
ず
、
ほ
ぼ
六
〇
年
間
に
わ
た
り
州
の
刑
事
手
続
に
お
け
る
個
人
の
権
利
侵
害
の
申
立
て
を
す
べ
て
退
け
て
き
た
。
そ
の
後
、
合
衆
国
最
高
裁
は
と
り
わ
け
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
下
の
一
九
六
〇
年
代
に
、
わ
が
憲
法
三
一
条
に
相
当
す
る
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
活
用
し
、
第
五
修
正
の
大
陪
審
に
よ
り
起
訴
さ
れ
る
権
利
を
除
き
、
権
利
の
章
典
に
定
め
ら
れ
て
い
る
刑
事
手
続
に
関
す
る
諸
権
利
の
州
へ
の
適
用
を
肯
定
し
、
ま
さ
に
「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
革
命
（d
u
e
p
ro
ce
ss
re
v
o
lu
-
tio
n)
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
積
極
的
な
展
開
を
示
す
に
至
っ
た
。
権
利
の
章
典
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
介
し
て
州
に
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
編
入
理
論
（in
co
rp
o
ratio
n
th
e
o
ry
）
と
選
択
的
吸
収
理
論
（se
le
ctiv
e
ab
so
rp
tio
n
th
e
o
ry
）
と
の
争
い
が
あ
っ
た
が
、
も
は
や
両
者
に
実
質
的
差
異
は
な
い
。
第
四
修
正
の
不
合
理
な
捜
索
・
逮
捕
押
収
の
禁
止
と
令
状
主
義
、
第
五
修
正
の
自
己
負
罪
拒
否
特
権
、
第
六
修
正
の
公
平
な
陪
審
に
よ
る
迅
速
な
公
開
裁
判
を
受
け
る
権
利
、
証
人
対
審
権
、
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
権
利
、
そ
し
て
第
八
修
正
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
な
ど
合
衆
国
憲
法
修
正
条
項
の
定
め
る
刑
事
手
続
上
の
諸
権
利
は
す
べ
て
州
に
も
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
立
し
て
い
る
。
各
州
は
合
衆
国
最
高
裁
の
憲
法
解
釈
に
最
小
限
拘
束
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
限
度
で
今
日
に
お
い
て
は
刑
事
手
続
に
関
す
る
統
一
的
な
ア
メ
リ
カ
法
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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２第
八
修
正
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
合
衆
国
憲
法
第
八
修
正
は
「
過
大
な
額
の
保
釈
金
を
要
求
し
、
ま
た
は
過
重
な
罰
金
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
（E
x
ce
ssiv
e
b
ail
sh
all
n
o
t
b
e
re
q
u
ire
d
,
n
o
r
e
x
ce
ssiv
e
fin
e
s
im
p
o
se
d
,
n
o
r
cru
e
l
an
d
u
n
u
su
al
p
u
n
-
ish
m
e
n
ts
in
flicte
d
.)
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
わ
が
憲
法
三
六
条
は
「
公
務
員
に
よ
る
拷
問
お
よ
び
残
虐
な
刑
罰
は
、
絶
対
に
こ
れ
を
禁
止
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
と
「
残
虐
な
刑
罰
」
と
の
文
言
上
の
差
異
に
「
特
別
の
意
味
を
認
め
る
の
は
適
当
で
な
〈
く
(
４)
｣
、
両
者
は
同
一
の
禁
止
規
定
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
は
「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
革
命
」
の
結
果
、
権
利
の
章
典
に
定
め
ら
れ
て
い
る
刑
事
手
続
に
関
す
る
諸
権
利
は
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
介
し
て
州
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
立
し
て
い
る
。
第
八
修
正
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
規
定
に
つ
い
て
も
一
九
六
二
年
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
判
決
(
５)
で
そ
の
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
次
の
よ
う
な
事
案
で
あ
る
。
被
告
人
ロ
ビ
ン
ソ
ン
（
以
下
、
Ｘ
と
も
い
う
）
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
市
裁
判
所
に
お
い
て
陪
審
裁
判
の
結
果
、
有
罪
と
さ
れ
た
。
Ｘ
に
不
利
な
証
拠
は
二
人
の
警
察
官
Ｐ
、
Ｑ
の
証
言
で
あ
っ
た
。
Ｐ
は
公
判
の
お
よ
そ
四
ヶ
月
前
に
ロ
ス
の
路
上
で
Ｘ
を
職
務
質
問
し
た
際
に
、
Ｘ
の
右
腕
内
部
に
「
瘢
痕
と
変
色｣
、
そ
し
て
Ｘ
の
右
腕
に
無
数
の
注
射
痕
状
の
も
の
と
か
さ
ぶ
た
を
認
め
た
と
証
言
し
、
さ
ら
に
Ｘ
が
そ
の
際
麻
薬
の
服
用
を
自
白
し
た
と
証
言
し
た
。
ま
た
Ｑ
は
、
そ
の
翌
朝
ロ
ス
の
中
央
刑
務
所
で
Ｘ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
Ｘ
の
両
腕
に
変
色
と
疥
癬
の
あ
る
こ
と
を
認
め
た
、
そ
し
て
ロ
ス
警
察
の
麻
薬
班
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
一
〇
年
の
経
験
か
ら
、
こ
れ
ら
の
傷
痕
と
変
色
は
殺
菌
せ
ず
に
静
脈
細
胞
に
皮
下
注
射
を
し
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
と
証
言
し
、
そ
の
傷
痕
は
数
日
前
の
も
の
で
あ
り
、
Ｘ
は
当
時
何
ら
の
麻
薬
特
有
の
症
状
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
と
証
言
し
、
さ
ら
に
Ｘ
が
過
去
の
麻
薬
使
用
を
自
白
し
た
と
証
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
は
自
ら
証
人
台
に
立
っ
て
、
Ｐ
、
Ｑ
ら
と
の
右
会
話
を
否
定
し
、
麻
薬
使
用
の
事
実
を
否
定
し
た
上
、
腕
の
傷
痕
は
軍
務
中
に
か
か
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
障
害
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
証
言
し
た
。
Ｘ
の
右
証
言
は
二
人
の
証
人
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
(
６)
。
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公
判
裁
判
官
は
陪
審
に
対
し
、
州
法
に
よ
れ
ば

麻
薬
使
用
者
ま
た
は
麻
薬
使
用
の
常
習
者
（b
e
ad
d
icte
d
to
th
e
u
se
o
f
n
arco
t-
ics)

は
軽
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
と
説
示
し
、
さ
ら
に
「
被
告
人
が
ロ
ス
に
お
い
て
麻
薬
を
使
用
し
た
か
、
ま
た
は
ロ
ス
市
内
に
い
る
間
に
麻
薬
使
用
の
常
習
者
で
あ
っ
た
こ
と
」
を
訴
追
側
は
立
証
す
れ
ば
足
り
る
と
説
示
し
た
(
７)
。
こ
の
よ
う
な
説
示
に
基
づ
い
て
陪
審
は
、
被
告
人
を

起
訴
犯
罪
で
有
罪

と
認
め
る
評
決
を
下
し
た
。
被
告
人
は
州
の
最
上
級
審
で
あ
る
ロ
ス
郡
上
級
裁
判
所
控
訴
部
に
控
訴
し
た
が
、
同
控
訴
部
は

麻
薬
常
習
者
を
犯
罪
と
す
る

こ
と
の
合
憲
性
に
若
干
の
疑
義
を
表
明
し
つ
つ
、
先
例
を
引
用
し
て
被
告
人
の
有
罪
判
決
を
維
持
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
裁
判
所
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
麻
薬
常
習
者
を
刑
事
犯
と
す
る
制
定
法
は
「
合
衆
国
憲
法
第
一
四
修
正
に
違
反
す
る
か
」
と
い
う
問
題
を
正
面
か
ら
提
示
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
本
件
の
管
轄
権
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
(
８)
、
六
対
二
で
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
、
原
判
決
を
破
棄
し
た
。
当
該
制
定
法
に
よ
れ
ば
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
内
に
お
い
て
現
に
麻
薬
を
使
用
し
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
被
告
人
を
有
罪
と
す
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
裁
判
所
は
同
法
を
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
な
か
っ
た
。
本
件
に
お
い
て
被
告
人
は
ロ
ス
内
に
お
い
て
麻
薬
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う
証
拠
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陪
審
は

た
と
え
そ
の
よ
う
な
証
拠
を
信
用
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
被
告
人
を
有
罪
と
で
き
る

と
説
示
さ
れ
た
。
単
に
被
告
人
の

身
分
（statu
s)

な
い
し

慢
性
的
状
態
（ch
ro
n
ic
co
n
d
itio
n)

が
麻
薬
使
用
の
常
習
者
の
そ
れ
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
被
告
人
を
有
罪
と
で
き
る
旨
説
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
９)
。
当
該
制
定
法
は
、
麻
薬
を
使
用
、
ま
た
は
麻
薬
の
購
入
・
譲
渡
ま
た
は
麻
薬
の
所
持
、
ま
た
は
麻
薬
の
投
与
に
よ
っ
て
生
ず
る
反
社
会
的
な
い
し
無
法
な
振
舞
い
を
す
る
人
を
処
罰
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
医
学
的
治
療
を
提
供
な
い
し
要
求
す
る
法
律
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
麻
薬
中
毒
と
い
う

身
分

を
刑
事
犯
罪
と
し
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
犯
罪
者
（o
ffe
n
d
e
r
）
を
い
つ
で
も
訴
追
で
き
る
制
定
法
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
訴
追
（
州
）
側
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
州
内
に
お
い
て
麻
薬
を
使
用
し
、
ま
た
は
所
持
し
た
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か
ど
う
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
し
て
州
内
で
反
社
会
的
振
舞
い
を
し
た
こ
と
で
有
罪
と
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪
で
絶
え
ず
（co
n
tin
u
o
u
sly
）
人
を
有
罪
と
で
き
る
と
い
う
。
い
か
な
る
州
で
あ
っ
て
も
、
歴
史
の
現
時
点
に
お
い
て
、
精
神
病
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
、
あ
る
い
は
性
病
罹
患
者
を
刑
事
犯
罪
者
と
す
る
こ
と
は
な
い
。「
こ
の
よ
う
な
病
気
を
刑
事
犯
罪
と
す
る
こ
と
は
、
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
違
反
し
て
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
科
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
で
あ
ろ
う
(
)
。」
わ
れ
わ
れ
が
本
件
で
問
題
と
し
て
い
る
制
定
法
も
こ
れ
と
「
同
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
も
の
と
」
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
当
裁
判
所
に
お
い
て
訴
追
側
は
「
麻
薬
中
毒
は
病
気
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。」
な
お
、
被
上
告
人
（
州
）
は
上
告
趣
意
に
お
い
て
、

も
ち
ろ
ん
、
麻
薬
中
毒
者
、
と
り
わ
け
ヘ
ロ
イ
ン
使
用
の
中
毒
者
は
精
神
的
お
よ
び
肉
体
的
病
気
の
状
態
に
あ
る
こ
と
は
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る


ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
も
同
様
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
当
裁
判
所
は
三
七
年
前
に
麻
薬
中
毒
者
は

病
気
で
あ
り
、
適
当
な
医
学
的
治
療
の
対
象
と
な
る

こ
と
を
認
め
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
故
、
州
内
に
お
い
て
麻
薬
に
一
度
も
触
れ
た
こ
と
が
な
く
、
あ
る
い
は
州
内
に
お
い
て
逸
脱
行
為
で
有
罪
と
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
麻
薬
中
毒
者
を
刑
事
犯
と
し
て
投
獄
す
る
州
法
は
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
科
す
も
の
で
あ
り
第
一
四
修
正
に
違
反
す
る
と
判
示
す
る
。
な
る
ほ
ど
九
〇
日
間
の
投
獄
は
、
抽
象
的
に
は
、
残
虐
で
も
な
け
れ
ば
異
常
で
も
な
い
刑
罰
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
、
抽
象
的
に
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
一
日
の
投
獄
で
あ
っ
て
も
、
単
な
る
普
通
の
風
邪
に
す
ぎ
な
い
（h
av
in
g
a
co
m
m
o
n
co
ld)

犯
罪

に
対
し
て
は
、
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
足
り
う
る
(
)
。」
(
４)
法
学
協
会
『
註
解
日
本
国
憲
法
・
上
巻
』(
有
斐
閣
、
一
九
五
三
年
）
六
三
六
頁
。
(
５)
R
o
b
in
so
n
v
.
C
alifo
rn
ia,
3
7
0
U
.S
.
6
6
0
(
1
9
6
2)
.
(
６)
Id
.
at
6
6
1

6
6
2
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.
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6
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(
)
Id
.
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6
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三
死
刑
の
合
憲
性
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
七
二
年
の
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
(
)
に
お
い
て
、
死
刑
判
決
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
三
事
件
を
一
括
し
て
審
理
し
「[
こ
れ
ら
の
事
案
に
つ
き
﹈
死
刑
を
科
す
こ
と
は
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
反
す
る
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
当
た
る
か
」
の
問
題
に
限
定
し
て
上
告
受
理
の
申
立
を
容
れ
、
本
件
で
の
死
刑
判
決
を
そ
れ
に
至
る
手
続
が
余
り
に
も
恣
意
的
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
違
憲
で
あ
る
と
判
示
し
、
原
判
決
を
破
棄
差
し
戻
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
四
年
後
の
グ
レ
ッ
グ
判
決
(
)
で
は
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
従
っ
て
恣
意
性
を
除
去
す
る
た
め
に
手
続
は
改
正
さ
れ
た
も
の
の
謀
殺
罪
自
体
に
つ
い
て
は
従
前
ど
お
り
死
刑
を
規
定
す
る
州
法
を
合
憲
と
し
た
。
合
衆
国
最
高
裁
が
死
刑
自
体
の
違
憲
性
を
明
示
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
も
死
刑
判
決
に
至
る
手
続
の
恣
意
性
を
理
由
に
死
刑
判
決
を
破
棄
し
た
に
と
ど
ま
る
。
一
九
七
七
年
の
コ
カ
判
決
(
)
で
成
人
女
性
へ
の
強
姦
罪
に
対
す
る
死
刑
判
決
を
第
八
修
正
の
禁
止
す
る
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
当
る
と
す
る
な
ど
死
刑
の
適
用
範
囲
を
次
第
に
限
定
し
て
い
る
が
、
死
刑
自
体
の
合
憲
性
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
レ
ン
首
席
裁
判
官
執
筆
の
一
九
五
八
年
の
ト
ロ
ッ
プ
判
決
(
)
は
、「
第
八
修
正
の
根
底
に
あ
る
基
本
的
概
念
は
人
間
の
尊
厳
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
（n
o
th
in
g
le
ss
th
an
th
e
d
ig
n
ity
o
f
m
an)
」
と
し
た
上
で
、
そ
の
意
味
内
容
は
「
成
熟
社
会
の
進
歩
を
示
す
品
位
の
発
展
的
基
準
（th
e
e
v
o
lv
in
g
stan
d
ard
s
o
f
d
e
ce
n
cy
th
at
m
ark
th
e
p
ro
g
re
ss
o
f
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a
m
atu
rin
g
so
cie
ty
）
か
ら
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
が
、
死
刑
制
度
は
全
米
の
歴
史
を
通
じ
て
採
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
今
な
お
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、
死
刑
は
「
憲
法
上
の
残
虐
の
概
念
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
、
そ
の
後
の
判
例
で
も
死
刑
は
未
だ
こ
の
「
品
位
の
発
展
的
基
準
」
に
反
し
て
い
な
い
と
の
立
場
を
堅
持
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
合
衆
国
最
高
裁
は
二
〇
〇
二
年
の
ア
ト
キ
ン
ズ
判
決
(
)
で
は
精
神
遅
滞
犯
罪
者
へ
の
死
刑
に
つ
き
、
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
の
シ
モ
ン
ズ
判
決
(
)
で
は
少
年
犯
罪
者
へ
の
死
刑
に
つ
き
、
い
ず
れ
も
先
例
を
正
面
か
ら
変
更
し
、「
品
位
の
発
展
的
基
準
」
に
照
ら
し
て
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
相
当
す
る
と
し
て
そ
の
違
憲
性
を
肯
定
す
る
な
ど
新
し
い
動
き
が
あ
る
。
筆
者
は
右
二
判
決
を
契
機
に
前
掲
各
習
作
を
も
の
し
た
が
、
謀
殺
罪
に
絶
対
的
死
刑
を
定
め
る
州
法
を
第
八
修
正
違
反
と
し
た
ウ
ッ
ド
ソ
ン
判
決
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
同
判
決
は
グ
レ
ッ
グ
判
決
と
同
じ
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
も
の
で
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
の
意
味
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
も
不
可
欠
な
判
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
ひ
と
ま
ず
公
開
処
刑
の
合
憲
性
を
肯
定
し
た
一
八
七
九
年
の
ウ
ィ
ル
カ
ー
ソ
ン
判
決
か
ら
ウ
ッ
ド
ソ
ン
判
決
等
に
至
る
著
名
な
死
刑
関
連
判
例
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
刑
に
関
す
る
旧
稿
を
補
足
し
つ
つ
、
罪
刑
の
均
衡
原
則
と
大
い
に
か
か
わ
り
の
あ
る
第
八
修
正
の
禁
止
す
る
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
の
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
１
ウ
ィ
ル
カ
ー
ソ
ン
公
開
銃
殺
刑
適
法
判
決
（
一
八
七
九
年
）
本
判
決
(
)
は
、
第
一
級
謀
殺
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
被
告
人
に
裁
判
官
が
公
開
銃
殺
に
よ
る
処
刑
を
言
い
渡
し
た
事
案
に
つ
き
、
制
定
法
は
処
刑
の
方
法
に
つ
い
て
明
示
し
て
い
な
い
が
従
前
の
制
定
法
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
法
的
に
は
何
ら
問
題
は
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
八
修
正
の
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
の
範
囲
を
正
確
に
確
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
不
必
要
で
残
虐
な
刑
罰
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
足
り
る
と
明
示
し
た
一
文
が
そ
の
後
繰
り
返
し
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
重
要
な
先
例
の
一
つ
で
あ
る
。
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【
事
実
の
概
要
】
申
立
人
ウ
ィ
ル
カ
ー
ソ
ン
（
以
下
、
Ｘ
と
も
い
う
）
は
、
悪
意
の
事
前
計
画
の
下
に
被
害
者
を
殺
害
し
た
と
し
て
大
陪
審
に
よ
り
起
訴
さ
れ
た
が
、
罪
状
認
否
手
続
で
有
罪
の
答
弁
を
し
た
。
裁
判
所
の
命
令
に
従
っ
て
選
定
さ
れ
た
陪
審
は
、
Ｘ
を
第
一
級
謀
殺
罪
で
有
罪
と
認
め
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
正
式
手
続
が
進
め
ら
れ
、
裁
判
官
は
一
八
七
七
年
六
月
一
一
日
、
公
開
の
法
廷
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
被
告
人
に
死
刑
を
宣
告
し
た
。
す
な
わ
ち
、

あ
な
た
は
こ
こ
か
ら
ユ
タ
領
土
（te
rrito
ry
）
の
ど
こ
か
に
連
行
さ
れ
、
次
の
一
二
月
一
四
日
の
金
曜
日
ま
で
安
全
に
そ
こ
で
勾
留
さ
れ
る
。
当
日
の
昼
前
か
ら
午
後
三
時
ま
で
の
間
に
勾
留
場
所
か
ら
こ
の
地
区
内
の
ど
こ
か
に
連
行
さ
れ
、
そ
こ
で
公
開
の
上
、
死
亡
す
る
ま
で
銃
殺
さ
れ
る
。

通
常
の
裁
判
手
続
が
す
べ
て
終
了
し
た
あ
と
で
、
Ｘ
は
誤
審
令
状
（a
w
rit
o
f
e
rro
r
）
に
よ
る
救
済
を
求
め
た
。
ユ
タ
州
最
高
裁
が
当
初
の
裁
判
所
の
判
決
を
維
持
し
、
Ｘ
に
銃
殺
刑
を
宣
告
し
た
点
に
お
い
て
誤
り
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
(
)
。
こ
れ
に
対
し
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
（C
liffo
rd
）
裁
判
官
執
筆
の
法
廷
意
見
は
、
要
旨
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
、
被
告
人
の
主
張
を
退
け
た
。
【
判
旨
】
謀
殺
は
、
事
前
の
悪
意
に
よ
る
違
法
な
人
の
殺
害
で
あ
る
。
刑
事
上
の
謀
殺
（crim
in
al
h
o
m
icid
e
）
は
、
待
伏
せ
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
そ
の
他
の
悪
意
、
故
意
等
に
よ
っ
て
殺
害
が
な
さ
れ
た
と
き
、
第
一
級
謀
殺
罪
で
あ
る
。
第
一
級
謀
殺
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
は
す
べ
て
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
か
、
ま
た
は
陪
審
の
勧
告
に
基
づ
い
て
、
裁
判
所
の
裁
量
下
に
、
終
身
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
一
八
五
二
年
三
月
六
日
か
ら
一
八
七
六
年
三
月
四
日
ま
で
効
力
を
有
し
て
い
た
州
法
は
、

法
定
刑
が
死
刑
で
あ
る
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
は
、
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
本
人
の
選
択
に
よ
っ
て
、
銃
殺
、
絞
首
、
ま
た
は
斬
首
に
よ
っ
て
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る

と
定
め
て
い
た
。
そ
の
後
に
改
正
さ
れ
た
現
行
刑
法
は
「
第
一
級
謀
殺
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
は
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
」
と
し
、
刑
の
執
行
方
法
に
つ
い
て
は

量
刑
を
決
定
し
、
宣
告
す
る
権
限
は
裁
判
所
に
あ
る

と
定
め
る
に
と
ど
ま
る
(
)
。同
条
項
は
第
一
級
謀
殺
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
は
す
べ
て
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
と
の
規
定
に
結
び
つ
け
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
刑
の
執
行
方
法
に
関
す
る
規
定
が
な
い
と
い
う
事
実
に
照
ら
す
と
、
本
件
誤
審
令
状
の
申
立
て
は
下
級
審
の
判
断
を
破
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棄
す
る
に
十
分
な
法
的
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
当
裁
判
所
の
意
見
で
あ
る
。
軍
法
に
は
犯
罪
者
が
有
罪
と
さ
れ
る
と
死
刑
が
言
い
渡
さ
れ
る
種
々
の
犯
罪
が
あ
る
。
執
行
方
法
に
関
す
る
特
別
の
規
定
が
な
い
ま
ま
死
刑
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
事
例
は
よ
く
あ
る
。
議
会
は
こ
の
点
に
関
し
規
定
を
設
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
戦
時
慣
習
（th
e
cu
sto
m
o
f
w
ar
）
に
従
っ
て
、
死
刑
犯
罪
に
は
銃
殺
刑
ま
た
は
絞
首
刑
が
科
せ
ら
れ
る
。
軍
法
は
そ
の
よ
う
な
犯
罪
の
処
刑
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
が
、
戦
時
慣
習
に
全
面
的
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
慣
習
に
よ
っ
て
銃
殺
刑
ま
た
は
絞
首
刑
が
決
定
さ
れ
る
。
ス
パ
イ
は
一
般
に
絞
首
刑
と
さ
れ
、
生
命
の
損
失
を
伴
わ
な
い
反
乱
（m
u
tin
y
）
も
同
じ
で
あ
る
。
脱
走
、
命
令
不
服
従
等
は
通
常
銃
殺
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
る
。
銃
殺
か
絞
首
か
は
判
決
時
に
言
い
渡
さ
れ
る
(
)
。
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
は
憲
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
級
謀
殺
罪
に
対
す
る
死
刑
の
方
法
と
し
て
の
銃
殺
刑
は
第
八
修
正
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
脱
走
そ
の
他
死
刑
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
軍
人
は
圧
倒
的
多
数
の
事
案
に
お
い
て
銃
殺
刑
を
宣
告
さ
れ
て
い
る
。「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
る
憲
法
上
の
規
定
の
範
囲
を
正
確
に
定
義
す
る
努
力
に
は
困
難
が
伴
う
。
し
か
し
、
…
…
拷
問
、
そ
の
他
そ
れ
と
同
一
線
上
に
あ
る
不
必
要
で
残
虐
な
刑
罰
は
す
べ
て
（an
d
all
o
th
e
rs
in
th
e
sam
e
lin
e
o
f
u
n
n
e
ce
ssary
cru
e
lty
）
憲
法
第
八
修
正
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
足
り
る
(
)
。」
こ
の
こ
と
を
す
べ
て
認
め
て
も
、
本
件
で
の
死
刑
宣
告
は
こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
、
あ
る
い
は
当
初
の
裁
判
所
の
判
決
を
維
持
し
た
点
に
お
い
て
ユ
タ
州
最
高
裁
は
誤
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
。
一
八
五
二
年
三
月
六
日
に
施
行
さ
れ
た
ユ
タ
州
法
は
、
死
刑
事
件
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
は
銃
殺
、
絞
首
、
ま
た
は
斬
首
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
る
と
規
定
し
、
当
人
は
処
刑
方
法
を
選
択
で
き
る
旨
の
明
示
の
制
約
を
設
け
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
制
約
の
意
味
内
容
は
制
定
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
方
法
に
限
定
さ
れ
、
本
人
が
そ
れ
を
行
使
し
な
け
れ
ば
判
決
を
言
い
渡
す
裁
判
所
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
明
示
の
制
定
法
に
よ
れ
ば
、
第
一
級
謀
殺
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
は
す
べ
て
、
死
刑
、
ま
た
は
陪
審
の
勧
告
に
従
っ
て
、
裁
判
所
の
裁
量
下
に
、
終
身
拘
禁
刑
が
科
せ
ら
れ
る
。
本
件
で
は
陪
審
の
勧
告
が
な
か
っ
た
の
で
こ
の
規
定
の
前
半
が
適
用
さ
れ
、
そ
し
て
陪
審
の
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無
条
件
評
決
に
従
っ
て
裁
判
所
は
、
被
告
人
を
銃
殺
刑
に
処
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
裁
決
が
法
的
に
正
し
い
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
疑
問
が
な
い
(
)
。
２
ケ
ム
ラ
ー
電
気
処
刑
合
憲
判
決
（
一
八
九
〇
年
）
本
判
決
(
)
は
、
第
一
級
謀
殺
罪
で
有
罪
と
さ
れ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
の
規
定
に
よ
り
電
気
椅
子
に
よ
る
死
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
た
め
、
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
で
あ
る
と
し
て
誤
審
令
状
に
よ
る
救
済
を
求
め
た
事
案
に
つ
き
、
ウ
ィ
ル
カ
ー
ソ
ン
判
決
を
も
引
用
し
つ
つ
、
こ
れ
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
【
事
実
の
概
要
】
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
は
一
八
八
五
年
一
月
六
日
、
議
会
へ
の
年
頭
教
書
（an
n
u
al
m
e
ssag
e
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、

現
在
の
絞
首
に
よ
る
犯
罪
人
の
処
刑
方
法
は
暗
黒
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
の
科
学
は
よ
り
野
蛮
で
な
い
方
法
で
死
刑
囚
の
生
命
を
奪
う
方
法
を
提
供
で
き
な
い
の
か
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
問
題
を
議
会
の
検
討
に
委
ね
た
い

と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
州
議
会
は
こ
れ
に
応
じ
て
、

死
刑
事
件
で
の
死
刑
宣
告
を
現
代
の
科
学
で
知
ら
れ
て
い
る
最
も
人
道
的
な
方
法

で
執
行
す
る
方
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置
し
た
。
同
委
員
会
は
電
気
椅
子
に
よ
る
処
刑(
e
x
e
cu
tio
n
b
y
e
le
c-
tricity
）
を
支
持
す
る
報
告
書
に
あ
わ
せ
て
法
案
を
作
成
し
、
こ
の
法
案
が
一
八
八
八
年
法
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

死
刑
は
、
す
べ
て
の
事
案
に
お
い
て
、
有
罪
の
宣
告
を
受
け
た
も
の
の
身
体
に
、
死
亡
さ
せ
る
に
十
分
な
強
度
の
電
気
を
通
す
（p
ass
th
ro
u
g
h
）
こ
と
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
電
気
の
使
用
は
有
罪
の
宣
告
を
受
け
た
者
が
死
亡
す
る
ま
で
続
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
規
定
さ
れ
た
(
)
。
ケ
ム
ラ
ー
は
一
八
八
九
年
三
月
二
四
日
に
行
わ
れ
た
謀
殺
罪
で
起
訴
さ
れ
有
罪
と
さ
れ
た
の
で
、
同
法
の
適
用
を
受
け
、
電
気
椅
子
に
よ
る
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
州
段
階
で
死
刑
が
確
定
し
た
ケ
ム
ラ
ー
は
、
合
衆
国
最
高
裁
に
誤
審
令
状
に
よ
る
救
済
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
裁
判
所
の
匿
名
に
よ
る
意
見
（p
er
cu
ria
m
）
で
一
た
ん
令
状
申
請
が
否
定
さ
れ
た
が
、
一
八
九
〇
年
三
月
一
九
日
、
全
裁
判
官
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立
会
い
の
下
で
の
審
議
が
認
め
ら
れ
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
誤
審
令
状
発
付
の
申
請
が
否
定
さ
れ
た
(
)
。
【
判
旨
】
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
憲
法
第
一
条
五
項
と
連
邦
憲
法
第
八
修
正
は
い
ず
れ
も

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
一
六
八
八ママ
年
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
権
利
の
章
典
か
ら
取
ら
れ
た
。
も
し
あ
る
犯
罪
に
対
し
定
め
ら
れ
た
刑
罰
が
、
例
え
ば
、
火
刑
台
で
の
火
あ
ぶ
り
や
十
字
架
上
の
死
刑
（cru
cifix
io
n
）
等
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
残
虐
で
異
常
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
刑
罰
が
憲
法
の
禁
止
に
該
当
す
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
裁
判
所
の
義
務
と
な
ろ
う
。「
ウ
ィ
ル
カ
ー
ソ
ン
判
決
に
お
い
て
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
裁
判
官
は
法
廷
意
見
を
言
い
渡
し
た
際
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
に
言
及
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち

残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
る
憲
法
上
の
規
定
の
範
囲
を
正
確
に
定
義
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
は
困
難
が
伴
う
。
し
か
し
…
…
拷
問
、
そ
の
他
そ
れ
と
同
一
線
上
に
あ
る
不
必
要
で
残
虐
な
刑
罰
は
す
べ
て
憲
法
第
八
修
正
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
十
分
で
あ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
拷
問
ま
た
は
長
び
か
せ
た
死
に
か
か
わ
る
と
き
そ
の
よ
う
な
刑
罰
は
残
虐
で
あ
る
。
し
か
し
、
死
刑
と
い
う
刑
罰
は
、
憲
法
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
の
意
味
内
に
お
い
て
残
虐
で
な
い
。
そ
こ
で
の
残
虐
と
い
う
言
葉
は
何
か
非
人
道
的
で
野
蛮
な
も
の
、
単
に
生
命
の
消
滅
以
上
の
何
か(
so
m
e
th
in
g
in
h
u
m
an
an
d
b
arb
aro
u
s,
so
m
e
th
in
g
m
o
re
th
an
th
e
m
e
re
e
x
tin
g
u
ish
m
e
n
t
o
f
life
）
を
意
味
し
て
い
る
(
)
。」
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
裁
判
所
は
、
本
件
で
採
用
さ
れ
た
処
刑
方
法
は
新
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
異
常
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
残
虐
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。
ど
の
よ
う
な
方
法
で
処
刑
す
る
か
を
決
め
る
の
は
立
法
府
の
仕
事
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
よ
り
人
道
的
な
処
刑
方
法
を
工
夫
す
る
努
力
下
に
制
定
さ
れ
た
と
い
う
点
に
照
ら
す
と
、
残
虐
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
州
憲
法
の
下
で
の
制
定
法
の
有
効
性
を
維
持
し
た
州
裁
判
所
の
判
断
を
当
裁
判
所
が
再
審
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
判
断
は
申
立
人
が
主
張
す
る
よ
う
に
合
衆
国
憲
法
の
い
か
な
る
権
利
等
に
も
違
反
し
て
い
な
い
。
本
件
制
定
法
の
施
行
自
体
は
、
州
の
立
法
権
限
の
正
当
な
範
囲
内
に
あ
る
(
)
。
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
の
判
決
を
破
棄
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
判
決
は
法
律
上
、
重
大
な
誤
り
（an
e
rro
r
so
g
ro
ss
）
を
犯
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
480
1515
し
て
お
り
、
そ
の
誤
り
は
犯
罪
で
告
発
さ
れ
た
人
に
対
す
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
な
い
し
合
衆
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
何
ら
か
の
権
利
の
州
に
よ
る
否
定
に
相
当
す
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
本
件
記
録
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
誤
り
は
な
い
(
)
。
３
フ
ラ
ン
シ
ス
処
刑
失
敗
後
再
死
刑
合
憲
判
決
（
一
九
四
七
年
）
本
判
決
(
)
は
、
電
気
椅
子
に
座
ら
せ
て
処
刑
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
機
械
の
故
障
が
原
因
で
死
亡
さ
せ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
一
た
ん
中
止
し
、
後
日
あ
ら
た
め
て
州
知
事
の
執
行
命
令
書
を
得
た
事
案
に
つ
き
、
第
五
修
正
の
二
重
の
危
険
条
項
、
第
八
修
正
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
条
項
に
違
反
せ
ず
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
も
違
反
し
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
【
事
実
の
概
要
】
申
立
人
フ
ラ
ン
シ
ス
（
以
下
、
Ｘ
と
も
い
う
）
は
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
有
色
市
民
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
四
五
年
九
月
一
日
、
謀
殺
罪
で
有
罪
と
さ
れ
、
電
気
椅
子
に
よ
る
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
Ｘ
は
一
九
四
六
年
五
月
三
日
、
適
正
な
死
刑
執
行
命
令
書
に
従
っ
て
、
証
人
の
立
会
い
の
下
で
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
正
式
な
電
気
椅
子
に
座
ら
さ
れ
た
。
執
行
官
は
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
が
、
何
ら
か
の
機
械
の
故
障
が
原
因
で
、
Ｘ
は
死
亡
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
Ｘ
は
直
ち
に
電
気
椅
子
か
ら
移
動
さ
せ
ら
れ
、
刑
務
所
に
戻
さ
れ
た
。
そ
の
後
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
知
事
に
よ
っ
て
処
刑
日
を
一
九
四
六
年
五
月
九
日
と
す
る
死
刑
執
行
命
令
書
が
あ
ら
た
め
て
発
付
さ
れ
た
。
州
の
最
高
裁
に
対
し
、
執
行
禁
止
命
令
の
申
立
て
が
な
さ
れ
、
死
刑
の
執
行
は
延
期
さ
れ
た
。
Ｘ
は
、
本
件
状
況
下
で
の
処
刑
は
第
五
修
正
の
二
重
の
危
険
の
規
定
、
お
よ
び
第
八
修
正
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
規
定
に
違
反
す
る
と
の
理
由
で
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
保
護
を
主
張
し
た
。
死
刑
執
行
時
に
彼
の
体
内
に
電
気
が
一
た
ん
通
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
、
こ
れ
ら
の
連
邦
憲
法
上
の
保
護
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
最
高
裁
は
、
司
法
審
査
を
求
め
る
根
拠
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
Ｘ
の
申
立
て
を
退
け
、
州
法
に
も
連
邦
法
に
も
違
反
し
な
い
と
結
論
し
た
。
そ
し
て
同
最
高
裁
は
、
Ｘ
を
死
亡
さ
せ
る
に
(桃山法学 第７号 ’06)
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十
分
な
強
度
の
電
気
が
Ｘ
の
体
内
に
通
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
「
本
件
の
異
常
な
状
況
下
に
お
い
て
連
邦
憲
法
の
下
で
の
諸
権
利
の
違
反
を
検
討
す
る
た
め
に
」
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ
、
五
対
四
で
、
原
判
決
を
維
持
し
た
(
)
。
第
八
修
正
関
連
の
判
旨
は
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
【
判
旨
】
本
件
で
起
こ
っ
た
い
か
な
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
憲
法
の
意
味
に
お
け
る
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
相
当
す
る
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。
本
件
事
案
は
、
死
刑
以
外
の
い
か
な
る
刑
罰
の
検
討
を
も
求
め
て
い
な
い
。
現
代
の
英
米
法
の
伝
統
的
な
人
間
性
（h
u
-
m
an
ity
）
は
死
刑
の
執
行
時
に
不
必
要
な
苦
痛
を
科
す
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
苦
痛
を
科
す
こ
と
の
禁
止
は
一
六
八
八
年
の
権
利
の
章
典
（th
e
B
ill
o
f
R
ig
h
ts
o
f
1
6
8
8
）
以
来
、
わ
が
法
が
受
け
継
い
で
き
た
。
こ
れ
と
同
一
の
文
言
が
わ
が
第
八
修
正
の
中
に
見
ら
れ
る
。
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
州
に
よ
る
残
虐
な
方
法
で
の
死
刑
を
禁
止
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
当
裁
判
所
は
一
八
九
〇
年
の
ケ
ム
ラ
ー
判
決
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
憲
法
の
中
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
類
似
の
条
項
に
関
し
て
、

刑
罰
は
、
拷
問
ま
た
は
長
引
か
せ
た
死
（a
lin
g
e
rin
g
d
e
ath
）
に
か
か
わ
る
と
き
、
そ
の
よ
う
な
刑
罰
は
残
虐
で
あ
る
。
し
か
し
死
刑
と
い
う
刑
罰
は
憲
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
の
意
味
内
に
お
い
て
残
虐
で
な
い
。
そ
こ
で
の
残
虐
と
い
う
言
葉
は

何
か
非
人
間
的
で
野
蛮
な
も
の
、
単
に
生
命
の
消
滅
以
上
の
何
か
を
意
味
し
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
ケ
ム
ラ
ー
判
決
は
、
電
気
椅
子
に
よ
る
処
刑
は
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
有
罪
犯
罪
者
の
連
邦
憲
法
上
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
電
気
処
刑
の
た
め
の
準
備
で
心
理
的
緊
張
を
一
度
受
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
緊
張
を
再
び
Ｘ
に
強
い
る
の
は
長
び
か
せ
た
刑
罰
ま
た
は
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
科
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
が
Ｘ
の
主
張
で
あ
る
。
す
で
に
電
気
が
通
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
の
電
気
処
刑
が
憲
法
上
の
意
味
に
お
い
て
残
虐
な
も
の
と
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
他
の
死
刑
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
る
。
憲
法
が
有
罪
者
に
保
障
し
て
い
る
残
虐
な
刑
罰
の
禁
止
は
「
刑
罰
の
方
法
に
内
在
す
る
残
虐
性
で
あ
っ
て
、
人
道
的
に
生
命
を
消
滅
さ
せ
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
い
か
な
る
方
法
に
も
含
ま
れ
る
当
然
の
苦
痛
（n
e
ce
ssary
su
ffe
rin
g
）
で
な
い
。」
予
想
で
き
な
か
っ
た
事
故
の
た
め
宣
告
刑
が
即
時
に
完
了
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
後
の
処
刑
に
残
虐
性
の
要
素
を
付
加
す
る
も
の
で
は
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
478
1717
な
い
。
本
件
で
求
め
ら
れ
て
い
る
処
刑
に
は
不
必
要
な
苦
痛
を
科
す
意
図
も
な
け
れ
ば
不
必
要
な
苦
痛
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
故
の
不
幸
な
犠
牲
者
の
状
況
は
、
例
え
ば
、
独
房
棟
で
の
火
災
の
よ
う
な
事
故
で
同
一
の
精
神
的
苦
痛
お
よ
び
肉
体
的
苦
痛
を
味
わ
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
Ｘ
が
受
け
た
苦
痛
は
、
残
虐
性
の
故
に
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
否
定
と
し
て
非
難
さ
れ
る
辛
苦
（h
ard
-
sh
ip
）
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
同
意
で
き
な
い
(
)
。
【
反
対
意
見
】
Ｘ
は
、
裁
判
史
上
き
わ
め
て
珍
し
い
状
況
下
に
合
衆
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
侵
害
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
、
死
刑
執
行
の
停
止
を
わ
れ
わ
れ
に
求
め
て
い
る
。
本
件
で
の
異
常
な
事
実
に
よ
れ
ば
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
最
高
裁
の
判
断
を
破
棄
し
、
以
下
の
意
見
と
矛
盾
し
な
い
手
続
で
さ
ら
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
に
差
し
戻
す
必
要
が
あ
る
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
手
続
は
、
一
八
四
六
年
三
月
三
日
の
電
気
処
刑
時
に
電
気
が
Ｘ
の
体
内
に
通
さ
れ
た
範
囲
を
含
め
、
今
ま
で
に
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
若
干
の
重
要
な
事
実
に
関
す
る
判
断
が
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
Ｘ
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
場
合
に
は
、
法
の
誤
り
な
い
し
不
確
か
な
事
実
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
Ｘ
の
死
刑
執
行
は
一
九
四
六
年
五
月
三
日
に
実
施
す
る
よ
う
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
知
事
に
よ
っ
て
命
令
さ
れ
た
。
し
か
し
、
機
械
装
置
の
何
ら
か
の
故
障
で
Ｘ
を
電
気
処
刑
し
よ
う
と
し
た
試
み
は
失
敗
し
た
。
電
気
は
Ｘ
の
身
体
に
達
し
な
か
っ
た
と
州
は
主
張
し
、
電
気
は
そ
の
身
体
に
通
さ
れ
た
と
Ｘ
は
主
張
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｘ
は
死
に
至
ら
な
か
っ
た
。
五
月
八
日
、
死
刑
執
行
命
令
書
は
取
り
消
さ
れ
、
Ｘ
の
処
刑
は
本
件
で
の
手
続
が
終
了
す
る
ま
で
停
止
さ
れ
た
。
知
事
は
あ
ら
た
め
て
Ｘ
の
電
気
処
刑
の
た
め
死
刑
執
行
命
令
書
の
発
付
を
計
画
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
は
当
裁
判
所
に
、
本
件
の
珍
し
い
状
況
下
で
の
電
気
処
刑
は
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
で
あ
り
、
合
衆
国
憲
法
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
違
反
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
死
刑
を
阻
止
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
(
)
。
本
件
で
の
手
続
が
違
憲
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
際
に
、
合
法
的
な
電
気
処
刑
と
本
件
と
を
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
対
照
的
な
の
は
即
死
と
分
割
に
よ
る
死
亡
（d
e
ath
b
y
in
stallm
e
n
ts
）
と
の
違
い
で
あ
る
。
電
気
処
刑
は
瞬
時
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
と
一
致
し
て
科
す
こ
と
が
で
き
る
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
最
高
裁
は
、
そ
の
制
定
法
で
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
る
電
気
処
刑
は
絞
首
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刑
よ
り
人
道
的
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
考
慮
す
べ
き
重
要
な
問
題
は
、
処
刑
は
瞬
時
で
事
実
上
苦
痛
が
な
く
、
可
能
な
限
り
、
死
自
体
と
等
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
電
気
処
刑
は
苦
痛
を
除
去
す
る
方
法
に
お
い
て
の
み
是
認
さ
れ
て
き
た
。
遅
延
し
た
手
続
に
よ
る
電
気
処
刑
を
支
持
す
る
制
定
法
も
裁
判
所
の
先
例
も
な
い
。
電
気
処
刑
を
是
認
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
が
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
当
た
る
こ
と
を
理
由
に
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
違
反
す
る
と
し
て
攻
撃
さ
れ
た
ケ
ム
ラ
ー
判
決
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
当
裁
判
所
は
同
法
を
支
持
し
た
際
に
、
電
気
は
即
死
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
事
実
を
強
調
し
た
。
本
件
で
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
法
と
同
じ
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
は
明
示
に
死
亡
さ
せ
る
に
足
り
る
電
気
の
継
続
的
提
供
を
要
求
し
て
い
た
。
人
道
的
と
さ
れ
た
の
は

即
時

か
つ

苦
痛
の
な
い

死
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
控
訴
審
の
判
示
、
す
な
わ
ち

こ
の
新
し
い
処
刑
方
法
は
確
か
に
異
常
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
憲
法
の
意
味
内
に
お
い
て
残
虐
で
あ
る
と
の
考
え
を
正
当
化
す
る
も
の
を
ほ
と
ん
ど
見
い
出
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
反
対
に
、
人
間
の
身
体
の
重
要
部
分
に
対
す
る
電
気
の
使
用
は
、
瞬
時
の
、
し
た
が
っ
て
苦
痛
の
な
い
死
に
至
る
に
違
い
な
い
と
い
う
合
理
的
疑
い
を
除
去
す
る
と
い
う
下
級
審
に
同
意
す
る

を
引
用
し
た
上
で
、

刑
罰
は
拷
問
ま
た
は
長
び
か
せ
る
死
に
か
か
わ
る
と
き
、
そ
の
よ
う
な
刑
罰
は
残
虐
で
あ
る
。
し
か
し
、
死
刑
と
い
う
刑
罰
は
、
憲
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
そ
の
言
葉
の
意
味
内
に
お
い
て
、
残
虐
で
な
い
。
そ
こ
で
の
残
虐
と
い
う
言
葉
は
何
か
非
人
道
的
で
野
蛮
な
も
の
、
単
な
る
生
命
の
消
滅
以
上
の
何
か
を
意
味
し
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。
州
の
公
務
員
が
故
意
か
つ
意
図
的
に
Ｘ
を
五
度
電
気
椅
子
に
座
ら
せ
て
、
そ
の
度
毎
に
、
最
後
の
時
ま
で
Ｘ
を
殺
害
す
る
に
足
り
る
電
気
を
使
用
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
拷
問
ま
が
い
の
方
法
は
火
刑
台
で
の
火
あ
ぶ
り
に
匹
敵
し
よ
う
。
本
件
で
の
最
初
の
失
敗
は
意
図
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
電
気
の
再
使
用
は
意
図
的
で
あ
る
。
故
意
で
意
図
的
な
電
気
の
再
使
用
を
何
度
す
れ
ば
、
残
虐
・
異
常
で
違
憲
の
刑
罰
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
(
)
。
州
の
公
務
員
に
は
失
敗
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
制
定
法
上
の
義
務
が
あ
っ
た
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
法
も
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
最
高
裁
も
、
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致
命
的
な
電
気
の
一
回
の
継
続
的
使
用
以
外
の
電
気
処
刑
を
是
認
し
て
い
な
い
。
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
事
案
が
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
に
相
当
す
る
か
を
判
断
す
る
際
に
、
各
事
案
は
そ
の
個
別
的
事
実
い
か
ん
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
最
高
裁
に
対
す
る
申
立
書
は
、
電
気
が
Ｘ
の
体
内
に
通
さ
れ
た
と
明
示
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
申
立
書
に
は
、
死
刑
執
行
官
は

証
人
の
面
前
で
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
電
気
が
Ｘ
の
体
内
に
通
っ
た

と
の
明
確
な
主
張
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
主
張
は
、
死
を
も
た
ら
す
の
に

十
分

強
度
な
電
気
の
使
用
を
Ｘ
の
身
体
に
一
回
だ
け
使
用
す
る
こ
と
を
死
刑
執
行
人
に
認
め
て
い
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
法
に
照
ら
し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
当
事
者
は
一
九
四
六
年
五
月
三
日
に
起
こ
っ
た
実
体
（m
ate
riality
）
は
宣
誓
供
述
書
お
よ
び
証
言
の
謄
本
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
Ｘ
が
電
気
椅
子
に
座
ら
さ
れ
、
目
に
覆
い
を
か
け
ら
れ
、
次
い
で
死
刑
執
行
人
が
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
と
こ
ろ
、
Ｘ
が
あ
え
ぎ
出
し
、
身
も
だ
え
な
ど
し
た
た
め
椅
子
が
大
き
く
揺
れ
た
。
Ｘ
が
外
し
て
く
れ
と
い
っ
た
た
め
、
顔
か
ら
フ
ー
ド
が
取
り
外
さ
れ
、
ス
イ
ッ
チ
が
オ
フ
に
切
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
件
を
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
最
高
裁
に
差
し
戻
す
の
は
、
Ｘ
に
は
完
全
に
釈
放
さ
れ
る
権
利
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
そ
れ
は
単
に
、
Ｘ
に
科
せ
ら
れ
た
現
実
の
刑
罰
の
性
質
お
よ
び
科
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
刑
罰
の
両
者
に
関
す
る
正
確
な
事
実
を
州
裁
判
所
は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
当
の
刑
罰
が
合
衆
国
憲
法
の
下
で
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
に
相
当
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
州
は
憲
法
に
違
反
し
な
い
で
本
件
を
処
理
す
る
何
ら
か
の
方
法
を
見
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
に
と
ど
ま
る
(
)
。
４
ウ
ッ
ド
ソ
ン
絶
対
的
死
刑
違
憲
判
決
（
一
九
七
六
年
）
本
判
決
(
)
は
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
を
受
け
て
一
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
陪
審
の
裁
量
の
余
地
を
な
く
し
絶
対
的
死
刑
を
科
す
旨
定
め
た
州
法
に
依
拠
し
た
第
一
級
謀
殺
罪
に
よ
る
死
刑
判
決
を
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
違
反
す
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
グ
レ
ッ
グ
判
決
と
同
じ
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
一
九
八
七
年
の
シ
ュ
ー
マ
ン
判
決
と
あ
わ
せ
て
読
む
と
さ
ら
に
よ
く
理
解
で
き
る
。
【
事
実
の
概
要
】
申
立
人
ウ
ッ
ド
ソ
ン
（
以
下
、
Ｘ
と
も
い
う
）
は
、
コ
ン
ビ
ニ
店
で
の
武
装
強
盗
の
最
中
に
店
員
一
人
を
殺
害
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し
、
客
の
一
人
に
重
傷
を
負
わ
せ
た
結
果
、
第
一
級
謀
殺
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
強
盗
に
は
四
人
の
関
係
者
が
い
た
、
す
な
わ
ち
、
Ｘ
、
ワ
ク
ス
ト
ン
（
以
下
、
Ｙ
と
も
い
う)
、
タ
ッ
カ
ー
（
以
下
、
Ｚ
と
も
い
う)
、
そ
し
て
キ
ャ
ロ
ル
の
四
人
で
あ
る
。
後
二
者
は
よ
り
軽
い
罪
で
の
有
罪
答
弁
を
認
め
ら
れ
た
後
で
、
検
察
側
証
人
と
し
て
証
言
し
た
。
Ｘ
、
Ｙ
は
自
ら
の
防
御
を
す
る
た
め
に
証
人
台
に
立
っ
て
証
言
し
た
。
検
察
側
証
拠
に
よ
る
と
、
四
人
は
い
つ
か
強
盗
を
や
ろ
う
と
話
し
合
っ
て
い
た
が
、
事
件
当
日
、
Ｘ
は
し
た
た
か
酩
酊
し
て
い
た
。
九
時
三
〇
分
頃
、
Ｙ
と
Ｚ
が
Ｘ
が
居
住
す
る
ト
レ
ー
ラ
ハ
ウ
ス
に
や
っ
て
き
た
。
Ｘ
が
ト
レ
ー
ラ
か
ら
外
に
出
た
と
こ
ろ
、
Ｙ
は
Ｘ
の
正
気
を
戻
し
、
強
盗
に
同
行
さ
せ
よ
う
と
し
て
そ
の
顔
面
を
殴
り
つ
け
た
上
、
殺
す
ぞ
と
脅
し
た
。
そ
し
て
三
人
は
Ｙ
の
ト
レ
ー
ラ
ハ
ウ
ス
に
行
き
、
そ
こ
で
キ
ャ
ロ
ル
に
出
会
っ
た
。
Ｙ
は
デ
リ
ン
ジ
ャ
ー
（
ピ
ス
ト
ル
）
で
武
装
し
、
Ｚ
は
Ｘ
に
ラ
イ
フ
ル
を
手
渡
し
た
。
四
人
が
目
的
地
に
着
く
と
、
Ｙ
と
Ｚ
が
店
内
に
入
り
、
キ
ャ
ロ
ル
と
Ｘ
が
見
張
り
と
し
て
車
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
店
内
に
入
る
と
Ｚ
は
女
性
店
員
か
ら
タ
バ
コ
一
箱
を
買
っ
た
。
次
い
で
Ｙ
も
タ
バ
コ
一
箱
を
求
め
た
が
、
店
員
が
彼
の
方
に
や
っ
て
く
る
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
デ
リ
ン
ジ
ャ
ー
を
取
り
出
し
、
至
近
距
離
か
ら
水
平
に
狙
い
撃
ち
に
し
て
致
命
傷
を
負
わ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
レ
ジ
に
あ
っ
た
現
金
を
奪
い
そ
れ
を
Ｚ
に
渡
し
た
。
Ｚ
は
そ
の
現
金
を
持
っ
て
、
丁
度
店
に
入
っ
て
き
た
客
の
そ
ば
を
通
り
抜
け
て
店
の
外
に
出
た
。
Ｚ
が
店
の
外
に
出
た
と
こ
ろ
で
、
店
内
で
二
発
目
の
銃
声
が
聞
こ
え
、
間
も
な
く
Ｙ
が
一
握
り
の
紙
幣
を
手
に
し
て
現
れ
た
。
Ｚ
と
Ｙ
は
車
に
乗
り
込
み
、
四
人
は
逃
走
し
た
。
Ｘ
ら
の
証
言
は
強
盗
の
状
況
の
説
明
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
が
、
一
つ
の
重
要
な
点
に
お
い
て
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｙ
は
銃
を
所
持
し
た
こ
と
は
一
切
な
い
と
主
張
し
、
Ｚ
が
店
員
お
よ
び
客
に
発
砲
し
た
と
主
張
し
た
。
Ｙ
は
公
判
中
、
Ｚ
が
有
罪
答
弁
を
し
た
同
一
の
よ
り
軽
い
犯
罪
Ｚ
は
殺
人
お
よ
び
武
装
強
盗
の
事
後
従
犯
（acce
sso
ry
afte
r
th
e
fact
）
の
有
罪
答
弁
が
認
め
ら
れ
、
第
一
訴
因
で
一
〇
年
、
第
二
訴
因
で
二
〇
年
以
上
三
〇
年
以
下
の
各
拘
禁
刑
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
た
で
の
有
罪
答
弁
を
求
め
た
が
、
法
務
官
（so
licito
r
）
は
こ
の
要
請
を
拒
否
し
た
。(
法
務
官
は
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
な
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い
が
、
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
最
高
裁
は
、
こ
の
点
に
つ
き

Ｙ
が
本
件
強
盗
を
計
画
し
指
示
し
た
こ
と
、
そ
し
て
店
員
を
殺
害
し
、
客
に
重
傷
を
負
わ
せ
た
弾
丸
を
発
射
し
た
証
拠
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
法
務
官
に
は
Ｙ
が
訴
追
側
証
拠
の
提
出
後
に
求
め
た
有
罪
答
弁
を
受
け
入
れ
る
動
機
（in
ce
n
tiv
e
）
と
な
る
よ
う
な
酌
量
す
べ
き
情
状
は
存
在
し
な
い

と
指
摘
し
て
い
る
。）
こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
は
公
判
中
一
貫
し
て
、
Ｙ
に
脅
か
さ
れ
て
加
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
無
罪
で
あ
る
か
ら
、
い
か
な
る
犯
罪
に
対
し
て
も
有
罪
答
弁
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
Ｘ
、
Ｙ
は
、
す
べ
て
の
訴
因
に
つ
き
有
罪
と
認
定
さ
れ
、
制
定
法
の
規
定
に
よ
っ
て
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
「
本
件
で
死
刑
を
科
す
こ
と
は
、
合
衆
国
憲
法
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
一
致
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
た
め
に
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ｣
、
五
対
四
で
、
原
判
決
を
破
棄
差
し
戻
し
た
。
な
お
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
裁
判
官
が
以
下
の
判
旨
（
パ
ウ
エ
ル
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ズ
両
裁
判
官
同
調
）
を
執
筆
し
、
ブ
レ
ナ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
両
裁
判
官
は
、
死
刑
は
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
で
あ
る
か
ら
違
憲
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
こ
れ
に
同
調
し
て
い
る
。
他
方
、
反
対
意
見
は
バ
ー
ガ
首
席
裁
判
官
（
ホ
ワ
イ
ト
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
、
レ
ン
キ
ス
ト
各
裁
判
官
同
調
）
で
あ
る
(
)
。
【
判
旨
】
グ
レ
ッ
グ
判
決
当
時
、
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
法
は
、
第
一
級
謀
殺
罪
の
事
案
に
お
い
て
は
、
陪
審
は
そ
の
無
制
限
の
自
由
裁
量
で
有
罪
被
告
人
に
死
刑
ま
た
は
終
身
刑
を
選
択
し
て
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
た
。
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
最
高
裁
は
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
従
っ
て
同
法
を
違
憲
と
し
た
が
、
同
法
は
分
離
可
能
で
あ
る
の
で
絶
対
的
死
刑
法
と
し
て
存
続
で
き
る
と
判
示
し
た
。
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
議
会
は
一
九
七
四
年
、
こ
の
最
高
裁
の
指
図
に
従
い
、
死
刑
を
絶
対
的
と
す
る
こ
と
を
除
き
、
旧
法
と
実
質
的
に
変
わ
ら
な
い
新
し
い
制
定
法
を
施
行
し
た
。
同
法
に
基
づ
き
、
一
九
七
四
年
六
月
三
日
に
本
件
犯
罪
を
行
っ
た
申
立
人
（
Ｘ
）
ら
は
、
有
罪
と
さ
れ
、
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
は
、
そ
れ
故
、
フ
ロ
リ
ダ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
テ
キ
サ
ス
と
は
異
な
り
、
第
一
級
謀
殺
罪
の
有
罪
者
全
員
を
死
刑
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
対
応
し
た
の
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
、
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
法
に
従
っ
て
Ｘ
ら
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た
死
刑
判
決
は
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
の
意
味
に
お
け
る
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
当
た
る
か
の
問
題
に
は
じ
め
て
言
及
す
る
(
)
。
Ａ
第
八
修
正
は
州
の
処
罰
権
限
が

文
明
的
基
準
の
限
界
内
に
行
使
さ
れ
る

こ
と
を
保
障
す
る
た
め
に
あ
る
。
同
修
正
を
適
用
す
る
た
め
の
要
は
、
刑
罰
を
科
す
こ
と
に
関
す
る
現
代
の
規
準
の
決
定
で
あ
る
。
グ
レ
ッ
グ
判
決
で
検
討
さ
れ
た
よ
う
に
、
従
前
の
当
裁
判
所
の
意
見
の
中
で
確
認
さ
れ
て
い
る
社
会
的
価
値
の
徴
候
（in
d
icia
）
は
、
歴
史
と
伝
統
的
用
法
、
立
法
府
に
よ
る
制
定
法
、
お
よ
び
陪
審
の
判
断
を
含
む
。
本
件
で
の
こ
れ
ら
諸
要
素
の
関
連
性
を
評
価
す
る
た
め
の
枠
組
を
提
供
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
合
衆
国
に
お
け
る
絶
対
的
死
刑
を
描
写
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
第
八
修
正
が
一
七
九
一
年
に
採
用
さ
れ
た
当
時
、
各
州
は
一
様
に
、
一
定
の
犯
罪
に
対
し
死
刑
を
絶
対
的
宣
告
刑
と
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
実
務
に
従
っ
て
い
た
。
米
国
殖
民
地
東
部
一
三
州
に
お
け
る
死
刑
犯
罪
の
範
囲
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
で
処
罰
で
き
た
二
〇
〇
以
上
の
犯
罪
と
比
べ
る
と
相
当
限
定
さ
れ
て
い
た
。
革
命
（
独
立
戦
争
）
当
時
の
米
国
殖
民
地
は
、
少
な
く
と
も
、
殺
人
、
反
逆
罪
、
海
賊
行
為
、
放
火
、
強
姦
、
強
盗
、
不
法
侵
入
、
男
色
（so
d
o
m
y
）
等
か
な
り
多
く
の
犯
罪
の
有
罪
者
に
対
し
死
刑
を
科
し
て
い
た
。
挑
発
に
よ
ら
な
い
故
殺
（h
o
m
icid
e
）
も
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
と
同
様
に
、
自
動
的
に
死
刑
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
最
初
か
ら
、
陪
審
員
は
絶
対
的
死
刑
の
苛
酷
さ
に
否
定
的
な
反
応
を
示
し
た
。
各
州
は
当
初
、
死
刑
犯
罪
の
種
類
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
絶
対
的
死
刑
へ
の
州
民
の
不
満
の
意
思
表
示
に
対
応
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
改
革
は
、
自
動
的
に
死
刑
を
宣
告
さ
れ
る
殺
人
者
を
有
罪
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
陪
審
の
拒
絶
反
応
に
よ
っ
て
生
じ
た
問
題
を
解
決
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
は
一
七
九
四
年
、
絶
対
的
死
刑
を

悪
意
、
故
意
お
よ
び
事
前
に
計
画
さ
れ
た

殺
人
を
包
含
す
る

第
一
級
謀
殺
罪

に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
の
不
当
な
過
酷
性
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
や
オ
ハ
イ
オ
を
含
む
他
の
法
域
は
類
似
の
措
置
を
と
り
、
こ
の
慣
行
は
間
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
州
に
広
が
っ
た
。
謀
殺
罪
を
等
級
で
区
別
す
る
こ
と
は
広
汎
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
改
革
は
、
死
刑
に
よ
っ
て
処
罰
す
る
の
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
472
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が
適
切
で
あ
る
者
を
確
認
す
る
方
法
と
し
て
十
分
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
失
敗
は
、
決
定
的
概
念
で
あ
る
悪
意
、
故
意
、
事
前
計
画
（
予
謀
）
の
性
質
が
漠
然
と
し
て
い
た
（th
e
am
o
rp
h
o
u
s
n
atu
re
）
こ
と
に
一
部
起
因
す
る
が
、
こ
の
改
革
の
よ
り
決
定
的
弱
点
が
間
も
な
く
明
ら
か
に
な
っ
た
。
陪
審
は
、
第
一
級
謀
殺
罪
の
事
案
の
か
な
り
の
数
に
お
い
て
死
刑
は
不
相
当
で
あ
る
と
認
め
、
同
犯
罪
で
の
有
罪
の
評
決
を
下
す
こ
と
を
拒
否
し
続
け
た
か
ら
で
あ
る
。
死
刑
犯
罪
を
限
定
す
る
立
法
を
根
拠
に
謀
殺
罪
を
等
級
化
す
る
こ
と
が
相
当
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
各
州
は
死
刑
事
案
に
お
い
て
陪
審
に
量
刑
裁
量
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
。
テ
ネ
シ
ー
は
一
八
三
八
年
に
、
一
八
四
八
年
に
ア
ラ
バ
マ
、
一
八
四
六
年
に
ル
イ
ジ
ア
ナ
が
こ
れ
に
続
い
た
。
こ
れ
ら
各
州
は
、
裁
量
的
な
死
刑
法
に
賛
同
し
て
絶
対
的
死
刑
を
廃
止
し
た
最
初
の
州
で
あ
っ
た
。
世
紀
の
変
わ
り
目
に
、
二
三
州
と
連
邦
政
府
が
第
一
級
謀
殺
罪
に
対
す
る
死
刑
を
裁
量
的
と
し
た
。
次
の
二
〇
年
の
間
に
、
さ
ら
に
一
四
州
が
絶
対
的
な
死
刑
を
裁
量
的
と
し
た
、
か
く
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
に
は
、
八
州
と
ハ
ワ
イ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
を
除
く
、
す
べ
て
の
法
域
が
、
裁
量
的
な
死
刑
制
度
を
採
用
す
る
か
、
あ
る
い
は
死
刑
を
完
全
に
廃
止
し
た
。
一
九
六
三
年
に
は
他
の
法
域
も
す
べ
て
、
絶
対
的
死
刑
法
を
裁
量
的
な
陪
審
の
量
刑
制
度
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
合
衆
国
に
お
け
る
絶
対
的
死
刑
法
の
歴
史
は
、
一
定
の
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
を
す
べ
て
死
刑
に
処
す
る
実
務
は
不
当
に
過
酷
で
厳
格
に
実
行
で
き
な
い
と
し
て
退
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
社
会
に
お
い
て
刑
罰
を
科
す
こ
と
に
関
す
る
品
位
の
発
展
的
基
準
の
二
つ
の
主
要
な
指
標
陪
審
の
判
断
と
立
法
府
に
よ
る
制
定
法
の
両
者
は
い
ず
れ
も
、
決
定
的
に
自
動
的
な
死
刑
宣
告
の
拒
絶
を
示
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
革
命
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
陪
審
員
は
幾
分
規
則
的
に
、
自
ら
の
宣
誓
を
無
視
し
、
死
刑
判
決
が
有
罪
評
決
の
自
動
的
結
果
で
あ
る
場
合
に
は
、
被
告
人
を
有
罪
と
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
き
た
の
で
あ
る
(
)
。」
本
日
グ
レ
ッ
グ
判
決
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
国
民
の
選
ん
だ
代
表
者
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
立
法
措
置
は
、
現
在
の
品
位
の
基
準
を
確
認
す
る
上
で
重
要
視
さ
れ
る
。
州
の
立
法
府
お
よ
び
連
邦
議
会
に
よ
り
前
世
紀
の
半
ば
以
降
に
示
さ
れ
て
い
る
一
貫
し
た
コ
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ー
ス
は
、
絶
対
的
死
刑
に
対
す
る
陪
審
員
の
嫌
悪
は
社
会
に
よ
っ
て
も
十
分
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
絶
対
的
死
刑
と
現
代
の
価
値
と
の
不
調
和
の
証
拠
は
、
裁
量
法
の
下
で
の
陪
審
の
量
刑
の
結
果
に
よ
っ
て
も
提
供
さ
れ
る
。
当
裁
判
所
は
一
九
六
八
年
の
ウ
ィ
ザ
ー
ス
プ
ー
ン
判
決
（W
ith
e
rsp
o
o
n
v
.
Illin
o
is,
3
9
1
U
.S
.
5
1
0
）
に
お
い
て
、

終
身
刑
か
死
刑
か

を
選
択
す
る
裁
量
を
行
使
す
る
際
に
、
陪
審
が
果
た
し
う
る
最
も
重
要
な
機
能
の
一
つ
は

現
代
の
共
同
社
会
の
価
値
と
刑
罰
制
度
と
の
間
の
結
び
つ
き
を
維
持
す
る
こ
と

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
種
々
の
研
究
調
査
に
よ
れ
ば
、
第
一
級
謀
殺
罪
の
事
案
に
お
い
て
も
量
刑
裁
量
を
す
る
陪
審
は

頻
繁
に

死
刑
を
科
し
て
い
な
い
。
量
刑
陪
審
の
行
動
は
、
現
代
の
品
位
の
基
準
の
下
で
は
、
死
刑
は
第
一
級
謀
殺
罪
で
の
有
罪
確
定
者
の
相
当
部
分
に
対
し
て
は
不
適
切
な
刑
罰
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
裁
判
所
は
今
ま
で
絶
対
的
死
刑
の
合
憲
性
に
関
し
て
判
断
し
た
こ
と
は
一
切
な
い
が
、
一
八
九
九
年
に
遡
る
何
度
か
の
事
案
で
、
わ
が
社
会
の
絶
対
的
死
刑
法
へ
の
嫌
悪
（av
e
rsio
n
）
に
関
し
て
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と
が
あ
る
。
当
裁
判
所
は
一
八
九
九
年
の
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
判
決
（W
in
sto
n
v
.
U
n
ite
d
S
tate
s,
1
7
2
U
.S
.
3
0
3
）
に
お
い
て
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
の
謀
殺
の
定
義
内
に
あ
る
す
べ
て
の
犯
罪
を
死
刑
で
処
罰
す
る
こ
と
の
困
難
性

を
指
摘
し
、

陪
審
員
が
死
刑
有
罪
判
決
（cap
ital
co
n
v
ictio
n
）
に
同
調
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
立
法
府
が
若
干
の
謀
殺
の
事
案
に
つ
い
て
死
刑
に
代
え
て
拘
禁
刑
に
よ
っ
て
処
罰
す
る
こ
と
を
認
め
る
に
至
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
五
〇
年
後
の
一
九
四
九
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
判
決
（W
illiam
s
v
.
N
e
w
Y
o
rk
,
3
3
7
U
.S
.
2
4
1
）
に
お
い
て
、
絶
対
的
量
刑
制
度
に
お
け
る
顕
著
な
転
換
（m
ark
e
d
tran
sfo
rm
atio
n
）
を
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
、

同
じ
法
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
の
す
べ
て
の
犯
罪
に
対
し
て
は
特
定
の
処
罰
者
の
過
去
の
生
活
や
情
状
を
考
慮
せ
ず
に
同
一
の
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
と
い
う
考
え
は
も
は
や
通
用
し
な
い
（n
o
lo
n
g
e
r
p
re
v
ails)
。
こ
の
国
の
各
州
は
す
べ
て
（T
h
is
w
h
o
le
co
u
n
try)
、
死
刑
が
有
罪
判
決
の
自
動
的
か
つ
普
通
の
結
果
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
長
い
旅
を
続
け
て
き
た

と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
、
当
裁
判
所
は
一
九
七
一
年
の
マ
ク
ゴ
ー
サ
判
決
（M
cG
au
th
a
v
.
C
alifo
rn
ia,
4
0
2
U
.S
.
1
8
3
）
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
有
罪
殺
人
確
定
者
に
死
刑
を
科
す
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
ル
ー
ル
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
人
の
反
乱
（re
b
e
llio
n
）
を
促
進
す
る
こ
と
に
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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な
っ
た
こ
の
国
に
お
け
る
裁
量
的
な
死
刑
宣
告
の
展
開
過
程
を
詳
論
し
た
。
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
で
の
死
刑
に
関
す
る
発
展
的
な
社
会
価
値
に
関
す
る
最
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
は
、
絶
対
的
死
刑
に
つ
い
て
の
全
国
で
の
拒
絶
反
応
に
関
す
る
マ
ク
ゴ
ー
サ
判
決
の
正
確
性
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ガ
首
席
裁
判
官
は
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
で
四
人
の
反
対
意
見
を
代
表
し
て
、
絶
対
的
死
刑
の
問
題
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
年
前
に
マ
ク
ゴ
ー
サ
判
決
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
す
べ
て
の
有
罪
殺
人
確
定
者
に
絶
対
的
死
刑
を
科
す
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
ル
ー
ル
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
人
の
嫌
悪
を
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
示
し
た
も
の
は
歴
史
上
ほ
か
に
な
か
っ
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
同
調
意
見
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
世
紀
の
絶
対
的
死
刑
の
廃
止
運
動
は
、
量
刑
過
程
へ
の
柔
軟
性
の
導
入
を
示
し
て
い
た
。

そ
れ
は
個
人
の
責
任
は
必
ず
し
も
犯
さ
れ
た
犯
罪
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
測
ら
れ
な
い
こ
と
を
是
認
し
た
。
こ
の
よ
う
な
量
刑
実
務
に
お
け
る
変
化
は
人
間
性
の
展
開
と
し
て
当
裁
判
所
に
よ
っ
て
歓
迎
さ
れ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
の
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
当
時
、
絶
対
的
死
刑
は
ア
メ
リ
カ
の
陪
審
お
よ
び
立
法
府
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
は
な
い
が
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
従
っ
て
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
や
若
干
の
州
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
絶
対
的
制
定
法
は
死
刑
に
関
す
る
社
会
的
価
値
の
突
然
の
逆
転
（an
su
d
d
e
n
re
v
e
rsal
）
を
示
す
か
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
八
三
八
年
に
始
ま
り
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
至
る
ま
で
一
三
〇
年
以
上
続
い
て
い
る
立
法
府
の
一
貫
し
た
不
動
の
絶
対
的
死
刑
の
拒
否
に
照
ら
し
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
以
降
の
諸
制
定
法
は
、
絶
対
的
死
刑
に
関
す
る
新
た
な
社
会
的
容
認
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
憲
法
に
一
致
し
た
形
態
で
死
刑
を
保
持
す
る
と
い
う
各
州
の
試
み
の
反
映
を
示
し
て
い
る
。
若
干
の
州
が
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
従
っ
て
絶
対
的
な
物
指
し
を
採
用
し
、
他
の
州
が
陪
審
の
裁
量
の
指
針
と
な
る
立
法
上
の
基
準
を
採
用
し
た
と
い
う
事
実
は
、
当
裁
判
所
の
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
お
け
る
種
々
の
意
見
の
読
み
方
に
起
因
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
)
。
第
八
修
正
は

成
熟
社
会
の
進
歩
を
示
す
品
位
の
発
展
的
基
準

か
ら
そ
の
意
味
内
容
を
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
十
分
に
確
立
し
て
い
る
。
前
述
の
議
論
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
死
刑
の
取
扱
い
に
関
す
る
わ
が
社
会
に
お
け
る
最
も
重
要
な
展
開
の
一
つ
は
、
一
定
の
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
す
べ
て
の
者
に
容
赦
な
く
死
刑
を
科
す
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
実
務
の
否
定
で
あ
っ
た
。
ノ
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ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
第
一
級
謀
殺
罪
に
対
す
る
絶
対
的
死
刑
法
は
、
死
刑
を
科
す
こ
と
へ
の
現
代
の
基
準
か
ら
著
し
く
外
れ
て
い
る
、
そ
れ
故
、
州
の
処
罰
権
限
は

文
明
的
原
理
の
限
界
内
で
行
使
す
る

と
い
う
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
の
要
求
と
矛
盾
な
く
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
(
)
。
Ｂ
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
絶
対
的
死
刑
法
の
も
う
一
つ
の
欠
陥
は
、
死
刑
を
科
す
際
の
陪
審
の
無
制
約
の
自
由
裁
量
を
否
定
し
た
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
へ
の
憲
法
上
容
認
で
き
る
対
応
を
提
供
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
基
準
の
な
い
量
刑
権
限
を
陪
審
に
与
え
る
の
は
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
違
反
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
は
死
刑
事
件
で
の
量
刑
裁
量
を
す
べ
て
陪
審
か
ら
奪
い
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
で
違
憲
と
判
示
さ
れ
た
死
刑
制
度
の
不
相
当
性
を
修
復
し
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一
級
謀
殺
罪
事
案
で
の
絶
対
的
死
刑
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
人
の
長
期
に
わ
た
る
一
貫
し
た
経
験
を
考
慮
す
る
と
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
応
じ
て
制
定
さ
れ
た
絶
対
的
死
刑
は
、
指
針
が
な
く
規
制
の
な
い
陪
審
の
自
由
裁
量
の
問
題
を
単
に
糊
塗
し
た
（sim
p
ly
p
ap
e
re
d
）
に
す
ぎ
な
い
。
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
絶
対
的
死
刑
法
は
、
そ
の
権
限
を
行
使
し
て
第
一
級
謀
殺
犯
人
は
生
命
を
長
ら
え
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
死
亡
す
べ
き
か
を
判
断
す
る
陪
審
に
何
ら
の
指
針
を
も
提
供
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
法
の
下
で
は
死
刑
の
再
審
理
に
よ
っ
て
、
専
断
的
で
恣
意
的
に
そ
の
権
限
を
行
使
し
た
か
を
裁
判
所
が
判
断
す
る
方
法
が
な
い
。
絶
対
的
死
刑
法
に
よ
っ
て
死
刑
を
宣
告
さ
れ
る
者
の
数
が
増
え
る
こ
と
が
合
理
的
に
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
専
断
的
で
恣
意
的
な
陪
審
の
裁
量
を
客
観
的
基
準
に
代
え
、
量
刑
宣
告
の
過
程
を
合
理
的
に
再
審
査
で
き
る
こ
と
に
す
る
と
い
う
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
の
根
本
的
要
求
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
(
)
。
Ｃ
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
法
の
第
三
の
憲
法
上
の
欠
陥
は
、
死
刑
を
科
す
前
に
各
有
罪
被
告
人
の
性
格
や
記
録
に
つ
い
て
の
関
連
す
る
個
別
的
検
討
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
お
い
て
当
裁
判
所
の
各
裁
判
官
は
、
死
刑
は
そ
の
程
度
で
は
な
く
種
類
に
お
い
て
他
の
制
裁
と
異
な
る
刑
罰
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
個
々
の
犯
罪
者
の
性
格
や
記
録
に
関
す
る
客
観
的
側
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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面
を
重
視
し
な
い
手
続
は
、
最
終
的
な
死
刑
の
判
断
に
際
し
、
人
間
の
種
々
の
弱
さ
か
ら
生
ず
る
状
況
な
い
し
減
軽
要
因
の
可
能
性
を
考
慮
し
な
い
。
そ
れ
は
一
定
の
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
を
無
比
の
人
間
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
死
刑
を
盲
目
的
に
科
せ
ら
れ
る
顔
の
な
い

等
質
の
一
団
（face
le
ss,
u
n
d
iffe
re
n
tiate
d
m
ass)

と
し
て
取
り
扱
う
。
公
正
で
相
当
な
量
刑
に
至
る
た
め
に
犯
罪
者
と
犯
罪
の
双
方
を
正
し
く
検
討
す
る
こ
と
は
進
歩
的
で
人
道
的
な
展
開
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
量
刑
の
個
別
的
決
定
は
、
一
般
的
に
、
憲
法
上
の
命
令
と
い
う
よ
り
、
単
に
啓
蒙
政
策
を
反
映
す
る
に
す
ぎ
な
い
、
他
方
、
死
刑
事
件
に
お
い
て
は
、
第
八
修
正
の
根
底
に
あ
る
人
間
性
（h
u
m
an
ity
）
へ
の
基
本
的
尊
敬
は
死
刑
を
科
す
過
程
で
の
、
個
々
の
犯
罪
者
の
性
格
と
記
録
お
よ
び
特
定
の
犯
罪
の
事
情
の
検
討
を
憲
法
上
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
と
し
て
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
理
論
は
、
死
刑
は
い
か
に
長
く
て
も
拘
禁
刑
と
は
質
的
に
異
な
る
と
い
う
命
題
に
立
脚
し
て
い
る
。
死
刑
は
そ
の
終
局
性
に
お
い
て
終
身
刑
と
は
全
く
異
な
る
(
)
。
５
シ
ュ
ー
マ
ン
終
身
刑
服
役
中
殺
人
絶
対
的
死
刑
違
憲
判
決
（
一
九
八
七
年
）
本
判
決
(
)
は
、
第
一
級
謀
殺
罪
で
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
服
役
中
、
仲
間
の
囚
人
殺
害
で
自
動
的
に
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
と
く
に
ウ
ッ
ド
ソ
ン
判
決
を
引
照
し
つ
つ
、
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
違
反
す
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
【
事
実
の
概
要
】
本
件
被
上
告
人
シ
ュ
ー
マ
ン
（
以
下
、
Ｘ
と
も
い
う
）
は
一
九
五
八
年
、
道
路
脇
で
の
強
盗
時
に
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
を
射
殺
し
た
と
し
て
第
一
級
謀
殺
罪
で
有
罪
と
さ
れ
、
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
Ｘ
は
服
役
中
の
一
九
七
五
年
、
仲
間
の
囚
人
殺
害
で
死
刑
殺
人
（cap
ital
m
u
rd
e
r
）
と
し
て
有
罪
と
さ
れ
、
改
正
さ
れ
た
州
法
の
規
定
に
従
っ
て
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
ネ
バ
ダ
州
最
高
裁
は
、
絶
対
的
死
刑
は
違
憲
で
あ
る
と
の
Ｘ
の
主
張
を
退
け
、
こ
れ
を
維
持
し
た
。
Ｘ
は
州
段
階
で
の
州
の
人
身
保
護
令
状
に
よ
る
救
済
の
申
立
て
に
失
敗
し
た
後
、
連
邦
地
方
裁
判
所
に
人
身
保
護
令
状
に
よ
る
救
済
を
求
め
た
。
同
地
裁
は
、「
終
身
刑
服
役
中
の
囚
人
が
殺
人
で
有
罪
と
さ
れ
た
事
案
で
の
絶
対
的
死
刑
が
正
当
化
さ
れ
う
る
か
の
問
題
に
関
し
て
合
衆
国
最
高
裁
が
判
断
を
留
保
し
て
い
た
」
こ
と
を
是
認
し
た
上
で
、
量
刑
宣
告
機
関
は
そ
の
判
断
に
際
し
、
関
連
性
あ
る
減
軽
事
由
は
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い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
検
討
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
一
九
八
二
年
の
判
例
（E
d
d
in
g
v
.
O
k
lah
o
m
a,
4
5
5
U
.S
.
1
0
4
）
で
明
示
さ
れ
た
理
由
付
け
に
従
っ
て
、
Ｘ
の
死
刑
を
無
効
と
し
た
。
第
八
巡
回
区
合
衆
国
控
訴
裁
判
所
は
、
こ
の
判
断
を
維
持
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
「
絶
対
的
な
死
刑
宣
告
を
定
め
る
制
定
法
上
の
手
続
に
従
っ
て
、
終
身
刑
服
役
中
の
囚
人
に
科
せ
ら
れ
た
死
刑
の
合
憲
性
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
」
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ
、
六
対
三
で
、
原
判
決
を
維
持
し
た
。
な
お
、
法
廷
意
見
（
ブ
レ
ナ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
パ
ウ
エ
ル
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ズ
、
オ
コ
ー
ナ
各
裁
判
官
が
加
わ
っ
て
い
る
）
の
執
筆
は
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
で
、
ホ
ワ
イ
ト
裁
判
官
の
反
対
意
見
に
は
レ
ン
キ
ス
ト
首
席
裁
判
官
と
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
が
同
意
し
て
い
る
(
)
。
【
判
旨
】
本
件
は
、
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
を
服
役
中
に
殺
人
で
有
罪
と
さ
れ
た
囚
人
に
対
し
絶
対
的
死
刑
を
命
じ
て
い
る
制
定
法
は
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
適
合
す
る
か
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
(
)
。

Ａ
Ｘ
が
そ
の
下
で
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
ネ
バ
ダ
州
法
は
四
年
間
効
力
を
有
し
て
い
た
。
同
法
は
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
直
後
に
制
定
さ
れ
、
グ
レ
ッ
グ
お
よ
び
ウ
ッ
ド
ソ
ン
両
判
決
後
に
廃
止
さ
れ
た
。
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
以
前
の
ネ
バ
ダ
州
の
死
刑
法
は
単
に
、
第
一
級
謀
殺
罪
で
被
告
人
が
有
罪
と
さ
れ
た
後
、
す
で
に
終
身
刑
で
服
役
中
の
者
の
場
合
に
は
死
刑
ま
た
は
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
に
科
せ
ら
れ
る
こ
と
を
例
外
と
し
て
、
陪
審
は
、
死
刑
ま
た
は
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
あ
る
ま
た
は
そ
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
を
刑
罰
と
し
て
決
定
す
る
旨
規
定
し
て
い
た
。
同
法
は
、
量
刑
を
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
個
人
的
要
因
を
考
慮
す
べ
き
か
に
関
し
陪
審
へ
の
指
針
を
定
め
て
い
な
か
っ
た
。
当
裁
判
所
は
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
お
い
て
、
死
刑
宣
告
を
す
る
際
に
陪
審
に
絶
対
的
裁
量
を
認
め
て
い
る
制
定
法
の
結
果
、
死
刑
は
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
違
反
し
て
専
断
的
で
恣
意
的
に
科
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
よ
う
な
死
刑
法
を
す
べ
て
無
効
と
し
た
。
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
後
一
年
も
た
た
な
い
一
九
七
三
年
三
月
三
日
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
は
従
前
の
指
針
の
な
い
裁
量
法
（u
n
g
u
id
e
d
-d
iscre
tio
n
statu
te
）
を

死
刑
殺
人
（cap
ital
m
u
r-
d
e
r)

を
創
設
し
た
制
定
法
に
取
り
代
え
た
。
新
し
い
制
定
法
は
、
も
し
そ
れ
が
殺
人
と
と
も
に
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
当
の
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殺
人
を

死
刑
殺
人

と
す
る
状
況
目
録
（a
list
o
f
situ
atio
n
s
）
を
定
め
た
。
同
法
は
こ
れ
ら
の
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
は
す
べ
て
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
を
命
じ
て
い
た
。
立
法
府
は
同
法
の
前
文
で
、
死
刑
法
は
専
断
的
で
恣
意
的
に
死
刑
を
科
す
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
旨
説
明
し
て
い
た
。
こ
の
法
律
の
下
で
Ｘ
は
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
ネ
バ
ダ
州
の
絶
対
的
死
刑
制
度
の
採
用
は
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
対
し
種
々
の
州
が
対
応
し
た
二
つ
の
方
法
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
各
州
は
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
以
前
の
絶
対
的
死
刑
宣
告
手
続
を
放
棄
し
た
け
れ
ど
も
、
ネ
バ
ダ
州
を
含
む
若
干
の
州
は
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
後
に
絶
対
的
死
刑
法
を
制
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
州
は
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
を
支
持
し
た
各
裁
判
官
の
意
見
を
絶
対
的
死
刑
手
続
で
あ
れ
ば
指
針
の
な
い
裁
量
手
続
の
専
断
的
で
恣
意
的
な
過
ち
（p
itfalls
）
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
意
味
に
解
釈
し
た
。
他
の
州
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
個
々
的
量
刑
を
維
持
し
た
が
、
死
刑
が
適
用
さ
れ
う
る
犯
罪
の
種
類
を
限
定
し
、
量
刑
手
続
を
別
途
定
め
る
た
め
に
公
判
を
二
分
（b
ifu
rcate
d
）
し
、
一
定
の
事
案
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
死
刑
の
相
当
性
を
判
断
す
る
か
に
関
し
、
量
刑
宣
告
機
関
へ
の
指
針
を
定
め
た
。
当
裁
判
所
は
従
前
の
判
決
で
、
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
対
す
る
相
異
な
る
対
応
お
よ
び
同
判
決
後
の
死
刑
法
の
不
安
定
な
状
態
を
認
め
て
い
た
。
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
後
の
五
州
の
制
定
法
の
合
憲
性
に
言
及
し
た
当
裁
判
所
の
一
九
七
六
年
の
各
判
決
は
、
死
刑
法
を
合
憲
と
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
基
準
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
大
い
に
役
立
つ
（d
o
m
u
ch)
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
フ
ロ
リ
ダ
、
テ
キ
サ
ス
の
各
指
針
の
あ
る
裁
量
法
は
有
効
で
あ
る
が
、
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
と
ル
イ
ジ
ア
ナ
の
絶
対
的
死
刑
法
が
有
効
と
さ
れ
な
か
っ
た
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
際
に
、
当
裁
判
所
は
、
死
刑
の
無
比
な
性
質
、
お
よ
び
第
八
修
正
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
高
度
の
信
頼
性
に
大
い
に
依
拠
し
た
。
こ
れ
ら
の
判
決
に
お
い
て

量
刑
権
限
機
関
が
死
刑
を
科
す
前
に
被
告
人
の
性
質
お
よ
び
個
々
的
事
情
を
十
分
に
検
討
で
き
る
情
報
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
憲
法
上
の
要
求
で
あ
る

こ
と
が
確
立
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
判
決
後
に
ネ
バ
ダ
州
議
会
は
絶
対
的
死
刑
法
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
(
)
。
Ｂ
本
件
で
の
例
外
が
正
当
化
さ
れ
る
か
を
判
断
す
る
前
に
、
一
九
七
六
年
に
明
ら
か
に
し
た
当
裁
判
所
の
個
別
的
な
死
刑
宣
告
の
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法
理
（th
e
in
d
iv
id
u
alize
d
cap
ital-se
n
te
n
cin
g
d
o
ctrin
e
）
の
確
立
、
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
一
〇
年
で
の
展
開
過
程
を
再
度
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
に
判
断
し
た
五
件
の
死
刑
判
決
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
当
裁
判
所
の
判
断
は
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
、
パ
ウ
エ
ル
、
お
よ
び
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ズ
各
裁
判
官
の
意
見
に
依
拠
し
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
後
の
憲
法
上
の
審
査
に
生
き
残
り
う
る
制
定
法
と
、
生
き
残
れ
な
い
制
定
法
と
の
間
に
決
定
的
線
を
引
い
た
。
指
針
あ
る
裁
量
法
を
支
持
し
た
三
判
決
は
、
こ
れ
ら
の
死
刑
制
度
は
犯
罪
に
か
か
わ
る
関
連
性
あ
る
減
軽
事
由
お
よ
び
個
人
と
し
て
の
被
告
人
に
関
す
る
一
連
の
要
因
を
量
刑
権
限
機
関
に
検
討
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
い
う
事
実
を
強
調
し
た
。
絶
対
的
死
刑
法
を
違
憲
と
し
た
二
つ
の
判
決
は
、
こ
れ
ら
の
量
刑
手
続
に
お
け
る
決
定
的
欠
陥
の
一
つ
は
量
刑
権
限
機
関
の
検
討
の
た
め
に
減
軽
事
由
の
提
示
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
ウ
ッ
ド
ソ
ン
判
決
の
法
廷
意
見
は
、

絶
対
的
死
刑
法
で
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
る
人
の
数
を
増
や
す
こ
と
が
合
理
的
に
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
恣
意
的
で
専
断
的
な
陪
審
の
裁
量
を
客
観
的
な
指
針
と
取
り
代
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
死
刑
を
科
す
手
続
を
合
理
的
に
再
審
査
で
き
る
こ
と
に
す
る
と
い
う
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
の
基
本
要
求
を
満
た
し
て
い
な
い

と
説
明
し
た
。
絶
対
的
死
刑
宣
告
手
続
の
欠
点
は
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
犯
罪
者
の
性
格
や
記
録
、
あ
る
い
は
特
定
の
犯
罪
の
事
情
に
関
す
る
関
連
あ
る
側
面
を
重
視
し
な
い
手
続
は
、
最
終
的
な
死
刑
の
確
定
に
際
し
、
人
間
の
様
々
な
弱
さ
か
ら
生
ず
る
状
況
な
い
し
減
軽
要
素
の
可
能
性
を
考
慮
し
な
い
。
一
定
の
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
を
無
比
の
人
間
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
盲
目
的
に
死
刑
を
科
せ
ら
れ
る
顔
の
な
い

等
質
の
一
団
と
し
て
取
り
扱
う

と
い
う
の
で
あ
る
。
同
意
見
は
さ
ら
に
、
単
に
政
策
問
題
に
す
ぎ
な
い
非
死
刑
事
件
で
の
個
別
的
量
刑
手
続
と
は
異
な
り
、
死
刑
事
件
で
の
そ
の
よ
う
な
手
続
は
憲
法
上
重
要
で
あ
る
こ
と
を
と
く
に
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち

実
務
で
普
通
に
行
な
わ
れ
て
い
る
個
別
的
な
量
刑
判
断
は
一
般
に
憲
法
上
の
命
令
と
い
う
よ
り
単
な
る
啓
蒙
的
ポ
リ
シ
ー
を
反
映
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
死
刑
事
件
に
お
い
て
は
第
八
修
正
の
根
底
に
あ
る
人
間
性
に
対
す
る
基
本
的
尊
敬
が
…
…
個
々
の
犯
罪
者
の
性
格
と
記
録
、
お
よ
び
特
定
の
犯
罪
の
事
情
の
検
討
を
死
刑
を
科
す
手
続
過
程
の
憲
法
上
不
可
欠
な
部
分
と
し
て
要
求
し
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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死
刑
宣
告
手
続
に
お
け
る
個
別
的
判
断
は
憲
法
上
の
要
求
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
後
一
〇
年
に
わ
た
り
当
裁
判
所
の
死
刑
法
の
審
査
を
指
導
し
続
け
て
い
る
。
一
九
七
八
年
の
ロ
ケ
ッ
ト
判
決
（L
o
ck
e
tt
v
.
O
h
io
,
4
3
8
U
.S
.
5
8
6
）
を
皮
切
り
に
、
当
裁
判
所
の
多
数
意
見
は
、
死
刑
事
件
に
お
け
る
個
別
的
量
刑
の
要
求
に
意
味
を
与
え
る
に
は
、

被
告
人
の
性
質
や
記
録
の
い
か
な
る
側
面
、
そ
し
て
犯
罪
の
事
情
の
い
か
な
る
側
面
を
も
減
軽
事
由
と
し
て
（as
a
m
tig
atin
g
facto
r
）
検
討
す
る
こ
と

を
量
刑
権
限
機
関
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
是
認
し
た
。
一
九
八
二
年
の
エ
デ
ィ
ン
グ
判
決
（E
d
d
in
g
v
.
O
k
lah
o
m
a,
4
5
5
U
.S
.
1
0
4
）
に
お
い
て
当
裁
判
所
の
多
数
意
見
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
判
決
の
多
数
意
見
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
受
け
入
れ
た
。
被
告
人
に
関
連
あ
る
減
軽
事
由
の
提
出
を
認
め
る
の
は
第
八
修
正
の
要
求
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
死
刑
宣
告
者
が
か
か
る
証
拠
に

耳
を
傾
け
る

こ
と
を
ロ
ケ
ッ
ト
判
決
は
要
求
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
本
開
廷
期
の
は
じ
め
の
一
九
八
七
年
の
判
決
（H
itch
co
ck
v
.
D
u
g
g
e
r,
4
8
7
U
.S
.
3
9
3
）
に
お
い
て
当
裁
判
所
は
全
員
一
致
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
エ
デ
ィ
ン
グ
両
判
決
に
依
拠
し
て
死
刑
を
科
す
前
に
関
連
あ
る
減
軽
証
拠
の
検
討
を
、
量
刑
権
限
者
に
認
め
る
の
は
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
の
要
求
で
あ
る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
(
)
。

こ
の
よ
う
な
憲
法
上
の
法
理
自
体
の
展
開
過
程
お
よ
び
現
在
の
地
位
に
関
す
る
上
述
の
説
明
に
よ
っ
て
本
件
提
示
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
本
件
で
は
殺
人
で
有
罪
と
さ
れ
終
身
刑
で
服
役
中
の
囚
人
に
関
す
る
特
異
な
状
況
下
に
ネ
ブ
ラ
ス
カ
法
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
制
定
法
の
合
憲
性
に
関
し
て
は
判
断
を
留
保
し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
本
件
を
正
面
か
ら
検
討
後
に
、
個
別
的
な
死
刑
宣
告
の
法
理
か
ら
の
離
脱
は
正
当
化
さ
れ
ず
、
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
の
要
求
と
調
和
し
得
な
い
と
結
論
す
る
(
)
。
Ｘ
が
そ
の
下
で
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
ネ
バ
ダ
州
の
絶
対
的
死
刑
法
は
、
関
連
性
あ
る
何
ら
か
の
減
軽
事
由
が
あ
る
た
め
Ｘ
に
死
刑
よ
り
も
軽
い
量
刑
を
科
す
こ
と
が
正
当
化
で
き
る
か
の
判
断
を
排
除
し
て
い
た
。
Ｘ
に
関
し
て
は
二
つ
の
事
実
だ
け
が
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
Ｘ
は
服
役
中
に
犯
し
た
殺
人
で
有
罪
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
②
Ｘ
は
犯
行
当
時
、
そ
の
前
に
刑
事
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
た
め
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
に
服
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
要
素
は
、
Ｘ
の
公
判
で
死
刑
事
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件
で
の
有
罪
の
評
決
を
維
持
す
る
た
め
に
確
証
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
陪
審
が
有
罪
の
評
決
を
し
た
後
、
公
判
裁
判
官
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
死
刑
を
科
す
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。
死
刑
判
決
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
結
論
（a
fo
re
-
g
o
n
e
co
n
clu
sio
n
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
事
実
は
、
死
刑
宣
告
が
相
当
な
制
裁
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
十
分
な
根
拠
を
提
供
し
な
い
。
終
身
刑
で
服
役
中
の
囚
人
が
殺
人
で
有
罪
と
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
た
と
え
殺
人
に
対
す
る
法
律
上
の
抗
弁
と
し
て
維
持
で
き
な
い
と
し
て
も
、
殺
人
時
に
そ
の
行
為
に
対
す
る
Ｘ
の
責
任
を
減
少
さ
せ
う
る
何
ら
か
の
事
情
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。
当
裁
判
所
は
再
三
再
四
、
殺
人
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
の
刑
事
責
任
の
程
度
は
、
そ
の
個
人
の
犯
罪
へ
の
加
功
の
程
度
に
従
っ
て
変
化
し
う
る
こ
と
を
是
認
し
て
き
た
。
犯
罪
者
の
通
常
の
犯
罪
へ
の
関
与
の
程
度
は
様
々
で
あ
る
の
と
丁
度
同
じ
く
、
暴
力
的
な
刑
務
所
で
の
事
件
へ
の
囚
人
の
関
与
の
程
度
も
様
々
で
あ
る
。
囚
人
の
関
与
が
殺
人
の
有
罪
を
支
持
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
た
と
え
そ
れ
が
終
身
刑
の
囚
人
な
い
し
長
年
刑
期
を
勤
め
て
い
る
囚
人
が
関
与
し
て
い
た
と
し
て
も
、
死
刑
を
相
当
な
刑
罰
と
す
る
の
に
十
分
で
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
た
と
え
当
の
犯
罪
が
第
一
級
謀
殺
罪
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
被
告
人
が
同
事
件
で
最
初
の
暴
力
を
用
い
た(
p
ri-
m
ary
fo
rce
）
の
か
、
そ
れ
と
も
Ｘ
の
よ
う
に
そ
う
で
な
か
っ
た
（n
o
n
trig
g
e
rm
an
）
の
か
は
、
そ
の
犯
罪
歴
お
よ
び
記
録
の
両
者
に
関
連
性
が
あ
る
。
し
か
し
絶
対
的
死
刑
法
の
下
で
は
、
終
身
刑
で
服
役
中
の
す
べ
て
の
犯
罪
に
同
一
の
ウ
ェ
イ
ト
何
ら
か
の
減
軽
事
由
の
す
べ
て
に
ま
さ
る
ウ
ェ
イ
ト
が
置
か
れ
る
。
絶
対
的
死
刑
法
の
中
に
包
含
さ
れ
て
い
る
こ
の
二
つ
の
要
素
は
、
殺
人
を
取
り
囲
む
事
情
お
よ
び
被
告
人
の
犯
罪
記
録
の
指
標
と
し
て
役
立
た
な
い
だ
け
で
な
く

犯
罪
者
の
若
さ
、
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
、
極
度
の
情
緒
的
緊
張

の
よ
う
な
事
情
に
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
本
件
事
案
に
お
い
て
、
量
刑
権
限
機
関
（se
n
te
n
cin
g
au
th
o
rity
）
は
、
囚
人
（
Ｘ
）
の
殺
人
は
単
独
の
個
別
的
暴
力
事
件
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
一
連
の
行
為
の
最
近
の
事
件
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
を
含
む
一
五
年
に
及
ぶ
Ｘ
の
拘
禁
中
の
態
度
と
の
関
連
性
を
認
定
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ネ
バ
ダ
州
の
現
行
の
指
針
あ
る
裁
量
法
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
減
軽
事
由
の
い
く
つ
か
が
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同 様 に 、 終 身 刑 で 服 役 中 の 囚 人 に よ っ て 犯 さ れ た 殺 人 に 適 用 さ れ え な い と す る 理 由 は な い 。 そ れ 故 、 Ｘ が そ れ に 従
っ て 科 せ ら れ た 絶 対 的 死 刑 宣 告 は  よ り 厳 し く な い 刑 罰 を 要 求 し う る 諸 要 因 が あ る に も か か わ ら ず 、 死 刑 が 科 せ ら
れ た 危 険 を 生 み 出 し た  こ と に な る
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合
衆
国
憲
法
第
八
修
正
と
罪
刑
の
均
衡
原
理
(
)
46
0 35
(3
5)
四罪
刑
の
均
衡
原
理
こ
の
よ
う
に
合
衆
国
最
高
裁
は
一
貫
し
て
死
刑
判
決
の
合
憲
性
を
肯
定
し
て
い
る
。
一
九
七
二
年
の
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
で
は
死
刑
宣
告
に
至
る
手
続
の
恣
意
性
を
理
由
に
当
該
死
刑
判
決
を
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
の
禁
止
す
る

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

に
当
た
る
と
し
た
が
、
一
九
七
六
年
の
グ
レ
ッ
グ
判
決
で
は
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
従
っ
て
恣
意
性
の
リ
ス
ク
を
除
去
し
た
手
続
の
下
で
の
謀
殺
罪
の
合
憲
性
を
肯
定
し
、
同
じ
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
ウ
ッ
ド
ソ
ン
判
決
で
は
量
刑
の
個
別
的
判
断
の
重
要
性
を
強
調
し
て
絶
対
的
死
刑
を
違
憲
と
し
た
も
の
の
、
死
刑
自
体
の
合
憲
性
の
立
場
を
堅
持
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
八
修
正
の
禁
止
す
る

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

と
い
う
概
念
は
流
動
的
で
あ
る
と
し
て
「
成
熟
社
会
の
進
歩
を
示
す
品
位
の
発
展
的
基
準
」
か
ら
そ
の
意
味
内
容
を
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
上
で
、
二
〇
〇
二
年
の
ア
ト
キ
ン
ズ
判
決
で
は
精
神
遅
滞
犯
罪
者
へ
の
死
刑
に
つ
き
、
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
の
シ
モ
ン
ズ
判
決
で
は
未
成
年
犯
罪
者
へ
の
死
刑
に
つ
き
、
い
ず
れ
も
「
品
位
の
発
展
的
基
準
」
に
反
す
る
と
し
て
そ
の
違
憲
性
を
明
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
八
修
正
は
非
死
刑
事
件
に
も
適
用
さ
れ
る
と
し
て
著
し
く
不
均
衡
な
刑
罰
は

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

に
当
た
る
と
し
て
罪
刑
均
衡
が
憲
法
上
の
原
理
で
あ
る
こ
と
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
ひ
と
ま
ず
一
八
九
二
年
の
オ
ニ
ー
ル
判
決
か
ら
一
九
九
二
年
の
ハ
ー
メ
ル
ン
判
決
ま
で
の
主
要
な
先
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
罪
刑
の
均
衡
原
則
と
第
八
修
正
の

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
二
〇
〇
三
年
の
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
る
。
１
オ
ニ
ー
ル
無
許
可
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
販
売
拘
禁
五
四
年
（
罰
金
代
替
刑
）
適
法
判
決
（
一
八
九
二
年
）
本
判
決
(
)
は
、
無
許
可
で
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
販
売
し
た
と
し
て
多
額
の
罰
金
を
命
じ
ら
れ
た
上
、
完
納
し
な
い
場
合
に
は
代
替
刑
と
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し
て
五
四
年
余
の
拘
禁
刑
を
科
す
旨
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
州
法
上
の
問
題
に
と
ど
ま
り
連
邦
問
題
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
誤
審
令
状
に
よ
る
救
済
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
な
反
対
意
見
が
あ
り
、
こ
れ
が
後
に
法
廷
意
見
と
な
る
な
ど
、
過
渡
期
の
重
要
判
例
で
あ
る
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
厳
し
い
州
法
の
一
面
を
垣
間
見
せ
る
も
の
と
し
て
も
興
味
深
い
。
【
事
実
の
概
要
】
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
ラ
ト
ラ
ン
ド
（R
u
tlan
d
）
の
一
人
の
大
陪
審
員
は
一
八
八
二
年
一
二
月
二
六
日
、
同
市
治
安
判
事
の
面
前
で
書
面
に
よ
る
告
訴
状
（a
w
ritte
n
co
m
p
lain
t
）
を
作
成
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
（W
h
ite
h
all
）
の
住
民
Ｊ
．
オ
ニ
ー
ル
（
以
下
、
Ｘ
と
も
い
う
）
は
ラ
ト
ラ
ン
ド
で
同
年
一
一
月
二
五
日
、
許
可
な
し
に
何
度
も
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
販
売
等
し
制
定
法
に
違
反
し
た
上
、
一
八
七
九
年
三
月
の
開
廷
期
に
も
ラ
ト
ラ
ン
ド
郡
裁
判
所
で
法
に
違
反
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
販
売
等
で
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
た
と
申
し
立
て
た
。
治
安
判
事
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
Ｘ
逮
捕
の
令
状
を
発
付
し
た
。
Ｘ
は
逮
捕
さ
れ
て
治
安
判
事
の
下
に
引
致
さ
れ
、
無
罪
の
答
弁
を
し
た
。
起
訴
の
根
拠
と
な
っ
た
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
法
は
、
特
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
ビ
ー
ル
等
を
含
む
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
販
売
等
を
禁
止
し
て
い
た
。
治
安
判
事
は
、
法
律
に
違
反
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
販
売
等
し
た
と
し
て
Ｘ
を
再
び
四
五
七
件
の
犯
罪
で
有
罪
と
認
め
、
九
千
一
四
〇
ド
ル
の
罰
金
刑
の
ほ
か
、
四
七
二
ド
ル
九
六
セ
ン
ト
の
訴
訟
費
用
等
、
お
よ
び
重
労
働
（h
ard
lab
o
r
）
一
年
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
上
で
、
期
日
ま
で
に
全
額
完
納
し
な
い
場
合
に
は
、
一
ヶ
月
の
拘
禁
刑
の
満
了
日
か
ら
さ
ら
に
二
八
、
八
三
六
日
間
の
重
労
働
を
科
す
旨
宣
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
が
ラ
ト
ラ
ン
ド
郡
裁
判
所
に
上
訴
し
た
と
こ
ろ
、
上
訴
が
認
め
ら
れ
、
Ｘ
は
保
釈
金
を
納
め
て
出
廷
し
た
。
郡
裁
判
所
で
Ｘ
は
無
罪
の
答
弁
を
し
た
た
め
、
本
件
は
陪
審
に
よ
っ
て
審
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｘ
は
治
安
判
事
の
面
前
で
も
郡
裁
判
所
で
も
、
告
訴
状
に
欠
陥
が
あ
る
と
は
主
張
し
な
か
っ
た
。
陪
審
は
Ｘ
を
、

許
可
な
し
に
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
法
に
違
反
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
販
売
し

た
三
〇
七
件
の
犯
罪
で
有
罪
と
認
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
は
異
議
を
申
し
立
て
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
事
実
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、

本
件
上
告
人
Ｊ
・
オ
ニ
ー
ル
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
ワ
イ
ン
等
の
卸
売
商
に
従
事
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
三
年
以
上
そ
こ
で
商
売
を
し
て
い
た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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法
の
下
で
は
合
法
か
つ
正
当
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
過
去
三
年
の
間
に
オ
ニ
ー
ル
は
郵
便
ま
た
は
電
報
で
、
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
ラ
ト
ラ
ン
ド
に
在
住
す
る
多
く
の
人
か
ら
特
定
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
指
定
し
た
三
〇
七
件
の
別
個
の
注
文
を
受
け
た

と
い
う
事
実
を
認
め
て
い
た
。
郡
裁
判
所
は
、
六
千
一
四
〇
ド
ル
の
罰
金
お
よ
び
四
九
七
ド
ル
九
六
セ
ン
ト
の
訴
訟
費
用
等
の
支
払
い
を
Ｘ
に
命
じ
た
、
そ
し
て
令
状
執
行
費
用
（co
sts
o
f
co
m
m
itm
e
n
t
）
七
六
セ
ン
ト
を
加
え
た
総
額
六
千
六
三
八
ド
ル
七
二
セ
ン
ト
が
一
八
八
三
年
三
月
二
〇
日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
け
れ
ば
、
矯
正
施
設
で
一
九
、
九
一
四
日
間
、
重
労
働
を
科
す
旨
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
本
件
は
一
八
八
五
年
一
〇
月
の
開
廷
期
に
州
最
高
裁
で
七
名
の
裁
判
官
が
参
加
し
審
理
さ
れ
た
。
同
最
高
裁
の
判
決
は
、
郡
裁
判
所
の
判
断
に
は
何
ら
誤
り
な
い
し
欠
陥
は
な
く
、
そ
の
手
続
に
何
ら
の
誤
り
は
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
Ｘ
は
、
同
判
決
を
再
審
理
す
る
た
め
に
合
衆
国
最
高
裁
か
ら
の
誤
審
令
状
（a
w
rit
o
f
e
rro
r
）
の
発
付
を
求
め
た
(
)
。
【
判
旨
】
Ｘ
の
州
裁
判
所
で
の
公
判
お
よ
び
有
罪
は
専
ら

許
可
な
し
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
販
売

を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
州
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
刑
罰
は

二
度
目
の
有
罪
判
決
に
関
し
て
は
、
各
犯
罪
に
対
し
二
〇
ド
ル
と
訴
訟
費
用
、
お
よ
び
一
ヶ
月
の
拘
禁
刑

で
あ
っ
た
。
一
九
、
九
一
四
日
間
の
拘
禁
期
間
は
、
支
払
い
不
履
行
の
場
合
に
定
め
ら
れ
て
い
る
六
千
六
三
八
ド
ル
の
各
一
ド
ル
に
つ
き
三
日
間
の
規
定
に
基
づ
い
て
い
る
。
本
件
で
は
合
衆
国
憲
法
に
違
反
し
て
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
た
と
は
主
張
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｘ
は
州
最
高
裁
に
お
い
て
、
州
法
は
合
衆
国
憲
法
第
八
修
正
お
よ
び
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
憲
法
の
同
一
規
定
に
反
す
る

と
主
張
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
州
最
高
裁
は
、

残
虐
で
異
常
な
刑
罰
ま
た
は
過
度
の
罰
金
や
保
釈
金
を
禁
止
す
る
憲
法
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い

と
述
べ
て
い
る
。

Ｘ
が
起
訴
さ
れ
た
犯
罪
に
科
せ
ら
れ
た
刑
罰
は
過
度
な
い
し
苛
酷
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｘ
が
厳
し
い
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単
に
彼
が
そ
の
よ
う
な
実
に
多
く
の
（a
g
re
at
m
an
y
）
犯
罪
を
犯
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
住
居
侵
入
を
犯
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
各
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
が
併
科
さ
れ
る
と
終
身
刑
に
な
る
と
し
て
も
、
住
居
侵
入
の
刑
罰
を
定
め
る
制
定
法
の
違
憲
性
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
同
一
の
訴
追
で
相
異
な
る
犯
罪
に
対
し
併
科
刑
（cu
m
u
lativ
e
p
u
n
ish
m
e
n
ts
）
が
言
い
渡
さ
れ
た
と
い
う
単
な
る
事
実
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
重
要
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も
し
刑
罰
が
単
一
の
犯
罪
に
対
し
不
合
理
に
厳
し
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
憲
法
上
の
問
題
を
主
張
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
件
で
の
不
合
理
性
は
Ｘ
が
犯
し
た
多
数
の
犯
罪
へ
の
刑
罰
に
対
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
の
検
討
を
控
え
る
、
と
い
う
の
は
連
邦
の
問
題
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
し
、
趣
意
書
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
示
唆
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
憲
法
の
下
で
生
じ
た
問
題
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
領
域
の
範
囲
内
に
な
い
。
さ
ら
に
、
連
邦
の
問
題
と
し
て
、
合
衆
国
憲
法
第
八
修
正
は
州
に
適
用
さ
れ
な
い
と
常
に
判
示
さ
れ
て
い
る
(
)
。
本
件
記
録
は
連
邦
問
題
を
提
起
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
当
裁
判
所
に
は
本
件
の
管
轄
権
が
な
い
と
州
側
は
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
は
正
し
い
。
そ
し
て
当
裁
判
所
に
は
管
轄
権
が
な
い
の
で
誤
審
令
状
の
申
立
て
は
却
下
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
。
本
件
に
関
し
、
州
最
高
裁
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
た
唯
一
の
問
題
は
、
問
題
と
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
法
の
適
用
を
受
け
る
ラ
ト
ラ
ン
ド
で
販
売
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
法
の
適
用
を
受
け
な
い
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
で
販
売
さ
れ
た
の
か
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
州
裁
判
所
は
完
了
さ
れ
た
販
売
は
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
内
で
行
な
わ
れ
た
と
結
論
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
何
ら
連
邦
問
題
と
は
か
か
わ
り
が
な
い
。
オ
ニ
ー
ル
に
よ
っ
て
ラ
ト
ラ
ン
ド
で
販
売
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
が
そ
こ
で
販
売
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
し
て
運
搬
さ
れ
た
の
か
そ
こ
で
製
造
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
か
ら
何
ら
か
の
方
法
で
そ
こ
ま
で
運
ば
れ
て
き
た
の
か
は
全
く
重
要
で
な
か
っ
た
。
唯
一
の
問
題
は
、
ラ
ト
ラ
ン
ド
で
売
買
可
能
で
あ
っ
た
か
、
そ
し
て
そ
こ
で
現
に
売
買
さ
れ
た
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
本
件
誤
審
令
状
は
却
下
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
)
。
【
フ
ィ
ー
ル
ド
裁
判
官
の
反
対
意
見
】
本
件
処
理
に
関
し
、
わ
た
く
し
は
同
僚
裁
判
官
に
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
で
犯
罪
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
行
為
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
は
合
法
的
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
っ
た
。
商
品
購
入
の
注
文
に
応
じ
て
一
つ
の
州
か
ら
他
の
州
の
買
手
の
着
払
い
で
急
行
運
送
で
そ
れ
を
送
り
届
け
る
と
、
そ
こ
に
在
住
し
な
い
州
で
注
文
に
応
じ
た
人
の
犯
罪
行
為
と
な
る
、
こ
の
こ
と
を
知
れ
ば
多
く
の
人
は
大
い
に
驚
く
に
違
い
な
い
。
告
訴
さ
れ
た
犯
罪
は
許
可
な
し
に
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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州
で
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
販
売
し
た
こ
と
か
ら
成
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
大
陪
審
員
カ
イ
ン
（C
A
IN
）
の
署
名
あ
る
告
訴
状
に
は
商
品
の
相
手
方
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
の
住
民
で
あ
る
Ｘ
が
ラ
ト
ラ
ン
ド
で
「
時
々
法
に
反
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
販
売
し
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
告
訴
状
に
は
単
一
の
犯
罪
が
記
載
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
時
々
」
と
い
う
言
葉
が
付
加
さ
れ
て
い
た
た
め
、
三
〇
七
件
の
犯
罪
に
対
す
る
有
罪
判
決
を
是
認
す
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
)
。
仮
に
Ｘ
が
住
居
侵
入
や
公
道
で
の
強
盗
で
有
罪
と
認
定
さ
れ
る
と
、
Ｘ
が
本
件
で
現
に
受
け
た
刑
罰
よ
り
は
る
か
に
軽
い
刑
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
故
殺
や
偽
証
等
に
対
し
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
の
裁
判
所
が
科
し
う
る
刑
罰
の
六
倍
で
あ
り
、
Ｘ
が
有
罪
と
さ
れ
た
犯
罪
の
性
質
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
峻
厳
性
に
お
い
て
ま
さ
に

残
虐
で
異
常

と
呼
ぶ
こ
と
が
当
然
と
思
わ
れ
る
刑
罰
で
あ
る
。
こ
の
命
令
（d
e
sig
n
atio
n
）
は
通
常
、
拷
問
台
、
指
を
締
め
つ
け
る
拷
問
具
の
よ
う
な
、
激
し
い
苦
痛
を
伴
う
拷
問
を
科
す
刑
罰
に
適
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
刑
罰
は
一
時
期
イ
ギ
リ
ス
で
科
せ
ら
れ
て
い
た
が
、｢
一
六
八
八
年
の
革
命
終
結
後
に
英
国
議
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
権
利
の
宣
言
（th
e
D
e
claratio
n
o
f
R
ig
h
ts
）
に
よ
っ
て
不
可
能
と
な
り
、
次
い
で
権
利
の
章
典
（th
e
B
ill
o
f
R
ig
h
ts
）
で
確
認
さ
れ
て

過
大
な
保
釈
金
を
要
求
し
、
ま
た
は
過
重
な
罰
金
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
、
ま
た
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
科
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。」
合
衆
国
憲
法
第
八
修
正
や
各
州
憲
法
の
中
で
具
体
化
さ
れ
た
こ
の
禁
止
規
定
は
、
上
述
の
性
格
の
刑
罰
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
過
度
に
長
期
な
い
し
過
酷
で
あ
る
た
め
起
訴
犯
罪
と
著
し
く
不
均
衡
で
あ
る
す
べ
て
の
犯
罪
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
五
四
年
の
重
労
働
を
伴
う
拘
禁
刑
は
、
当
の
犯
罪
を
検
討
す
る
と
、
正
し
い
感
覚
と
心
情
を
有
す
る
人
で
あ
れ
ば
身
震
い
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
過
酷
な
刑
で
あ
る
。
合
法
的
に
短
期
間
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
を
併
科
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
件
の
量
刑
に
到
達
し
た
と
い
う
の
は
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
州
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
一
滴
飲
ん
で
も
犯
罪
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
も
し
グ
ラ
ス
に
入
っ
た
一
滴
を
数
え
上
げ
て
何
百
回
も
の
犯
罪
と
し
、
グ
ラ
ス
一
杯
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
飲
ん
だ
と
し
て
、
ほ
ぼ
無
制
限
の
期
間
拘
禁
す
る
と
い
う
の
は
未
曾
有
の
残
虐
（u
n
h
e
ard
-o
f
cru
e
lty
）
な
刑
罰
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
(桃山法学 第７号 ’06)
( )
455
4040
被
告
人
に
対
し
全
く
誤
っ
た
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
立
証
す
る
た
め
に
、
州
裁
判
所
の
手
続
お
よ
び
判
決
の
特
異
性
を
述
べ
て
き
た
。「
も
し
そ
れ
ら
に
救
済
策
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
法
ま
た
は
そ
の
執
行
に
欠
陥
が
あ
る
。
そ
れ
を
匡
正
す
る
の
に
早
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
私
は
救
済
策
（re
m
e
d
y
）
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
当
裁
判
所
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
(
)
。」
「
市
民
戦
争
が
終
結
し
、
第
一
三
修
正
に
よ
っ
て
奴
隷
制
が
廃
止
さ
れ
た
と
き
、
従
前
の
奴
隷
制
を
維
持
す
る
州
に
は
こ
れ
ら
の
権
利
と
矛
盾
す
る
立
法
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
立
法
は
な
お
実
施
さ
れ
、
自
由
民
の
権
利
は
尊
重
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
一
般
的
懸
念
そ
れ
が
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
重
要
で
な
い
が
国
の
一
部
に
生
じ
て
い
た
。

合
衆
国
に
お
い
て
出
生
し
ま
た
は
帰
化
し
、
そ
の
管
轄
権
に
服
す
る
す
べ
て
の
人
は
、
合
衆
国
お
よ
び
そ
の
居
住
す
る
州
の
市
民
で
あ
る

と
宣
言
す
る
第
一
四
修
正
が
こ
れ
に
続
い
た
。
自
由
人
は
か
く
し
て
合
衆
国
の
市
民
と
な
り
、
将
来
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
市
民
の
全
て
の
特
権
と
免
除
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
前
の
立
法
の
た
め
に
、
も
し
か
か
る
立
法
が
有
効
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
特
権
と
免
除
が
制
限
（ab
rid
g
e
d
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
故
、
自
由
民
を
市
民
と
し
た
同
一
の
修
正
条
項
の
中
で
、

い
か
な
る
州
も
合
衆
国
市
民
の
特
権
ま
た
は
免
除
を
制
限
す
る
法
律
を
制
定
し
ま
た
は
執
行
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
が
命
じ
ら
れ
、
現
存
す
る
そ
の
よ
う
な
性
格
の
立
法
が
無
効
と
さ
れ
、
将
来
に
お
い
て
そ
の
執
行
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。｣
「
そ
れ
故
、
修
正
一
〇
箇
条
は
、
権
力
へ
の
制
約
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
制
約
下
に
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
、
そ
の
結
実
（fru
itio
n
）
を
見
い
出
す
限
り
、
州
に
対
し
て
で
は
な
く
、
連
邦
政
府
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
う
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
が
人
間
の
権
利
を
宣
言
し
、
そ
れ
を
是
認
す
る
限
り
、
そ
れ
ら
は
憲
法
の
下
で
合
衆
国
の
市
民
と
し
て
の
彼
ら
に
属
す
る
権
利
で
あ
る
。
そ
し
て
第
一
四
修
正
は
、
そ
の
よ
う
な
す
べ
て
の
権
利
に
関
し
て
、
い
か
な
る
州
も
そ
れ
ら
を
制
限
す
る
法
を
作
り
、
ま
た
は
執
行
し
て
は
な
ら
な
い
と
命
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
州
の
権
限
に
制
約
を
課
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
が
正
し
け
れ
ば
、
合
衆
国
の
全
て
の
市
民
は
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
市
民
が
属
す
る
州
お
よ
び
連
邦
の
行
動
に
対
す
る
不
可
侵
の
免
除
（im
m
u
n
ity
）
で
あ
る
。
州
は
、
合
衆
国
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と
同
様
に
、
拷
問
、
手
足
を
引
き
伸
ば
す
拷
問
台
、
指
を
締
め
つ
け
る
拷
問
具
な
い
し
い
か
な
る
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
も
市
民
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
こ
れ
ら
の
権
利
は
、
合
衆
国
の
市
民
の
そ
れ
と
し
て
、
合
衆
国
憲
法
に
お
い
て
連
邦
の
行
動
を
、
そ
し
て
第
一
四
修
正
に
お
い
て
州
の
行
動
を
禁
止
す
る
も
の
と
し
て
是
認
さ
れ
、
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
州
裁
判
所
に
よ
っ
て
科
せ
ら
れ
た
刑
罰
は
残
虐
で
異
常
で
あ
る
と
し
て
、
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
最
高
裁
は
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
た
と
き
、
こ
れ
に
対
す
る
同
最
高
裁
の
答
え
は
、
被
告
人
が
多
数
の
犯
罪
を
犯
し
た
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
刑
罰
は
過
度
な
い
し
過
酷
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
当
の
刑
罰
が
単
一
の
犯
罪
に
対
し
不
合
理
に
厳
し
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
憲
法
上
の
問
題
が
生
じ
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
件
で
の
不
合
理
性
は
Ｘ
が
犯
し
た
多
数
の
犯
罪
へ
の
刑
罰
に
対
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
答
え
は
十
分
と
は
思
わ
れ
な
い
。
憲
法
の
禁
止
規
定
は
、
科
せ
ら
れ
た
刑
罰
が
一
つ
の
犯
罪
に
対
し
て
で
あ
る
と
多
数
の
犯
罪
に
対
し
て
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
禁
止
し
て
い
る
。
二
、
三
日
ま
た
は
二
、
三
週
間
の
重
労
働
を
伴
う
拘
禁
刑
で
あ
れ
ば
人
道
的
な
政
府
の
命
令
の
範
囲
内
に
あ
る
。
し
か
し
、
軽
い
犯
罪
が
多
数
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
拘
禁
刑
を
凶
悪
な
性
質
の
重
罪
に
対
し
て
の
み
妥
当
す
る
よ
う
な
終
身
の
拘
禁
刑
の
一
つ
に
代
え
る
先
例
（au
th
o
rity
）
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
、
現
に
科
せ
ら
れ
て
い
る
本
件
の
よ
う
な
犯
罪
に
適
用
さ
れ
る
と
、
憲
法
が
禁
止
し
て
い
る
過
度
に
厳
し
い
刑
罰
に
相
当
す
る
。
本
件
申
立
人
に
は
申
立
て
理
由
の
修
正
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
い
は
当
裁
判
所
は
、
修
正
の
申
立
て
が
な
く
て
も
、
裁
判
所
の
職
権
で
誤
り
を
告
知
（tak
e
n
o
tice
o
f
th
e
e
rro
r,
o
f
its
o
w
n
m
o
tio
n
）
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
下
級
審
が
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
の
が
誤
り
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
人
を
終
生
悲
惨
な
生
活
に
放
置
す
る
の
は
最
も
由
々
し
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
誤
り
を
自
ら
の
職
権
で
検
討
す
る
裁
判
所
の
権
利
は
、
そ
の
権
限
の
範
囲
内
に
あ
る
、
本
件
で
の
五
四
年
間
の
拘
禁
刑
は
当
の
犯
罪
を
破
廉
恥
罪
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
は
被
告
人
の
救
済
の
た
め
に
適
切
に
主
張
さ
れ
う
る
い
か
な
る
こ
と
に
つ
い
て
も
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
(
)
。
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２ラ
ン
メ
ル
累
犯
金
銭
詐
欺
終
身
刑
合
憲
判
決
（
一
九
八
〇
年
）
本
判
決
(
)
は
、
重
罪
に
当
た
る
金
銭
詐
欺
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
が
累
犯
加
重
規
定
に
よ
っ
て
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
均
衡
を
欠
く
刑
罰
で
は
な
く
第
八
修
正
に
違
反
し
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
【
事
実
の
概
要
】
被
告
人
ラ
ン
メ
ル
（
以
下
、
Ｘ
と
も
い
う
）
は
一
九
六
四
年
、
偽
造
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
を
用
い
て
八
〇
ド
ル
相
当
の
商
品
を
詐
取
し
た
と
し
て
三
年
の
拘
禁
刑
、
一
九
六
九
年
に
は
額
面
二
八
ド
ル
余
の
偽
造
小
切
手
の
行
使
で
四
年
の
拘
禁
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
被
告
人
は
有
罪
の
答
弁
を
し
て
い
た
。
Ｘ
は
一
九
七
三
年
、
一
〇
〇
ド
ル
余
を
詐
取
し
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。
こ
の
起
訴
犯
罪
は

重
窃
盗

と
さ
れ
、
そ
の
法
定
刑
は
二
年
以
上
一
〇
年
以
下
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
検
察
官
は
州
法
の
累
犯
法
（re
cid
iv
ist
statu
te
）
の
下
で
手
続
を
進
め
、
起
訴
状
に
二
回
の
重
罪
確
定
判
決
を
引
用
し
た
た
め
、
Ｘ
は
有
罪
と
認
定
さ
れ
る
と
終
身
刑
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
陪
審
は
Ｘ
を
重
窃
盗
で
有
罪
と
し
、
二
回
の
重
罪
前
科
を
真
実
と
認
め
た
た
め
、
公
判
裁
判
所
は
Ｘ
を
終
身
刑
に
処
し
た
。
テ
キ
サ
ス
州
控
訴
裁
判
所
は
Ｘ
の
直
接
の
上
訴
を
退
け
た
。
そ
こ
で
Ｘ
は
、
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
受
け
た
と
主
張
し
、
テ
キ
サ
ス
州
西
部
地
区
合
衆
国
地
方
裁
判
所
に
人
身
保
護
令
状
の
発
付
を
求
め
た
。
同
地
裁
は
こ
の
主
張
を
退
け
た
が
、
控
訴
裁
判
所
の
多
数
意
見
は
一
九
一
〇
年
の
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
（W
e
e
m
s
v
.
U
n
ite
d
S
tate
s,
2
1
7
U
.S
.
3
4
9
）
に
依
拠
し
て
、
Ｘ
の
終
身
刑
は
著
し
く
不
均
衡
で
あ
っ
て
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
当
た
る
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
同
控
訴
審
は
全
裁
判
官
関
与
の
判
決
で
こ
れ
を
破
棄
し
、
地
裁
判
決
を
維
持
し
た
(
)
。
こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
「
上
告
受
理
の
申
立
を
容
れ｣
、
五
対
四
で
、
原
判
決
を
維
持
し
た
。
な
お
、
法
廷
意
見
の
執
筆
は
レ
ン
キ
ス
ト
裁
判
官
で
あ
る
。
【
判
旨
】
ま
ず
最
初
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
Ｘ
の
主
張
し
て
い
な
い
二
つ
の
命
題
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
第
一
、
Ｘ
は
テ
キ
サ
ス
州
の
累
犯
法
の
合
憲
性
を
争
わ
ず
、
本
件
事
案
へ
の
適
用
の
結
果
だ
け
を
攻
撃
し
て
い
る
。
第
二
、
Ｘ
は
、
Ｘ
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
452
4343
の
各
犯
罪
を
重
罪
と
し
て
処
罰
す
る
州
の
権
限
に
つ
い
て
も
争
っ
て
い
な
い
。
Ｘ
は
、
第
三
回
目
の
重
罪
事
件
に
対
す
る
法
定
刑
で
は
な
く
、
終
身
刑
を
言
い
渡
す
州
の
権
限
だ
け
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
。
当
裁
判
所
は
、
第
八
修
正
は
犯
罪
に
対
し
著
し
く
不
均
衡
な
刑
罰
を
禁
止
し
て
い
る
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
Ｘ
は
、
死
刑
に
か
か
わ
る
先
例
を
引
用
し
て
、
本
件
で
の
終
身
刑
は
不
均
衡
と
結
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
裁
判
官
が
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

死
刑
は
、
そ
の
程
度
で
は
な
く
そ
の
種
類
に
お
い
て
、
他
の
い
か
な
る
形
態
の
刑
事
罰
と
も
全
く
異
な
る

の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
死
刑
の
特
殊
な
性
質
は
、
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
死
刑
の
文
脈
以
外
で
刑
罰
の
均
衡
に
対
す
る
異
議
申
立
て
が
成
功
し
た
事
例
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
で
申
立
人
は
、
公
の
記
録
の
虚
偽
記
載
に
対
し
カ
デ
ナ
・
テ
ン
ポ
ラ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
刑
罰
を
科
す
こ
と
を
攻
撃
し
た
。
ウ
ィ
ー
ム
ズ
は
「
公
の
記
録
に
一
項
目
で
も
虚
偽
の
情
報
を
意
図
的
に
記
載
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
明
白
に
完
成
す
る
犯
罪
」
で
あ
る
公
の
記
録
の
虚
偽
記
載
の
廉
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
こ
の
犯
罪
に
対
す
る
絶
対
的
矯
正
方
法
（re
m
e
d
y
）
が
カ
デ
ナ
・
テ
ン
ポ
ラ
ル
で
あ
っ
た
。
Ｘ
は
本
件
で
拘
禁
刑
の
長
さ
自
体
が
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
の
根
拠
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
法
廷
意
見
は
繰
り
返
し
、
拘
禁
刑
の
長
さ
と
と
も
に

そ
の
付
加
刑

に
言
及
し
、
現
に
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
法
典
に
お
け
る
投
獄
規
定
は
付
加
的
刑
罰
と
分
離
で
き
る
」
と
の
訴
追
側
の
主
張
を
明
示
に
退
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
特
殊
な
事
実
、
す
な
わ
ち
、
起
訴
犯
罪
の
軽
微
性
、
投
獄
期
間
の
長
さ
、
お
よ
び

付
加
刑

の
異
常
さ
を
考
慮
せ
ず
に
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ホ
ワ
イ
ト
裁
判
官
が
一
九
七
七
年
の
コ
カ
判
決
（C
o
k
e
r
v
.
G
e
o
rg
ia,
4
3
3
U
.S
.
5
8
4
）
で
の
多
数
意
見
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

第
八
修
正
の
判
断
は
個
々
の
裁
判
官
の
主
観
的
見
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
見
え
て
も
な
ら
な
い
。
判
断
は
可
能
な
限
り
客
観
的
要
素
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

コ
カ
判
決
は
成
人
女
性
へ
の
強
姦
罪
に
対
し
死
刑
を
科
し
た
事
案
で
あ
っ
た
の
で
、
当
裁
判
所
は
死
刑
と
そ
の
他
の
刑
罰
の
順
列
組
み
合
わ
せ
と
の
間
に

明
確
な
線

を
引
く
こ
と
が
で
き
た
(
)
。
Ｘ
は
、
本
件
犯
罪
の
諸
特
徴
を
指
摘
し
て

軽
微
な

犯
罪
で
あ
る
と
主
張
し
、
例
え
ば
、
本
件
犯
罪
に
は
暴
力
行
為
が
な
い
と
す
(桃山法学 第７号 ’06)
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。
し
か
し
、
暴
力
の
存
否
は
必
ず
し
も
特
定
の
犯
罪
を
抑
止
し
、
特
定
の
犯
罪
者
を
処
罰
す
る
社
会
の
利
益
の
強
さ
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
。
大
会
社
の
重
役
は
、
独
占
禁
止
法
や
贈
賄
等
の
領
域
に
お
い
て
、
何
ら
の
暴
力
も
用
い
ず

生
命
を
脅
か
す

行
動
も
と
ら
ず
に
重
大
な
犯
罪
を
犯
し
う
る
。
さ
ら
に
Ｘ
は
、
本
件
各
犯
罪
で
詐
取
し
た
金
銭
が
小
額
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
一
二
〇
ド
ル
余
で
は
な
く
、
五
千
ド
ル
、
五
万
ド
ル
を
窃
盗
し
た
の
で
あ
れ
ば
Ｘ
を
終
身
刑
に
処
す
る
権
限
が
州
に
あ
る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
の
は
、

主
観
的

な
線
引
き
を
事
実
上
認
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
裁
判
所
で
は
な
く
立
法
府
の
領
域
と
考
え
る
の
が
相
当
で
あ
る
(
)
。
全
米
で
五
〇
州
の
現
行
刑
事
司
法
制
度
の
下
で
は
、
重
窃
盗
と
軽
窃
盗
と
を
分
け
る
線
引
き
は
一
般
に
窃
取
の
額
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
線
引
き
は
各
州
に
よ
っ
て
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
テ
キ
サ
ス
州
に
は
そ
の
よ
う
な
線
引
き
を
ど
こ
で
す
る
か
を
判
断
す
る
権
限
が
あ
る
。
本
件
で
か
か
わ
り
の
あ
る
累
犯
法
の
目
的
は
、
反
覆
犯
罪
者
を
抑
止
し
、
刑
事
犯
罪
を
繰
り
返
し
犯
す
者
を
社
会
か
ら
長
期
間
隔
離
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
隔
離
と
そ
の
継
続
は
、
当
の
本
人
の
最
近
の
犯
罪
だ
け
で
な
く
、
彼
が
他
の
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
間
に
示
し
て
い
た
性
癖
（p
ro
p
e
n
sitie
s
）
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
。
重
窃
盗
と
軽
窃
盗
と
の
線
引
き
の
問
題
と
同
じ
く
、
そ
の
よ
う
な
性
癖
の
有
無
お
よ
び
社
会
か
ら
の
相
当
と
さ
れ
る
隔
離
期
間
の
決
定
は
主
と
し
て
処
罰
権
限
機
関
（th
e
p
u
n
ish
in
g
ju
risd
ictio
n
）
の
裁
量
に
よ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
故
、
本
件
申
立
人
に
科
せ
ら
れ
た
絶
対
的
終
身
刑
は
第
八
お
よ
び
第
一
四
修
正
の
下
で
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
当
た
ら
な
い
と
判
示
し
、
控
訴
裁
判
所
の
判
決
を
維
持
す
る
(
)
。
【
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
の
反
対
意
見
】
常
習
犯
と
し
て
の
Ｘ
の
有
罪
判
決
の
基
礎
に
あ
る
各
刑
罰
は
、
二
八
ド
ル
余
か
ら
一
二
〇
ド
ル
余
ま
で
の
小
額
の
金
銭
詐
取
に
か
か
わ
り
、
そ
の
総
額
は
二
三
〇
ド
ル
に
満
た
な
い
。
い
ず
れ
の
犯
罪
も
、
人
身
へ
の
攻
撃
や
そ
の
脅
迫
、
あ
る
い
は
暴
力
の
脅
迫
、
な
い
し
武
器
の
使
用
に
は
か
か
わ
り
が
な
い
。
Ｘ
の
犯
し
た
三
つ
の
犯
罪
よ
り
も
文
明
社
会
の
治
安
お
よ
び
秩
序
に
危
険
を
及
ぼ
さ
な
い
重
罪
を
想
像
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。「
Ｘ
の
犯
罪
行
為
と
量
刑
と
の
関
係
は
著
し
く
不
均
衡
で
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
450
4545
あ
る
。
他
人
か
ら
お
よ
そ
二
三
〇
ド
ル
を
詐
取
し
た
と
の
理
由
で
テ
キ
サ
ス
州
は
、
Ｘ
か
ら
そ
の
余
の
人
生
へ
の
自
由
を
奪
い
取
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
常
習
犯
罪
者
と
し
て
の
Ｘ
の
地
位
は
、
絶
対
的
な
終
身
刑
を
正
当
化
す
る
こ
と
も
立
証
さ
れ
て
い
な
い
。
一
定
の
制
裁
に
関
す
る
国
民
の
態
度
を
反
映
し
て
い
る
客
観
的
指
標
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
刑
罰
は
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
条
項
の
下
に
含
ま
れ
て
い
る
均
衡
性
の
原
則
に
違
反
す
る
(
)
。」
３
デ
イ
ヴ
ィ
ス
・
マ
リ
フ
ァ
ナ
譲
渡
拘
禁
四
〇
年
合
憲
判
決
（
一
九
八
二
年
）
本
判
決
(
)
は
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
譲
渡
目
的
所
持
お
よ
び
譲
渡
罪
で
四
〇
年
の
拘
禁
刑
と
二
万
ド
ル
の
罰
金
刑
を
併
科
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
第
八
修
正
に
違
反
し
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
匿
名
判
決
（p
er
cu
ria
m
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
ブ
レ
ナ
ン
裁
判
官
（
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ズ
同
調
）
は
こ
の
よ
う
な
正
式
な
事
実
審
理
を
経
な
い
処
理
（su
m
m
ary
d
isp
o
sitio
n
）
は
相
当
で
な
い
と
す
る
が
、
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
の
同
調
意
見
は
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
が
先
例
と
し
て
支
配
的
で
あ
る
以
上
、
違
憲
で
な
い
と
す
る
結
論
は
止
む
を
得
な
い
と
す
る
も
の
で
、
事
実
関
係
と
と
も
に
興
味
深
い
。
【
事
実
の
概
要
】
法
執
行
官
は
一
九
七
三
年
一
〇
月
二
六
日
、
被
申
立
人
デ
イ
ヴ
ィ
ス
（
以
下
、
Ｘ
と
も
い
う
）
の
家
を
急
襲
し
、
お
よ
そ
九
オ
ン
ス
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
お
よ
び
各
種
薬
物
附
属
品
を
押
収
し
た
。
そ
の
数
日
前
に
執
行
官
は
、
Ｘ
が
マ
リ
フ
ァ
ナ
等
を
警
察
の
情
報
提
供
者
イ
ー
ズ
（
以
下
、
Ｙ
と
も
い
う
）
に
譲
渡
す
る
取
引
内
容
を
テ
ー
プ
録
音
し
て
い
た
。
Ｘ
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
裁
判
所
で
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
譲
渡
目
的
所
持
お
よ
び
マ
リ
フ
ァ
ナ
譲
渡
で
有
罪
と
さ
れ
、
各
訴
因
に
つ
き
一
万
ド
ル
と
二
〇
年
の
拘
禁
刑
を
併
科
さ
れ
た
。
Ｘ
の
有
罪
判
決
当
時
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
法
は
Ｘ
の
各
犯
罪
に
対
し
二
万
五
千
ド
ル
以
下
の
罰
金
お
よ
び
五
年
以
上
四
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
を
科
す
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
Ｘ
は
州
段
階
で
の
上
訴
手
続
を
す
べ
て
使
い
果
た
し
た
後
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
西
部
地
区
合
衆
国
地
方
裁
判
所
に
人
身
保
護
を
求
め
る
行
動
を
起
こ
し
、
四
〇
年
の
宣
告
刑
は
九
オ
ン
ス
未
満
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
所
持
罪
に
対
し
て
は
著
し
く
不
均
衡
（g
ro
ssly
d
isp
ro
p
o
r-
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n
ate
）
で
あ
り
、
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
相
当
す
る
と
主
張
し
た
。
同
地
裁
は
、
主
と
し
て
第
四
巡
回
区
の
先
例
（H
art
v
.
C
o
in
e
r,
4
8
3
F
.2
d
.
1
3
6
(
C
A
4
,
1
9
7
3)
）
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
四
要
素
に
依
拠
し
、
こ
れ
に
同
意
し
た
。
す
な
わ
ち
、

犯
罪
の
性
質
、
刑
罰
の
背
後
に
あ
る
立
法
目
的
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
お
け
る
他
の
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
、
お
よ
び
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
の
同
一
ま
た
は
類
似
の
犯
罪
に
対
し
現
に
科
せ
ら
れ
て
い
る
刑
罰
を
検
討
後
に
、
四
〇
年
の
拘
禁
刑
と
二
万
ド
ル
の
罰
金
は
犯
罪
の
重
大
さ
と
の
均
衡
が
著
し
く
欠
け
て
い
る
（so
g
ro
ssly
o
u
t
o
f
p
ro
p
o
rtio
n
to
th
e
se
v
e
rity
o
f
th
e
crim
e
s
）
た
め
、
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
相
当
し
合
衆
国
憲
法
第
八
修
正
に
違
反
す
る
と
結
論
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
同
地
裁
は
、
人
身
保
護
令
状
を
発
付
し
た
。
第
四
巡
回
区
合
衆
国
控
訴
裁
判
所
は
こ
れ
を
破
棄
し
た
。
同
控
訴
審
は
、
合
衆
国
最
高
裁
は

制
定
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
範
囲
内
で
言
い
渡
さ
れ
た
拘
禁
刑
そ
れ
自
体
を
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
で
あ
る
と
認
め
た
こ
と
は
決
し
て
な
い

と
指
摘
し
、
Ｘ
は
そ
の
量
刑
が
き
わ
め
て
特
異
（su
fficie
n
tly
e
x
trao
rd
in
ary
）
で
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
違
反
す
る
こ
と
を
立
証
し
て
い
な
い
と
判
示
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
全
裁
判
官
関
与
の
下
で
（sittin
g
e
n
b
an
c
）
審
議
し
た
結
果
、

地
方
裁
判
所
の
意
見
の
中
で
十
分
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
理
由
に
基
づ
い
て

人
身
救
済
の
判
定
（aw
ard
）
を
維
持
し
た
。
合
衆
国
最
高
裁
は
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ
、
同
控
訴
審
判
決
を
破
棄
し
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
照
ら
し
、
再
考
す
る
た
め
に
差
し
戻
し
た
。
控
訴
審
は
再
び
地
裁
を
支
持
し
た
が
、
今
回
は
賛
否
同
数
に
分
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
、
控
訴
審
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
留
意
（h
e
e
d
）
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
こ
れ
を
破
棄
し
た
(
)
。
【
判
旨
】
ラ
ン
メ
ル
判
決
で
の
申
立
人
は
、
一
二
〇
ド
ル
七
五
セ
ン
ト
を
詐
取
し
た
三
回
目
の
重
罪
事
件
で
有
罪
と
さ
れ
、
テ
キ
サ
ス
州
の
累
犯
法
の
下
で
終
身
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
彼
は
そ
れ
ま
で
に
総
額
二
八
ド
ル
三
六
セ
ン
ト
の
偽
造
小
切
手
行
使
、
お
よ
び
八
〇
ド
ル
相
当
の
物
品
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
を
得
る
た
め
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
の
不
正
使
用
で
有
罪
と
さ
れ
て
い
た
。
ラ
ン
メ
ル
は
本
件
で
の
申
立
人
と
同
様
に
、
彼
の
刑
期
は
宣
告
刑
の
対
象
と
な
っ
た
当
の
犯
罪
と

著
し
く
不
均
衡

で
あ
る
の
で
、
第
八
修
正
お
よ
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
448
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び
第
一
四
修
正
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
に
違
反
す
る
と
主
張
し
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
主
張
を
退
け
る
際
に
、
伝
統
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
他
の
刑
罰
と
そ
の
性
質
が
全
く
異
な
る
死
刑
の
よ
う
な
刑
罰
と
、
単
に
そ
の
期
間
（d
u
ratio
n
）
が
異
な
る
に
す
ぎ
な
い
刑
罰
と
を
区
別
し
た
。
第
一
、

裁
判
所
の
第
八
修
正
の
判
断
は
単
に
個
々
の
裁
判
官
の
主
観
的
な
見
解
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
見
え
て
も
な
ら
な
い
、
そ
し
て
第
二
、
あ
る
刑
期
の
他
の
刑
期
と
比
較
し
て
の
不
当
性
（e
x
ce
s-
siv
e
n
e
ss
）
の
判
断
は
常
に
主
観
的
判
断
（in
v
ariab
ly
su
b
je
ctiv
e
d
e
te
rm
in
atio
n
）
で
あ
り
、

一
つ
の
刑
期
と
よ
り
短
い
ま
た
は
よ
り
長
い
刑
期
と
の
間
に
憲
法
上
の
差
異

を
認
め
る
明
確
な
方
法
が
な
い
。
そ
れ
故
、
わ
れ
わ
れ
は

現
に
科
せ
ら
れ
た
刑
期
は
純
粋
に
立
法
特
権
（le
g
islativ
e
p
re
ro
g
ativ
e
）
で
あ
る

と
結
論
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ラ
ン
メ
ル
の
終
身
刑
は
憲
法
上
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
に
違
反
し
な
い
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
地
裁
は
、
第
四
巡
回
区
の
先
例
の
四
要
素
を
適
用
し
て
Ｘ
の
量
刑
を
違
憲
と
し
た
。
ラ
ン
メ
ル
判
決
の
下
級
審
の
反
対
意
見
は
こ
の
先
例
に
依
拠
し
て
い
た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
先
例
を
対
立
す
る
判
例
（th
e
p
rim
ary
o
p
p
o
sin
g
au
th
o
ri-
ty
）
で
あ
る
と
明
示
し
た
の
み
な
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
法
廷
意
見
は
、
そ
の
四
つ
の

客
観
的

要
素
を
い
ず
れ
も
不
同
意
と
し
た
。
地
裁
の
人
身
保
護
救
済
の
許
可
は
明
ら
か
に
こ
れ
ら
の
要
素
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
控
訴
審
が
そ
れ
を
維
持
し
た
の
は
誤
っ
て
い
る
(
)
。
地
裁
は
先
例
（H
art
）
の
第
一
の
要
素
を
本
件
に
適
用
し
て
、

暴
力
的
で
人
身
へ
の
最
小
限
の
問
題
と
さ
れ
う
る
危
険
要
素
は
な
い

と
認
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
お
い
て
、

暴
力
の
存
否
は
必
ず
し
も
一
定
の
犯
罪
を
抑
止
し
、
一
定
の
犯
罪
者
を
処
罰
す
る
社
会
の
利
益
の
強
さ
に
影
響
し
な
い

と
指
摘
し
た
。
第
二
の
要
素
は
、
刑
事
法
の
背
後
に
あ
る
目
的
と
か
か
る
目
的
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
よ
り
限
定
的
な
手
段
の
検
討
を
要
求
す
る
。
こ
の
要
素
に
関
し
、
地
裁
は
決
定
的
で
は
な
い
が
、
本
件
で
か
か
わ
り
の
あ
る
マ
リ
フ
ァ
ナ
は
九
オ
ン
ス
に
満
た
な
い
と
指
摘
し
、
そ
の
よ
う
な
少
量
の
所
持
に
対
し
て
は
よ
り
短
い
刑
期
で
十
分
に
抑
止
効
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
は
、
窃
取
さ
れ
た
金
銭
の
小
額
は
見
当
違
い
（in
ap
p
o
site
）
で
あ
る
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と
の
ラ
ン
メ
ル
判
決
で
の
わ
れ
わ
れ
の
結
論
に
よ
っ
て
黙
示
に
退
け
ら
れ
て
い
る
。
州
が
若
干
の
金
を
窃
取
し
た
と
し
て
ラ
ン
メ
ル
に
終
身
刑
を
宣
告
で
き
る
こ
と
を
認
め
る
の
は

事
実
上
、
引
か
れ
る
べ
き
線
は
主
観
的
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
裁
判
所
で
は
な
く
立
法
府
の
領
域
内
で
あ
る
こ
と
を
相
当
と
認
め
る
こ
と
で
あ
る

こ
と
を
理
由
と
す
る
。
地
裁
は
第
三
の
要
素
を
適
用
し
て
、
Ｘ
の
譲
渡
目
的
の
所
持
に
対
す
る
量
刑
は
同
州
を
除
く
す
べ
て
の
州
に
お
い
て
利
用
可
能
な
最
高
刑
を
越
え
て
お
り
、
譲
渡
に
対
す
る
Ｘ
の
量
刑
は
八
州
を
除
く
す
べ
て
の
州
に
お
い
て
利
用
可
能
な
最
高
刑
を
越
え
て
い
る
と
認
め
た
。
わ
れ
わ
れ
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
お
い
て
、

伝
統
的
な
連
邦
主
義
の
観
点
に
反
す
る
画
一
性
（u
n
ifo
rm
ity
in
im
ical
to
trad
itio
n
al
n
o
tio
n
s
o
f
fe
d
e
ralism
）
が
憲
法
上
要
求
さ
れ
な
い
限
り
、
あ
る
州
は
常
に
他
の
州
よ
り
も
よ
り
厳
し
く
一
定
の
犯
罪
者
を
処
理
す
る
個
性
（d
istin
ctio
n
）
を
有
す
る

と
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
比
較
を
退
け
た
。
最
後
に
第
四
の
要
素
を
適
用
し
て
地
裁
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
の
他
の
犯
罪
に
適
用
さ
れ
る
刑
罰
と
比
較
し
、
Ｘ
の
量
刑
は
不
均
衡
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
こ
の
比
較
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
お
い
て
退
け
ら
れ
た
。

他
の
犯
罪
は
…
…
他
の
社
会
的
利
益
に
か
か
わ
り
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
比
較
は
内
在
的
に
思
弁
的

で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
(
)
。
要
す
る
に
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
は
、
連
邦
裁
判
所
は

憲
法
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
拘
禁
の
刑
期
の
再
審
理
に
消
極
的
（re
lu
ctan
t)

で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
一
定
の
刑
罰
の
均
衡
に
対
す
る
異
議
申
立
て
が
成
功
す
る
の
は

き
わ
め
て
稀

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
命
題
に
賛
成
（stan
d
s
fo
r
th
e
p
ro
p
sitio
n
）
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
わ
れ
わ
れ
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
お
い
て

も
し
立
法
府
が
時
間
超
過
の
駐
車
を
重
罪
と
し
て
終
身
刑
に
す
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
均
衡
の
原
理
が
機
能
す
る
状
況
が
生
じ
う
る
と
指
摘
し
た
。
ラ
ン
メ
ル
判
決
後
の
地
裁
判
決
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
控
訴
審
は
、

裁
判
所
で
は
な
く
立
法
府
の
領
域
内
に
あ
る

基
本
的
な
線
引
き
過
程
へ
の
侵
入
を
是
認
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
憲
法
お
よ
び
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
連
邦
裁
判
所
の
階
層
制
度
（h
ie
rarch
y
）
を
控
訴
審
は
意
図
的
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
無
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
件
が
ラ
ン
メ
ル
判
決
と
異
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
あ
れ
こ
れ
の
議
論
を
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
連
邦
司
法
制
度
内
で
の
無
秩
序
を
希
望
す
る
の
で
な
い
限
り
、
当
裁
判
所
の
先
例
は
連
邦
の
下
級
裁
判
所
に
よ
っ
て
順
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
446
4949
い
。し
た
が
っ
て
、
申
立
人
の
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ
る
こ
と
と
し
、
控
訴
裁
判
所
の
判
決
を
破
棄
し
、
Ｘ
の
人
身
保
護
請
求
の
申
立
て
を
却
下
す
る
指
示
と
と
も
に
本
件
を
地
裁
に
差
し
戻
す
(
)
。
【
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
の
同
調
補
足
意
見
】
当
裁
判
所
は
、
末
端
価
格
約
二
〇
〇
ド
ル
の
お
よ
そ
九
オ
ン
ス
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
所
持
お
よ
び
譲
渡
の
Ｘ
に
対
す
る
四
〇
年
の
拘
禁
刑
と
二
万
ド
ル
の
罰
金
を
第
八
修
正
は
容
認
し
て
い
る
と
す
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
量
刑
は
不
公
正
で
あ
り
犯
罪
と
の
均
衡
を
欠
い
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
た
く
し
は
や
む
な
く
、
以
下
に
述
べ
る
理
由
で
当
裁
判
所
の
ラ
ン
メ
ル
判
決
で
の
判
断
が
本
件
事
実
に
関
し
て
支
配
的
（co
n
tro
llin
g
）
で
あ
る
と
結
論
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
決
の
結
論
に
の
み
加
わ
る
(
)
。
デ
イ
ヴ
ィ
ス
（
Ｘ
）
は
刑
務
所
で
Ｙ
と
出
会
っ
た
。
Ｙ
の
拘
禁
中
、
Ｙ
の
妻
は
麻
薬
愛
用
者
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
新
事
実
と
二
歳
児
の
子
供
へ
の
影
響
を
心
配
し
た
Ｙ
は
、
妻
に
薬
物
を
提
供
す
る
人
物
や
Ｗ
郡
で
の
活
動
的
な
麻
薬
商
人
で
あ
る
Ｘ
を
含
む
麻
薬
譲
渡
人
の
逮
捕
に
役
立
つ
た
め
に
協
力
し
た
い
旨
警
察
に
申
し
出
た
。
刑
務
所
か
ら
の
一
時
的
出
所
（fu
rlo
u
g
h
）
時
に
Ｙ
は
Ｘ
に
、
Ｙ
自
身
と
共
通
の
友
人
の
た
め
に
薬
物
を
買
い
た
い
と
告
げ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
Ｘ
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
三
オ
ン
ス
を
七
四
ド
ル
で
Ｙ
に
譲
渡
し
た
。
Ｘ
は
ま
た

Ｌ
Ｓ
Ｄ
や
違
法
な
規
制
薬
物
を
含
む
薬
物
の
ピ
ル

を
Ｙ
に
譲
渡
し
た
。
警
察
は
Ｘ
の
家
を
手
入
れ
し
、
お
よ
そ
六
オ
ン
ス
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
と
麻
薬
付
属
品
を
発
見
し
た
(
)
。
当
裁
判
所
が
本
日
依
拠
す
る
唯
一
の
先
例
は
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
で
あ
る
。
ラ
ン
メ
ル
判
決
は
、
い
ず
れ
も
一
二
五
ド
ル
以
下
の
非
暴
力
的
詐
欺
に
か
か
わ
る
累
犯
者
の
三
回
の
重
罪
を
理
由
に
終
身
刑
を
科
し
て
も
第
八
修
正
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
に
違
反
し
な
い
と
判
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
は

均
衡
原
理
は
、
立
法
府
が
時
間
超
過
の
駐
車
を
重
罪
と
し
終
身
刑
に
よ
っ
て
処
罰
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
反
対
意
見
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
極
端
な
事
例
に
お
い
て
は
機
能
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

そ
れ
故
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
裁
判
所
は
、
わ
れ
わ
れ
の
判
例
に
よ
っ
て
古
く
か
ら
(桃山法学 第７号 ’06)
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確
立
し
て
い
る
均
衡
原
理
を
退
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
の
法
制
度
の
下
で
は
、
刑
期
の
範
囲
は
通
常
、
立
法
府
の
特
権
の
事
柄
で
あ
り
、
公
判
裁
判
所
に
は
か
か
る
限
度
内
で
相
当
な
量
刑
を
判
断
す
る
第
一
の
責
任
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
量
刑
の
再
審
理
は
一
般
に
、
上
訴
審
の
機
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
司
法
制
度
は
常
に
、
明
ら
か
に
不
公
正
で
あ
る
著
し
く
均
衡
を
欠
く
量
刑
に
目
を
閉
ざ
し
て
は
な
ら
な
い
責
任
が
上
訴
審
に
あ
る
こ
と
を
認
め
て
き
た
。
そ
れ
故
、
わ
た
く
し
は
、
か
か
る
責
任
を
果
た
し
た
地
裁
や
控
訴
審
を
批
判
し
な
い
。
本
件
に
は
、
争
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
簡
単
に
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
そ
の
第
一
は
、
Ｘ
を
起
訴
し
た
州
検
察
官
の
手
紙
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
は
、
検
察
官
か
ら
Ｘ
の
弁
護
人
に
宛
て
た
も
の
で
、
そ
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
手
紙
は
、
私
が
最
近
の
わ
れ
わ
れ
の
電
話
で
Ｘ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
刑
務
所
か
ら
の
釈
放
に
反
対
し
な
い
と
申
し
上
げ
た
こ
と
を
確
証
す
る
も
の
で
す
。
わ
た
く
し
は
今
ま
で
、
彼
の
釈
放
に
反
対
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
お
よ
び
全
国
の
大
多
数
で
現
在
科
せ
ら
れ
て
い
る
同
等
（co
m
p
arab
le
）
の
薬
物
譲
渡
行
為
に
対
す
る
量
刑
は
非
常
に
軽
く
、
ほ
と
ん
ど
の
事
案
に
お
い
て
取
る
に
足
り
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
残
り
の
刑
期
を
停
止
し
て
Ｘ
を
直
ち
に
釈
放
し
な
い
と
、
著
し
い
不
正
義
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
私
の
勧
告
を
Ｘ
を
有
罪
と
し
た
陪
審
を
非
難
す
る
も
の
と
解
釈
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
、
こ
の
こ
と
は
と
く
に
明
ら
か
に
し
て
お
き
ま
す
。
私
は
実
際
、
現
に
科
せ
ら
れ
た
刑
期
よ
り
も
重
い
宣
告
刑
を
陪
審
に
求
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
国
の
市
民
は
、
麻
薬
犯
罪
者
に
対
す
る
見
解
を
軟
化
し
て
い
ま
せ
ん
、
そ
し
て
私
も
そ
う
で
す
。
し
か
し
同
様
に
、
私
は
量
刑
に
お
け
る
こ
れ
ほ
ど
重
大
な
不
均
衡
（su
ch
g
rav
e
d
isp
arity
）
を
容
赦
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
…
…
こ
の
手
紙
は
わ
れ
わ
れ
の
先
の
電
話
で
の
会
話
内
容
を
公
正
に
要
約
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
か
ご
助
言
下
さ
い
。

こ
の
手
紙
は
、
Ｘ
の
弁
護
人
に
よ
っ
て
、
Ｘ
が
四
〇
年
の
刑
期
を
勤
め
始
め
て
か
ら
四
年
後
に
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
手
紙
は
、
公
判
で
求
め
た
量
刑
を
再
考
し
た
検
察
官
か
ら
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
私
は
通
常
こ
の
よ
う
な
手
紙
を
重
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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視
し
な
い
。
し
か
し
、
本
件
検
察
官
は
、
思
索
し
た
手
紙
で
Ｘ
の
量
刑
が
著
し
く
不
公
正
で
あ
っ
た
と
結
論
す
る
に
至
る
十
分
な
理
由
を
述
べ
て
い
る
(
)
。
ラ
ン
メ
ル
判
決
と
区
別
す
る
第
二
の
よ
り
重
要
な
要
素
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
議
会
の
一
九
七
九
年
の
行
動
で
あ
る
。
州
議
会
は
、
Ｘ
が
有
罪
と
さ
れ
た
犯
罪
の
最
高
刑
を
一
〇
年
に
引
き
下
げ
た
。
こ
の
最
高
刑
は
Ｘ
が
受
け
た
刑
期
の
半
分
以
下
で
あ
る
。
こ
の
引
き
下
げ
Ｘ
の
有
罪
五
年
後
で
検
察
官
の
手
紙
の
二
年
後
は
、
少
量
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
所
持
と
譲
渡
は
も
は
や
Ｘ
の
量
刑
を
正
当
化
し
な
い
と
い
う
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
現
在
の
量
刑
判
断
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
法
律
上
の
変
化
は
遡
及
適
用
さ
れ
な
い
が
、
Ｘ
の
量
刑
は
不
公
正
で
も
は
や
有
効
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
州
の
最
高
の
権
威
筋
か
ら
の
証
拠
で
あ
る
(
)
。
こ
の
よ
う
な
証
拠
を
根
拠
に
す
る
と
、
控
訴
審
の
判
断
は
正
当
化
さ
れ
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
は
本
件
破
棄
を
要
求
し
て
い
る
。
Ｘ
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
譲
渡
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
彼
は
、
囚
人
仲
間
と

幼
児
と
と
も
に
一
人
残
さ
れ
た
囚
人
の
妻
に
も
同
様
に

使
用
さ
せ
る
た
め
に
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
喜
ん
で
譲
渡
し
た
、
彼
は
そ
れ
ま
で
に
薬
物
関
連
の
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
ラ
ン
メ
ル
の
犯
罪
小
額
の
金
銭
に
か
か
わ
る
軽
い
詐
欺
罪
は
は
る
か
に
重
大
で
な
い
。
ラ
ン
メ
ル
の
量
刑
は
Ｘ
よ
り
も
厳
し
か
っ
た
。
そ
し
て
Ｘ
は
、
彼
の
量
刑
は
不
均
衡
の
程
度
が
よ
り
大
き
い
こ
と
を
立
証
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
(
)
。
４
ソ
レ
ム
累
犯
金
銭
詐
欺
絶
対
的
終
身
刑
違
憲
判
決
（
一
九
八
三
年
）
本
判
決
(
)
は
、
重
罪
に
当
た
る
小
切
手
詐
欺
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
が
累
犯
加
重
規
定
に
よ
っ
て
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
等
と
対
比
し
つ
つ
、
著
し
く
不
均
衡
な
刑
罰
で
あ
る
と
し
て
第
八
修
正
に
違
反
す
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
前
の
関
連
判
例
の
整
理
と
し
て
も
大
い
に
役
立
つ
。
【
事
実
の
概
要
】
一
九
七
五
年
ま
で
に
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
州
は
本
件
被
上
告
人
Ｊ
・
ヘ
ル
ム
（
以
下
、
Ｘ
と
も
い
う
）
に
い
ず
れ
(桃山法学 第７号 ’06)
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も
非
暴
力
的
重
罪
事
件
で
六
回
（six
n
o
n
v
io
le
n
t
fe
lo
n
ie
s
）
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
て
い
た
。
Ｘ
は
一
九
六
四
年
、
一
九
六
六
年
、
一
九
六
九
年
に
い
ず
れ
も
第
三
級
不
法
目
的
侵
入
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
一
九
七
二
年
に
金
銭
詐
欺
（o
b
tain
in
g
m
o
n
e
y
u
n
d
e
r
false
p
re
te
n
se
s
）
で
、
一
九
七
三
年
に
重
窃
盗
（g
ran
d
larce
n
y
）
で
、
そ
し
て
一
九
七
五
年
に
第
三
級
飲
酒
運
転
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
す
べ
て
非
暴
力
犯
罪
で
あ
り
、
人
身
に
対
す
る
も
の
は
一
切
な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
各
事
件
で
の
一
因
（a
co
n
trib
u
tin
g
facto
r
）
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
除
き
、
い
ず
れ
も
詳
細
な
記
録
が
な
か
っ
た
。
Ｘ
は
一
九
七
九
年
、
一
〇
〇
ド
ル
の

無
残
金
口
座
（n
o
acco
u
n
t)

小
切
手
の
行
使
で
起
訴
さ
れ
た
。
当
の
犯
罪
記
録
は
Ｘ
が
州
の
公
判
裁
判
所
で
説
明
し
た
も
の
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
Ｘ
は

Ａ
地
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
当
日
小
切
手
を
取
得
し
ま
し
た
。
酒
を
飲
み
続
け
て
お
り
気
が
付
い
た
ら
こ
の
Ｂ
地
に
来
て
い
ま
し
た
。
出
発
時
に
比
べ
て
金
が
増
え
て
い
た
の
で
、
何
か
や
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
正
確
な
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
飲
ん
で
い
た
の
で
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
。

と
説
明
し
た
後
で
有
罪
の
答
弁
を
し
た
。

無
残
金
口
座
小
切
手
の
行
使
に
対
す
る
法
定
刑
は
五
年
以
下
で
あ
る
が
、
Ｘ
に
は
前
科
が
あ
っ
た
の
で
州
法
上
の
累
犯
規
定
が
適
用
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
の
重
罪
事
件
ま
で
に
少
な
く
と
も
三
度
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
た
者
は
第
一
級
の
重
罪
（a
class
1
fe
lo
n
y
）
と
し
て
法
定
刑
の
最
高
は
終
身
刑
で
あ
る
、
そ
し
て
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
に
は
パ
ロ
ー
ル
の
権
利
が
な
い
（n
o
t
e
lig
ib
le
fo
r
p
aro
le
）
旨
規
定
さ
れ
て
い
た
。
知
事
に
は
恩
赦
や
減
刑
の
権
限
が
あ
る
が
、
そ
の
他
の
量
刑
救
済
の
方
法
は
一
切
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
巡
回
区
裁
判
所
は
、
有
罪
答
弁
後
直
ち
に
、
Ｘ
に
終
身
刑
を
言
い
渡
し
た
。
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
州
最
高
裁
は
三
対
二
の
判
決
で
、
Ｘ
の
量
刑
を
維
持
し
た
。
Ｘ
は
州
刑
務
所
で
二
年
間
勤
め
上
げ
た
後
で
、
州
知
事
に
対
し
量
刑
を
定
期
刑
に
減
刑
す
る
よ
う
求
め
た
。
定
期
刑
へ
の
減
刑
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
新
し
い
刑
期
の
四
分
の
三
を
勤
め
上
げ
る
と
仮
釈
放
を
求
め
る
権
利
が
あ
る
。
知
事
は
Ｘ
の
要
請
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
Ｘ
は
一
九
八
一
年
一
一
月
、
Ｘ
の
終
身
刑
は
第
八
修
正
お
よ
び
一
四
修
正
の
下
で
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
当
た
る
と
主
張
し
て
、
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
地
区
合
衆
国
地
方
裁
判
所
に
人
身
保
護
令
状
に
よ
る
救
済
を
求
め
た
。
同
地
方
裁
判
所
は
Ｘ
の
量
刑
は
過
酷
で
あ
る
と
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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認
め
た
が
、
最
近
の
合
衆
国
最
高
裁
ラ
ン
メ
ル
判
決
で
決
定
済
み
（d
isp
o
sitiv
e
）
で
あ
る
と
結
論
し
、
令
状
発
付
を
拒
否
し
た
。
第
八
巡
回
区
合
衆
国
控
訴
裁
判
所
は
こ
れ
を
破
棄
し
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
と
は
区
別
で
き
る
と
指
摘
し
た
。
ヘ
ル
ム
の
パ
ロ
ー
ル
な
し
の
終
身
刑
は
パ
ロ
ー
ル
の
あ
る
ラ
ン
メ
ル
の
終
身
刑
と
は
質
的
に
異
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
控
訴
裁
判
所
は
、
Ｘ
の
犯
罪
の
性
格
、
量
刑
の
性
質
、
お
よ
び
同
一
犯
罪
で
他
の
州
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
う
る
量
刑
を
検
討
し
た
。
同
控
訴
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
検
討
を
基
礎
と
し
て
、
Ｘ
の
量
刑
は

犯
罪
の
性
質
に
対
し
著
し
く
不
均
衡

で
あ
る
と
結
論
し
、
州
が
Ｘ
の
量
刑
の
問
題
を
再
検
討
し
な
い
限
り
、
人
身
保
護
令
状
を
発
付
す
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
「
本
件
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
第
八
修
正
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ｣
、
本
件
争
点
は
「
第
八
修
正
は
七
回
に
お
よ
ぶ
非
暴
力
的
重
罪
に
対
し
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
を
禁
止
し
て
い
る
か
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
五
対
四
で
、
原
判
決
を
維
持
し
た
。
な
お
、
法
廷
意
見
の
執
筆
は
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
で
、
こ
れ
に
ブ
レ
ナ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
、
お
よ
び
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ズ
各
裁
判
官
が
同
調
し
て
い
る
(
)
。
【
判
旨
】

第
八
修
正
は

過
大
な
保
釈
金
を
要
求
し
、
ま
た
は
過
重
な
罰
金
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
科
し
て
は
な
ら
な
い

と
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
最
後
の
条
項
は
野
蛮
な
刑
罰
だ
け
で
な
く
、
犯
さ
れ
た
犯
罪
と
不
均
衡
な
量
刑
を
も
禁
止
し
て
い
る
。
Ａ
刑
罰
は
当
の
犯
罪
と
釣
合
い
が
取
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
原
理
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
深
く
根
ざ
し
て
お
り
、
し
ば
し
ば
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
一
二
一
五
年
の
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
は
三
章
で

憐
憫
罪
（am
e
rce
m
e
n
t)

は
過
重
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
た
。
こ
の
原
理
は
、
一
二
七
五
年
の
最
初
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
制
定
法
で
繰
り
返
さ
れ
、
か
つ
拡
大
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
空
虚
な
保
障
で
は
な
か
っ
た
。
国
王
裁
判
所
（ro
y
al
co
u
rts
）
は
こ
れ
ら
に
依
拠
し
て
不
均
衡
な
刑
罰
を
無
効
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
投
獄
（p
riso
n
se
n
te
n
ce
s
）
が
通
常
の
刑
事
制
裁
と
な
っ
た
と
き
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
こ
れ
ら
の
刑
罰
も
釣
合
い
の
と
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
た
。

投
獄
は
常
に
犯
罪
の
性
質
に
見
合
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
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の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
の
宣
言
は
、
均
衡
性
の
原
理
（th
e
p
rin
cip
le
o
f
p
ro
p
o
rtio
n
ality
）
を
繰
り
返
し
た
、
す
な
わ
ち

過
大
な
保
釈
金
（B
aile
）
は
要
求
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
過
重
な
罰
金
は
科
せ
ら
れ
て
は
な
ら
ず
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
は
科
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
条
項
の
正
確
な
範
囲
は
不
明
確
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も

刑
罰
は
甚
だ
し
く
長
期
ま
た
は
苛
酷
で
あ
る
た
め
、
起
訴
犯
罪
と
余
り
に
も
不
均
衡
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
長
年
に
わ
た
る
イ
ギ
リ
ス
法

が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
現
に
、
権
利
の
章
典
が
採
用
さ
れ
て
三
ヶ
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
貴
族
院
は
、

王
座
裁
判
所
が
Ｄ
伯
爵
に
科
し
た
三
万
ポ
ン
ド
の
罰
金
は
過
重
か
つ
法
外
で
あ
り
、
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
、
臣
民
の
権
利
、
お
よ
び
国
の
法
（th
e
law
o
f
th
e
lan
d
）
に
反
す
る

と
宣
明
し
て
い
る
。
第
八
修
正
の
起
草
者
は
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
の
章
典
の
こ
の
文
言
を
採
用
し
た
と
き
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
均
衡
性
の
原
理
を
も
採
用
し
た
。
現
に
、
当
時
の
一
貫
し
た
テ
ー
マ
は
、
ア
メ
リ
カ
人
は
イ
ギ
リ
ス
臣
民
の
権
利
を
す
べ
て
享
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
憲
法
起
草
者
は
第
八
修
正
を
イ
ギ
リ
ス
の
同
一
規
定
（co
u
n
te
rp
art
）
の
範
囲
を
越
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
の
章
典
と
同
一
の
文
言
を
使
用
し
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
と
同
一
の
保
護
過
重
な
刑
罰
を
受
け
な
い
権
利
を
含
む
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
の
説
得
的
証
拠
で
あ
る
。
Ｂ
均
衡
性
の
憲
法
上
の
原
理
（th
e
co
n
stitu
tio
n
al
p
rin
cip
le
o
f
p
ro
p
o
rtio
n
ality
）
は
、
ほ
ぼ
一
世
紀
間
、
当
裁
判
所
に
お
い
て
明
示
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
指
導
的
な
判
例
で
あ
る
一
九
一
〇
年
の
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
に
お
い
て
、
被
告
人
は
公
文
書
偽
造
で
有
罪
と
さ
れ
鎖
を
つ
け
た
ま
ま
で
の
重
労
働
を
含
め
た
投
獄
お
よ
び
永
久
の
資
格
制
限
（civ
il
d
isab
ilitie
s
）
を
伴
う
一
五
年
の

カ
デ
ナ
・
テ
ン
ポ
ラ
ル

の
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
当
裁
判
所
は
、

犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
は
当
の
犯
罪
と
均
衡
の
と
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
正
義
の
教
え
で
あ
る

と
指
摘
し
た
上
で
、

法
外
な
投
獄
と
し
て
残
虐

で
第
八
修
正
に
違
反
す
る
と
判
示
し
、
均
衡
性
の
原
理
に
憲
法
上
の
基
準
と
し
て
の
裏
書
き
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
次
い
で
一
九
六
二
年
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
判
決
に
お
い
て
、
こ
の
原
理
を
適
用
し
て
九
〇
日
間
の
刑
は

麻
薬
使
用
の
常
習
者
で
あ
っ
た

犯
罪
に
対
し
て
は
過
重
で
あ
る
と
認
め
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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当
裁
判
所
は

九
〇
日
間
の
投
獄
は
、
抽
象
的
に
は
、
残
虐
で
も
な
け
れ
ば
異
常
で
も
な
い
刑
罰
で
あ
る

と
説
明
し
た
。
そ
れ
故
、
内
在
的
に
野
蛮
な
刑
罰
は
な
か
っ
た
が
、

し
か
し
、
問
題
は
、
抽
象
的
に
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
一
日
の
投
獄
で
あ
っ
て
も
、
単
な
る
風
邪
に
す
ぎ
な
い

犯
罪

に
対
し
て
は
、
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
足
り
う
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
ご
く
最
近
、
一
九
八
二
年
の
エ
ン
ム
ン
ド
判
決
（E
n
m
u
n
d
v
.
F
lo
rid
a,
4
5
8
U
.S
.
7
8
2
）
に
お
い
て
、
こ
の
均
衡
性
の
原
理
を
適
用
し
て
死
刑
は
あ
る
状
況
下
に
お
い
て
は
過
重
と
な
る
と
判
示
し
た
。
Ｃ
均
衡
性
の
一
般
的
原
理
は
重
罪
に
よ
る
投
獄
刑
（fe
lo
n
y
p
riso
n
se
n
te
n
ce
s
）
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
主
張
に
は
根
拠
が
な
い
。
憲
法
の
文
言
自
体
、
投
獄
刑
へ
の
例
外
を
示
唆
し
て
い
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
例
外
に
は
歴
史
的
裏
付
け
が
な
い
。
第
八
修
正
に
組
み
込
ま
れ
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
原
理
は
投
獄
期
間
（p
riso
n
te
rm
s
）
に
適
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
従
前
の
判
例
は
、
刑
期
は
均
衡
性
の
分
析
の
対
象
に
な
る
こ
と
を
明
示
に
認
め
、

刑
務
所
で
の
拘
束
は
第
八
修
正
の
基
準
の
下
で
審
査
に
服
す
る
刑
罰
の
一
種
で
あ
る

こ
と
を
認
め
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
死
刑
犯
罪
で
均
衡
性
の
原
理
を
適
用
し
た
と
き
、
投
獄
の
事
案
と
区
別
し
な
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど

死
刑
と
い
う
刑
罰
は
、
そ
の
程
度
で
は
な
く
そ
の
種
類
に
お
い
て
、
他
の
す
べ
て
の
刑
事
上
の
処
罰
と
は
異
な
る
。

そ
の
結
果
、

わ
れ
わ
れ
の
死
刑
事
件
で
の
判
断
は

非
死
刑
事
件
で
の

刑
罰
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
際
に
限
定
的
に
役
立
つ
に
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
故
、

死
刑
の
文
脈
以
外
で
は
、
特
定
の
量
刑
の
均
衡
性
を
争
っ
て
成
功
す
る
の
は
ご
く
稀
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
は
均
衡
性
の
分
析
が
非
死
刑
事
件
に
お
い
て
全
く
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
要
す
る
に
、
刑
事
上
の
量
刑
は
被
告
人
が
有
罪
と
さ
れ
た
当
の
犯
罪
と
均
衡
の
と
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
再
審
理
裁
判
所
は
、
も
ち
ろ
ん
、
立
法
府
が
当
然
に
有
す
る
広
汎
な
権
限
に
十
分
な
敬
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
有
罪
と
さ
れ
た
犯
罪
者
に
刑
を
言
い
渡
す
際
に
公
判
裁
判
所
が
有
す
る
裁
量
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
か
な
る
刑
罰
も
、
そ
れ
自
体
合
憲
で
あ
る
（p
er
se
co
n
stitu
tio
n
al
）
の
で
は
な
い
。
当
裁
判
所
が
ロ
ビ
ン
ソ
ン
判
決
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

た
と
え
一
日
の
投
獄
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
状
況
下
に
お
い
て
は
違
憲
と
な
り
う
る
(
)
。
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Ａ
第
八
修
正
の
下
で
量
刑
を
再
審
査
す
る
と
き
、
裁
判
所
は
従
前
の
判
例
が
認
め
て
き
た
客
観
的
要
素
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
。
第
一
、
犯
罪
の
重
大
性
お
よ
び
刑
罰
の
過
酷
性
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
当
裁
判
所
は
エ
ン
ム
ン
ド
判
決
に
お
い
て
、
被
告
人
の
犯
罪
の
状
況
を
詳
細
に
吟
味
し
た
。
当
裁
判
所
は
コ
カ
判
決
に
お
い
て
、
強
姦
犯
罪
の
重
大
性
を
検
討
し
、
そ
れ
と
謀
殺
罪
の
よ
う
な
他
の
犯
罪
と
を
比
較
し
た
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
判
決
で
は

犯
罪

の
性
質
に
重
点
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
は
、
当
の
犯
罪
の
軽
微
さ
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
、
同
一
法
域
に
お
け
る
他
の
犯
罪
の
量
刑
を
比
較
す
る
こ
と
も
役
立
つ
。
第
三
、
同
一
の
犯
罪
に
対
す
る
他
の
法
域
で
の
量
刑
を
比
較
す
る
こ
と
も
有
益
で
あ
る
。
エ
ン
ム
ン
ド
判
決
に
お
い
て
当
裁
判
所
は
、
死
刑
処
罰
法
に
関
す
る
広
汎
な
調
査
を
行
な
い
、

ア
メ
リ
カ
の
全
法
域
の
中
で
わ
ず
か
三
分
の
一
の
法
域
が
（
エ
ン
ム
ン
ド
の
よ
う
な
）
被
告
人
に
死
刑
を
言
い
渡
す
こ
と
を
認
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

と
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
法
域
で
も
（
エ
ン
ム
ン
ド
と
）
類
似
の
状
況
下
に
お
い
て
死
刑
は
ほ
と
ん
ど
科
せ
ら
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。
コ
カ
判
決
で
の
分
析
も
本
質
的
に
は
同
一
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
に
お
い
て
当
裁
判
所
は
、
連
邦
法
の
下
で
は
、
類
似
の
犯
罪
で
の
刑
罰
は
わ
ず
か
二
年
の
投
獄
と
罰
金
刑
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
要
す
る
に
、
第
八
修
正
の
下
で
の
裁
判
所
に
よ
る
均
衡
性
の
分
析
は
、
①
犯
罪
の
重
大
性
と
刑
罰
の
過
酷
性
、
②
同
一
法
域
内
で
の
他
の
犯
罪
の
量
刑
、
お
よ
び
③
他
の
法
域
内
で
同
一
の
犯
罪
に
対
し
て
科
せ
ら
れ
る
量
刑
を
含
め
た
、
客
観
的
判
断
基
準
（o
b
je
ctiv
e
crite
ria
）
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
Ｂ
こ
れ
ら
の
諸
要
素
の
適
用
は
、
裁
判
所
に
は
、
少
な
く
と
も
相
対
的
規
模
に
関
し
て
、
犯
罪
の
重
大
性
を
判
断
す
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
当
裁
判
所
は
エ
ン
ム
ン
ド
判
決
に
お
い
て
、
申
立
人
の
行
為
は
共
犯
者
の
行
為
ほ
ど
重
大
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
被
害
者
な
い
し
社
会
に
も
た
ら
し
た
害
悪
を
判
断
す
る
際
に
適
用
で
き
る
原
理
が
あ
る
。
犯
罪
の
絶
対
的
重
大
性
は
関
連
性
が
あ
る
。
数
百
万
ド
ル
の
窃
取
は
数
百
ド
ル
の
窃
取
よ
り
も
重
大
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
は
重
盗
罪
（g
ran
d
th
e
ff
）
と
軽
盗
罪
（p
e
tit
th
e
ff
）
と
を
制
定
法
が
区
別
す
る
理
由
で
あ
る
。
ま
た
未
遂
は
既
遂
よ
り
重
大
で
な
い
こ
と
も
一
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
犯
罪
者
の
有
責
性
に
目
を
向
け
る
と
、
裁
判
所
が
適
用
し
て
い
る
明
確
な
区
別
が
あ
る
。
当
裁
判
所
は
エ
ン
ム
ン
ド
判
決
に
お
い
て
、
被
告
人
の
殺
害
意
図
の
欠
如
に
目
を
向
け
、
共
犯
者
よ
り
も
有
責
性
が
低
い
と
判
断
し
た
。
過
失
行
為
は
意
図
的
行
為
よ
り
重
大
で
な
い
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
の
人
は
同
意
す
る
だ
ろ
う
。
裁
判
所
は
、
も
ち
ろ
ん
、
犯
行
時
の
被
告
人
の
動
機
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
、
謀
殺
は
、
殺
人
の
契
約
に
従
っ
て
犯
さ
れ
た
と
き
に
は
よ
り
重
大
で
あ
る
。
Ｃ
以
上
に
明
ら
か
に
し
た
諸
要
素
の
適
用
も
ま
た
、
裁
判
所
は
相
異
な
る
量
刑
を
比
較
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
最
も
容
易
な
比
較
は
、
も
ち
ろ
ん
、
死
刑
と
死
刑
以
外
の
刑
罰
と
の
比
較
で
あ
る
。
死
刑
は
程
度
で
は
な
く
そ
の
種
類
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
刑
罰
と
は
異
な
る
。
刑
期
は
線
引
き
問
題
で
あ
る
。
二
五
年
の
刑
は
一
般
に
一
五
年
の
刑
よ
り
も
重
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
裁
判
所
は
絶
え
ず
さ
ま
ざ
ま
の
文
脈
に
お
い
て
類
似
の
線
引
き
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
判
決(
B
ald
w
in
v
.
N
e
w
Y
o
rk
,
3
9
9
U
.S
.
6
6
）
は
、
裁
判
所
の
線
引
き
機
能
を
例
示
し
、
線
引
き
方
法
に
関
す
る
指
針
を
提
供
し
て
い
る
。
同
判
決
で
当
裁
判
所
は
、
六
ヶ
月
以
上
の
投
獄
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
被
告
人
に
は
陪
審
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
六
ヶ
月
の
基
準
を
選
択
す
る
際
に
多
数
意
見
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
だ
け
が
六
ヶ
月
を
越
え
て
処
罰
さ
れ
る
犯
罪
に
対
し
陪
審
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
否
定
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
依
拠
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
裁
判
官
が
説
明
し
た
よ
う
に
、

こ
の
よ
う
な
全
国
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
判
断
は
、
陪
審
に
よ
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
目
的
に
照
ら
し
重
大
（se
rio
u
s
）
と
考
え
ら
れ
る
犯
罪
と
そ
う
で
な
い
犯
罪
と
の
間
の
線
引
き
を
可
能
と
す
る
唯
一
の
客
観
的
判
断
基
準
を
提
供
し
て
い
る

の
で
あ
る
(
)
。

従
前
の
判
例
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
分
析
枠
組
み
を
本
件
事
案
に
適
用
す
る
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
関
連
す
る
判
断
基
準
を
検
討
し
、
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
と
し
て
の
量
刑
を
吟
味
し
、
次
い
で
、
減
刑
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
本
件
量
刑
を
救
済
す
る
の
に
十
分
（su
fficie
n
t
to
sav
e
）
で
あ
る
と
の
訴
追
側
の
主
張
を
検
討
す
る
。
Ａ
ヘ
ル
ム
（
Ｘ
）
の
犯
罪
は
、

人
が
犯
し
う
る
重
罪
の
中
で
最
も
消
極
的
な
犯
罪
（th
e
m
o
st
p
assiv
e
fe
lo
n
ie
s
）
の
一
つ

(
原
審
反
対
意
見
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
他
人
へ
の
暴
力
を
伴
わ
ず
暴
力
の
脅
し
す
ら
な
か
っ
た
。
Ｘ
の
額
面
一
〇
〇
ド
ル
の

無
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口
座

小
切
手
は
小
額
で
は
な
い
が
、
大
し
た
額
で
も
な
か
っ
た
。
百
ド
ル
は
州
法
が
重
盗
罪
に
必
要
と
す
る
額
の
半
分
以
下
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
犯
罪
が
重
大
で
な
い
犯
罪
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
理
由
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
な
お
、
仮
に
Ｘ
が
現
金
レ
ジ
か
ら
一
〇
〇
ド
ル
盗
ん
だ
り
、
他
人
か
ら
一
〇
〇
ド
ル
を
入
手
し
た
り
し
て
も
、
Ｘ
は
刑
務
所
に
入
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
犯
罪
は
す
べ
て
軽
犯
罪
で
あ
る
軽
盗
罪
（a
p
e
tty
th
e
ff,
a
m
isd
e
m
e
an
o
r
）
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
仮
に
Ｘ
が
一
〇
〇
ド
ル
の
存
在
し
な
い
口
座
で
は
な
く
、
資
金
が
不
十
分
な
小
切
手
を
振
り
出
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
彼
は
軽
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
州
法
の
下
で
は
、
多
額
の

無
口
座

小
切
手
と
小
額
の
そ
れ
と
が
区
別
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ヘ
ル
ム
（
Ｘ
）
は
、
も
ち
ろ
ん
、
単
に

無
口
座

小
切
手
の
振
出
し
で
起
訴
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
常
習
犯
罪
者
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。
そ
し
て
州
が
累
犯
者
を
初
犯
よ
り
も
厳
し
く
処
罰
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｘ
の
事
情
を
抽
象
的
に
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
彼
の
従
前
の
犯
罪
は
、
重
罪
と
区
分
さ
れ
て
は
い
る
が
、
比
較
的
軽
微
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
非
暴
力
犯
罪
で
あ
り
、
人
身
に
対
す
る
も
の
は
一
切
な
か
っ
た
。
Ｘ
の
量
刑
は
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
で
あ
る
。
行
政
府
に
よ
る
減
刑
（e
x
e
cu
tiv
e
cle
m
e
n
cy
）
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
Ｘ
は
残
り
の
人
生
を
州
刑
務
所
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
量
刑
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ラ
ン
メ
ル
判
決
で
検
討
し
た
終
身
刑
よ
り
は
る
か
に
厳
し
い
。
ラ
ン
メ
ル
は
収
容
後
一
二
年
以
内
に
仮
釈
放
を
求
め
る
資
格
が
あ
っ
た
。
ヘ
ル
ム
の
量
刑
は
州
が
犯
罪
者
に
科
し
う
る
最
も
厳
し
い
刑
罰
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
次
に
、
同
一
法
域
で
他
の
犯
罪
者
に
対
し
科
さ
れ
う
る
量
刑
を
検
討
す
る
。
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
州
裁
判
所
は
、
謀
殺
罪
に
対
し
て
は
終
身
刑
を
科
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
第
一
級
放
火
罪
、
誘
拐
罪
に
つ
い
て
は
終
身
刑
を
科
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
州
法
に
よ
れ
ば
、
二
度
ま
た
は
三
度
の
有
罪
判
決
が
放
火
罪
ま
た
は
第
一
級
謀
殺
罪
で
あ
れ
ば
、
終
身
刑
が
絶
対
的
で
あ
り
、
二
度
ま
た
は
三
度
の
有
罪
判
決
が
殺
人
未
遂
や
第
一
級
強
姦
罪
等
で
あ
れ
ば
終
身
刑
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。
Ｘ
の
量
刑
の
根
拠
と
な
っ
た
州
法
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
の
種
類
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
以
前
に
三
度
の
有
罪
判
決
が
あ
れ
ば
終
身
刑
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
436
5959
に
、
謀
殺
罪
等
当
然
に
終
身
刑
で
処
罰
さ
れ
る
少
数
の
犯
罪
が
あ
り
、
ま
た
第
一
級
故
殺
罪
等
、
量
刑
裁
判
官
の
裁
量
に
よ
っ
て
終
身
刑
を
科
す
こ
と
の
で
き
る
多
く
の
犯
罪
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
そ
し
て
累
犯
加
重
や
ヘ
ロ
イ
ン
取
引
等
を
含
め
、
重
罪
犯
罪
で
あ
っ
て
も
終
身
刑
が
認
め
ら
れ
な
い
犯
罪
群
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
犯
し
た
犯
罪
者
は
通
常
、
一
回

無
口
座

小
切
手
を
振
り
出
し
た
者
よ
り
も
重
い
処
罰
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
件
記
録
上
、
Ｘ
以
外
の
常
習
犯
で
最
高
刑
を
宣
告
さ
れ
た
者
は
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｘ
は
は
る
か
に
重
大
な
犯
罪
を
犯
し
た
も
の
と
同
様
の
方
法
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
も
厳
し
く
取
り
扱
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
他
の
法
域
で
同
一
犯
罪
を
犯
し
た
と
き
に
科
せ
ら
れ
る
量
刑
を
比
較
し
よ
う
。
控
訴
裁
判
所
は
、

Ｘ
は
他
の
州
の
中
で
唯
一
ネ
バ
ダ
州
に
お
い
て
の
み
彼
の
犯
罪
に
対
し
パ
ロ
ー
ル
の
な
い
終
身
刑
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

と
認
め
た
。
そ
れ
故
、
少
な
く
と
も
Ｘ
は
全
国
五
〇
州
の
う
ち
四
八
州
で
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
量
刑
を
受
け
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ネ
バ
ダ
州
法
の
下
に
お
い
て
も
、
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
は
本
件
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
従
前
の
犯
罪
が
き
わ
め
て
軽
微
な
Ｘ
の
よ
う
な
被
告
人
が
ネ
バ
ダ
州
で
最
高
刑
を
受
け
た
と
い
う
報
告
は
な
い
。
Ｘ
が
他
の
い
か
な
る
州
に
お
け
る
よ
り
も
よ
り
厳
し
く
取
り
扱
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
(
)
。
Ｂ
州
の
主
張
に
よ
る
と
、
本
件
は
本
質
的
に
ラ
ン
メ
ル
判
決
と
同
一
で
あ
る
。
本
件
で
の
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
は
行
政
上
の
恩
赦
と
し
て
の
減
刑
（e
x
e
cu
tiv
e
cle
m
e
n
cy
）
の
可
能
性
に
よ
っ
て
釣
り
合
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
知
事
は
Ｘ
の
終
身
刑
を
有
期
刑
（te
rm
s
o
f
y
e
ars
）
に
減
刑
で
き
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
で
直
面
し
た
パ
ロ
ー
ル
制
度
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
パ
ロ
ー
ル
と
減
刑
は
、
表
面
上
の
類
似
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
問
題
と
し
て
別
の
概
念
で
あ
る
。
法
は
一
般
に
、
い
つ
囚
人
は
パ
ロ
ー
ル
を
求
め
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
か
を
明
示
し
、
そ
の
時
期
に
適
用
さ
れ
る
基
準
お
よ
び
手
続
を
詳
細
に
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
少
な
く
と
も
あ
る
程
度
、
い
つ
パ
ロ
ー
ル
が
認
め
ら
れ
る
か
を
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
他
方
、
刑
の
変
更
で
あ
る
減
刑
（co
m
m
u
tatio
n
）
は
、
そ
の
場
限
り
の
行
政
上
の
恩
赦
と
し
て
の
減
刑
の
行
使
（an
ad
h
o
c
e
x
e
r-
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cise
o
f
e
x
e
cu
tiv
e
cle
m
e
n
cy
）
で
あ
る
。
知
事
は
い
つ
で
も
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
か
に
言
及
せ
ず
に
、
刑
を
変
更
で
き
る
。

パ
ロ
ー
ル
の
否
定
と
…
…
合
法
的
な
減
刑
の
否
定
と
の
間
に
は
き
わ
め
て
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

テ
キ
サ
ス
州
と
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
州
の
制
度
は
と
り
わ
け
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
テ
キ
サ
ス
州
の
囚
人
は
最
高
刑
の
三
分
の
一
を
勤
め
上
げ
、
さ
ら
に

良
行

が
あ
れ
ば
パ
ロ
ー
ル
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
、
ラ
ン
メ
ル
は
一
〇
年
で
パ
ロ
ー
ル
を
求
め
る
資
格
が
あ
り
、
通
常
一
二
年
で
そ
の
資
格
が
認
定
（b
e
co
m
e
e
lig
ib
le
）
さ
れ
る
。
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
州
の
減
刑
は
パ
ロ
ー
ル
を
獲
得
す
る
よ
り
も
難
し
い
。
例
え
ば
、
恩
赦
・
パ
ロ
ー
ル
委
員
会
は
、
知
事
に
減
刑
の
勧
告
を
す
る
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
全
員
一
致
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
現
に
こ
の
八
年
間
、
パ
ロ
ー
ル
は
定
期
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
、
他
方
、
終
身
刑
が
減
刑
さ
れ
た
例
は
な
い
。
さ
ら
に
ヘ
ル
ム
は
変
更
さ
れ
た
刑
期
の
四
分
の
三
を
勤
め
上
げ
て
は
じ
め
て
パ
ロ
ー
ル
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
減
刑
の
可
能
性
は

そ
の
場
限
り
の
行
政
上
の
恩
赦
と
し
て
の
減
刑

で
あ
る
(
)
。

憲
法
は
わ
れ
わ
れ
に
、
Ｘ
の
量
刑
は
彼
の
犯
罪
に
対
し
均
衡
し
て
い
る
か
の
判
断
を
求
め
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
客
観
的
な
判
断
基
準
を
適
用
し
て
、
Ｘ
は
比
較
的
軽
微
な
犯
罪
行
為
に
対
し
最
後
か
ら
二
番
目
の
厳
し
い
量
刑
（p
e
n
u
ltim
ate
se
n
te
n
ce
）
を
受
け
た
と
認
め
る
。
彼
は
よ
り
重
大
な
犯
罪
を
犯
し
た
各
州
に
お
け
る
そ
の
他
の
犯
罪
者
よ
り
も
厳
し
く
取
り
扱
わ
れ
た
。
彼
は
、
一
州
の
例
外
を
認
め
る
余
地
は
あ
る
に
せ
よ
、
他
の
い
か
な
る
州
に
お
け
る
よ
り
も
厳
し
く
取
り
扱
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
当
の
犯
罪
と
著
し
く
不
均
衡
で
あ
る
、
そ
れ
故
、
第
八
修
正
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
結
論
し
、
原
判
決
を
維
持
す
る
(
)
。
【
バ
ー
ガ
首
席
裁
判
官
の
反
対
意
見
】
本
件
を
決
定
す
る
支
配
的
法
は
水
晶
の
よ
う
に
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
裁
判
所
は
本
日
、
軽
率
に
も
、
先
例
拘
束
性
の
原
理
を
放
棄
し
、
州
の
権
限
を
大
き
く
侵
害
し
、
そ
し
て
刑
罰
の
均
衡
性
の
概
念
を
歪
曲
し
た
。
わ
ず
か
三
開
廷
期
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
お
い
て
、
三
度
の
非
暴
力
的
重
罪
事
件
で
の
有
罪
判
決
後
に
科
さ
れ
た
終
身
刑
を
第
八
修
正
の
下
で
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
相
当
し
な
い
と
判
示
し
た
。
本
日
、
当
裁
判
所
は
ご
く
最
近
の
先
例
を
無
視
し
、
七
度
の
重
罪
で
の
有
罪
判
決
後
に
科
せ
ら
れ
た
終
身
刑
は
第
八
修
正
の
下
で
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
相
当
す
る
と
判
示
す
る
。
さ
ら
に
わ
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
434
6161
た
く
し
は
、
ヘ
ル
ム
の
犯
罪
は
す
べ
て
無
害
（in
n
o
cu
o
u
s
）
な
い
し
非
暴
力
的
で
あ
る
と
の
考
え
を
退
け
る
。
彼
の
重
罪
事
件
の
中
に
は
三
度
の
不
法
目
的
侵
入
と
三
度
の
酒
酔
い
運
転
で
の
有
罪
判
決
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
ラ
ン
メ
ル
は
比
較
的

模
範
的
市
民

で
あ
っ
た
。
本
日
の
判
決
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
と
調
和
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
裁
判
所
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
を
変
更
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
わ
た
く
し
は
反
対
す
る
(
)
。
５
ハ
ー
メ
ル
ン
・
コ
カ
イ
ン
所
持
絶
対
的
終
身
刑
合
憲
判
決
（
一
九
九
一
年
）
本
判
決
(
)
は
、
六
七
二
グ
ラ
ム
の
コ
カ
イ
ン
所
持
で
有
罪
と
な
り
、
州
法
の
規
定
に
よ
り
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
絶
対
的
終
身
刑
に
処
せ
ら
れ
た
事
案
に
つ
き
、
第
八
修
正
に
違
反
し
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
判
決
で
の
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
同
調
意
見
が
後
に
二
〇
〇
三
年
の
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
の
多
数
意
見
と
な
る
な
ど
、
同
判
決
を
理
解
す
る
上
で
も
欠
か
せ
な
い
重
要
な
判
決
で
あ
る
。
【
事
実
の
概
要
】
申
立
人
ハ
ー
メ
ル
ン
（
以
下
、
Ｘ
と
も
い
う
）
は
、
六
七
二
グ
ラ
ム
の
コ
カ
イ
ン
所
持
で
有
罪
と
な
り
、
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
絶
対
的
終
身
刑
（a
m
an
d
ato
ry
te
rm
o
f
life
in
p
riso
n
w
ith
o
u
t
p
o
ssib
ility
o
f
p
aro
le
）
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
ミ
シ
ガ
ン
州
控
訴
裁
判
所
は
当
初
、
裏
付
け
証
拠
が
州
憲
法
に
違
反
し
て
獲
得
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
有
罪
判
決
を
破
棄
し
た
が
、
再
審
理
の
申
立
て
を
容
れ
、
当
初
の
判
決
を
破
棄
し
た
上
で
、
第
八
修
正
の

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

で
あ
る
と
の
主
張
を
退
け
、
Ｘ
の
量
刑
を
維
持
し
た
。
ミ
シ
ガ
ン
州
最
高
裁
は
上
訴
の
許
可
（le
av
e
to
ap
p
e
al
）
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ
、
五
対
四
で
、
原
判
決
を
維
持
し
た
。
な
お
、
右
結
論
は
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
（
レ
ン
キ
ス
ト
首
席
裁
判
官
は
全
面
同
意
）
が
執
筆
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
ら
三
名
は
そ
の
理
由
付
け
が
異
な
る
た
め
結
論
の
み
支
持
す
る
な
ど
、
や
や
複
雑
で
あ
る
(
)
。
以
下
、
と
り
あ
え
ず
各
意
見
を
順
次
紹
介
し
て
お
く
。
【
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
の
意
見
】
申
立
人
は
、
彼
の
量
刑
は
二
つ
の
理
由
で
憲
法
に
反
し

残
虐
で
異
常

で
あ
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
、
そ
れ
は
彼
が
犯
し
た
犯
罪
に
対
し
て

著
し
く
不
均
衡
（sig
n
ifican
tly
d
isp
ro
p
o
rtio
n
ate)

で
あ
り
、
第
二
、
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量
刑
裁
判
官
が
当
の
犯
罪
と
犯
罪
者
の
個
別
的
事
情
（th
e
p
articu
larize
d
circu
m
stan
ce
s
）
を
考
慮
し
な
い
で
そ
の
よ
う
な
量
刑
を
科
す
こ
と
を
制
定
法
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
て
い
る
の
は
不
当
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
(
)
。

Ａ
先
例
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て
州
に
も
適
用
さ
れ
る
第
八
修
正
は

過
大
な
額
の
保
釈
金
を
要
求
し
、
ま
た
は
過
重
な
罰
金
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
科
し
て
は
な
ら
な
い

と
規
定
し
て
い
る
。
当
裁
判
所
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
お
い
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
の
不
正
使
用
に
よ
り
価
格
八
〇
ド
ル
の
物
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
獲
得
し
、
額
面
三
八
ド
ル
三
六
セ
ン
ト
の
偽
造
小
切
手
を
行
使
し
、
さ
ら
に
詐
欺
で
一
二
〇
ド
ル
七
五
セ
ン
ト
を
獲
得
し
て
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
た
被
告
人
に
対
し
、
累
犯
法
に
よ
っ
て
終
身
刑
を
科
す
こ
と
は

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

に
当
た
ら
な
い
と
判
示
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
当
裁
判
所
の
い
か
な
る
判
決
と
も
矛
盾
す
る
こ
と
な
し
に
、
重
罪
す
な
わ
ち
相
当
期
間
州
の
刑
務
所
に
拘
禁
さ
れ
う
る
犯
罪
と
し
て
分
類
さ
れ
る
犯
罪
に
対
し
現
に
科
せ
ら
れ
た
刑
期
は
純
粋
に
立
法
府
の
特
権
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
憲
法
に
反
す
る
罪
刑
の
不
均
衡
に
は
三
要
素
、
す
な
わ
ち
、
①
刑
罰
の
過
酷
性
と
比
較
し
て
の
犯
罪
の
重
大
性
、
②
同
一
法
域
内
で
の
類
似
の
犯
罪
に
対
し
て
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
、
③
他
の
法
域
で
同
一
の
犯
罪
に
対
し
て
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
比
較
衡
量
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
均
衡
を
確
証
し
う
る
と
の
反
対
意
見
を
退
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
廷
意
見
は
脚
注
に
お
い
て

均
衡
原
理
は
反
対
意
見
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
…
…
立
法
府
が
時
間
超
過
の
駐
車
違
反
に
対
し
終
身
刑
に
処
す
る
よ
う
な
極
端
な
事
例
（e
x
tre
m
e
e
x
am
p
le
）
に
機
能
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い

と
述
べ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
二
年
後
に
一
九
八
二
年
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
判
決
に
お
い
て
、
お
よ
そ
九
オ
ン
ス
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
所
持
お
よ
び
譲
渡
に
対
し
拘
禁
刑
四
〇
年
と
二
万
ド
ル
の
罰
金
を
併
科
し
た
事
案
に
お
い
て
同
様
に
第
八
修
正
の
挑
戦
を
退
け
た
。
わ
れ
わ
れ
の
無
署
名
意
見
（o
u
r
p
er
cu
ria
m
o
p
in
io
n
）
は
、
か
か
る
結
果
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
照
ら
し
明
ら
か
で
あ
り
、
憲
法
の
挑
戦
を
維
持
し
た
第
五
巡
回
区
は

意
図
的
で
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
連
邦
司
法
制
度
内
で
の
無
秩
序
を
希
望
す
る
の
で
な
い
限
り
、
連
邦
裁
判
所
組
織
の
階
層
制
度
を
無
視
し
た
も
の
と
見
な
し
う
る
と
述
べ
、
そ
し
て
再
び
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
の
反
対
意
見
で
言
及
さ
れ
た
三
要
素
を
明
示
に
退
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
は
、
死
刑
の
文
脈
以
外
で
均
衡
性
の
挑
戦
が
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
432
6363
成
功
す
る
の
は

き
わ
め
て
稀
（e
x
ce
e
d
in
g
ly
rare)

で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
た
の
で
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
判
決
は
挑
戦
が
成
功
す
る
の
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
と
判
示
し
た
も
の
と
し
て
ラ
ン
メ
ル
判
決
を
誤
解
し
、
そ
し
て
ラ
ン
メ
ル
判
決
の

時
間
超
過
の
駐
車
違
反

の
脚
注
に
言
及
し
、
こ
れ
を
挿
入
し
た
。
か
か
る
脚
注
の
一
文
は
、
ご
く
僅
か
（im
p
e
rce
p
tib
ly
）
に
、
し
か
し
不
当
（o
m
in
o
u
sly
）
に
拡
大
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
均
衡
性
の
原
理
は
非
現
実
的
な
駐
車
違
反
の
事
例
に

機
能
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い

と
の
ラ
ン
メ
ル
判
決
が
非
現
実
的
な
駐
車
違
反
の
よ
う
な
事
案
に
機
能
す
る
場
合
が
あ
り
う
る
と
推
論
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
拡
大
さ
れ
た
文
言
と
拡
大
さ
れ
た
脚
注
が
結
び
つ
い
た
結
果
、
罰
刑
の
不
均
衡
は
第
八
修
正
の
挑
戦
が
成
功
す
べ
き
（sh
o
u
ld
b
e)

き
わ
め
て
稀
な

場
合
（situ
atio
n
）
で
あ
る
と
の
推
論
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
デ
イ
ヴ
ィ
ス
判
決
の
一
年
半
後
に
ソ
レ
ム
判
決
は
、
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
州
の
累
犯
法
に
基
づ
き
科
せ
ら
れ
た
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
を
第
八
修
正
の
下
で
の
罪
刑
の
不
均
衡
を
理
由
に
破
棄
し
た
。
ソ
レ
ム
判
決
に
よ
る
と
、
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
は
死
刑
の
よ
う
な
性
質
の
刑
罰
に
か
か
わ
り
が
な
い
が
、

一
般
的
な
均
衡
性
の
原
理
を
確
証
す
る

指
導
的
判
例

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
罪
刑
均
衡
の
原
理
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法
制
に
深
く
根
ざ
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
の
宣
言
の
中
に
具
体
化
さ
れ
、
後
に
第
八
修
正
の
中
で
採
用
さ
れ
た
、
そ
し
て
ほ
ぼ
一
世
紀
に
わ
た
り
当
裁
判
所
に
お
い
て
明
示
に
是
認
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
最
も
最
近
の
是
認
の
例
が
ラ
ン
メ
ル
と
デ
イ
ヴ
ィ
ス
両
判
決
に
お
け
る

時
間
超
過
の
駐
車

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ソ
レ
ム
判
決
は
、
一
般
的
な
不
均
衡
性
の
原
理
が
存
在
す
る
と
判
示
し
、
そ
の
適
用
の
判
断
基
準
と
し
て
「
ラ
ン
メ
ル
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
両
判
決
に
お
い
て
明
示
に
退
け
ら
れ
た
三
要
素
の
テ
ス
ト
（th
e
th
re
e
facto
r
te
st)
」
を
用
い
た
。
デ
イ
ヴ
ィ
ス
判
決
は
明
ら
か
に
全
く
正
し
く
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
は
、
単
に

一
つ
の
要
素
が
一
定
の
事
案
で
決
定
的
で
な
い
こ
と
を
示
し
た

に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
上
述
の
説
明
か
ら
八
年
前
の
ソ
レ
ム
判
決
は
明
確
か
つ
十
分
に
受
け
入
れ
て
い
る
憲
法
の
表
明
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
は
古
く
か
ら
、
先
例
拘
束
（stare
d
e
cisis
）
の
原
理
は
憲
法
の
先
例
の
適
用
に
は
余
り
厳
格
で
な
い
（le
ss
rig
id
）
こ
と
を
認
め
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
他
の
判
例
と
明
白
な
緊
張
関
係
に
あ
る
最
近
の
憲
法
上
の
先
例
に
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つ
い
て
と
く
に
真
実
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
第
八
修
正
は
罪
刑
均
衡
の
保
障
を
含
む
か
ど
う
か
の
問
題
に
あ
ら
た
め
て
、
か
つ
詳
細
に
言
及
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
検
討
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ソ
レ
ム
判
決
は
全
く
誤
っ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
第
八
修
正
は
罪
刑
均
衡
法
の
保
障
を
含
ん
で
い
な
い
と
結
論
す
る
(
)
。
Ｂ
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
の
宣
言
ソ
レ
ム
判
決
の
結
論
は
、
不
均
衡
な
刑
罰
を
受
け
な
い
権
利
は
一
六
八
九
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
の
宣
言
の

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

の
規
定
の
中
に
具
体
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
第
八
修
正
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。
権
利
の
宣
言
が
第
八
修
正
の
来
歴
（an
te
ce
d
e
n
t
）
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
問
が
な
い
。
事
実
、
第
八
修
正
の
す
べ
て
の
文
言
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
の
宣
言
か
ら
ほ
ぼ
逐
語
的
に
と
ら
れ
た
。
ソ
レ
ム
判
決
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
均
衡
の
原
理
は
権
利
の
宣
言
が
草
さ
れ
た
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
法
で
周
知
だ
っ
た
。
周
知
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
権
利
の
章
典
の
起
草
者
は

不
均
衡

な
い
し

過
度

の
刑
罰
を
明
示
に
禁
止
せ
ず
に
、

残
虐
で
異
常
な

刑
罰
だ
け
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
ソ
レ
ム
判
決
の
誤
り
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
関
す
る
歴
史
的
文
献
お
よ
び
当
時
の
理
解
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
歴
史
家
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
の
章
典
の

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

規
定
は
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
Ⅱ
世
の
統
治
下
で
の
悪
名
高
い
王
座
裁
判
所
の
首
席
裁
判
官
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
（Je
ffre
y
s
）
に
よ
る
悪
弊
（ab
u
se
s
）
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
こ
と
で
一
致
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
悪
弊
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
一
致
し
て
い
な
い
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
は
モ
ン
マ
ス
公
の
一
六
八
五
年
の
反
乱
に
続
く

血
の
巡
回
裁
判

を
主
宰
し
、
反
乱
容
疑
者
を
有
罪
と
し
、
数
百
人
を
処
刑
し
た
こ
と
で
周
知
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
続
に
対
す
る
一
般
民
衆
の
怒
り
に
権
利
の
宣
言
の
規
定
は
由
来
す
る
と
説
明
す
る
者
も
い
る
。
し
か
し
、
血
の
巡
回
裁
判
で
命
じ
ら
れ
た
大
逆
罪
に
対
す
る
残
虐
な
刑
罰
刑
場
に
引
致
し
て
四
つ
裂
き
に
す
る
、
女
性
重
罪
犯
人
を
火
あ
ぶ
り
に
す
る
、
首
を
は
ね
る
、
腸
を
抜
き
出
す
（d
ise
m
-
b
o
w
lin
g
）
等
は
当
時
、
全
く
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
最
近
の
歴
史
家
は
、
権
利
の
章
典
の
規
定
に
導
い
た
の
は
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
の
血
の
巡
回
裁
判
で
の
や
り
方
で
は
な
く
、
彼
が
王
座
裁
判
所
で
の
裁
判
で
周
知
の
偽
証
者
を
処
罰
す
る
と
き
に
行
使
し
た
恣
意
的
な
権
限
で
あ
る
と
す
る
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
は
、
国
王
の
敵
対
者
に
対
し
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
先
例
な
い
し
制
定
法
に
よ
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
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6565
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
特
別
な
刑
罰
を

編
み
出
し
た
（in
v
e
n
tin
g)

と
し
て
広
く
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
唯
一
記
録
に
あ
る

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

条
項
に
関
す
る
当
時
の
解
釈
も
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
の
王
座
裁
判
所
の
活
動
お
よ
び
刑
罰
均
衡
で
は
な
く
、
そ
の
刑
罰
の
適
法
性
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
当
時
の
議
論
で
は
、
刑
罰
は
不
均
衡
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
異
議
を
申
し
立
て
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は

法
お
よ
び
古
く
か
ら
の
慣
習
に
反
し
、

先
例

も

明
示
の
法

も
な
し
に

裁
量
権
の
見
せ
か
け

に
よ
っ
て

異
常

違
法

に
科
せ
ら
れ
た
裁
判
官
の
権
限
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

残
虐
で
異
常

と
い
う
文
言
は

残
虐
で
違
法
（cru
e
l
an
d
ille
g
al
）
と
い
う
文
言
と
交
換
可
能
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、「
イ
ギ
リ
ス
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
条
項
は

不
均
衡

な
刑
罰
を
禁
止
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
そ
う
に
な
い
（m
u
st
u
n
lik
e
ly)
」
と
考
え
る
(
)
。
Ｃ
第
八
修
正
の
意
味
内
容
編
入
の
観
念
を
盲
目
的
に
受
け
入
れ
る
の
で
な
い
限
り
、
最
終
的
問
題
は
、
権
利
の
章
典
に
お
い
て

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

が
ど
の
よ
う
な
意
味
内
容
で
あ
っ
た
か
で
は
な
く
、
第
八
修
正
を
採
用
し
た
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
の
意
味
内
容
は
何
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
た
と
え
起
草
者
が
イ
ギ
リ
ス
の
先
例
の
正
確
な
意
味
を
知
っ
て
い
た
と
仮
定
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
先
例
の
ア
メ
リ
カ
の
土
壌
へ
の
直
接
移
植
は
い
ず
れ
に
せ
よ
不
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
連
邦
制
度
に
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
刑
罰
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
第
八
修
正
の
規
定
は
裁
判
官
で
は
な
く
立
法
府
に
対
す
る
抑
制
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
罪
刑
の
均
衡
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

と
い
う
文
言
を
用
い
る
の
は
、
直
接
に
発
言
す
る
こ
と
に
十
分
慣
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
に
し
て
は
余
り
に
も
曖
昧
で
遠
回
し
な
や
り
方
で
あ
る
。

均
衡

の
考
え
は
目
新
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一
七
七
八
年
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
議
会
は
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
抱
括
的
な

均
衡
刑
罰
法
案
（B
ill
fo
r
P
ro
p
o
rtio
n
in
g
C
rim
e
s
an
d
P
u
n
ish
m
e
n
ts)

を
僅
差
で
否
定
し
た
。
権
利
の
章
典
を
起
草
し
提
案
し
、
そ
し
て
批
准
し
た
人
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
規
定
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
疑
問
が
な
か
っ
た
が
、
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そ
れ
ら
を
複
製
し
な
い
こ
と
（n
o
t
to
re
p
licate
）
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
州
は
一
九
世
紀
中
に
、

残
虐
で
異
常


残
虐
ま
た
は
異
常
、
ま
た
は
単
に

残
虐
な

刑
罰
を
禁
止
し
、
か
つ
す
べ
て
の
刑
罰
は
犯
罪
と
均
衡
を
保
つ
こ
と
を
要
求
す
る
憲
法
を
批
准
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

残
虐
で
異
常

が
何
を
意
味
す
る
か
に
関
す
る
最
も
説
得
的
な
証
拠
は
司
法
解
釈
で
あ
る
。
一
九
世
紀
を
通
じ
て
、

残
虐

ま
た
は

異
常

な
刑
罰
を
禁
止
す
る
憲
法
を
解
釈
す
る
州
裁
判
所
は
、
憲
法
の
規
定
は
単
に
あ
る
種
の
刑
罰
の
態
様
を
禁
止
し
て
い
る
と
結
論
し
て
い
た
。

残
虐
で
異
常
、
ま
た
は

残
虐
ま
た
は
異
常

の
規
定
は
罪
刑
の
均
衡
の
要
求
に
相
当
し
な
い
と
の
裁
判
所
の
一
致
し
た
見
解
は
一
九
世
紀
に
は
普
遍
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
九
世
紀
末
に
、
あ
る
判
例
は
傍
論
に
お
い
て
、
完
全
な
均
衡
原
理
で
は
な
く
、

刑
罰
が
き
わ
め
て
厳
し
く
、
犯
罪
と
の
均
衡
を
欠
き
、
国
民
の
感
情
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

合
理
的
国
民
の
考
え
（ju
d
g
e
m
e
n
t
）
に
違
反
す
る
よ
う
な

き
わ
め
て
稀
有
な
事
案
に
（in
v
e
ry
e
x
tre
m
e
case
s)

裁
判
所
が
介
入
す
る
権
限
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
案
は
、
単
に

残
虐

で
あ
る
刑
罰
を
す
べ
て
禁
止
す
る
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
(
)
。

罪
刑
の
均
衡
原
理
批
判
連
邦
憲
法
を
起
草
し
た
人
た
ち
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
そ
の
中
に
不
均
衡
な
量
刑
を
禁
止
す
る
保
障
若
干
の
州
憲
法
は
そ
れ
を
含
ん
で
い
る
が
を
含
め
な
い
こ
と
を
選
択
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
選
択
に
は
正
当
な
理
由
ソ
レ
ム
判
決
の
変
更
の
必
要
性
を
さ
ら
に
確
信
さ
せ
る
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
に
値
す
る
。
ど
の
よ
う
な
態
様
の
刑
罰
が

残
虐
で
異
常

で
あ
る
か
を
裁
判
官
が
判
断
で
き
る
の
に
対
し
、
罪
刑
の
均
衡
は
そ
の
よ
う
な
分
析
に
な
じ
ま
な
い
。
連
邦
議
会
も
州
議
会
も
客
観
的
な
指
針
を
提
供
し
て
い
な
い
。
絶
対
的
な
も
の
は
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
理
性
的
な
人
で
あ
れ
ば
、
時
と
所
を
問
わ
ず
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
極
端
な
事
例
を
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
容
易
に
考
え
出
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
現
実
に
は
決
し
て
起
こ
り
え
な
い
。
現
実
問
題
と
し
て
「
罪
刑
の
均
衡
原
理
は
主
観
的
価
値
の
押
し
付
け
の
誘
引
（an
in
v
itatio
n
to
im
p
o
sitio
n
o
f
su
b
je
ctiv
e
v
alu
e
s
）
と
な
る
。」
こ
の
こ
と
は
、
ソ
レ
ム
判
決
で
均
衡
判
断
に
関
連
す
る
と
認
め
ら
れ
た
三
要
素
（th
re
e
facto
rs)
、
す
な
わ
ち
、
①
犯
罪
の
内
在
的
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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重
大
性
、
②
同
一
法
域
で
の
類
似
の
重
大
犯
罪
に
科
せ
ら
れ
る
量
刑
、
お
よ
び
③
他
の
法
域
で
の
同
一
犯
罪
に
科
せ
ら
れ
る
量
刑
、
を
検
討
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
の
要
素
に
関
し
、
も
ち
ろ
ん
、
犯
罪
の
中
に
は
人
間
に
対
す
る
暴
力
犯
罪
に
か
か
わ
り
が
あ
り
、
ど
こ
に
お
い
て
も
常
に
重
大
と
さ
れ
る
犯
罪
が
あ
る
。
問
題
は
、
そ
の
他
の
ど
の
よ
う
な
犯
罪
が
こ
れ
ら
の
犯
罪
と
同
様
に
重
大
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
重
大
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
ア
メ
リ
カ
各
州
の
制
定
法
は
、
一
定
の
年
代
に
限
っ
て
も
、
非
常
に
多
様
で
あ
る
。
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
は
男
色
（so
d
o
m
y
）
を
暴
行
・
殴
打
（
法
定
刑
は
二
年
半
以
下
の
拘
禁
刑
）
よ
り
厳
し
く
処
罰
し
て
お
り
、
そ
の
法
定
刑
は
二
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
で
あ
る
。
一
方
、
い
く
つ
か
の
州
は
男
色
を
一
切
違
法
と
し
て
い
な
い
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
は
凶
器
を
用
い
て
他
人
を
攻
撃
し
た
者
は
、
買
い
物
カ
ゴ
を
権
限
な
し
に
駐
車
場
か
ら
移
動
し
た
者
と
同
一
の
最
高
刑
に
直
面
す
る
。
ソ
レ
ム
判
決
で
指
摘
さ
れ
た
第
二
の
要
素
も
同
一
の
理
由
で
役
に
立
た
な
い
。
客
観
的
な
重
大
性
の
基
準
が
な
け
れ
ば

類
似
の
重
大

犯
罪
に
科
せ
ら
れ
た
量
刑
を
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
裁
判
官
は
比
較
で
き
る
と
考
え
た
こ
と
を
比
較
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
た
と
え

類
似
の
重
大

犯
罪
が
同
一
の
も
の
と
確
認
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
は
異
な
る
多
く
の
他
の
法
域
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
必
ず
し
も
そ
の
刑
罰
を
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ソ
レ
ム
判
決
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
第
三
の
要
素
の
難
点
は
、
第
八
修
正
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
な
い
（n
o
co
ce
iv
ab
le
re
le
-
v
an
ce
）
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
州
は
他
の
州
よ
り
も
あ
る
行
為
を
厳
し
く
取
り
扱
う
権
限
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
あ
る
州
は
他
の
州
が
全
く
処
罰
し
な
い
行
為
を
犯
罪
化
で
き
る
と
い
う
疑
い
な
い
事
実
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
現
に
、
あ
る
州
は
他
の
州
が
報
酬
金
を
与
え
て
い
る
行
為
を
犯
罪
化
し
、
例
え
ば
、
他
州
が
報
奨
金
（b
o
u
n
ty
）
を
提
供
し
て
い
る
危
険
な
野
生
動
物
の
殺
害
を
処
罰
し
て
い
る
。
こ
の
ど
ち
ら
に
よ
り
大
き
な
不
均
衡
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
政
策
面
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
政
策
実
施
の
方
法
に
お
け
る
多
様
性
は
、
わ
が
連
邦
制
度
の
存
在
理
由
（raiso
n

）
そ
の
も
の
で
あ
る
(
)
。

先
例
の
検
討
二
〇
世
紀
の
判
例
は
、
均
衡
の
要
求
は
第
八
修
正
に
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
命
題
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
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い
状
態
に
あ
る
。
一
九
一
〇
年
の
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
は
、
カ
デ
ナ
・
テ
ン
ポ
ラ
ル
を
科
す
こ
と
が

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
判
示
は
上
述
し
た
同
規
定
の
伝
統
的
理
解
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
法
廷
意
見
の
一
部
が
、
単
な
る
不
均
衡
そ
れ
自
体
で
刑
罰
は
残
虐
で
異
常
と
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
刑
罰
は
、

刑
罰
は
犯
罪
に
応
じ
て
段
階
的
に
均
衡
を
保
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
正
義
の
教
え
（a
p
re
ce
n
t
o
f
ju
stice
）
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
人
た
ち
を
驚
か
せ
る

と
指
摘
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
第
八
修
正
は

野
蛮
で
あ
る
刑
罰
だ
け
で
な
く
、
犯
さ
れ
た
犯
罪
と
の
関
係
で
過
度
な
刑
罰
を
も
禁
止
し
て
い
る

と
の
理
論
を
支
持
す
る
文
言
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
の
後
六
〇
年
間
、
そ
の
よ
う
な
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
の
要
件
を
満
た
す
判
例
は
な
か
っ
た
こ
と
に
照
ら
す
と
、
こ
の
判
決
を
憲
法
上
の
均
衡
の
要
求
を
明
示
し
た
も
の
と
見
る
の
は
至
難
で
あ
る
。
罪
刑
均
衡
の
要
件
を
徹
底
的
に
適
用
し
た
当
裁
判
所
の
最
初
の
判
示
は
、
第
八
修
正
採
用
一
八
五
年
後
に
出
さ
れ
た
。
当
裁
判
所
は
一
九
六
二
年
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
判
決
に
お
い
て
、

麻
薬
使
用
中
毒

犯
罪
者
に
対
す
る
九
〇
日
間
の
拘
禁
刑
を
無
効
と
し
た
。
法
廷
意
見
は
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
を
引
用
せ
ず
、

た
と
え
一
日
の
投
獄
で
あ
っ
て
も
、
単
な
る
風
邪
に
す
ぎ
な
い
犯
罪
に
対
し
て
は
異
常
で
残
虐
な
刑
罰
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
ソ
レ
ム
判
決
で
は
当
裁
判
所
の
反
対
の
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
の
判
決
は
均
衡
原
理
の
適
用
で
あ
る
と
考
え
る
理
由
は
な
い
。
当
裁
判
所
は
コ
カ
判
決
に
お
い
て
、
罪
刑
不
均
衡
を
理
由
に
、
成
人
女
性
に
対
す
る
強
姦
罪
で
死
刑
に
処
す
る
の
は
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
条
項
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。
ラ
ン
メ
ル
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
判
例
を
第
八
修
正
の
一
般
的
局
面
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
死
刑
判
例
の
局
面
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
が
正
確
な
説
明
で
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
お
く
。
均
衡
審
査
は
、
わ
れ
わ
れ
が

死
刑
は
異
な
る

と
判
示
し
て
き
た
こ
と
の
一
つ
で
あ
り
、
憲
法
が
そ
れ
以
外
の
ど
こ
に
お
い
て
も
提
供
し
て
い
な
い
保
護
を
要
求
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
そ
こ
（
死
刑
事
件
）
に
残
し
て
お
く
が
、
そ
れ
以
上
に
拡
大
す
る
つ
も
り
は
な
い
(
)
。

結
論
申
立
人
は
、
彼
の
量
刑
は
そ
の
主
張
す
る
不
均
衡
以
外
の
理
由
で
第
八
修
正
に
違
反
す
る
と
主
張
す
る
。
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減
軽
要
素
彼
の
場
合
に
は
、
今
ま
で
重
罪
で
の
有
罪
判
決
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
何
ら
考
慮
せ
ず
に
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
絶
対
的
量
刑
を
科
す
こ
と
は

残
虐
で
異
常

で
あ
る
と
主
張
す
る
。
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
な
し
の
終
身
刑
は
利
用
で
き
る
刑
罰
の
中
で
最
も
厳
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
量
刑
判
断
者
が
減
軽
お
よ
び
加
重
の
各
証
拠
を
聞
い
た
後
で
そ
れ
を
科
す
、
そ
の
よ
う
な
量
刑
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を
第
八
修
正
は
ミ
シ
ガ
ン
州
に
要
求
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
の
議
論
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
主
張
に
は
第
八
修
正
の
文
言
お
よ
び
歴
史
の
裏
付
け
が
な
い
。
厳
し
い
絶
対
的
刑
罰
は
残
虐
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
全
史
を
通
じ
て
種
々
の
形
態
で
採
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
上
の
意
味
に
お
い
て
異
常
で
は
な
い
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
絶
対
的
死
刑
は
わ
れ
わ
れ
の
初
期
の
刑
法
典
に
充
満
し
て
い
る
。
申
立
人
の

減
軽
事
由
の
考
慮
（re
q
u
ire
d
m
itig
atio
n)

の
主
張
も
、
そ
の
均
衡
性
の
主
張
と
同
じ
く
、
わ
れ
わ
れ
の
死
刑
判
決
の
中
に
裏
付
け
が
認
め
ら
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
刑
罰
が
相
当
量
刑
が
著
し
く
不
均
衡
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
で
あ
る
こ
と
を
個
々
的
に
判
断
す
る
こ
と
な
し
に
死
刑
が
科
せ
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
第
八
修
正
の
下
で
残
虐
で
異
常
で
あ
る
と
判
示
し
て
き
た
。
申
立
人
は
こ
の
い
わ
ゆ
る

個
別
的
な
死
刑
宣
告
の
原
理
（in
d
iv
id
u
alize
d
cap
ital
se
n
te
n
cin
g
d
o
ctrin
e)

を

パ
ロ
ー
ル
な
し
の
個
別
的
な
絶
対
的
終
身
刑
宣
告
の
原
理

に
拡
大
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
。

個
別
的
な
死
刑
宣
告
の
原
理

を
創
設
し
明
確
に
し
て
き
た
わ
れ
わ
れ
の
判
例
は
繰
り
返
し
、
死
刑
と
そ
の
他
の
刑
罰
と
の
質
的
相
違
を
理
由
に
、
死
刑
の
文
脈
以
外
に
は
同
等
の
要
件
は
な
い
と
指
摘
し
て
き
た
。

死
刑
と
い
う
刑
罰
は
程
度
に
お
い
て
で
は
な
く
種
類
に
お
い
て
、
他
の
す
べ
て
の
刑
罰
と
異
な
る
。
そ
れ
は
完
全
な
変
更
不
可
能
性
に
お
い
て
無
比
で
あ
る
。
そ
れ
は
刑
事
司
法
の
基
本
的
目
的
と
し
て
の
有
罪
者
の
社
会
復
帰
を
拒
否
す
る
点
に
お
い
て
無
比
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
人
間
性
の
概
念
の
中
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
を
絶
対
的
に
拒
絶
す
る
点
に
お
い
て
無
比
で
あ
る
(
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
で
の
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
同
調
意
見
）
か
ら
で
あ
る
。
申
立
人
の
量
刑
は
法
に
知
ら
れ
て
い
る
限
り
で
二
番
目
に
最
も
重
い
と
い
う
点
で
無
比
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
あ
る
終
身
刑
も
ま
た
三
番
目
に
最
も
重
い
と
い
う
点
で
無
比
で
あ
る
。
申
立
人
の
量
刑
が
絶
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対
的
で
あ
る
た
め
後
に
量
刑
を
引
き
下
げ
る
た
め
の
若
干
の

柔
軟
な
手
法

が
排
除
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
排
除
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
遡
及
適
用
の
あ
る
立
法
上
の
減
刑
措
置
（re
d
u
ctio
n
）
や
行
政
上
の
恩
赦
で
あ
る
減
刑
（cle
m
e
n
cy
）
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
パ
ロ
ー
ル
の
な
い
終
身
刑
と
他
の
拘
禁
刑
例
え
ば
、
二
〇
年
後
に
パ
ロ
ー
ル
の
資
格
あ
る
終
身
刑
、
ま
た
は
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
あ
る
長
期
刑
で
あ
っ
て
も
、
六
五
歳
の
者
に
宣
告
さ
れ
た
と
き
と
の
間
に
は
、
僅
か
に
せ
よ
相
違
（n
e
g
lig
ib
le
d
iffe
re
n
ce
）
が
あ
ろ
う
が
、
そ
の
相
違
が
最
大
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
と
死
刑
と
を
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
必
要
と
さ
れ
る
個
別
的
量
刑
判
断
を
死
刑
事
件
に
限
定
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。
ミ
シ
ガ
ン
州
控
訴
審
判
決
を
維
持
す
る
(
)
。
【
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
意
見
】
わ
た
く
し
は
、
当
裁
判
所
の
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
の
意
見
の

お
よ
び
判
決
に
同
調
す
る
。
わ
た
く
し
が
こ
の
個
別
意
見
を
書
く
の
は
、
第
八
修
正
の
罪
刑
均
衡
の
分
析
が
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
の
分
析
と
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
、
あ
る
い
は
ホ
ワ
イ
ト
裁
判
官
の
歴
史
的
議
論
が
最
上
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
先
例
拘
束
性
の
原
則
は
第
八
修
正
に
関
す
る
判
例
の
中
で
八
〇
年
に
わ
た
り
機
能
し
て
き
た
限
定
的
な
均
衡
原
理
（th
e
n
arro
w
p
ro
p
o
rtio
n
al-
ity
p
rin
cip
le
）
に
従
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
求
め
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
均
衡
判
決
（o
u
r
p
ro
p
o
rtio
n
ality
d
e
cisio
n
s
）
は
す
べ
て
の
点
で
明
確
で
あ
る
、
ま
た
は
一
致
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
調
和
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
申
立
人
の
量
刑
を
支
持
す
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
要
求
し
て
い
る
(
)
。

Ａ
罪
刑
の
均
衡
原
理
と
第
八
修
正
わ
れ
わ
れ
の
判
例
は
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
条
項
は
限
定
的
な
均
衡
原
理
を
包
含
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
一
九
一
〇
年
の
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
に
お
い
て
は
じ
め
て
第
八
修
正
を
解
釈
し
、

著
し
く
不
均
衡

な
量
刑
は
第
八
修
正
が
禁
止
し
て
い
る
と
し
た
。
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
以
降
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
原
理
を
さ
ま
ざ
ま
な
第
八
修
正
の
文
脈
下
に
適
用
し
て
き
た
。
そ
の
最
も
広
汎
な
適
用
は
死
刑
事
件
の
事
案
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
一
九
七
七
年
の
コ
カ
判
決
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
死
刑
の
量
刑
は
強
姦
の
犯
罪
に
対
し
て
は
著
し
く
不
均
衡
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
第
八
修
正
に
よ
っ
て

残
虐
で
異
常
な
刑
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
424
7171
罰
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る

と
判
示
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
一
九
八
二
年
の
エ
ン
ム
ン
ド
判
決
（E
n
m
u
n
d
v
.
F
lo
rid
a,
4
5
8
U
.S
.
7
8
2
）
に
お
い
て
、
同
様
の
理
由
付
け
を
適
用
し
、
被
告
人
が
現
実
の
殺
人
を
犯
し
て
お
ら
ず
、
殺
害
の
意
図
を
欠
い
て
い
た
重
罪
・
謀
殺
の
有
罪
判
決
に
対
し
て
科
せ
ら
れ
た
死
刑
の
量
刑
を
破
棄
し
た
。
「
第
八
修
正
の
均
衡
原
理
は
ま
た
、
非
死
刑
の
量
刑
（n
o
n
cap
ital
se
n
te
n
ce
s
）
に
も
適
用
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
一
九
八
〇
年
の
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
お
い
て
、
死
刑
事
件
と
非
死
刑
事
件
の
両
者
に
対
す
る
均
衡
ル
ー
ル
の
存
在
を
認
め
た
が
、
三
度
の
有
罪
判
決
を
理
由
と
す
る
累
犯
に
対
す
る
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
あ
る
終
身
刑
を
破
棄
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
一
九
八
二
年
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
判
決
に
お
い
て
、
均
衡
審
理
の
可
能
性
を
認
め
た
が
、
九
オ
ン
ス
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
譲
渡
目
的
で
の
所
持
に
対
す
る
四
〇
年
の
拘
禁
刑
に
そ
れ
を
適
用
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。
こ
の
問
題
を
論
じ
た
最
も
最
近
の
判
例
は
、
一
九
八
三
年
の
ソ
レ
ム
判
決
で
あ
る
。
同
判
決
で
わ
れ
わ
れ
は
、
七
度
の
非
暴
力
重
罪
事
件
を
根
拠
に
し
た
累
犯
の
犯
罪
に
対
す
る
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
は
著
し
く
不
均
衡
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
第
八
修
正
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。
ソ
レ
ム
判
決
で
の
反
対
意
見
は
、
当
裁
判
所
の
均
衡
原
理
の
適
用
に
同
意
し
な
か
っ
た
が
、
極
端
な
事
案
に
お
い
て
は
、
有
期
の
刑
罰
（p
u
n
ish
m
e
n
t
fo
r
a
te
rm
o
f
y
e
ars
）
を
無
効
と
す
る
た
め
に
そ
れ
を
適
用
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
(
)
。」
Ｂ
罪
刑
均
衡
の
内
容
わ
れ
わ
れ
の
判
例
は
均
衡
原
理
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
正
確
な
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
不
明
確
で
あ
る
理
由
の
一
つ
は
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
ル
ー
ル
を
ご
く
少
数
の
事
案
（fe
w
case
s
）
に
適
用
し
、
そ
の
場
合
で
も
相
異
な
る
タ
イ
プ
の
量
刑
に
適
用
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
最
も
最
近
の
ソ
レ
ム
判
決
で
の
意
見
は
、
ラ
ン
メ
ル
お
よ
び
デ
イ
ヴ
ィ
ス
両
判
決
に
お
け
る
分
析
と
は
異
な
っ
た
分
析
を
適
用
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
し
か
し
な
が
ら
、
ソ
レ
ム
判
決
は
二
度
に
わ
た
り
、
同
判
決
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
と
一
致
し
て
お
り
、
そ
れ
故
、
ラ
ン
メ
ル
を
変
更
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。」
こ
の
よ
う
な
緊
張
関
係
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
判
例
を
精
密
に
分
析
す
れ
ば
、
均
衡
審
査
の
使
用
お
よ
び
限
界
の
内
容
を
示
す
若
干
の
共
通
の
原
理
が
産
み
出
さ
れ
る
。
(桃山法学 第７号 ’06)
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こ
れ
ら
の
原
理
の
第
一
は
、
特
定
の
犯
罪
に
対
す
る
刑
期
を
定
め
る
こ
と
は
重
要
な
刑
罰
論
的
判
断
（p
e
n
o
lo
g
ical
ju
d
g
m
e
n
t
）
で
あ
り
、
当
然
の
事
柄
と
し
て
、
そ
れ
は

裁
判
所
で
は
な
く
、
立
法
府
の
領
域
内
に
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
犯
罪
行
為
に
対
す
る
刑
罰
の
性
質
と
目
的
に
関
す
る
決
定
は
、
個
人
の
尊
厳
（
神
聖)
、
法
の
性
質
、
お
よ
び
法
と
社
会
秩
序
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
困
難
か
つ
未
解
決
の
問
題
に
か
か
わ
る
。
量
刑
制
度
の
実
効
性
は
、
刑
罰
制
度
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
に
関
す
る
合
意
が
欠
け
て
お
れ
ば
評
価
さ
れ
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
選
択
を
し
て
そ
れ
を
実
行
す
る
責
任
は
立
法
府
に
あ
る
。
そ
れ
故
、

審
査
裁
判
所
は
、
立
法
府
が
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
の
種
類
お
よ
び
限
界
を
設
定
す
る
際
に
当
然
有
す
る
広
汎
な
裁
量
を
十
分
に
尊
敬
す
べ
き
で
あ
る
。

第
二
の
原
理
は
、
第
八
修
正
は
い
か
な
る
刑
罰
論
的
理
論
の
採
用
も
命
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
連
邦
お
よ
び
州
の
刑
事
制
度
は
、
応
報
、
抑
止
、
無
害
化
（in
cap
acitatio
n)
、
お
よ
び
社
会
復
帰
に
関
す
る
刑
罰
論
的
目
的
に
相
異
な
る
時
点
で
相
異
な
る
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
て
き
た
。
絶
対
的
か
つ
裁
量
の
余
地
な
い
量
刑
の
競
合
理
論
（co
m
p
e
tin
g
th
e
o
rie
s
）
は
、
建
国
以
来
、
上
昇
し
た
り
、
あ
る
い
は
下
降
し
た
り
、
そ
の
程
度
は
実
に
様
々
で
あ
っ
た
。
第
三
、
量
刑
の
基
礎
に
あ
る
理
論
と
規
定
さ
れ
た
刑
期
の
長
さ
の
両
者
に
お
け
る
顕
著
な
相
違
は
、
連
邦
制
度
の
不
可
避
的
か
つ
し
ば
し
ば
有
益
な
結
果
で
あ
る
。
州
の
量
刑
制
度
は
相
異
な
る
刑
罰
論
的
前
提
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
州
間
の
比
較
は
困
難
か
つ
不
十
分
な
大
仕
事
で
あ
る
。
た
と
え
同
一
の
哲
学
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
地
方
状
況
の
立
場
や
認
識
が
相
異
な
る
結
果
、
一
定
の
犯
罪
に
対
す
る
相
当
な
刑
期
に
関
す
る
相
異
な
る
そ
れ
で
い
て
合
理
的
な
結
論
が
産
み
出
さ
れ
う
る
。
そ
れ
故
、
あ
る
州
が
一
定
の
犯
罪
に
対
し
最
も
厳
し
い
刑
罰
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
そ
の
刑
罰
を
著
し
く
不
均
衡
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
わ
が
判
例
の
中
で
機
能
し
て
い
る
第
四
の
原
理
は
、
連
邦
裁
判
所
に
よ
る
均
衡
審
理
は

可
能
な
限
り
最
大
限
客
観
的
要
素

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
も
顕
著
な
客
観
的
要
素
は
、
科
せ
ら
れ
る
犯
罪
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
に
お
い
て

当
裁
判
所
は
き
わ
め
て
異
常
な
カ
デ
ナ
・
テ
ン
ポ
ラ
ル
と
英
米
制
度
の
下
で
科
せ
ら
れ
る
伝
統
的
な
形
態
の
拘
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
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禁
刑
と
の
間
の
客
観
的
相
違
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

類
似
の
方
法
で
、

死
刑
は
そ
の
他
の
刑
事
罰
と
は
異
な
る

こ
と
を
理
由
に
、
死
刑
と
有
期
刑
と
の
間
の
客
観
的
線
引
き
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
わ
が
判
例
は
、
相
異
な
る
有
期
刑
を
区
別
す
る
明
確
な
客
観
的
基
準
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

い
か
な
る
刑
罰
も
そ
れ
自
体
合
憲
で
は
な
い
が
、
拘
禁
期
間
に
関
す
る
客
観
的
基
準
の
相
対
的
欠
如
は
、
死
刑
の
文
脈
以
外
に
お
い
て
は
、
特
定
の
刑
罰
の
均
衡
性
に
異
議
を
申
し
立
て
て
成
功
す
る
の
が
き
わ
め
て
稀
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
諸
原
理
の
す
べ
て
立
法
府
の
優
位
、
正
当
な
刑
罰
論
的
制
度
の
多
様
性
、
そ
し
て
均
衡
審
理
は
客
観
的
要
素
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
要
求
は
、
最
終
的
な
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
第
八
修
正
は
犯
罪
と
量
刑
と
の
間
の
厳
格
な
均
衡
を
要
求
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
犯
罪
に
対
し

著
し
く
不
均
衡

で
あ
る
極
端
な
量
刑
（e
x
tre
m
e
se
n
te
n
ce
s
）
だ
け
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
)
。」

本
件
へ
の
適
用
Ａ
申
立
人
の
パ
ロ
ー
ル
の
な
い
終
身
刑
は
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
二
番
目
に
最
も
厳
し
い
刑
罰
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ソ
レ
ム
判
決
に
お
い
て
申
立
人
が
受
け
た
の
と
同
一
の
量
刑
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
申
立
人
の
犯
罪
は
、
ソ
レ
ム
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
犯
罪
よ
り
は
る
か
に
重
大
だ
っ
た
。
ソ
レ
ム
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
無
口
座
小
切
手
振
り
出
し
の
犯
罪
は
、

人
が
想
像
し
う
る
最
も
消
極
的
な
犯
罪
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

人
に
対
す
る
暴
力
や
暴
力
の
脅
迫
と
か
か
わ
り
が
な
く
、
そ
し
て

社
会
に
よ
っ
て
重
大
で
な
い
犯
罪
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
た
。
被
告
人
の
累
犯
有
罪
の
基
礎
と
な
っ
た
重
罪
は
す
べ
て
比
較
的
軽
微
で
あ
っ
た
。
ソ
レ
ム
判
決
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら

軽
微
な

犯
罪
と
ヘ
ロ
イ
ン
取
引
の
犯
罪
の
よ
う
な

き
わ
め
て
重
大
な
犯
罪

と
を
比
較
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
申
立
人
は
、
六
五
〇
グ
ラ
ム
以
上
の
ヘ
ロ
イ
ン
所
持
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
こ
の
純
粋
ヘ
ロ
イ
ン
の
量
か
ら
三
万
二
、
五
〇
〇
か
ら
六
万
五
、
〇
〇
〇
回
分
の
ヘ
ロ
イ
ン
（d
o
se
s
）
が
生
産
で
き
る
。
ど
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
も
、
こ
の
犯
罪
は
ソ
レ
ム
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
比
較
的
軽
微
な
非
暴
力
犯
罪
と
は
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
。
違
法
薬
物
の
所
持
、
使
用
、
お
よ
び
譲
渡
は

わ
が
国
民
の
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健
康
と
福
祉
に
影
響
す
る
最
大
の
問
題
の
一
つ

で
あ
る
。
申
立
人
の
犯
罪
は
非
暴
力
的
で
被
害
者
が
い
な
い
と
の
主
張
は
、
反
対
意
見
は
こ
れ
に
共
鳴
す
る
が
、
馬
鹿
馬
鹿
し
い
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
ま
で
に
（to
th
e
p
o
in
t
o
f
ab
su
rd
ity
）
間
違
っ
て
い
る
。
全
く
反
対
に
、
申
立
人
の
犯
罪
は
社
会
に
重
大
な
損
害
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
違
法
薬
物
を
消
費
す
る
個
人
へ
の
有
害
な
効
果
は
全
く
別
に
し
て
、
そ
の
よ
う
な
薬
物
は
少
な
く
と
も
三
つ
の
方
法
で
犯
罪
に
か
か
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
薬
物
使
用
者
は
、
薬
物
が
も
た
ら
す
生
理
的
機
能
、
認
識
能
力
、
お
よ
び
気
分
へ
の
変
化
の
た
め
に
犯
罪
を
犯
す
、
②
薬
物
使
用
者
は
薬
物
を
購
入
す
る
金
を
獲
得
す
る
た
め
に
犯
罪
を
犯
す
、
そ
し
て
③
暴
力
犯
罪
は
薬
物
取
引
の
一
部
と
し
て
発
生
し
う
る
。
研
究
報
告
は
こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
実
証
し
て
お
り
、
違
法
薬
物
と
暴
力
犯
罪
と
の
直
接
の
因
果
関
係
（n
e
x
u
s
）
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
二
、
三
の
実
例
を
示
す
と
、
一
九
八
九
年
に
殺
人
で
逮
捕
さ
れ
た
者
の
五
七
％
が
違
法
薬
物
に
対
す
る
検
査
で
陽
性
だ
っ
た
。
暴
行
、
強
盗
、
お
よ
び
武
器
携
行
に
よ
る
逮
捕
者
の
比
較
統
計
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
五
五
、
七
三
、
そ
し
て
六
三
％
で
あ
っ
た
。
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
一
九
八
八
年
、
い
ず
れ
も
サ
ン
プ
ル
で
被
逮
捕
男
性
の
六
八
％
、
被
逮
捕
女
性
の
八
一
％
が
そ
れ
ぞ
れ
違
法
薬
物
の
検
査
で
陽
性
だ
っ
た
。
男
性
の
五
一
％
、
女
性
の
七
一
％
が
コ
カ
イ
ン
検
査
で
陽
性
だ
っ
た
。
そ
し
て
昨
年
デ
ト
ロ
イ
ト
で
の
殺
人
の
お
よ
そ
六
〇
％
は
薬
物
に
関
係
し
て
お
り
、
主
に
コ
カ
イ
ン
と
関
係
し
て
い
た
。
申
立
人
の
犯
罪
が
重
大
で
あ
れ
ば
、
そ
の
量
刑
は
従
前
の
判
例
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
憲
法
上
の
境
界
内
の
も
の
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
一
九
八
二
年
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
判
決
に
お
い
て
、
九
オ
ン
ス
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
譲
渡
目
的
で
の
所
持
に
対
す
る
四
〇
年
の
拘
禁
刑
を
罪
刑
均
衡
に
違
反
し
な
い
と
し
た
。
本
件
で
は
、
申
立
人
の
犯
罪
は
デ
イ
ヴ
ィ
ス
判
決
で
の
犯
罪
よ
り
重
大
で
あ
っ
た
と
結
論
で
き
る
。
同
様
に
申
立
人
の
犯
罪
は
、
殺
害
意
図
の
な
い
重
罪
犯
罪
と
同
じ
く
重
大
か
つ
暴
力
的
で
あ
る
と
結
論
す
る
合
理
的
根
拠
が
ミ
シ
ガ
ン
州
に
は
あ
る
。

常
用
麻
薬
の
職
業
的
売
人
は
単
な
る
暴
行
を
犯
す
者
よ
り
も
社
会
の
構
成
員
に
よ
り
大
き
な
身
体
的
傷
害
を
も
た
ら
す

か
ら
で
あ
る
。
本
件
申
立
人
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
に
お
い
て
他
の
犯
罪
に
科
せ
ら
れ
る
量
刑
お
よ
び
他
の
領
域
に
お
い
て
同
一
の
犯
罪
に
科
せ
ら
れ
る
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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量
刑
と
の
比
較
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。「
申
立
人
の
犯
罪
の
重
大
性
に
照
ら
し
、
そ
の
よ
う
な
比
較
分
析
は
必
要
で
な
い
。
ソ
レ
ム
判
決
は
、

犯
罪
の
重
大
性
お
よ
び
刑
罰
の
過
酷
性

を
分
析
後
に
こ
の
よ
う
な
比
較
的
要
素
を
検
討
し
た
け
れ
ど
も
、
厳
格
な
三
部
テ
ス
ト
（a
rig
id
th
re
e
-p
art
te
st
）
を
明
示
し
な
か
っ
た
。
事
実
、
ソ
レ
ム
判
決
は
、
違
憲
の
不
均
衡
を
判
断
す
る
際
に
、

一
つ
の
要
素
が
一
定
の
事
案
で
決
定
的
に
な
る
こ
と
は
な
い

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
要
素
だ
け
で
、
あ
る
量
刑
が
き
わ
め
て
不
均
衡
で
あ
り
第
八
修
正
に
違
反
す
る
か
を
見
極
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
他
方
、
一
つ
の
要
素
だ
け
で
十
分
に
量
刑
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ソ
レ
ム
判
決
は
「
各
法
域
内
お
よ
び
法
域
間
の
比
較
分
析
は
均
衡
審
査
に
必
ず
し
も
関
連
性
が
な
い
」
と
判
示
し
た
も
の
と
理
解
す
る
の
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
。

同
一
法
域
に
お
い
て
他
の
犯
罪
に
科
せ
ら
れ
る
量
刑
を
比
較
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（m
ay
b
e
h
e
lp
fu
l)
、
そ
し
て
裁
判
所
は
他
の
法
域
に
お
い
て
同
一
の
犯
罪
の
遂
行
に
対
し
科
せ
ら
れ
る
量
刑
を
比
較
す
る
こ
と
は
有
益
と
認
め
る
か
も
し
れ
な
い

と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
調
査
を
命
じ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
判
例
を
よ
り
よ
く
解
釈
（a
b
e
tte
r
re
ad
in
g
）
す
れ
ば
、「
法
域
外
お
よ
び
法
域
内
の
分
析
は
、
犯
さ
れ
た
犯
罪
と
科
せ
ら
れ
た
刑
罰
と
の
識
閾
比
較
（a
th
re
sh
o
ld
co
m
p
ariso
n
）
だ
け
で
著
し
い
不
均
衡
が
推
測
さ
れ
る
稀
有
な
事
案
（rare
case
s
）
に
お
い
て
の
み
妥
当
す
る
と
の
結
論
が
導
か
れ
る
。」
当
裁
判
所
が
不
均
衡
で
あ
る
と
し
て
量
刑
を
破
棄
し
た
ソ
レ
ム
お
よ
び
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
科
せ
ら
れ
た
量
刑
が
犯
さ
れ
た
犯
罪
に
対
し
て
著
し
く
過
度
の
刑
罰
（g
ro
ssly
e
x
ce
ssiv
e
p
u
n
ish
m
e
n
t
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
決
定
し
た
後
で
比
較
分
析
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
当
裁
判
所
が
均
衡
原
則
に
違
反
し
な
い
と
し
て
量
刑
を
支
持
し
た
ラ
ン
メ
ル
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
両
判
決
は
、
そ
の
よ
う
な
比
較
分
析
を
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
比
較
分
析
方
法
を
退
け
る
際
に
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
は

た
と
え
ラ
ン
メ
ル
に
適
用
さ
れ
た
制
定
法
が
五
〇
州
の
中
で
最
も
厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
過
酷
性
が
ラ
ン
メ
ル
の
刑
罰
を
彼
の
犯
罪
に
対
し
著
し
く
不
均
衡
と
す
る
も
の
で
は
な
い

と
指
摘
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
量
刑
の
比
較
分
析
の
相
当
な
役
割
は
、
量
刑
は
犯
罪
に
著
し
く
不
均
衡
で
あ
る
と
の
当
初
の
判
断
を
確
認
す
る
こ
と
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（to
v
alid
ate
an
in
itial
ju
d
g
m
e
n
t)
）
で
あ
る
。
こ
の
結
論
は
、
反
対
意
見
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ソ
レ
ム
判
決
を

骨
抜
き
に
（e
-
v
isce
rate)

す
る
も
の
で
も
、
第
二
、
第
三
の
要
素
を
放
棄
す
る
も
の
で
も
な
い
し
、
反
対
意
見
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
た
判
例
で
あ
る
ラ
ン
メ
ル
、
お
よ
び
デ
イ
ヴ
ィ
ス
判
決
を
十
分
に
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。「
申
立
人
の
犯
罪
の
重
大
性
に
照
ら
し
、
犯
罪
と
量
刑
と
の
比
較
に
よ
っ
て
著
し
い
不
均
衡
の
推
測
が
生
じ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
申
立
人
の
量
刑
と
ミ
シ
ガ
ン
州
に
お
け
る
他
の
量
刑
と
の
比
較
分
析
は
必
要
で
な
い
(
)
。」
Ｂ
絶
対
的
拘
禁
刑
の
合
憲
性
申
立
人
は
ま
た
、
絶
対
的
性
質
を
理
由
に
彼
の
量
刑
を
攻
撃
す
る
。
申
立
人
は
、
い
か
に
厳
し
い
刑
罰
制
度
（p
e
n
alty
sch
e
m
e
）
で
あ
っ
て
も
個
別
的
な
量
刑
判
断
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
司
法
官
（ju
d
icial
o
fficial
）
に
減
刑
事
情
を
考
慮
で
き
る
旨
判
示
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
先
例
は
、
こ
の
よ
う
な
命
題
を
支
持
し
な
い
し
、
申
立
人
は
本
件
で
例
外
を
創
設
な
い
し
新
し
い
ル
ー
ル
を
採
用
す
る
説
得
理
由
を
提
示
し
て
い
な
い
。
第
八
修
正
の
死
刑
関
連
判
決
は
非
死
刑
事
件
で
の
個
別
的
な
量
刑
判
断
の
要
求
を
退
け
て
い
る
こ
と
を
当
裁
判
所
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ソ
レ
ム
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
制
定
法
は
、
絶
対
的
で
は
な
い
が
、
最
大
限
パ
ロ
ー
ル
の
な
い
終
身
刑
の
責
任
を
犯
罪
者
に
負
わ
せ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
で
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
の
立
法
府
は
、
当
の
刑
罰
を
絶
対
的
と
し
、
そ
れ
を
実
施
す
る
際
に
州
の
裁
判
官
に
裁
量
を
与
え
な
か
っ
た
。
立
法
府
は

裁
判
所
に
何
ら
の
量
刑
裁
量
を
与
え
ず
に
刑
事
罰
を
定
義
す
る
権
限
を
有
す
る

こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
建
国
の
当
初
以
来
、
連
邦
お
よ
び
各
州
は
絶
対
的
量
刑
制
度
を
設
け
て
き
た
。
申
立
人
の
絶
対
的
量
刑
を
破
棄
す
る
こ
と
は
、
一
人
の
裁
判
官
（a
sin
g
le
ju
rist
）
の
判
断
を
破
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
ミ
シ
ガ
ン
州
議
会
お
よ
び
ミ
シ
ガ
ン
州
市
民
全
体
の
分
別
（co
lle
ctiv
e
w
isd
o
m
）
の
破
棄
を
命
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
今
ま
で
、
立
法
府
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
刑
罰
を
量
刑
の
長
さ
だ
け
を
理
由
に
無
効
と
し
た
こ
と
は
一
切
な
い
。
と
り
わ
け
本
件
の
よ
う
に
重
大
な
犯
罪
に
関
し
て
は
、｢
き
わ
め
て
極
端
な
状
況
下
に
お
い
て
の
み
（o
n
ly
in
th
m
o
st
e
x
tre
m
e
circu
m
stan
ce)
」
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
。
ミ
シ
ガ
ン
州
の
量
刑
制
度
は
、
規
制
薬
物
を
含
む
様
々
な
混
合
物
の
量
に
か
か
わ
る
犯
罪
に
対
し
段
階
的
刑
罰
を
定
め
て
い
る
。
同
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制
度
は
大
規
模
な
薬
物
の
所
持
に
伴
う
厳
し
い
結
果
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
ミ
シ
ガ
ン
州
の
量
刑
制
度
は
、
量
刑
判
断
者
の
裁
量
の
結
果
、
犯
罪
後
に
は
じ
め
て
量
刑
の
重
さ
を
知
っ
て
犯
罪
者
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
そ
の
他
の
量
刑
制
度
よ
り
も
、
よ
り
公
平
と
ま
で
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
同
様
に
公
平
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ミ
シ
ガ
ン
州
の
量
刑
制
度
は
個
別
的
事
情
を
考
慮
す
る
装
置
を
保
有
し
て
い
る
。
判
決
前
の
検
察
官
の
裁
量
、
そ
し
て
事
後
の
行
政
府
ま
た
は
立
法
府
に
よ
る
恩
赦
と
し
て
の
減
刑
措
置
（cle
m
e
n
cy
）
は
州
が
不
公
平
な
量
刑
を
回
避
な
い
し
匡
正
す
る
手
段
を
提
供
し
て
い
る
。
本
件
に
お
い
て
検
察
官
は
、
申
立
人
が
純
粋
な
コ
カ
イ
ン
六
七
二
・
五
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
そ
の
他
の
薬
物
、
暗
合
化
さ
れ
た
住
所
録
、
現
金
三
、
五
〇
〇
ド
ル
な
ど
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
最
高
刑
の
要
求
を
選
択
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
(
)
。

結
論
合
理
的
な
人
で
あ
れ
ば
、
ミ
シ
ガ
ン
州
の
量
刑
制
度
の
有
効
性
に
関
し
意
見
を
異
に
す
る
か
も
し
れ
な
し
、
ミ
シ
ガ
ン
州
で
の
大
胆
な
実
験
が
成
功
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
明
ら
か
で
な
い
。
タ
イ
バ
ー
ン
（T
y
b
u
rn
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
の
一
区
に
あ
っ
た
昔
の
死
刑
執
行
場
）
で
の
ス
リ
の
絞
首
刑
の
話
は
法
の
抑
止
力
の
限
界
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
、
本
件
で
の
法
に
は
成
功
の
チ
ャ
ン
ス
が
な
く
、
そ
れ
故
、
き
わ
め
て
不
均
衡
で
あ
り
、
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
薬
物
犯
罪
か
ら
派
生
す
る
危
険
お
よ
び
本
件
で
犯
さ
れ
た
犯
罪
の
状
況
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
の
刑
罰
制
度
は
憲
法
上
の
限
界
を
越
え
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
理
由
で
、
わ
た
く
し
は
、
一
五
〇
グ
ラ
ム
以
上
の
コ
カ
イ
ン
所
持
の
犯
罪
に
対
す
る
申
立
人
の
パ
ロ
ー
ル
の
な
い
終
身
刑
は
第
八
修
正
に
違
反
し
な
い
と
結
論
す
る
(
)
。
【
ホ
ワ
イ
ト
裁
判
官
の
反
対
意
見
】
「
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
は

第
八
修
正
は
均
衡
保
障
を
含
ん
で
い
な
い

と
結
論
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ソ
レ
ム
判
決
は
、
そ
う
で
は
な
い
（o
th
e
rw
ise
）
と
判
示
し
て
い
る
点
で
均
衡
原
理
を
含
ん
で
い
る
と
第
八
修
正
を
解
釈
し
て
い
る
当
裁
判
所
の
他
の
判
決
と
同
じ
く

完
全
に
誤
っ
て
い
た

と
す
る
。
他
方
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
第
八
修
正
の
均
衡
原
理
は
き
わ
め
て

限
定
的

で
あ
る
か
ら
、
ソ
レ
ム
判
決
で
の
分
析
は
三
要
素
か
ら
一
要
素
に
変
え
る
（re
d
u
ce
d
）
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。」
い
ず
れ
も
賛
成
で
き
な
い
(
)
。
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ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
へ
の
反
論
第
八
修
正
の
文
言
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
言
葉
で
罪
刑
均
衡
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、

過
重
な

罰
金
を
明
示
に
禁
止
（d
o
fo
rb
id
）
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
制
約
（re
strain
t
）
で
あ
り
、
過
重
の
判
断
は
少
な
く
と
も
、
科
せ
ら
れ
た
罰
金
は
犯
さ
れ
た
犯
罪
に
不
均
衡
で
あ
る
か
の
判
断
に
少
な
く
と
も
一
部
依
拠
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
時
間
超
過
の
駐
車
を
終
身
刑
に
よ
っ
て
処
罰
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
よ
り
一
般
的
に
、
被
告
人
が
有
罪
と
さ
れ
た
犯
罪
に
著
し
く
不
均
衡
で
あ
る
刑
罰
を
科
す
こ
と
は
残
虐
で
異
常
で
あ
る
と
結
論
す
る
こ
と
も
不
合
理
で
は
な
い
。
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
は
、
第
八
修
正
の
文
言
を
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
入
れ
る
余
地
が
あ
る
（b
e
ars
）
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
す
る
が
、
そ
の
理
由
付
け
に
は
説
得
力
が
な
い
。
第
一
、
罪
刑
均
衡
が
憲
法
上
の
制
約
の
一
側
面
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
率
直
に
自
ら
の
意
思
を
表
明
す
る
ア
メ
リ
カ
人
の
常
と
し
て
例
え
ば
、
わ
た
く
し
の
推
測
に
よ
れ
ば
、
第
五
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
や
第
四
修
正
の
不
合
理
な
捜
索
・
逮
捕
押
収
の
禁
止
に
お
け
る
よ
う
に
よ
り
明
確
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と
主
張
す
る
。
第
二
、
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
は
、
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
科
せ
ら
れ
た
刑
罰
を

異
常

と
分
類
す
る
の
は
困
難
な
い
し
不
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
新
し
い
国
の
人
々
は
各
州
の
刑
事
法
体
制
の
下
で
生
活
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
異
常
性
を
判
断
す
る
基
準
が
欠
け
て
い
た
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
主
張
に
よ
れ
ば
、
第
八
修
正
の
こ
の
部
分
に
は
全
く
意
味
内
容
が
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
三
、
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
は
、
利
用
可
能
な
証
拠
は
す
べ
て
第
八
修
正
を
起
草
し
是
認
し
た
人
は
不
均
衡
な
量
刑
禁
止
の
保
障
を
そ
の
中
に
包
含
し
な
い
こ
と
を
選
択
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
た
と
え
第
一
回
議
会
は
均
衡
問
題
を
考
慮
し
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
を
受
け
入
れ
る
と
し
て
も
、
均
衡
要
素
（p
ro
p
o
rtio
n
ality
co
m
p
o
n
e
n
t
）
に
積
極
的
に
反
対
し
た
こ
と
を
立
証
す
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。
そ
れ
を
第
八
修
正
の
文
言
の
範
囲
か
ら
排
除
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
率
直
に
話
す
ア
メ
リ
カ
人
の
常
と
し
て
、
第
一
回
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
批
准
さ
れ
た
第
八
修
正
は

残
虐
で
異
常

と
い
う
文
言
を
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
当
裁
判
所
の
従
前
の
判
例
が
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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こ
れ
ら
の
文
言
を
均
衡
原
理
を
含
む
も
の
と
解
釈
し
て
き
た
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
一
九
一
〇
年
の
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
以
降
の
関
連
判
例
が
均
衡
要
素
を
含
む
と
第
八
修
正
を
解
釈
し
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
当
裁
判
所
の
判
例
に
は
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
で
き
な
い
と
の
指
摘
が
一
切
存
在
し
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
現
に
、
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
が
そ
の
判
示
を
問
題
と
し
な
か
っ
た
一
九
八
〇
年
の
ラ
ン
メ
ル
判
決
自
体
、
第
八
修
正
は
均
衡
要
件
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
同
判
決
は
コ
カ
判
決
を
疑
問
と
せ
ず
、
均
衡
原
理
は
、
若
干
の
極
端
な
非
重
罪
事
案
に
お
い
て
も
機
能
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
)
。ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
が
述
べ
る
よ
う
に
、

第
八
修
正
は
均
衡
保
障
を
含
ん
で
い
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
第
八
修
正
の
均
衡
要
件
に
関
す
る
上
述
の
各
判
例
の
判
示
が
ど
の
よ
う
に
し
て
今
日
ま
で
生
き
続
け
て
き
た
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
は
後
に
一
歩
後
退
（b
ack
track
s
）
し
、
同
修
正
は
一
定
の
種
類
の
犯
罪
、
死
刑
に
か
か
わ
る
犯
罪
に
お
い
て
、
均
衡
の
と
れ
た
刑
罰
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
彼
の
後
退
位
置
は
、
死
刑
事
件
を
除
き
、
均
衡
審
査
は
第
八
修
正
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
死
刑
犯
罪
を
例
外
と
し
て
、
量
刑
の
重
大
性
は
第
八
修
正
が
立
法
者
の
裁
量
に
委
ね
た
事
柄
で
あ
る
、
い
か
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
い
か
に
軽
微
な
犯
罪
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
刑
期
は
第
八
修
正
の
下
で
の
審
査
の
範
囲
を
越
え
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
第
八
修
正
の
範
囲
を
ラ
ン
メ
ル
判
決
が
し
た
以
上
に
制
限
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
第
八
修
正
の
均
衡
要
素
に
関
す
る
当
裁
判
所
の
度
重
な
る
宣
明
を
無
視
し
て
い
る
。
罪
刑
の
均
衡
を
要
求
す
る
当
裁
判
所
の
死
刑
関
連
判
例
は
、
残
虐
で
異
常
な
態
様
な
い
し
刑
罰
の
方
法
だ
け
を
第
八
修
正
は
禁
止
し
て
い
る
と
の
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
の
見
解
を
拒
否
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
の
下
で
は
死
刑
刑
罰
の
態
様
は
完
全
に
禁
止
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
立
法
府
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
真
実
で
な
い
。
死
刑
は
あ
る
事
案
で
は
相
当
と
さ
れ
、
そ
の
他
の
事
案
で
は
相
当
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
同
一
の
こ
と
は
拘
禁
刑
に
つ
い
て
も
真
実
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
に
関
す
る
当
裁
判
所
の
判
例
は
早
く
か
ら
、
歴
史
的
分
析
の
限
界
を
理
解
し
て
き
た
。
そ
れ
故
、
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当
裁
判
所
は
第
八
修
正
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
禁
止
を
一
八
世
紀
に
一
般
に
違
法
と
さ
れ
た

野
蛮
な

方
法
に
限
定
せ
ず
、
第
八
修
正
を

柔
軟
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
方
法

で
解
釈
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
す
る
際
に
、
当
裁
判
所
は
、
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
で
の
法
廷
意
見
の
警
告
、
す
な
わ
ち

時
代
は
変
化
を
も
た
ら
し
、
新
し
い
状
況
が
目
的
を
生
み
出
す
。
そ
れ
故
、
あ
る
原
理
が
生
命
力
を
維
持
し
続
け
る
に
は
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
害
よ
り
も
そ
れ
を
広
く
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
と
り
わ
け
憲
法
に
当
て
は
ま
る

こ
と
に
留
意
し
た
の
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
そ
れ
故
、
あ
る
刑
罰
が

成
熟
社
会
の
進
歩
を
示
す
品
位
の
発
展
的
基
準

に
反
す
れ
ば
、
そ
れ
は
第
八
修
正
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
き
た
。
こ
の
基
準
の
下
で
刑
罰
を
評
価
す
る
に
際
し
、｢
わ
れ
わ
れ
自
身
の
品
位
の
概
念
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
の
現
在
の
ア
メ
リ
カ
社
会
の
そ
れ
に
目
を
向
け
て
き
た｣
。
そ
れ
故
、
わ
れ
わ
れ
は
個
々
の
裁
判
官
の

主
観
的
見
解

で
は
な
く

最
大
限
可
能
な
限
り
客
観
駅
要
素

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
き
た
。
ソ
レ
ム
判
決
で
明
示
さ
れ
た
三
部
か
ら
成
る
均
衡
分
析(
th
e
trip
artite
p
ro
p
o
rtio
n
ality
an
aly
sis
）
の
基
礎
を
形
成
す
る
の
は
、
こ
の
種
の
客
観
的
要
素
で
あ
る
(
)
。
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
の
指
摘
と
は
異
な
り
、
ソ
レ
ム
判
決
で
の
分
析
は
憲
法
上
よ
く
機
能
し
て
い
る
。
こ
の
分
析
を
所
与
の
量
刑
に
適
用
す
る
の
に
裁
判
所
は
ほ
と
ん
ど
困
難
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
そ
し
て
多
く
の
州
お
よ
び
連
邦
の
控
訴
審
に
よ
る
こ
の
テ
ス
ト
の
適
用
の
結
果
、
ご
く
一
握
り
の
量
刑
（a
m
e
re
h
an
d
fu
l
o
f
se
n
te
n
ce
s
）
が
違
憲
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
審
査
裁
判
所
は
大
胆
に
自
己
自
身
の
主
観
的
な
道
徳
的
価
値
を
立
法
者
の
そ
れ
に
代
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
裁
判
所
は

連
邦
主
義
お
よ
び
州
の
自
律
性
の
原
理
に
高
感
度
を
示
し
つ
つ
（w
ith
h
ig
h
d
e
g
re
e
o
f
se
n
sitiv
ity
）
非
死
刑
事
件
で
の
不
均
衡
な
量
刑
に
第
八
修
正
を
適
用
で
き
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ソ
レ
ム
判
決
は
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
完
全
に
一
致
し
て
お
り
、
適
切
に
適
用
さ
れ
る
と
、
そ
の
分
析
は
公
判
裁
判
所
が
有
罪
犯
罪
者
の
量
刑
に
当
た
り
有
し
て
い
る
裁
量
に
対
す
る
と
同
様
に
、

犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
の
種
類
と
限
界
を
決
定
す
る
際
に
立
法
府
が
当
然
に
有
す
る
広
汎
な
権
限
に
対
し
て
も
実
質
的
な
敬
意

を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
、
そ
し
て
ご
く
稀
に
憲
法
の
規
範
に
合
わ
な
い
量
刑
を
産
み
出
す
に
す
ぎ
な
い
。
本
件
が
こ
の
き
わ
め
て
稀
な
事
例
で
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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あ
る
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
よ
う
な
分
析
を
放
棄
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
(
)
。

ケ
ネ
デ
ィ
意
見
へ
の
反
論
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
が
ソ
レ
ム
判
決
に
対
す
る
迅
速
な
死
刑
判
決
の
言
い
渡
し
を
求
め
て
い
る
の
に
対
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
空
の
貝
殻
（e
m
p
ty
sh
e
ll
）
だ
け
を
残
し
て
そ
れ
を
骨
抜
き
（e
v
isce
rate
）
に
す
る
方
を
好
む
。
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
提
案
す
る
分
析
は
、
ソ
レ
ム
判
決
自
体
の
文
言
お
よ
び
第
八
修
正
を
解
釈
す
る
わ
れ
わ
れ
の
他
の
判
例
と
も
矛
盾
し
て
い
る
。
当
裁
判
所
は
ソ
レ
ム
判
決
に
お
い
て
、
あ
る
刑
罰
が
第
八
修
正
に
違
反
す
る
か
の
評
価
に
際
し
て
検
討
す
べ
き
三
つ
の
主
要
な
要
素
、
す
な
わ
ち

犯
罪
の
重
大
性
と
刑
罰
の
過
酷
性
、

同
一
の
法
域
で
他
の
刑
事
犯
に
科
せ
ら
れ
る
量
刑
、
お
よ
び

他
の
法
域
で
同
一
の
犯
罪
の
遂
行
に
対
し
科
せ
ら
れ
る
量
刑

を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
、
一
つ
の
要
素
が
特
定
の
犯
罪
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
の
に
十
分
で
あ
り
、
そ
の

犯
さ
れ
た
犯
罪
と
科
せ
ら
れ
た
量
刑
と
の
当
初
の
比
較
で
不
均
衡
の
推
測
が
生
じ
な
い
限
り
、
第
二
、
第
三
の
要
素
を
検
討
す
る
必
要
は
な
い
と
主
張
す
る
。
ソ
レ
ム
判
決
は
全
く
反
対
で
あ
る
。
同
判
決
で
当
裁
判
所
は

一
つ
の
要
素
だ
け
で
所
与
の
事
件
に
お
い
て
決
定
的
に
な
る
こ
と
は
な
い

と
し
、

一
つ
の
基
準
だ
け
で
、
量
刑
が
余
り
に
も
不
均
衡
で
あ
り
第
八
修
正
に
違
反
す
る
こ
と
を
見
き
わ
め
る
こ
と
は
で
き
な
い


し
か
し
客
観
的
要
素
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
で
そ
の
よ
う
な
分
析
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
が
認
め
る
よ
う
に
、
刑
罰
に
関
す
る
法
域
外
お
よ
び
法
域
内
で
の
使
用
を
比
較
す
る
こ
と
は
古
く
か
ら
第
八
修
正
の
関
連
判
例
の
不
可
欠
の
要
素
と
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
判
例
は
、
適
正
な
均
衡
分
析
に
は

問
題
の
刑
罰
の
歴
史
的
展
開
、
立
法
判
断
、
国
際
的
意
見
、
お
よ
び
陪
審
が
行
な
っ
て
き
た
量
刑
判
断

と
い
う
よ
う
な
客
観
的
要
素
の
検
討
が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
ソ
レ
ム
判
決
で
明
示
さ
れ
た
第
二
、
第
三
の
要
素
の
放
棄
は
、
客
観
的
な
均
衡
分
析
を
し
よ
う
と
す
る
努
力
を
無
益
と
す
る
。
ソ
レ
ム
判
決
の
第
一
の
分
枝
（p
ro
n
g
）
は
、
二
つ
の
各
別
の
要
素
犯
罪
の
重
大
性
と
刑
罰
の
過
酷
性
の
検
討
を
裁
判
所
に
要
求
す
る
。
裁
判
所
は
こ
の
両
要
素
の
相
互
作
用
を
検
討
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

科
せ
ら
れ
た
量
刑
は
犯
さ
れ
た
犯
罪
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に
対
し
余
り
に
も
過
度
の
刑
罰
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
裁
判
所
が
こ
の
よ
う
な
評
価
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
あ
る
量
刑
が
不
均
衡
で
あ
る
こ
と
を
決
定
す
る
基
準
（b
asis
）
は
各
裁
判
官
の
個
人
的
見
解
こ
れ
は
ま
さ
に
第
八
修
正
関
連
判
例
が
忌
避
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
以
外
に
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
そ
の
裏
付
け
と
し
て
ラ
ン
メ
ル
、
ソ
レ
ム
両
判
決
を
引
用
し
つ
つ
、

わ
れ
わ
れ
の
判
例
は
異
な
る
刑
期
を
区
別
す
る
明
確
な
客
観
的
基
準
が
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る

と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
ソ
レ
ム
判
決
は
、
刑
期
の
問
題
は

線
引
き
の
そ
れ
で
あ
る
、
二
五
年
の
刑
は
一
般
に
一
五
年
の
刑
よ
り
厳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
多
く
の
事
案
に
お
い
て
、
前
者
が
第
八
修
正
に
違
反
し
、
他
方
、
後
者
は
違
反
し
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
種
の
判
断
は
、
厄
介
で
は
あ
る
が
こ
の
領
域
に
特
有
の
こ
と
で
は
な
い
。
裁
判
所
は
種
々
の
文
脈
下
に
類
似
の
線
引
き
を
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。
当
裁
判
所
は
、
量
刑
の
線
を
ど
こ
に
引
く
べ
き
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
際
に
、

他
の
法
域
で
の
実
務
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る

と
結
論
す
る
前
に
、
第
八
修
正
の
文
脈
下
で
引
か
れ
た
線
と
、
第
六
修
正
の
迅
速
な
裁
判
や
陪
審
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
に
関
す
る
そ
れ
と
を
比
較
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
他
の
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
お
よ
び
他
の
法
域
に
お
け
る
刑
罰
と
の
比
較
が
な
さ
れ
て
は
じ
め
て
裁
判
所
は
、

特
定
の
量
刑
に
関
す
る
国
民
の
態
度

を
適
切
に
尊
重
し
つ
つ
、
所
与
の
量
刑
の
憲
法
上
の
均
衡
原
理
に
つ
い
て
の
客
観
的
評
価
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
)
。

本
件
へ
の
適
用
ソ
レ
ム
判
決
を
変
更
し
た
り
限
定
し
た
り
す
る
正
当
化
理
由
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
申
立
人
に
科
せ
ら
れ
た
量
刑
に
同
判
決
の
均
衡
分
析
を
適
用
す
る
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ソ
レ
ム
判
決
の
要
素
を
本
件
争
点
で
あ
る
制
定
法
上
の
絶
対
的
刑
罰
に
適
用
す
る
と
、
そ
の
刑
罰
は
ソ
レ
ム
判
決
の
下
で
、
し
た
が
っ
て
、
憲
法
第
八
修
正
の
下
で
の
検
閲
を
通
過
し
な
い
（fails
m
u
ste
r
）
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
初
犯
の
犯
罪
者
で
あ
る
申
立
人
は
、
六
七
二
グ
ラ
ム
の
コ
カ
イ
ン
所
持
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
彼
の
有
罪
の
根
拠
と
な
っ
た
ミ
シ
ガ
ン
州
刑
法
三
三
三
条
七
四
〇
三(
２)(
ａ)(
)
は
、
故
意
ま
た
は
意
図
的
に

規
制
薬
物
を
含
む
混
合
物
六
五
〇
グ
ラ
ム
以
上

所
持
し
た
者
は
重
罪
で
あ
り
、
終
身
刑
を
科
せ
ら
れ
う
る
と
規
定
し
て
い
る
。
同
時
に
施
行
さ
れ
た
関
連
法
（
同
三
三
三
条
七
四
〇
一(
２)(
ａ)(
)
）
は
、
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六
五
〇
グ
ラ
ム
以
上
の
薬
物
混
合
物
を
製
造
ま
た
は
譲
渡
の
目
的
で

製
造
、
譲
渡
、
ま
た
は
製
造
又
は
譲
渡
の
目
的
で
所
持
し
た
者

に
対
し
、
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
同
一
の
終
身
刑
を
命
じ
て
い
る
。
有
罪
判
決
に
基
づ
い
て
終
身
刑
を
科
す
こ
と
に
裁
判
官
の
裁
量
の
余
地
は
な
い
。
こ
れ
ら
制
定
法
の
立
法
目
的
は

薬
物
取
引
（d
ru
g
traffic
）
を
阻
止
し

薬
物
取
引
者
（d
ru
g
d
e
ale
rs
）
に
影
響
を
及
ぼ
す
（re
ach
）
こ
と
で
あ
る
。
ソ
レ
ム
判
決
の
第
一
の
要
素
は
、
犯
罪
の
重
大
性
と
刑
罰
の
過
酷
性
を
評
価
す
る
こ
と
を
裁
判
所
に
求
め
る
。
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
絶
対
的
終
身
刑
は

州
が
犯
罪
者
に
科
し
う
る
最
も
厳
し
い
刑
罰

で
あ
る
。
ミ
シ
ガ
ン
州
に
は
死
刑
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
犯
罪
の
重
大
性
を
評
価
す
る
際
に
決
し
て
網
羅
的
で
な
い
が
、

被
害
者
ま
た
は
社
会
に
与
え
た
損
害

や
犯
罪
者
の
動
機
を
含
め
た

犯
罪
者
の
有
害
性

等
を
考
慮
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
薬
物
は
疑
問
の
余
地
な
く
重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
で
科
せ
ら
れ
た
よ
う
な
過
酷
な
絶
対
的
刑
罰
を
正
当
化
す
る
に
は
、
当
の
犯
罪
は
常
に
こ
の
よ
う
な
刑
罰
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
犯
罪
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
単
な
る
薬
物
の
所
持
こ
の
よ
う
に
大
量
の
も
の
で
あ
っ
て
も
は
常
に
、
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
絶
対
的
終
身
刑
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
の
重
大
な
犯
罪
で
は
な
い
。
他
人
の
身
体
、
財
産
に
直
接
向
け
ら
れ
た
犯
罪
と
異
な
り
、
薬
物
の
所
持
は
、
薬
物
を
直
接
使
用
す
る
犯
罪
者
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
薬
物
の
所
持
が
関
連
犯
罪
を
介
し
て
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
の
波
紋
（rip
p
le
e
ffe
ct)
健
康
問
題
等
は
所
持
の
直
接
的
結
果
で
は
な
く
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
中
毒
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
多
い
、
そ
し
て
中
毒
自
体
は
わ
れ
わ
れ
が
ロ
ビ
ン
ソ
ン
判
決
で
犯
罪
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
憲
法
上
均
衡
が
保
た
れ
て
い
る
た
め
に
は
、
刑
罰
は
被
告
人
の
個
人
的
責
任
と
道
徳
的
罪
（p
e
rso
n
al
re
sp
o
n
sib
ility
an
d
m
o
ral
g
u
ilt
）
に
見
合
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
、
薬
物
使
用
の
派
生
的
効
果
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
申
立
人
に
科
せ
ら
れ
た
過
酷
な
絶
対
的
量
刑
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
第
八
修
正
の
こ
の
側
面
を
無
視
し
て
い
る
。
コ
カ
イ
ン
の
よ
う
な
薬
物
の
派
生
的
効
果
は
重
大
で
は
あ
る
が
、
他
の
合
法
的
物
資
の
誤
用
（m
isu
se
）
か
ら
生
ず
る
結
果
と
異
な
ら
な
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。
例
え
ば
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
社
会
へ
の
影
響
を
検
討
す
る
際
に
、
当
裁
判
所
は

誰
し
も
酒
酔
い
運
転
の
問
題
の
重
大
性
を
本
気
で
争
う
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
を
強
調
す
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
問
題
の
重
大
性
に
よ
っ
て

憲
法
原
理
を
誠
実
に
順
守
す
る
必
要
性
を
免
除
で
き
な
い

こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
故
、
当
裁
判
所
は
一
九
九
〇
年
の
判
決
（G
rad
y
v
.
C
o
rb
in
,
4
9
5
U
.S
.
5
0
8
）
に
お
い
て
、
事
故
か
ら
生
じ
た
交
通
犯
罪
で
起
訴
さ
れ
た
酒
酔
い
運
転
者
は
、
そ
の
後
、
事
故
の
犠
牲
者
の
死
亡
を
理
由
に
、
あ
ら
た
め
て
起
訴
さ
れ
る
こ
と
は
二
重
の
危
険
条
項
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。
同
様
に
、
当
裁
判
所
は
一
九
九
〇
年
の
シ
ッ
ツ
判
決
（M
ich
i-
g
an
D
e
p
t.
o
f
S
tate
P
o
lice
v
.
S
itz,
4
9
6
U
.S
.
4
4
4
）
に
お
い
て
、
短
時
間
の
運
転
者
に
対
す
る
侵
入
（in
tru
sio
n
）
は
第
四
修
正
に
一
致
し
て
い
る
と
判
示
す
る
前
に
、
酒
酔
い
運
転
者
の
発
見
を
目
的
と
し
た
州
の
車
の
検
問
計
画
を
詳
細
に
検
討
し
た
。
他
人
に
害
を
及
ぼ
す
現
在
の
危
険
を
引
き
起
こ
す
薬
物
の
影
響
下
に
あ
る
運
転
者
の
発
見
を
目
的
と
す
る
検
問
を
支
持
す
る
こ
と
と
、
い
か
に
間
接
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
申
立
人
が
所
持
す
る
薬
物
か
ら
生
じ
う
る
副
次
的
結
果
（co
llate
ral
co
n
se
q
u
e
n
ce
s
）
を
理
由
に
申
立
人
の
量
刑
を
支
持
す
る
こ
と
と
は
何
か
全
く
別
の
こ
と
で
あ
る
。

申
立
人
の
犯
罪
の
絶
対
的
重
大
性

も
格
別
重
大
で
は
な
い
。
所
持
は
当
然
、
譲
渡
目
的
で
の
所
持
犯
罪
を
含
み
、
そ
れ
よ
り
も
軽
い
犯
罪
で
あ
る
の
で
、
前
者
を
後
者
と
同
様
に
厳
し
く
処
罰
す
る
と
い
う
の
は
過
酷
で
あ
る
。
要
件
と
さ
れ
る
意
図
も
そ
の
犯
罪
を
よ
り
重
大
と
す
る
の
に
十
分
で
な
い
。
所
持
法
の
下
で
誰
か
を
有
罪
と
す
る
に
は
、
被
告
人
が
少
な
く
と
も
六
五
〇
グ
ラ
ム
以
上
の
麻
薬
入
り
の
混
合
物
を
故
意
に
（k
n
o
w
in
g
ly
）
所
持
し
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
類
似
の
制
定
法
に
あ
る
よ
う
に
、
薬
物
譲
渡
の
目
的
（in
te
n
t
）
に
関
す
る
主
観
的
要
件
（m
e
n
s
re
a
re
q
u
ire
m
e
n
t
）
は
な
い
。
実
際
、
い
ず
れ
も
そ
の
よ
う
な
目
的
の
下
で
の
製
造
、
譲
渡
、
所
持
に
及
ぶ
別
の
制
定
法
の
存
在
は
、
所
持
法
の
目
的
は
薬
物
取
引
者
に
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
と
の
州
の
主
張
の
土
台
を
掘
り
崩
し
て
い
る
。
譲
渡
の
目
的
は
被
疑
者
に
よ
っ
て
所
持
さ
れ
て
い
る
大
量
の
規
制
物
質
か
ら
推
測
し
う
る
が
、
か
か
る
推
測
は
陪
審
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
誰
か
が
譲
渡
の
目
的
で
薬
物
を
所
持
す
る
と
き
、
通
常
は
金
銭
的
動
機
が
あ
る
が
、
単
な
る
所
持
の
事
案
で
は
そ
の
よ
う
な
動
機
は
必
要
と
さ
れ
な
い
(
)
。
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ソ
レ
ム
判
決
の
第
二
の
分
析
は
、

同
一
法
域
に
お
い
て
他
の
犯
罪
者
に
科
せ
ら
れ
る
量
刑

の
検
討
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
ミ
シ
ガ
ン
州
に
は
死
刑
が
な
い
、
し
た
が
っ
て
本
件
で
の
パ
ロ
ー
ル
の
な
い
終
身
刑
は
利
用
で
き
る
最
も
過
酷
な
刑
罰
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
つ
の
犯
罪
、
す
な
わ
ち
第
一
級
謀
殺
罪
、
六
五
〇
グ
ラ
ム
以
上
の
麻
薬
の
製
造
、
譲
渡
ま
た
は
譲
渡
目
的
で
の
所
持
、
お
よ
び
六
五
〇
グ
ラ
ム
以
上
の
麻
薬
の
所
持
に
対
し
て
留
保
さ
れ
て
い
る
。
他
人
の
身
体
ま
た
は
財
産
に
直
接
向
け
ら
れ
た
犯
罪
例
え
ば
、
第
二
級
謀
殺
罪
、
武
装
強
盗
は
、
裁
判
官
の
裁
量
に
よ
っ
て
終
身
刑
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
過
酷
な
絶
対
的
量
刑
は
科
せ
ら
れ
な
い
。
申
立
人
は

は
る
か
に
重
大
な
犯
罪
を
犯
し
た
犯
罪
者
と
同
様
の
方
法
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
も
重
く
取
り
扱
わ
れ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ソ
レ
ム
判
決
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
第
三
の
要
素
は
、

他
の
法
域
に
お
い
て
同
一
の
犯
罪
の
遂
行
に
対
し
科
せ
ら
れ
る
量
刑

を
検
討
す
る
。
本
件
争
点
で
あ
る
薬
物
の
所
持
に
対
し
ミ
シ
ガ
ン
州
ほ
ど
に
厳
し
い
刑
罰
を
科
し
て
い
る
法
域
は
な
い
。
残
り
四
九
州
の
中
で
ア
ラ
バ
マ
州
だ
け
が
被
告
人
が
一
〇
キ
ロ
以
上
の
コ
カ
イ
ン
を
所
持
し
て
い
る
と
き
に
限
り
、
初
犯
の
薬
物
犯
罪
者
に
対
し
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
絶
対
的
終
身
刑
を
規
定
し
て
い
る
。
本
件
程
度
の
コ
カ
イ
ン
所
持
で
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
の
被
告
人
は
絶
対
的
最
低
限
と
し
て
わ
ず
か
に
五
年
の
拘
禁
刑
を
科
せ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
連
邦
の
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
下
で
も
、
申
立
人
の
量
刑
は
関
連
加
重
を
入
れ
て
も
一
〇
年
を
少
し
越
え
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

申
立
人
は
他
の
い
か
な
る
州
に
お
け
る
よ
り
も
厳
し
く
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

実
際
、
他
の
法
域
は
こ
の
程
度
の
量
の
薬
物
所
持
に
対
し
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
絶
対
的
刑
罰
を
科
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
、

当
裁
判
所
が
特
定
の
刑
罰
を
残
虐
で
異
常
で
あ
る
と
分
類
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
国
民
的
合
意
の
程
度

を
確
証
す
る
に
足
り
る
。
ソ
レ
ム
判
決
の
均
衡
原
理
を
適
用
す
れ
ば
、
争
点
で
あ
る
ミ
シ
ガ
ン
州
法
は
憲
法
上
の
検
閲
に
合
格
し
な
い
こ
と
に
疑
い
が
な
い
。
制
定
法
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
た
麻
薬
所
持
に
対
す
る
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
刑
罰
は
憲
法
に
反
し
て
不
均
衡
で
あ
る
か
ら
、
第
八
修
正
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
に
反
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
た
く
し
は
ミ
シ
ガ
ン
州
控
訴
審
の
判
決
を
破
棄
し
た
い
(
)
。
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( ) Id. at 994 996. 以 上 に つ き 、 レ ン キ ス ト 首 席 裁 判 官 が 参 加 し て い る 。
( ) Id. at 996 997.
( ) Id. at 997 998.
(桃
山
法
学
第
７
号
’0
6)
(
)
40
7
88(8
8)
()
Id
.
at
9
9
8

1
0
0
1
.
(
)
Id
.
at
1
0
0
1
10
0
5
.
(
)
Id
.
at
1
0
0
6
10
0
8
.
(
)
Id
.
at
1
0
0
8
10
0
9
.
以
上
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、
オ
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ナ
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ス
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。
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以
上
に
つ
き
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ズ
両
裁
判
官
が
参
加
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
は
、
死
刑
は
第
八
修
正
違
反
で
は
な
い
と
す
る
点
を
除
き
、
同
調
し
て
い
る
。
五
ユ
ー
イ
ン
グ
三
振
法
合
憲
判
決
（
二
〇
〇
三
年
）
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
合
衆
国
最
高
裁
は
二
〇
〇
三
年
三
月
五
日
の
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
に
お
い
て
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
三
本
を
窃
取
し
た
被
告
人
が
州
法
上
の
い
わ
ゆ
る
三
振
法
の
適
用
を
受
け
て
二
五
年
間
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
依
拠
し
て
、
著
し
く
不
均
衡
な
刑
罰
で
は
な
く
、
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
禁
止
す
る
第
八
修
正
に
違
反
し
な
い
と
す
る
原
判
決
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。
一
連
の
関
連
判
例
の
整
理
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
罪
刑
の
均
衡
は
憲
法
上
の
原
理
で
あ
り
非
死
刑
事
件
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
肯
定
し
つ
つ
、
そ
の
適
用
を
「
き
わ
め
て
稀
な
事
案
」
に
限
定
す
る
ハ
ー
メ
ル
ン
判
決
で
の
ケ
ネ
デ
ィ
同
調
意
見
を
採
用
し
た
も
の
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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１事
実
の
概
要
被
告
人
ユ
ー
イ
ン
グ
（
以
下
、
Ｘ
と
も
い
う
）
は
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
二
日
、
拘
禁
刑
九
年
の
服
役
中
パ
ロ
ー
ル
で
仮
釈
放
さ
れ
、
そ
の
一
〇
ヵ
月
後
に
ロ
ス
郡
の
ゴ
ル
フ
場
の
売
店
に
入
り
、
一
本
三
九
九
ド
ル
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
三
本
を
ズ
ボ
ン
に
隠
し
た
ま
ま
外
に
出
た
。
店
の
従
業
員
が
Ｘ
の
よ
た
よ
た
し
た
歩
き
方
か
ら
嫌
疑
を
抱
き
警
察
に
通
報
し
、
警
察
は
駐
車
場
で
Ｘ
を
逮
捕
し
た
。
Ｘ
は
刑
事
制
度
に
不
案
内
で
は
な
か
っ
た
。
Ｘ
は
一
九
八
四
年
、
二
〇
歳
の
と
き
、
窃
盗
罪
で
有
罪
答
弁
後
に
六
月
の
拘
禁
刑
（
執
行
猶
予
）
等
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
た
。
Ｘ
は
一
九
八
九
年
に
重
罪
の
自
動
車
窃
盗
、
九
〇
年
に
軽
窃
盗
、
九
二
年
に
暴
行
等
で
有
罪
と
さ
れ
、
そ
の
一
ヵ
月
後
に
再
び
窃
盗
罪
で
、
九
三
年
二
月
に
薬
物
所
持
で
、
九
三
年
九
月
に
火
器
の
不
法
所
持
で
い
ず
れ
も
有
罪
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
三
年
一
〇
月
と
一
一
月
に
は
五
週
間
の
間
に
三
件
の
住
居
侵
入
と
一
件
の
強
盗
を
犯
し
た
。
Ｘ
は
ア
パ
ー
ト
の
居
間
の
ソ
フ
ァ
で
寝
て
い
た
被
害
者
の
一
人
を
起
こ
し
、
居
間
の
テ
レ
ビ
か
ら
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
を
取
り
外
そ
う
と
し
た
。
彼
女
が
金
切
り
声
を
上
げ
た
の
で
、
Ｘ
は
玄
関
か
ら
逃
げ
た
。
Ｘ
は
ま
た
、
同
じ
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
の
ア
パ
ー
ト
の
郵
便
受
け
部
屋
に
い
た
他
の
犠
牲
者
に
近
づ
き
、
銃
を
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
、
被
害
者
に
財
布
を
差
し
出
す
よ
う
命
じ
た
。
被
害
者
が
抵
抗
す
る
と
、
Ｘ
は
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
、
ア
パ
ー
ト
に
戻
る
よ
う
命
じ
た
。
Ｘ
が
寝
室
で
ラ
イ
フ
ル
を
発
射
し
て
い
る
間
に
、
被
害
者
は
助
け
を
求
め
て
ア
パ
ー
ト
か
ら
逃
げ
た
。
Ｘ
は
被
害
者
の
財
布
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
奪
っ
て
逃
走
し
た
。
Ｘ
は
一
九
九
三
年
一
二
月
九
日
、
ア
パ
ー
ト
の
入
口
で
逮
捕
さ
れ
た
。
陪
審
は
Ｘ
に
第
一
級
強
盗
罪
お
よ
び
住
居
侵
入
の
三
訴
因
で
有
罪
と
し
た
。
そ
し
て
九
年
八
月
の
拘
禁
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
Ｘ
は
一
九
九
九
年
に
パ
ロ
ー
ル
で
仮
釈
放
さ
れ
た
。
そ
の
わ
ず
か
一
〇
ヵ
月
後
に
、
Ｘ
は
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
三
本
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
窃
取
し
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
、
四
〇
〇
ド
ル
を
越
え
る
個
人
財
産
の
重
罪
重
窃
盗
（fe
lo
n
y
g
ran
d
th
e
ft
）
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
三
振
法
の
規
定
に
従
っ
て
検
察
官
は
、
Ｘ
は
今
ま
で
に
三
件
の
住
居
侵
入
と
一
件
の
強
盗
で
四
度
、
重
罪
な
い
し
暴
力
的
重
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
正
式
に
申
し
立
て
、
公
判
裁
判
官
は
後
に
こ
の
申
立
て
を
認
定
し
た
。
量
刑
審
理
段
階
で
Ｘ
は
、
三
振
法
の
量
刑
を
回
避
す
る
た
め
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
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州
法
の
下
で

浮
動
犯
罪
（w
o
b
b
le
r)

で
あ
る
重
窃
盗
を
軽
罪
（m
isd
e
m
e
an
o
r
）
に
引
き
下
げ
る
よ
う
に
求
め
た
。
Ｘ
は
ま
た
再
び
三
振
法
の
量
刑
を
回
避
す
る
た
め
、
以
前
の
暴
力
的
重
罪
で
の
有
罪
判
決
の
申
立
て
を
却
下
（d
ism
iss
）
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
公
判
裁
判
所
は
Ｘ
が
仮
釈
放
中
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
含
む
Ｘ
の
す
べ
て
の
犯
罪
歴
に
目
を
通
し
た
上
で
、
弁
護
人
の
主
張
お
よ
び
Ｘ
の
要
望
を
聞
い
た
。
公
判
裁
判
官
は
結
局
、
重
罪
重
窃
盗
は
や
は
り
重
罪
で
あ
る
と
判
断
し
、
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
の
ア
パ
ー
ト
で
の
三
件
の
住
居
侵
入
と
一
件
の
強
盗
に
対
す
る
以
前
の
四
つ
の
ス
ト
ラ
イ
ク
は
維
持
さ
れ
る
と
決
定
し
た
。
過
去
に
お
け
る
二
度
以
上
の

重
大

ま
た
は

暴
力
的

重
罪
で
の
有
罪
判
決
に
加
え
て
、
新
た
に
有
罪
と
さ
れ
た
重
罪
犯
人
と
し
て
、
Ｘ
は
三
振
法
の
下
で
二
五
年
の
終
身
刑
（2
5
y
e
ars
to
life
）
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
控
訴
裁
判
所
は
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
依
拠
し
て
、
本
件
量
刑
は
第
八
修
正
の
下
で
余
り
に
も
不
均
衡
で
あ
る
と
の
Ｘ
の
主
張
を
退
け
こ
れ
を
維
持
し
た
。
三
振
法
の
よ
う
な
累
犯
法
の
下
で
の
加
重
量
刑
（e
n
h
an
ce
d
se
n
te
n
ce
s
）
は
、
犯
罪
を
繰
り
返
す
犯
罪
者
を
抑
止
し
、
繰
り
返
さ
せ
な
い

正
当
な
目
的

に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
最
高
裁
は
Ｘ
の
再
審
理
の
申
立
て
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ
、
五
対
四
で
、
こ
れ
を
維
持
し
た
(
)
。
な
お
、
オ
コ
ー
ナ
裁
判
官
が
判
決
を
言
い
渡
し
、
こ
れ
に
は
レ
ン
キ
ス
ト
首
席
裁
判
官
と
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
が
全
面
的
に
参
加
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
ス
カ
ー
リ
ア
、
ト
ー
マ
ス
両
裁
判
官
は
結
論
に
同
調
し
た
た
め
、
三
振
法
は
第
八
修
正
に
違
反
し
な
い
と
す
る
点
で
法
廷
意
見
が
形
成
さ
れ
た
。
た
だ
、
七
人
の
裁
判
官
は
著
し
く
ま
た
は
極
端
な
罪
刑
の
不
均
衡
は
第
八
修
正
違
反
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
第
八
修
正
が
罪
刑
の
均
衡
原
理
を
含
む
こ
と
自
体
は
確
立
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
２
オ
コ
ー
ナ
裁
判
官
の
意
見
わ
れ
わ
れ
は
本
件
で
、
第
八
修
正
は
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
に
累
犯
重
罪
犯
人
に
対
し
、
州
法
の
三
振
法
三
振
で
ア
ウ
ト
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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（“
T
h
re
e
S
trik
e
s
an
d
Y
o
u
’re
O
u
t”
law
)
の
下
で
、
二
五
年
の
終
身
刑
を
言
い
渡
す
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
。

Ａ
三
振
法
制
定
の
沿
革
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
三
振
法
（th
re
e
strik
e
s
law
）
は
、
公
共
の
安
全
を
脅
か
す
常
習
犯
罪
者
（re
p
e
at
o
ffe
n
d
e
rs
）
の
無
害
化
お
よ
び
抑
止
（in
cap
acitatin
g
an
d
d
e
te
rrin
g
）
に
向
け
て
の
州
の
量
刑
政
策
に
お
け
る
方
向
転
換
（sh
ift
）
を
反
映
し
て
い
る
。
同
法
は
、「
重
罪
を
犯
し
、
か
つ
そ
れ
以
前
に
重
大
か
つ
（
ま
た
は
）
暴
力
的
な
重
罪
犯
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
た
者
に
対
す
る
よ
り
長
期
か
つ
よ
り
重
い
（g
re
ate
r
）
刑
罰
を
確
保
す
る
」
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
下
院
議
員
Ｂ
・
ジ
ョ
ン
ス
（B
ill
Jo
n
e
s
）
と
Ｊ
．
コ
ス
タ
（Jim
C
o
sta
）
は
一
九
九
三
年
三
月
三
日
、
九
七
一
号
法
案
こ
の
法
案
が
後
に
議
会
で
の
修
正
を
経
て
三
振
法
と
な
る
を
下
院
に
提
出
し
た
。
下
院
の
公
共
の
安
全
に
関
す
る
委
員
会
は
こ
の
法
案
を
否
決
し
た
。
こ
の
法
案
否
決
に
対
す
る
州
民
の
激
し
い
怒
り
が
一
九
九
四
年
一
一
月
の
総
選
挙
に
向
け
て
の
州
有
権
者
に
よ
る
立
法
提
案
一
八
四
（P
ro
p
o
sitio
n
1
8
4
）
の
導
火
線
と
な
っ
た
。
こ
の
立
法
提
案
一
八
四
が
流
布
中
の
一
九
九
三
年
一
〇
月
一
日
、
一
二
歳
の
少
女
ポ
リ
・
ク
ラ
ー
ス
（P
o
lly
K
laas
）
が
自
宅
か
ら
誘
拐
さ
れ
た
。
後
に
彼
女
の
殺
害
を
認
め
た
リ
チ
ャ
ー
ド
Ａ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
（R
ich
ard
A
lle
n
D
av
is
）
は
、
二
件
の
謀
殺
罪
で
の
有
罪
判
決
を
含
め
、
長
期
の
犯
罪
歴
を
有
し
て
い
た
。
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
最
近
の
宣
告
刑
（
誘
拐
、
暴
行
、
お
よ
び
住
居
侵
入
罪
で
一
六
年
の
拘
禁
刑
）
の
半
分
を
勤
め
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
も
し
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
全
刑
期
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
れ
ば
、
ク
ラ
ー
ス
が
誘
拐
さ
れ
た
日
に
は
ま
だ
刑
務
所
に
い
た
は
ず
だ
っ
た
。
ポ
リ
・
ク
ラ
ー
ス
の
殺
害
で
三
振
法
の
立
法
提
案
に
対
す
る
支
持
が
盛
り
上
が
っ
た
。
間
も
な
く
、
立
法
提
案
一
八
四
は
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
史
上
最
速
の
住
民
提
案
と
し
て
の
資
格
（q
u
alify
in
g
in
itiativ
e
）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
下
院
九
七
一
号
法
案
の
発
起
人
は
一
九
九
四
年
一
月
三
日
、
立
法
提
案
一
八
四
に
従
っ
た
修
正
法
案
を
再
び
提
出
し
た
。
こ
の
九
七
一
号
法
案
は
一
九
九
四
年
一
月
三
一
日
、
六
三
対
九
の
票
差
で
下
院
を
通
過
し
た
。
上
院
は
一
九
九
四
年
三
月
三
日
、
二
九
対
七
の
票
差
で
そ
れ
を
通
過
さ
せ
た
。
州
知
事
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（P
e
te
W
ilso
n
）
は
同
法
案
に
署
名
し
、
一
九
九
四
年
三
月
七
日
発
効
し
た
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
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有
権
者
は
一
九
九
四
年
一
一
月
八
日
、
七
二
対
二
八
の
票
差
で
立
法
提
案
一
八
四
に
賛
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
は
三
振
法
を
制
定
し
た
全
米
で
二
番
目
の
州
と
な
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
有
権
者
は
一
九
九
三
年
一
一
月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
三
振
法
で
あ
る
住
民
提
案
立
法
五
九
三
を
三
対
一
の
票
差
で
是
認
し
た
。
一
九
九
三
年
と
一
九
九
五
年
の
間
に
二
四
州
と
連
邦
政
府
が
三
振
法
を
制
定
し
た
。
三
振
法
の
内
容
は
州
毎
に
異
な
る
も
の
の
、
常
習
の
重
罪
犯
人
に
対
す
る
長
期
の
投
獄
刑
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
共
の
安
全
を
保
護
す
る
と
い
う
共
通
の
目
的
を
共
有
し
て
い
る
(
)
。
Ｂ
三
振
法
の
内
容
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
現
行
三
振
法
は
、
い
ず
れ
も

常
習
的
重
罪
犯
人
（re
p
e
at
fe
lo
n
）
の
刑
期
延
長
を
目
的
と
す
る

事
実
上
同
一
の
二
つ
の
制
定
法
（statu
to
ry
sch
e
m
e
s
）
か
ら
成
る
。
被
告
人
が
重
罪
（fe
lo
n
y
）
で
有
罪
と
さ
れ
、
か
つ
従
前
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
刑
法
典
で

重
大

ま
た
は

暴
力
的

と
定
義
さ
れ
て
い
る
重
罪
で
一
度
ま
た
は
二
度
以
上
有
罪
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
、
量
刑
は
三
振
法
に
従
っ
て
処
理
さ
れ
る
。
従
前
の
有
罪
判
決
は
起
訴
状
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
被
告
人
に
は
従
前
の
有
罪
判
決
を
合
理
的
な
疑
い
を
越
え
て
検
察
官
が
立
証
し
た
か
の
判
断
を
陪
審
に
求
め
る
権
利
が
あ
る
。
も
し
被
告
人
に

重
大

ま
た
は

暴
力
的

重
罪
事
件
で
の
有
罪
判
決
が
あ
れ
ば
、
彼
は
重
罪
事
件
に
対
し
て
科
せ
ら
れ
る
刑
期
の
二
倍
を
言
い
渡
さ
れ
る
。
被
告
人
に
二
度
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
重
罪
事
件
で
の
有
罪
判
決
が
あ
れ
ば
、
彼
は
不
定
期
の
終
身
刑
（an
in
d
e
te
rm
in
ate
life
im
p
riso
n
m
e
n
t
）
が
言
い
渡
さ
れ
る
。
三
振
法
の
下
で
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
被
告
人
は
、

現
在
の
有
罪
判
決
に
対
し
定
め
ら
れ
て
い
る
刑
期
の
三
倍
、

二
五
年
、
ま
た
は

法
律
（
刑
法
典
一
一
七
〇
条
）
の
定
め
に
従
っ
て
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
刑
期
よ
り
長
期
の

最
低
期
間
（m
in
im
u
m
te
rm
)

を
付
し
て
算
定
さ
れ
た
期
日
に
パ
ロ
ー
ル
を
求
め
る
資
格
を
有
す
る
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
法
の
下
で
は
、
若
干
の
犯
罪
は
重
罪
（fe
lo
n
ie
s
）
ま
た
は
軽
罪
（m
isd
e
m
e
an
o
rs
）
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
犯
罪
は

浮
動
犯
罪
（w
o
b
b
le
rs)

と
し
て
知
ら
れ
る
。
軽
罪
と
さ
れ
て
い
る
一
部
の
犯
罪
は
被
告
人
の
前
歴
を
理
由
に

浮
動
犯
罪

と
な
る
。
例
え
ば
、
軽
罪
で
あ
る
軽
窃
盗
（p
e
tty
th
e
ft
）
は
被
告
人
が
そ
れ
ま
で
に
一
定
の
窃
盗
関
連
犯
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罪
で
拘
禁
刑
（p
riso
n
te
rm
）
を
勤
め
た
こ
と
が
あ
れ
ば

浮
動
犯
罪

と
な
る
。
他
の
犯
罪
、
例
え
ば
、
重
窃
盗
（g
ran
d
th
e
ft
）
は
、
被
告
人
の
前
歴
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず

浮
動
犯
罪

と
な
る
。
い
ず
れ
の

浮
動
犯
罪

も
重
罪
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
と
き
に
の
み
三
振
法
の
下
で
引
き
金
と
な
る
犯
罪
（trig
g
e
rin
g
o
ffe
n
se
s
）
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
法
の
下
で
、

浮
動
犯
罪

は
重
罪
と
推
定
さ
れ
、
当
の
犯
罪
を
軽
罪
と
す
る
た
め
に

裁
量
権
が
現
に
行
使
さ
れ
る
と
き
以
外
は
依
然
重
罪
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
に
お
い
て
は
、
検
察
官
は
裁
量
権
を
行
使
し
て

浮
動
犯
罪

を
重
罪
ま
た
は
軽
罪
と
し
て
起
訴
で
き
る
。
同
様
に
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
公
判
裁
判
所
は
、
予
備
審
問
前
ま
た
は
量
刑
時
に
、
重
罪
と
し
て
起
訴
さ
れ
た

浮
動
犯
罪

を
軽
罪
に
引
き
下
げ
る
裁
量
権
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
裁
量
権
を
行
使
す
る
際
に
裁
判
所
は
、

当
の
犯
罪
の
性
質
や
状
況
、
被
告
人
の
当
の
犯
罪
の
理
解
や
そ
れ
に
対
す
る
態
度
…
…
お
よ
び
量
刑
の
一
般
的
目
的

の
よ
う
な

類
似
の
量
刑
判
断
を
指
導
す
る
諸
要
素

を
考
慮
で
き
る
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
公
判
裁
判
所
は
ま
た
、
検
察
官
に
よ
る
申
立
て
ま
た
は
職
権
で
（su
a
sp
o
n
te)
、
従
前
の

重
大

ま
た
は

暴
力
的

重
罪
で
の
有
罪
判
決
の
申
立
て
（alle
g
atio
n
s
）
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
重
罪
で
の
有
罪
判
決
の
申
立
て
を
無
効
と
す
べ
き
か
の
決
定
に
際
し
、
裁
判
所
は
、

被
告
人
の
現
在
の
重
罪
事
件
や
従
前
の
重
大
か
つ
（
ま
た
は
）
暴
力
的
重
罪
で
の
有
罪
判
決
、
そ
し
て
彼
の
背
景
、
性
格
お
よ
び
見
込
み
に
照
ら
し
、
被
告
人
は
全
面
的
な
い
し
部
分
的
に
三
振
法
の
精
神
の
外
枠
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
う
る
か
を
検
討
す
る
。
そ
れ
故
、
公
判
裁
判
所
は
、
二
つ
の
方
法
で
、
す
な
わ
ち
、
第
一
、

浮
動
犯
罪

を
軽
罪
（
軽
罪
は
三
振
法
の
引
き
金
と
な
る
犯
罪
で
は
な
い
）
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二
、
従
前
の

重
大

ま
た
は

暴
力
的

重
罪
事
件
で
の
有
罪
判
決
の
申
立
て
を
無
効
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
振
法
の
量
刑
を
回
避
で
き
る
(
)
。

Ａ
先
例
の
検
討
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
禁
止
す
る
第
八
修
正
は

非
死
刑
事
件
に
適
用
さ
れ
る


限
定
的
な
均
衡
原
理

を
含
ん
で
い
る
（
ハ
ー
メ
ル
ン
判
決
で
の
ケ
ネ
デ
ィ
同
調
意
見)
。
わ
れ
わ
れ
は
最
近
、
一
九
八
〇
年
の
ラ
ン
メ
ル
判
決
か
ら
始
ま
っ
た
一
連
の
判
例
で
刑
期
（te
rm
s
o
f
y
e
ars
）
に
適
用
さ
れ
る
均
衡
性
の
原
理
に
言
及
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
お
い
て
、
三
度
目
の
犯
罪
の
犯
罪
者
に
対
し
州
が
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
あ
る
終
身
刑
を
言
い
渡
す
こ
と
は
第
八
修
正
を
侵
害
し
な
い
と
判
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示
し
た
。
ユ
ー
イ
ン
グ
と
同
様
に
、
ラ
ン
メ
ル
は
累
犯
法
の
下
で
長
期
の
投
獄
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
ラ
ン
メ
ル
の
以
前
の
二
つ
の
犯
罪
は
、

八
〇
ド
ル
相
当
の
商
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
故
意
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
用
し
た

こ
と
に
対
す
る
重
罪
判
決
と
、

二
八
ド
ル
三
六
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
偽
造
小
切
手
を
行
使
し
た

こ
と
に
対
す
る
重
罪
有
罪
判
決
で
あ
っ
た
。
三
振
法
の
引
き
金
と
な
っ
た
彼
の
犯
罪
は
重
罪
窃
盗
一
二
〇
ド
ル
七
五
セ
ン
ト
の
詐
取
で
の
有
罪
判
決
で
あ
っ
た
。
一
九
八
二
年
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
判
決
に
お
い
て
、
被
告
人
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
譲
渡
目
的
で
の
所
持
お
よ
び
マ
リ
フ
ァ
ナ
譲
渡
で
各
二
〇
年
の
拘
禁
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
よ
う
な
刑
罰
は
合
憲
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

要
す
る
に
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
は
、
連
邦
裁
判
所
は
立
法
（
議
会
）
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
投
獄
の
刑
期
を
再
審
理
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
り
、
特
定
の
宣
告
刑
の
均
衡
性
に
対
す
る
異
議
申
立
て
が
成
功
す
る
の
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
と
い
う
命
題
に
賛
成
し
て
い
る

と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ラ
ン
メ
ル
三
年
後
の
ソ
レ
ム
判
決
に
お
い
て
、
第
八
修
正
は

七
度
の
非
暴
力
的
重
罪
犯
に
対
す
る
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
を
禁
止
し
て
い
る
と
判
示
し
た
。
ソ
レ
ム
判
決
で
三
振
法
の
引
き
金
と
な
っ
た
犯
罪
は
一
〇
〇
ド
ル
の
無
口
座
小
切
手
の
行
使
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
と
く
に
、
第
八
修
正
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
（
条
項
）
は
犯
さ
れ
た
犯
罪
と
不
均
衡
な
量
刑
を
禁
止
し
て
い
る
、
そ
し
て
憲
法
上
の
均
衡
性
の
原
理
は
当
裁
判
所
に
お
い
て
ほ
ぼ
一
世
紀
間
明
示
に
認
め
ら
れ
て
き
た

と
述
べ
た
。
ソ
レ
ム
裁
判
所
は
次
い
で
、
あ
る
量
刑
が
き
わ
め
て
不
均
衡
で
あ
る
た
め
第
八
修
正
に
違
反
す
る
か
の
判
断
に
は
三
つ
の
要
素
、
す
な
わ
ち
、
①
犯
罪
の
重
大
性
と
刑
罰
の
過
酷
性
、
②
同
一
の
法
域
で
他
の
犯
罪
者
に
科
せ
ら
れ
て
い
る
量
刑
、
③
他
の
法
域
で
の
同
一
の
犯
罪
に
科
せ
ら
れ
る
量
刑
、
が
関
連
す
る
と
説
明
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
三
要
素
を
適
用
し
て
パ
ロ
ー
ル
の
な
い
終
身
刑
を
破
棄
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
ソ
レ
ム
の
量
刑
と
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
が
あ
っ
た
ラ
ン
メ
ル
の
量
刑
と
の
相
違
を
と
く
に
指
摘
し
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
を
変
更
す
る
こ
と
を
明
示
に
退
け
た
、
す
な
わ
ち
、

わ
れ
わ
れ
の
本
日
の
結
論
は
ラ
ン
メ
ル
と
矛
盾
し
な
い
、
わ
れ
わ
れ
の
判
断
は
、
ラ
ン
メ
ル
を
含
む
当
裁
判
所
の
従
前
の
判
決
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る

と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
ソ
レ
ム
の
八
年
後
、
わ
れ
わ
れ
は
再
び
ハ
ー
メ
ル
ン
判
決
で
、
均
衡
性
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
ハ
ー
メ
ル
ン
は
累
犯
の
事
案
で
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な
く
、
六
七
二
グ
ラ
ム
の
コ
カ
イ
ン
所
持
で
有
罪
と
さ
れ
た
初
犯
で
あ
っ
た
。
彼
は
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
当
裁
判
所
の
多
数
意
見
は
、
量
刑
は
余
り
に
も
不
均
衡
で
第
八
修
正
に
反
す
る
と
の
ハ
ー
メ
ル
ン
の
主
張
を
退
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
裁
判
所
は
、
な
ぜ
ハ
ー
メ
ル
ン
の
均
衡
性
の
主
張
が
失
敗
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
そ
の
理
由
に
関
し
て
一
致
し
な
か
っ
た
。
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
は
、
レ
ン
キ
ス
ト
首
席
裁
判
官
が
加
わ
っ
た
意
見
で
、
均
衡
性
の
原
理
は
第
八
修
正
の
一
般
的
側
面
と
い
う
よ
り
は
、
死
刑
法
制
（d
e
ath
p
e
n
alty
ju
risp
ru
d
e
n
ce
）
の
一
側
面
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
れ
故
、
不
均
衡
性
の
原
理
は
死
刑
判
決
の
再
審
理
以
外
に
適
用
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
、
他
の
二
人
の
裁
判
官
の
同
意
を
得
て
、
判
決
に
同
調
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は

第
八
修
正
の
均
衡
性
の
原
理
は
非
死
刑
量
刑
に
も
適
用
さ
れ
る

こ
と
を
認
め
た
。
彼
は
次
い
で
、
均
衡
性
の
再
審
査
の
四
つ
の
原
理
立
法
の
優
位
性
、
正
当
な
刑
罰
制
度
の
多
様
性
、
連
邦
制
度
の
性
質
、
お
よ
び
均
衡
性
の
再
審
査
は
客
観
的
要
素
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
と
い
う
要
件
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
は

最
終
的
な
そ
れ
を
示
し
て
い
る

と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
八
修
正
は
犯
罪
と
量
刑
と
の
厳
格
な
均
衡
を
要
求
し
て
い
な
い
、
む
し
ろ
そ
れ
は

犯
罪
と
余
り
に
も
不
均
衡
な
（g
ro
ssly
d
isp
ro
p
o
rtio
n
ate
）
極
端
な
量
刑
だ
け
を
禁
止
し
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
同
調
意
見
は
ま
た
、
ソ
レ
ム
判
決
は
法
域
内
お
よ
び
法
域
間
の
比
較
的
分
析
を
命
じ
て
い
な
い
と
述
べ
た
。
「
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
同
調
意
見
の
中
に
純
化
し
て
い
る
（d
istille
d
）
わ
れ
わ
れ
の
判
決
に
お
け
る
均
衡
性
の
原
理
は
、
わ
れ
わ
れ
が
検
討
を
求
め
ら
れ
て
い
る
新
し
い
文
脈
で
の
第
八
修
正
の
適
用
を
指
導
す
る
(
)
。」
Ｂ
三
振
法
の
裏
付
け
長
年
に
わ
た
り
、
ほ
と
ん
ど
の
州
は
、
常
習
犯
罪
者
の
量
刑
強
化
（e
n
h
an
ce
d
se
n
te
n
cin
g
）
を
定
め
る
法
律
を
有
し
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
九
三
年
と
一
九
九
五
年
の
間
に
、
三
振
法
は
全
国
の
刑
事
量
刑
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
ブ
ラ
イ
ア
ー
裁
判
官
の
依
拠
す
る
統
計
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

三
振
法
施
行
以
前
に
は
ユ
ー
イ
ン
グ
の
よ
う
な
者
を
一
〇
年
以
上
の
拘
禁
刑
に
処
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
の
は
驚
く
こ
と
で
は
な
い
。
刑
事
量
刑
に
認
め
ら
れ
る
（
と
く
に
常
習
犯
罪
者
に
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対
す
る
）
寛
大
な
処
置
に
大
い
に
失
望
し
た
こ
と
が
三
振
法
の
可
決
に
結
び
つ
い
た
。
こ
れ
ら
の
三
振
法
は
、
公
共
の
安
全
に
最
大
の
脅
威
を
も
た
ら
す
種
類
の
犯
罪
者
、
す
な
わ
ち
職
業
犯
罪
者
（care
e
r
crim
in
als
）
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
に
関
す
る
広
汎
な
国
民
の
関
心
に
応
え
た
の
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
三
振
法
の
企
画
者
の
一
人
が
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、

三
振
法
は
単
に
量
刑
を
よ
り
厳
し
く
す
る
以
上
の
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
、
そ
れ
は
重
大
か
つ
暴
力
犯
罪
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
司
法
制
度
を
利
用
す
る
量
刑
政
策
の
創
造
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
努
力
（fo
cu
se
d
e
ffo
rt
）
の
成
果
で
あ
っ
た
。

三
振
法
を
制
定
し
た
全
国
の
立
法
府
は
、
繰
り
返
し
暴
力
的
な
犯
罪
行
動
を
行
い
、
伝
統
的
な
刑
罰
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
抑
止
で
き
な
い
者
は
公
共
の
安
全
を
保
護
す
る
た
め
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
政
策
判
断
を
し
た
の
で
あ
る
。
三
振
法
は
比
較
的
新
し
い
が
、
こ
の
よ
う
な
立
法
府
の
判
断
を
尊
重
す
る
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
伝
統
は
相
当
古
い
（lo
n
g
stan
d
in
g)
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
弁
明
（ju
stificatio
n
）
は
ご
ま
か
し
で
な
い
（n
o
p
re
te
x
t)
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
お
よ
び
全
米
に
お
け
る
常
習
犯
（re
cid
iv
ism
）
は
公
共
の
安
全
の
重
大
な
関
心
事
で
あ
り
、
最
近
の
報
告
に
よ
る
と
、
州
の
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
元
囚
人
の
お
よ
そ
六
七
％
は
、
釈
放
後
三
年
以
内
に
少
な
く
と
も
一
つ
の

重
大
な

新
し
い
犯
罪
で
起
訴
（ch
arg
e
d
）
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
ユ
ー
イ
ン
グ
の
よ
う
に
財
産
犯
罪
で
釈
放
さ
れ
た
犯
罪
者
は
、
暴
力
的
、
薬
物
、
ま
た
は
公
共
の
秩
序
違
反
を
犯
し
た
後
で
釈
放
さ
れ
た
者
よ
り
、
常
習
犯
と
な
る
確
率
が
高
い
（h
ig
h
e
r
re
cid
iv
ism
rate
s)
。
一
九
九
四
年
に
釈
放
さ
れ
た
財
産
犯
罪
者
の
お
よ
そ
七
三
％
は
三
年
以
内
に
再
び
逮
捕
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
に
対
し
、
暴
力
的
犯
罪
者
は
お
よ
そ
六
一
％
、
公
共
の
秩
序
違
反
者
は
六
二
％
、
そ
し
て
薬
物
犯
罪
者
は
六
六
％
で
あ
る
。
犯
罪
を
抑
止
す
る
州
の
利
益
も
ま
た
三
振
法
を
支
持
す
る
裏
付
け
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
早
く
か
ら
無
害
化
と
抑
止
（in
cap
acita-
tio
n
an
d
d
e
te
rre
n
ce
）
の
両
者
を
累
犯
法
（re
cid
iv
ism
statu
te
）
の
論
理
的
根
拠
と
考
え
て
き
た
。

累
犯
法
の
第
一
の
目
的
は
、
常
習
犯
罪
者
を
抑
止
す
る
こ
と
で
あ
り
、
重
罪
と
し
て
処
罰
す
る
に
足
り
る
重
大
な
刑
事
犯
罪
を
繰
り
返
し
犯
す
者
を
長
期
間
、
社
会
の
そ
の
他
の
人
々
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
の
三
振
法
成
立
四
年
後
に
は
、
新
た
に
犯
罪
を
犯
し
て
刑
務
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所
に
逆
戻
り
す
る
仮
釈
放
者
（p
aro
le
e
s
）
の
再
犯
率
（re
cid
iv
ism
rate
）
は
ほ
ぼ
二
五
％
に
下
落
し
た
。
さ
ら
に
劇
的
な
の
は
、
三
振
法
の
意
図
せ
ざ
る
積
極
的
な
効
果
で
あ
る
が
、
州
を
立
ち
去
る
仮
釈
放
者
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
仮
釈
放
者
は
他
の
法
域
か
ら
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
に
入
り
込
む
仮
釈
放
者
よ
り
も
多
く
州
外
に
立
ち
去
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
顕
著
な
変
化
（strik
in
g
tu
rn
aro
u
n
d
）
は
一
九
九
四
年
に
始
ま
っ
た
。
州
に
入
り
込
む
仮
釈
放
者
よ
り
も
、
州
を
立
ち
去
る
仮
釈
放
者
が
増
え
た
の
は
、
一
九
七
六
年
以
降
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
一
九
九
七
年
に
お
い
て
も
継
続
し
て
お
り
、
差
し
引
き
す
る
と
正
味
（n
e
t
）
一
千
人
以
上
の
仮
釈
放
者
が
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
を
立
ち
去
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
確
か
に
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
三
振
法
は
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
批
判
者
は
三
振
法
の
賢
明
さ
（w
isd
o
m
)
、
費
用
効
果
、
お
よ
び
目
的
達
成
へ
の
有
効
性
を
疑
問
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
当
然
、
刑
事
量
刑
の
基
礎
に
あ
る
困
難
な
政
策
決
定
を
す
る
こ
と
に
第
一
次
的
責
任
を
有
す
る
立
法
府
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
決
定
を
後
知
恵
で
批
判
す
る
（se
co
n
d
g
u
e
ss)

超
立
法
府

と
し
て
こ
の
法
廷
に
座
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
反
覆
重
罪
犯
人
へ
の
劇
的
な
加
重
量
刑
は

何
ら
か
の
重
要
な
方
法
で
そ
の
刑
事
司
法
制
度
の
目
的
を
達
成
す
る

と
考
え
る
合
理
的
根
拠
が
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
に
あ
る
と
す
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
(
)
。

本
件
へ
の
適
用
以
上
を
背
景
に
し
て
、
三
振
法
に
よ
る
二
五
年
の
終
身
刑
の
言
い
渡
し
は

三
本
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
万
引
き

し
た
犯
罪
に
対
し
て
は
憲
法
上
不
均
衡
で
あ
る
と
の
ユ
ー
イ
ン
グ
の
主
張
を
検
討
し
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
刑
罰
の
過
酷
性
（h
arsh
n
e
ss
）
と
犯
罪
の
重
大
性
（g
rav
ity
）
と
の
比
較
の
問
題
を
取
り
扱
う
。
ま
ず
最
初
に
、
Ｘ
は
本
件
争
点
を
不
正
確
に
組
み
立
て
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
彼
の
犯
罪
の
重
大
性
は
単
に

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
三
本
の
万
引
き

で
は
な
か
っ
た
。
Ｘ
は
従
前
少
な
く
と
も
二
度
の

暴
力
的

ま
た
は

重
大
な

重
罪
犯
罪
で
有
罪
の
言
い
渡
し
を
受
け
た
後
で
、
お
よ
そ
一
万
二
千
ド
ル
の
価
値
あ
る
商
品
を
窃
取
し
た
重
罪
重
窃
盗
で
有
罪
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
Ｘ
の
本
件
窃
盗
は
軽
々
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
Ｘ
の
犯
罪
は
、
Ｘ
が
犯
し
う
る
最
も
受
動
的
な
重
罪
の
一
つ
で
は
な
い
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
最
高
裁
は
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刑
罰
の
均
衡
再
審
理
の
文
脈
に
お
い
て
、
重
窃
盗
の

重
大
性
（se
rio
u
sn
e
ss)

を
指
摘
し
て
い
る
。
一
万
二
千
ド
ル
の
財
産
窃
取
は
連
邦
法
お
よ
び
大
多
数
の
州
法
の
下
で
重
罪
（fe
lo
n
y
）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
重
窃
盗
は
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
法
の
下
で

浮
動
犯
罪

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
な
い
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
裁
判
所
は
、
重
罪
重
窃
盗
の
起
訴
を
軽
罪
に
引
き
下
げ
る
裁
量
権
を
有
し
て
い
る
が
、

公
判
裁
判
所
が
軽
罪
の
量
刑
を
科
さ
な
い
限
り
、
そ
の
時
ま
で

あ
ら
ゆ
る
意
味
で
依
然
重
罪
で
あ
る
。
公
判
裁
判
所
は
正
し
く
そ
の
裁
量
権
を
行
使
し
て
、
Ｘ
の
長
期
の
犯
罪
歴
に
照
ら
し
、
そ
の
よ
う
な
寛
大
な
処
置
を
拡
大
し
な
か
っ
た
。
Ｘ
の
犯
罪
の
重
大
性
を
量
る
際
に
、
そ
の
秤
の
上
に
彼
の
現
在
の
重
罪
事
件
だ
け
で
な
く
、
彼
の
長
期
に
わ
た
り
繰
り
返
さ
れ
た
重
罪
事
件
を
も
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
振
法
の
定
め
る
量
刑
を
科
す
際
の
州
の
利
益
は
、
単
に
有
罪
犯
罪
者
を
処
罰
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

反
復
的
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
社
会
の
規
範
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
た
者
に
対
し
よ
り
厳
し
い
方
法
で
対
処
す
る

こ
と
に
あ
る
。
Ｘ
の
量
刑
は
、
常
習
者
で
あ
る
重
罪
犯
人
の
無
害
化
お
よ
び
抑
止
に
お
け
る
州
の
公
共
の
安
全
の
利
益
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
、
そ
し
て
彼
自
身
の
長
期
に
及
ぶ
重
大
な
犯
罪
歴
に
お
い
て
十
分
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
Ｘ
は
多
数
の
軽
罪
お
よ
び
重
罪
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
、
九
度
に
わ
た
り
各
別
の
拘
禁
刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
そ
し
て
保
護
観
察
な
い
し
パ
ロ
ー
ル
中
（p
ro
b
atio
n
o
r
p
aro
le
）
に
本
件
犯
罪
を
犯
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
従
前
の

ス
ト
ラ
イ
ク

は
強
盗
や
三
件
の
住
居
侵
入
窃
盗
を
含
む
重
大
な
重
罪
事
件
で
あ
っ
た
。
確
か
に
Ｘ
の
量
刑
は
長
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
重
大
ま
た
は
暴
力
的
重
罪
犯
罪
を
犯
し
、
か
つ
重
罪
犯
罪
を
犯
し
続
け
る
者
は
無
害
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
合
理
的
な
立
法
府
の
判
断
を
反
映
し
て
い
る
。
Ｘ
の
行
為
は

犯
さ
れ
た
犯
罪
と
科
せ
ら
れ
た
量
刑
と
を
比
較
す
る
だ
け
で
（a
th
re
sh
o
u
ld
co
m
p
ariso
n
）
著
し
い
不
均
衡
が
推
測
さ
れ
る
稀
有
な
事
案
（th
e
rare
case)

で
は
な
い
。
三
振
法
の
下
で
科
せ
ら
れ
た
ユ
ー
イ
ン
グ
の
二
五
年
間
パ
ロ
ー
ル
の
な
い
終
身
刑
の
量
刑
は
著
し
く
不
均
衡
で
は
な
い
、
そ
れ
故
、
第
八
修
正
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
に
違
反
し
な
い
(
)
。
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３ス
テ
ィ
ヴ
ン
ズ
裁
判
官
の
反
対
意
見
ブ
ラ
イ
ア
裁
判
官
は
、
な
ぜ
本
件
量
刑
が
残
虐
で
異
常
で
あ
る
か
を
説
得
的
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
同
調
意
見
を
別
途
書
い
た
の
は
、
均
衡
審
査
は
裁
判
所
が
適
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
第
八
修
正
の
要
求
で
も
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。
第
八
修
正
は
明
確
に

過
度
の
（e
x
ce
ssiv
e)

制
裁
を
禁
止
し
て
い
る
。
当
裁
判
所
は
同
修
正
の
文
言
に
忠
実
に
、
罰
金
そ
の
他
死
刑
を
含
む
刑
罰
方
法
の
均
衡
性
を
決
定
す
る
際
に
最
良
の
判
断
を
す
る
こ
と
を
憲
法
は
裁
判
官
に
命
じ
て
い
る
と
判
示
し
て
き
た
。
第
八
修
正
は
保
釈
金
や
罰
金
の
文
脈
に
お
い
て
は
均
衡
性
の
審
査
を
す
る
が
、
拘
禁
刑
の
よ
う
な
そ
の
他
の
刑
罰
の
文
脈
に
お
い
て
は
そ
う
で
な
い
と
考
え
る
の
は
、
ま
こ
と
に
奇
妙
（an
o
m
alo
u
s
）
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
第
八
修
正
は
幅
広
く
過
度
の
制
裁
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
刑
罰
方
法
の
均
衡
性
を
評
価
す
る
際
に
分
別
あ
る
判
断
を
す
る
こ
と
を
裁
判
官
に
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
初
歩
的
ル
ー
ル
（b
lack
-le
tte
r
ru
le
）
が
欠
け
て
い
て
も
、
第
八
修
正
が
課
し
て
い
る
量
刑
枠
組
の
外
枠
の
限
界
を
解
釈
す
る
際
に
裁
判
官
が
裁
量
権
を
行
使
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
裁
判
官
は
常
に

種
々
の
文
脈
下
で
線
引
き
を
し
、
か
つ
憲
法
の
広
汎
な
文
言
の
保
護
に
意
味
を
与
え
る
判
断
を
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
懲
罰
的
損
害
額
（p
u
n
itiv
e
d
am
ag
e
s
aw
ard
s
）
の
合
憲
性
を
評
価
す
る
際
に
均
衡
性
の
審
査
を
す
る
こ
と
を
裁
判
官
に
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、
第
六
修
正
は
刑
事
被
告
人
に
迅
速
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
が
、
裁
判
官
は
特
定
の
遅
延
が
憲
法
上
許
さ
れ
る
か
を
各
事
案
毎
に
判
断
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
合
衆
国
の
歴
史
を
通
じ
て
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
き
わ
め
て
一
般
的
（p
re
v
ale
n
t
）
に
な
る
前
連
邦
お
よ
び
州
の
公
判
裁
判
官
は
、
広
範
囲
に
制
約
な
き
裁
量
を
裁
判
官
に
与
え
て
き
た
判
例
（au
th
o
rity
）
に
従
っ
て
一
定
の
量
刑
を
科
し
て
き
た
。

共
和
国
の
当
初
か
ら
、
連
邦
の
裁
判
官
は
広
汎
な
量
刑
裁
量
を
付
与
さ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
、
一
年
か
ら
終
身
刑
に
至
る
量
刑
の
幅
を
認
め
て
い
る
制
定
法
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

武
装
強
盗
犯
罪
は
終
身
刑
ま
た
は
い
か
な
る
刑
期
に
よ
っ
て
も
処
罰
さ
れ
う
る
。

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量
を
行
使
す
る
際
に
量
刑
裁
判
官
は
賢
明
に
も
均
衡
性
の
原
理
を
採
用
し
、
刑
罰
に
対
す
る
す
べ
て
の
正
当
化
理
由
す
な
わ
ち
、
抑
止
、
無
害
化
、
応
報
、
お
よ
び
社
会
復
帰
を
考
慮
し
て
き
た
。
同
様
に
、
第
八
修
正
の

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

の
禁
止
は
、
刑
事
制
裁
に
対
す
る
正
当
化
理
由
の
す
べ
て
を
考
慮
す
る
広
汎
な
均
衡
性
の
原
理
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
広
汎
な
均
衡
原
理
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
例
え
ば
、
時
間
超
過
の
駐
車
に
対
す
る
終
身
刑
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
で
き
な
い
の
で
あ
る
(
)
。
４
ブ
ラ
イ
ア
裁
判
官
の
反
対
意
見
本
件
で
の
憲
法
問
題
は
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
に
よ
っ
て
常
習
犯
罪
者
ユ
ー
イ
ン
グ
に
科
せ
ら
れ
た

三
振
法

に
よ
る
量
刑
が
そ
の
犯
罪
に
対
し
著
し
く
不
均
衡
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
量
刑
は
少
な
く
と
も
二
五
年
間
の
現
実
の
拘
禁
刑
（a
re
al
p
riso
n
te
rm
）
で
あ
り
、
そ
の
引
き
金
と
な
っ
た
犯
罪
行
為
は
総
価
格
一
、
一
九
七
ド
ル
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
三
本
の
窃
取
か
ら
成
る
。
こ
の
犯
罪
者
に
は
、
三
度
の
各
別
の
住
居
侵
入
（
一
件
は
武
装
し
て
い
た
）
に
由
来
す
る
四
度
の
重
罪
有
罪
判
決
を
含
む
犯
罪
歴
が
あ
る
。
ソ
レ
ム
判
決
に
お
い
て
当
裁
判
所
は
、
こ
れ
よ
り
幾
分
重
大
で
な
い
犯
罪
行
為
が
引
き
金
と
な
っ
て
常
習
犯
罪
者
に
科
せ
ら
れ
た
幾
分
厳
し
く
な
い
や
や
長
い
刑
期
を
著
し
く
不
均
衡
で
あ
る
と
認
め
た
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
相
違
は
決
定
的
で
な
い
の
で
、
当
裁
判
所
は
本
件
で
も
こ
れ
と
同
一
の
最
終
的
結
論
を
下
す
べ
き
で
あ
る
。

当
裁
判
所
の
先
例
は
、
Ｘ
の
主
張
を
分
析
す
る
枠
組
を
提
供
し
て
い
る
。
第
八
修
正
は

著
し
く
不
均
衡

な
拘
禁
刑
（
刑
期
を
含
む
）
を

残
虐
で
異
常
な
刑
罰

と
し
て
禁
止
し
て
い
る
。

著
し
い
不
均
衡

の
原
理
を
適
用
す
る
際
に
裁
判
所
は
、

ま
ず
第
一
に
立
法
府

が
刑
罰
の
苛
酷
性
の
相
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
に
留
意
し
、
そ
れ
故
、
そ
の
よ
う
な
立
法
判
断
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
が
こ
れ
ら
の
立
法
判
断
を
適
切
に
尊
重
す
れ
ば
、
量
刑
が
こ
の
基
準
に
合
わ
な
い
の
は
稀
な
事
案
に
限
ら
れ
る
（o
n
ly
in
rare
in
stan
ce
s
）
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
裁
判
所
は
、
量
刑
が

著
し
く
不
均
衡

で
あ
る
と
の
主
張
を
退
け
る
前
に
、
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
比
較
分
析

の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
の
は
ご
く
稀
な
事
案
に
（rare
ly
）
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。（
ハ
ー
メ
ル
ン
判
決
で
の
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
同
調
意
見)
。
多
数
意
見
は
、
ハ
ー
メ
ル
ン
判
決
で
の
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
分
析
枠
組
を
適
用
し
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
当
面
の
問
題
と
し
て
、
こ
れ
に
従
っ
て
Ｘ
の
第
八
修
正
違
反
の
主
張
を
検
討
し
て
お
く
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
満
た
す
に
は
、

著
し
く
不
均
衡

の
主
張
に
直
面
し
た
裁
判
所
は
、
ま
ず
最
初
に

犯
さ
れ
た
犯
罪
と
科
せ
ら
れ
た
量
刑
と
の
識
閾
比
較
（a
th
re
sh
o
u
ld
co
m
p
ariso
n)

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
主
張
が
こ
の
識
閾
を
越
え
る
そ
の
こ
と
自
体
稀
な
出
来
事
で
あ
る
と
、
次
い
で
裁
判
所
は
、
問
題
の
量
刑
と
同
一
法
域
ま
た
は
そ
の
他
の
法
域
で

他
の
犯
罪
に
科
せ
ら
れ
て
い
る

量
刑
と
を
比
較
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
比
較
分
析
は
、
あ
る
量
刑
が
犯
罪
に
対
し
著
し
く
不
均
衡
で
あ
る
と
の
当
初
の
判
断
を

有
効

ま
た
は

無
効

と
す
る
。
わ
た
く
し
は
、
当
裁
判
所
が

稀
有
（rare)

と
い
う
言
葉
を
度
々
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
に
内
在
す
る
警
告
を
是
認
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
は

稀
有

な
事
案
裁
判
所
が
合
理
的
確
信
を
持
っ
て
、
当
の
刑
罰
は
犯
罪
と

著
し
く
不
均
衡

で
あ
る
と
い
え
る
事
案
で
あ
る
と
信
じ
る
(
)
。

Ｘ
の
主
張
は
著
し
く
不
均
衡
の
識
閾
（g
ro
ss
d
isp
ro
p
o
rtio
n
ality
“
th
re
sh
o
ld
”
）
を
越
え
て
い
る
。
第
一
、
先
例
に
よ
れ
ば
、
Ｘ
の
量
刑
は
重
大
な
不
均
衡
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
Ｘ
は
常
習
犯
罪
者
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
件
争
点
に
直
接
関
連
す
る
先
例
は
当
裁
判
所
が
常
習
犯
罪
者
の
量
刑
の
合
憲
性
を
判
断
し
た
二
判
例
、
す
な
わ
ち
ラ
ン
メ
ル
判
決
と
ソ
レ
ム
判
決
で
あ
る
。
Ｘ
の
主
張
は
こ
れ
ら
二
判
決
の
狭
間
に
あ
る
。
Ｘ
の
主
張
は
、
当
裁
判
所
が
常
習
犯
罪
者
の
量
刑
を
合
憲
と
し
て
支
持
し
た
ラ
ン
メ
ル
判
決
で
申
し
立
て
ら
れ
た
主
張
よ
り
強
い
、
そ
し
て
当
裁
判
所
が
常
習
犯
罪
者
の
量
刑
を
違
憲
で
あ
る
と
し
て
退
け
た
ソ
レ
ム
判
決
で
申
し
立
て
ら
れ
た
主
張
よ
り
弱
い
。
量
刑
に
か
か
わ
る
三
要
素
が
有
意
味
な
比
較
範
囲
（re
le
v
an
t
co
m
p
arativ
e
sp
e
ctru
m
）
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、

実
時
間
で
の
刑
期
の
長
さ
、
す
な
わ
ち
犯
罪
者
が
実
際
に
刑
務
所
で
過
ご
す
時
間
、

量
刑
の
引
き
金
と
な
っ
た
犯
罪
行
為
、
す
な
わ
ち
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犯
罪
者
の
実
際
の
行
動
ま
た
は
そ
の
犯
罪
に
か
か
わ
る
状
況
、
お
よ
び

犯
罪
者
の
犯
罪
歴
で
あ
る
。
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
お
い
て
当
裁
判
所
は
、

一
〇
年
か
ら
一
二
年
以
内
に
パ
ロ
ー
ル
が
利
用
可
能
な
終
身
刑
を
合
憲
と
し
た
、

詐
欺
に
よ
る
一
二
〇
ド
ル
獲
得
の
犯
罪
に
対
し
、

二
度
の
重
罪
有
罪
判
決
（
小
額
の
金
銭
に
か
か
わ
る
）
の
前
歴
あ
る
犯
罪
者
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ソ
レ
ム
判
決
に
お
い
て
当
裁
判
所
は
、

パ
ロ
ー
ル
の
な
い
終
身
刑
を
違
憲
と
判
示
し
た
、

一
〇
〇
ド
ル
の
無
口
座
小
切
手
を
振
り
出
し
た
犯
罪
で
、

六
度
の
重
罪
有
罪
判
決
（
三
度
の
住
居
侵
入
罪
を
含
む
）
の
前
歴
あ
る
犯
罪
者
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
比
較
要
素
の
中
の
ど
れ
が
憲
法
上
の
相
違
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
三
の
要
素
で
あ
る
前
歴
は
、
相
違
を
説
明
で
き
な
い
。
犯
罪
者
の
前
歴
は
、
当
裁
判
所
が
量
刑
が
長
す
ぎ
る
と
認
め
た
ソ
レ
ム
判
決
に
お
け
る
方
が
、
当
裁
判
所
が
量
刑
を
維
持
し
た
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
お
け
る
よ
り
も
悪
質
（w
o
rse
）
で
あ
っ
た
。
第
二
の
要
素
で
あ
る
犯
罪
行
為
は
、
憲
法
上
の
相
違
を
説
明
で
き
な
い
。
三
振
法
の
引
き
金
と
な
っ
た
犯
罪
の
性
質
は
現
実
の
金
銭
損
失
か
ら
眺
め
る
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
。
結
果
の
相
違
を
説
明
す
る
決
定
的
要
素
は
、
実
時
間
で
測
っ
た
刑
期
の
長
さ
で
あ
る
。
当
裁
判
所
が
そ
の
量
刑
を
支
持
し
た
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
お
い
て
、
州
の
量
刑
法
は
犯
罪
者
ラ
ン
メ
ル
に
対
し
一
〇
年
な
い
し
一
二
年
後
の
パ
ロ
ー
ル
を
是
認
し
て
い
た
。
当
裁
判
所
が
そ
の
量
刑
を
破
棄
し
た
ソ
レ
ム
判
決
に
お
い
て
、
そ
の
量
刑
は
犯
罪
者
ヘ
ル
ム
に
対
し
人
生
の
残
り
を
刑
務
所
で
過
ご
す
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
(
)
。
さ
て
、
本
件
を
検
討
し
よ
う
。
第
三
の
要
素
で
あ
る
犯
罪
者
の
特
色
（o
ffe
n
d
e
r
ch
aracte
ristics)
す
な
わ
ち
前
歴
は
、
本
件
と
ソ
レ
ム
判
決
と
に
相
違
は
な
い
。
第
二
の
要
素
で
あ
る
犯
罪
行
為
（o
ffe
n
se
b
e
h
av
io
r
）
は
、
ソ
レ
ム
に
お
け
る
よ
り
も
悪
い
が
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
本
件
で
の
現
実
の
行
為
そ
れ
自
体
（
万
引
き
）
が
ソ
レ
ム
判
決
（
不
正
小
切
手
行
使
）
ま
た
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
（
金
銭
詐
取
）
で
の
争
点
と
相
当
異
な
る
と
い
う
の
は
難
し
い
。
む
し
ろ
相
違
は
獲
得
さ
れ
た
商
品
（g
o
o
d
s
）
の
価
格
に
あ
る
。
し
か
し
、
価
格
の
相
違
は
、
最
も
関
連
性
あ
る
被
害
者
の
損
失
（
す
な
わ
ち
卸
売
価
格)
、
お
よ
び
関
連
性
は
な
い
が
、
そ
の
後
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
フ
レ
を
考
慮
し
て
計
算
す
る
と
、
か
な
り
小
さ
く
な
る
。
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現
実
の
刑
期
の
長
さ
ソ
レ
ム
、
ラ
ン
メ
ル
両
判
決
で
の
決
定
的
要
素
の
相
違
が
重
要
で
あ
る
。
本
件
で
の
Ｘ
の
量
刑
は
、
現
実
の
刑
期
で
パ
ロ
ー
ル
な
し
の
二
五
年
に
な
る
。
こ
の
量
刑
は
実
時
間
で
、
ソ
レ
ム
判
決
で
の
ヘ
ル
ム
の
終
身
刑
の
量
刑
よ
り
か
な
り
短
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｘ
の
刑
期
は
、
実
時
間
で
少
な
く
と
も
一
〇
年
な
い
し
一
二
年
に
な
る
ラ
ン
メ
ル
の
刑
期
の
二
倍
以
上
で
あ
る
。
Ｘ
の
量
刑
は
、
ラ
ン
メ
ル
と
は
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
犯
罪
者
に
残
さ
れ
て
い
る
生
産
年
齢
（th
e
p
ro
d
u
ctiv
e
re
m
ain
-
d
e
r
）
を
完
全
に
使
い
切
ら
せ
る
ほ
ど
の
長
期
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
判
決
言
い
渡
し
時
に
三
八
歳
で
重
病
で
あ
っ
た
Ｘ
自
身
は
刑
務
所
で
死
亡
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
要
す
る
に
、
現
実
の
刑
期
の
長
さ
ソ
レ
ム
判
決
と
ラ
ン
メ
ル
判
決
の
結
論
の
相
違
を
説
明
す
る
要
素
を
見
る
と
、
Ｘ
は
ラ
ン
メ
ル
よ
り
も
ソ
レ
ム
に
近
い
こ
と
に
な
る
。
総
合
的
に
比
較
す
る
と
、
Ｘ
の
量
刑
は
ソ
レ
ム
、
ラ
ン
メ
ル
両
判
決
の
境
界
不
分
明
の
領
域
（tw
ilig
h
t
zo
n
e
）
に
あ
る
。
第
二
、
Ｘ
の
量
刑
は
常
習
犯
罪
者
に
対
し
利
用
可
能
な
最
も
厳
し
い
刑
罰
の
一
つ
で
あ
る
。
年
間
三
〇
〇
億
ド
ル
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
万
引
き
の
重
大
性
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
Ｘ
の
行
為
を
当
裁
判
所
が
ソ
レ
ム
判
決
で
言
及
し
た
諸
要
素
す
な
わ
ち
、

被
害
者
ま
た
は
社
会
に
与
え
た
害


犯
罪
の
絶
対
的
重
大
性
、
お
よ
び
犯
罪
者
の

有
責
性

に
照
ら
し
考
え
る
と
、
本
件
で
の
量
刑
の
引
き
金
と
な
っ
た
犯
罪
は
犯
罪
行
為
の
規
模
と
し
て
は
そ
の
底
辺
に
位
置
す
る
。
第
三
、
若
干
の
客
観
的
証
拠
に
よ
れ
ば
、
経
験
に
富
む
裁
判
官
は
、
Ｘ
の
量
刑
を
不
均
衡
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
合
衆
国
量
刑
委
員
会
は
、
裁
判
官
が
連
邦
の
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
現
実
に
犯
罪
者
に
ど
の
よ
う
な
量
刑
を
科
し
て
い
る
か
の
調
査
に
基
づ
き
、
常
習
犯
罪
者
に
対
す
る
長
期
刑
の
引
き
金
と
な
る
犯
罪
の
中
に
万
引
き
（
ま
た
は
類
似
の
窃
盗
関
連
犯
罪
）
を
含
め
て
い
な
い
し
、
連
邦
議
会
も
そ
の
よ
う
な
犯
罪
を
引
き
金
と
な
る
犯
罪
に
含
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
Ｘ
の
主
張
が
説
得
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
主
張
は

識
閾

テ
ス
ト
を
パ
ス
た
に
違
い
な
い
（m
u
st)
。
そ
う
で
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
テ
ス
ト
に
は
ど
の
よ
う
な
効
用
が
あ
る
こ
と
に
な
(桃山法学 第７号 ’06)
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の
で
あ
ろ
う
か
（W
h
at
w
o
u
ld
b
e
th
e
fu
n
ctio
n)
。
い
か
に
説
得
的
で
あ
っ
て
も
憲
法
上
無
効
と
の
主
張
を
す
べ
て
妨
げ
る
識
閾
テ
ス
ト
は
、「
識
閾
（th
re
sh
o
ld
）
テ
ス
ト
で
は
な
く
確
定
的
（d
e
te
rm
in
ativ
e
）
テ
ス
ト
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
高
度
に
関
連
性
あ
る
情
報
、
す
な
わ
ち
、
他
の
量
刑
と
の
比
較
を
全
く
考
慮
し
な
い
確
定
的
テ
ス
ト
と
な
ろ
う
。」
量
刑
の
比
較
は
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
、
比
較
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
均
衡
性
の
審
査
に
客
観
的
内
容
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
識
閾
テ
ス
ト
は
憲
法
評
価
を
き
わ
め
て
主
観
的
に
す
る
。
む
ろ
ん
、
識
閾
テ
ス
ト
を
そ
の
よ
う
に
変
え
る
こ
と
は
当
裁
判
所
の
従
前
の
先
例
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
(
)
。

Ｘ
の
主
張
は
き
わ
め
て
説
得
的
で
あ
り
、
十
分
に
識
閾
を
通
過
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
次
に
比
較
分
析
に
移
る
。
Ｘ
の
量
刑
と
他
の
量
刑
と
の
比
較
に
は
、
二
つ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
必
要
と
す
る
。
第
一
、
他
の
法
域
（
ま
た
は
三
振
法
が
な
か
っ
た
と
き
の
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
）
は
同
一
の
犯
罪
行
為
を
ど
の
よ
う
に
処
罰
し
て
い
る
の
か
。
第
二
、
他
の
法
域
（
ま
た
は
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
）
は
、
他
の
ど
の
よ
う
な
行
為
に
関
し
同
一
の
刑
期
を
科
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
仮
定
的
な
刑
罰
は
的
を
外
れ
て
い
る
の
で
、
比
較
対
象
と
し
て
関
連
あ
る
刑
期
は
、
現
実
の
刑
期
、
す
な
わ
ち
犯
罪
者
が
現
に
勤
め
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
月
で
あ
る
。
量
刑
法
は
現
実
の
刑
期
に
ほ
と
ん
ど
光
を
当
て
な
い
。
量
刑
法
は
通
常
、
最
高
刑
を
定
め
、
量
刑
裁
判
官
に
広
汎
な
範
囲
内
で
現
実
の
量
刑
を
選
択
す
る
裁
量
を
与
え
て
お
り
、
そ
し
て
多
く
の
州
は
パ
ロ
ー
ル
等
の
制
度
を
定
め
、
例
え
ば
、
三
分
の
一
程
度
を
勤
め
上
げ
る
と
仮
釈
放
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
故
、
制
定
法
上
の
最
高
刑
は
稀
に
し
か
科
せ
ら
れ
な
い
量
刑
で
あ
り
、
科
せ
ら
れ
た
量
刑
は
稀
に
し
か
勤
め
上
げ
ら
れ
な
い
量
刑
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
に
関
し
て
は
、
次
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
第
一
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
と
一
九
九
四
年
（
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
の
三
振
法
が
制
定
さ
れ
た
年
）
ま
で
の
間
に
、
Ｘ
の
よ
う
な
者
は
誰
一
人
と
し
て
一
〇
年
以
上
の
拘
禁
刑
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
、
Ｘ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
犯
罪
者
の
最
高
刑
は
四
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
常
習
犯
罪
者
（h
ab
itu
al
o
ffe
n
d
e
rs
）
法
は
重
窃
盗
に
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
犯
罪
者
が
現
実
に
勤
め
る
期
間
は
一
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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年
以
下
で
あ
っ
た
。
統
計
に
よ
る
と
、
重
窃
盗
（
車
窃
盗
を
除
く
）
の
現
実
の
収
容
期
間
は
お
よ
そ
二
年
で
、
同
判
決
で
有
罪
と
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
九
〇
％
は
三
、
四
年
以
下
し
か
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
、
統
計
に
よ
れ
ば
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
で
同
時
期
に
有
罪
と
さ
れ
た
す
べ
て
の
常
習
者
は
Ｘ
の
刑
期
の
一
小
部
分
（a
sm
all
fractio
n
）
し
か
勤
め
上
げ
て
い
な
い
。
平
均
し
て
、
常
習
者
は
三
、
四
年
多
く
刑
を
科
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
九
〇
％
が
現
実
に
勤
め
上
げ
る
期
間
は
七
、
八
年
以
下
で
あ
る
。
第
三
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
は
、
Ｘ
タ
イ
プ
の
量
刑
、
す
な
わ
ち
二
五
年
の
拘
禁
刑
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
Ｘ
の
犯
罪
よ
り
も
は
る
か
に
悪
質
な
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
に
対
し
て
で
あ
る
。
他
の
法
域
に
関
し
て
は
、
次
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
拘
束
さ
れ
る
合
衆
国
は
、
Ｘ
の
よ
う
な
常
習
者
に
対
し
、
通
常
は
、
一
八
月
未
満
の
拘
禁
刑
を
科
し
て
い
る
。
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
謀
殺
、
航
空
機
乗
っ
取
り
（air
p
iracy)
、
二
〇
ポ
ン
ド
以
上
の
ヘ
ロ
イ
ン
に
か
か
わ
る
薬
物
犯
罪
、
一
〇
〇
万
ド
ル
以
上
の
加
重
窃
盗
、
そ
の
他
類
似
の
犯
罪
を
犯
し
た
常
習
者
に
対
し
、
Ｘ
タ
イ
プ
の
量
刑
を
保
持
し
て
い
る
。
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
ま
た
、
例
え
ば
、
火
器
を
用
い
た
加
重
暴
行
、
五
百
万
ド
ル
以
上
に
か
か
わ
る
住
居
侵
入
、
少
な
く
と
も
一
ポ
ン
ド
以
上
の
コ
カ
イ
ン
に
か
か
わ
る
薬
物
犯
罪
、
そ
の
他
類
似
の
犯
罪
を
犯
し
た
常
習
者
に
対
し
、
実
質
一
〇
年
の
拘
禁
刑
Ｘ
の
量
刑
の
四
〇
％
以
下
を
科
し
て
い
る
。
重
窃
盗
は
三
振
法
の
引
き
金
と
な
る
犯
罪
と
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
Ｘ
は
連
邦
法
上
の

三
振
法

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
三
州
の
例
外
を
除
き
他
州
で
の
Ｘ
タ
イ
プ
の
犯
罪
者
に
対
す
る
実
際
の
刑
期
に
関
す
る
情
報
は
な
い
が
、
三
三
州
で
は
、
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
と
同
様
に
一
〇
年
以
上
、
四
州
で
は
一
五
年
以
上
、
さ
ら
に
四
州
で
は
二
〇
年
以
上
の
刑
を
Ｘ
タ
イ
プ
の
犯
罪
者
に
科
す
こ
と
は
法
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
残
り
九
州
で
は
、
二
五
年
以
上
の
刑
を
言
い
渡
す
こ
と
は
法
律
上
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
五
州
は
そ
の
よ
う
な
長
期
の
刑
期
を
科
す
量
刑
裁
判
官
の
権
限
を
制
限
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
他
の
法
域
お
よ
び
（
他
の
時
期
の
）
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
に
お
け
る
量
刑
実
務
を
比
較
す
る
と
、
当
初
に
示
唆
し
た
こ
と
が
正
し
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
三
振
法
の
文
脈
を
除
く
と
、
Ｘ
の
刑
は
彼
の
有
罪
犯
罪
に
対
す
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過
酷
性
に
お
い
て
事
実
上
無
類
（v
irtu
ally
u
n
iq
u
e
）
で
あ
る
(
)
。

こ
れ
で
問
題
が
終
了
し
た
の
で
は
な
い
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
は
三
振
法
に
従
っ
て
Ｘ
に
刑
を
言
い
渡
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
法
律
は
常
習
犯
罪
者
に
厳
し
い
刑
罰
を
科
す
慎
重
な
努
力
の
結
果
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
三
振
法
の
ポ
リ
シ
ー
に
か
か
わ
る
特
別
な
刑
事
司
法
の
関
心
事
が
あ
り
、
そ
の
た
め
三
振
法
が
な
け
れ
ば
Ｘ
の
量
刑
は
不
均
衡
に
苛
酷
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
と
し
て
も
、
Ｘ
の
窃
盗
を
三
振
法
の
引
き
金
と
す
る
犯
罪
行
為
の
中
に
含
め
る
こ
と
は
正
当
化
で
き
る
か
の
検
討
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
量
刑
を
正
当
化
し
う
る
特
別
な
刑
事
司
法
の
関
心
事
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｘ
の
窃
盗
を
三
振
法
の
枠
内
に
収
め
る
最
も
明
白
な
潜
在
的
正
当
化
理
由
は
行
政
的
（ad
m
in
istrativ
e
）
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
は
、

三
振
法

の
引
き
金
と
な
る
行
為
と
引
き
金
と
は
な
ら
な
い
行
為
と
の
間
に
何
ら
か
の
線
を
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
線
を
ど
こ
か
に
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
実
は
、
ど
こ
か
に
引
か
れ
た
線
を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。

同
法
の
行
政
的
目
的
は
重
大
犯
罪
と
重
大
で
な
い
犯
罪
と
を
区
別
す
る
こ
と
に
あ
ろ
う
が
、
同
法
は
か
か
る
仕
事
を
十
分
に
果
た
し
て
い
な
い
。
同
法
が
引
い
た
行
政
上
の
線
は

重
罪
（fe
lo
n
ie
s)

と

軽
罪
（m
isd
e
m
e
an
o
rs)

と
を
分
け
て
い
る
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
法
は
、
若
干
の
犯
罪
を

重
罪

と
し
て
区
別
す
る
伝
統
的
分
類
に
基
本
的
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
重
罪
、
軽
罪
と
い
う
言
葉
は
犯
罪
の
程
度
に
段
階
的
相
違
（a
g
rad
u
ate
d
d
iffe
re
n
ce
）
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
犯
罪
行
為
に
適
用
し
て
い
る
分
類
方
法
を
実
際
に
検
討
す
る
と
、
当
の
犯
罪
（
群
）
は
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
相
違
を
反
映
し
て
い
な
い
。
現
に
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を

浮
動
犯
罪
（w
o
b
b
le
rs)

と
呼
ば
れ
る
一
連
の
刑
事
法
に
お
い
て
犯
罪
行
為
の
重
大
性
と
は
無
関
係
な
方
法
で
使
用
し
て
い
る
。
多
く
の

浮
動
犯
罪

法
は
、
現
に
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
に
依
拠
し
て
、
同
一
の
犯
罪
行
為
を
重
罪
ま
た
は
軽
罪
と
分
類
す
る
。
重
罪
と
軽
罪
の
分
類
は
、
犯
罪
者
の
行
為
の
重
大
性
で
は
な
く
、
犯
罪
者
の
性
質
（n
atu
re
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

浮
動
犯
罪

法
に
は
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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従
前
の
制
定
法
で
の
軽
窃
盗
（p
e
tty
th
e
ft
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
三
振
法
が
な
け
れ
ば
軽
罪
に
す
ぎ
な
い
も
の
を
、
犯
罪
者
が
従
前
に
財
産
犯
罪
を
犯
し
て
い
た
場
合
に
限
り
、
重
罪
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
で
も
再
び
、
こ
の
区
別
は
問
題
の
犯
罪
行
為
で
は
な
く
、
犯
罪
者
の
性
格
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
区
別
を
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
三
振
法
に
持
ち
込
ん
だ
結
果
生
じ
た
の
が
一
連
の
矛
盾
（se
rie
s
o
f
an
o
m
alie
s
）
で
あ
る
。
一
つ
の
矛
盾
は
、
引
き
金
行
為
の
重
大
性
に
か
か
わ
る
。

浮
動
犯
罪

法
は
多
様
な
犯
罪
行
為
を
網
羅
し
て
お
り
、
凶
器
に
よ
る
攻
撃
等
か
ら
落
書
き
（g
raffiti
）
に
よ
る
財
産
の
汚
損
、
あ
る
い
は
一
〇
ド
ル
以
上
の
価
値
あ
る
に
わ
と
り
、
ア
ボ
ガ
ド
等
の
窃
取
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
犯
罪
行
為
の
中
に
は
、
た
と
え
二
度
行
な
っ
た
と
し
て
も
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
法
が
純
粋
な
軽
罪
と
し
て
分
類
し
て
い
る
犯
罪
行
為
例
え
ば
、
身
体
傷
害
を
も
た
ら
し
た
無
謀
運
転
、
子
供
の
放
任
（ch
ild
n
e
g
le
ct
）
等
よ
り
も
明
ら
か
に
重
大
で
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
他
の
矛
盾
は
、
時
間
的
順
序
（te
m
p
o
ral
o
rd
e
r
）
に
か
か
わ
る
。
引
き
金
と
な
っ
た
犯
罪
行
為
が
三
度
目
の
犯
罪
で
あ
る
犯
罪
者
は
、

最
初
の
犯
罪
行
為
が
に
わ
と
り
窃
取
で
あ
り
、

そ
の
後
よ
り
重
大
な
犯
罪
、
例
え
ば
、
暴
力
犯
罪
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
三
振
法
の
適
用
を
受
け
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
類
似
の
犯
罪
者
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
に
わ
と
り
の
窃
取
が
三
度
目
の
犯
罪
で
あ
れ
ば
、
三
振
法
の
適
用
を
受
け
る
。
こ
の
よ
う
な
に
わ
と
り
の
窃
取
は
、
三
度
目
の
犯
罪
と
し
て
、
重
罪
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
矛
盾
は
、
犯
罪
者
の
犯
罪
歴
に
か
か
わ
る
。
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の

浮
動
犯
罪

法
は
、
犯
罪
者
に
少
な
く
と
も
窃
盗
関
連
犯
罪
で
の
一
度
の
有
罪
を
含
む
前
歴
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
限
り
、
軽
窃
盗
を

重
罪

と
し
て
分
類
す
る
。
そ
れ
故
、
暴
力
犯
罪
を
二
度
犯
し
た
犯
罪
者
が
、
次
に
二
〇
〇
ド
ル
窃
取
し
て
も
三
振
法
の
適
用
を
受
け
な
い
、
前
歴
に
類
似
の
財
産
犯
罪
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
類
似
の
犯
罪
者
が
二
つ
の
暴
力
犯
罪
を
犯
す
代
わ
り
に
、
一
つ
の
暴
力
犯
罪
と
一
つ
の
軽
窃
盗
を
犯
し
て
お
れ
ば
、
彼
は
三
振
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
よ
う
な
諸
矛
盾
に
照
ら
す
と
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
は
ど
の
よ
う
な
行
政
的
理
由
に
基
づ
い
て
本
件
の
よ
う
な
不
均
衡
な
刑
罰
を
正
当
化
で
き
る
の
か
、
わ
た
く
し
に
は
理
解
で
き
な
い
。
ま
た
Ｘ
の
行
為
を
三
振
法
の
引
き
金
と
な
る
犯
罪
と
す
る
こ
と
で
重
要
な
刑
事
司
法
の
目
的
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
理
解
で
き
な
い
。
何
度
も
財
産
犯
罪
を
繰
り
返
す
者
に
再
び
犯
罪
を
犯
さ
せ
な
い
た
め
に
よ
り
長
期
の
拘
禁
刑
を
科
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
今
回
問
題
と
さ
れ
て
い
る
三
振
法
の
目
的
で
は
な
い
、
多
数
意
見
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
は
三
振
法
に
よ
っ
て

重
大
で
暴
力
的
な
犯
罪

の
減
少
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
法
の
定
義
す
る
二
種
類
の
犯
罪
は
、
人
身
に
対
す
る
犯
罪
と
薬
物
犯
罪
を
含
ん
で
い
る
が
、
例
え
ば
、
窃
盗
、
横
領
、
詐
欺
に
よ
る
多
数
の
金
銭
獲
得
の
よ
う
な
財
産
に
対
す
る
重
大
犯
罪
を
含
ん
で
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
財
産
犯
罪
重
窃
盗
を
含
む
の
大
部
分
を

三
振

の
定
義
か
ら
外
し
て
い
る
こ
と
（o
m
issio
n
）
に
照
ら
す
と
、
財
産
犯
罪
に
関
連
す
る
無
害
化
を
理
由
に
Ｘ
の
犯
罪
を
三
振
法
の
引
き
金
と
な
る
犯
罪
に
含
め
る
こ
と
に
は
誰
し
も
賛
成
で
き
ま
い
（o
n
e
can
n
o
t
arg
u
e
(
))
。

ス
カ
ー
リ
ア
、
ト
ー
マ
ス
両
裁
判
官
は
、
著
し
い
不
均
衡
を
理
由
に
刑
期
の
量
刑
（a
se
n
te
n
ce
to
a
te
rm
o
f
y
e
ars
）
を
再
審
理
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
う
で
な
い
と
、
立
法
者
や
量
刑
裁
判
官
が
彼
ら
の
量
刑
法
や
実
務
が
い
つ
憲
法
上
の
検
閲
（co
n
stitu
tio
n
al
m
u
ste
r
）
を
通
過
す
る
か
を
判
断
す
る
の
が
き
わ
め
て
難
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
明
確
な
ル
ー
ル
（a
b
rig
h
t-
lin
e
ru
le
）
が
あ
れ
ば
、
立
法
者
や
量
刑
裁
判
官
に
よ
り
多
く
の
手
引
き
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
八
修
正
を
刑
期
の
量
刑
に
適
用
す
る
に
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
の
個
別
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
多
数
意
見
の
見
解
と
同
様
に
、
第
八
修
正
を
有
意
味
に
実
行
す
る
に
は
、
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
る
。
以
上
を
要
す
る
に
、
た
と
え
当
面
の
目
的
の
た
め
に
多
数
意
見
の
分
析
枠
組
を
受
け
入
れ
る
と
し
て
も
、
Ｘ
の
量
刑
（
最
小
限
二
五
年
の
終
身
拘
禁
刑
）
は
、
引
き
金
と
な
っ
た
犯
罪
行
為
三
本
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
窃
取
に
対
し
、
Ｘ
が
常
習
犯
罪
者
で
あ
る
に
し
て
も
、
著
し
く
不
均
衡
で
あ
る
(
)
。
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()
E
w
in
g
v
.
C
alifo
rn
ia,
5
3
8
U
.S
.
1
1
(
2
0
0
3)
.
Id
.
at
1
7
20
.
(
)
Id
.
at
1
4

1
5
.
ポ
リ
・
ク
ラ
ー
ス
事
件
に
つ
い
て
は
、
鮎
田
・
前
掲
注

二
〇
七
頁
参
照
。
(
)
Id
.
at
1
5

1
7
.
(
)
Id
.
at
2
0

2
4
.
(
)
Id
.
at
2
4

2
8
.
(
)
Id
.
at
2
8

3
1
.
以
上
に
つ
き
、
レ
ン
キ
ス
ト
首
席
裁
判
官
と
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
が
同
調
し
て
い
る
。
(
	)
Id
.
at
3
2

3
5
.
以
上
に
つ
き
、
ス
ー
タ
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
、
お
よ
び
ブ
ラ
イ
ア
各
裁
判
官
が
参
加
し
て
い
る
。
(

)
Id
.
at
3
5

3
7
.
(
)
Id
.
at
3
7

3
8
.
(
)
Id
.
at
3
8

4
2
.
(
)
Id
.
at
4
2

4
7
.
(
)
Id
.
at
4
7

5
1
.
(
)
Id
.
at
5
2

5
3
.
以
上
に
つ
き
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ズ
、
ス
ー
タ
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
各
裁
判
官
が
参
加
し
て
い
る
。
六
む
す
び
と
し
て
以
上
、
三
振
法
の
合
憲
性
を
肯
定
し
た
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
を
契
機
に
、
合
衆
国
憲
法
第
八
修
正
の
禁
止
す
る
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
と
罪
刑
の
均
衡
原
理
に
関
す
る
合
衆
国
最
高
裁
判
例
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
非
死
刑
事
件
に
つ
い
て
も
第
八
修
正
の
禁
止
規
定
が
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
き
、
と
く
に
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
の
有
力
な
反
対
意
見
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
が
判
例
上
確
立
す
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
あ
ら
た
め
て
ア
メ
リ
カ
法
の
動
向
を
と
り
ま
と
め
た
上
で
、
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
の
意
義
と
問
題
点
を
指
摘
し
、
さ
し
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あ
た
り
の
む
す
び
と
し
た
い
。
１
ア
メ
リ
カ
法
の
ま
と
め
わ
が
憲
法
三
六
条
の
「
残
虐
な
刑
罰
」
の
禁
止
は
合
衆
国
憲
法
第
八
修
正
の
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
の
禁
止
と
同
一
規
定
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
第
八
修
正
の
規
定
は
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
の
章
典
を
逐
語
的
に
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
法
の
解
釈
に
際
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
法
な
い
し
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
参
照
さ
れ
た
。
一
六
八
九
年
の
権
利
の
章
典
が
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
を
禁
止
し
た
の
は
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
Ⅱ
世
の
統
治
下
で
の
王
座
裁
判
所
の
首
席
裁
判
官
で
あ
っ
た
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
に
よ
る

血
の
巡
回
裁
判

の
影
響
に
よ
る
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
は
一
六
八
五
年
の
モ
ン
マ
ス
公
の
反
乱
（
大
逆
罪
）
に
対
す
る
裁
判
を
主
宰
し
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
無
視
し
て
恣
意
的
に
多
数
の
反
乱
容
疑
者
を
逮
捕
、
有
罪
と
し
た
上
、
拷
問
ま
が
い
の
刑
罰
を
科
し
て
処
刑
し
た
。
こ
の
よ
う
な
権
力
の
濫
用
な
い
し
弊
害
を
阻
止
す
る
た
め
に
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
が
禁
止
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
罪
刑
の
均
衡
原
理
が
確
立
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
権
利
の
章
典
で
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
右
文
言
に
含
ま
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
か
が
争
わ
れ
た
。
そ
し
て
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
は
こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
の
、
合
衆
国
最
高
裁
が
一
連
の
関
連
判
例
で
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
ず
、
罪
刑
の
均
衡
原
理
は
憲
法
上
の
要
求
で
あ
る
こ
と
が
判
例
上
確
立
し
て
い
る
。

死
刑
の
合
憲
性
合
衆
国
最
高
裁
は
わ
が
国
で
も
周
知
の
一
九
七
二
年
の
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
お
い
て
、
死
刑
判
決
に
至
る
手
続
の
恣
意
性
を
理
由
に
当
の
判
決
を
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
の
禁
止
す
る
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
に
当
た
る
と
し
た
。
要
す
る
に
、
陪
審
は
死
刑
の
判
断
基
準
に
つ
き
何
ら
説
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
全
く
の
自
由
裁
量
で
ほ
し
い
ま
ま
に
各
被
告
人
に
死
刑
が
相
当
と
判
断
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
そ
の
後
、
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
七
六
年
の
グ
レ
ッ
グ
判
決
で
、
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
に
従
っ
て
死
刑
法
を
改
正
し
死
刑
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
を
設
け
た
州
法
の
下
で
の
謀
殺
犯
罪
者
に
対
す
る
従
前
ど
お
り
の
死
刑
判
決
を
第
八
修
正
に
違
反
し
な
い
と
し
た
。
他
方
、
グ
レ
ッ
グ
判
決
と
同
じ
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
ウ
ッ
ド
ソ
ン
判
決
で
は
、
や
は
り
フ
ァ
ー
マ
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ン
判
決
に
従
っ
て
死
刑
法
を
改
正
し
た
も
の
の
、
陪
審
の
裁
量
の
余
地
を
な
く
す
た
め
、
一
定
の
犯
罪
の
有
罪
確
定
者
に
対
す
る
絶
対
的
死
刑
を
定
め
た
州
法
の
規
定
を
違
憲
と
し
た
。
そ
し
て
一
九
八
七
年
の
シ
ュ
ー
マ
ン
判
決
で
は
、
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
で
服
役
中
の
囚
人
に
よ
る
殺
人
に
つ
い
て
は
有
罪
が
確
定
す
る
と
一
切
の
減
軽
事
由
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
死
刑
が
宣
告
さ
れ
る
旨
の
制
定
法
を
違
憲
と
し
た
。
絶
対
的
死
刑
宣
告
手
続
の
欠
点
は
、
一
定
の
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
を
無
比
の
人
間
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
盲
目
的
に
死
刑
を
科
せ
ら
れ
る
顔
の
な
い

等
質
の
一
団
と
し
て
取
り
扱
う

こ
と
に
あ
る
と
判
示
し
、
非
死
刑
事
件
で
の
個
別
的
な
量
刑
判
断
は
単
な
る
啓
蒙
的
ポ
リ
シ
ー
の
反
映
に
す
ぎ
な
い
が
「
死
刑
事
件
に
お
い
て
は
第
八
修
正
の
根
底
に
あ
る
人
間
性
へ
の
基
本
的
尊
敬
が
…
…
個
々
の
犯
罪
者
の
性
格
・
記
録
、
お
よ
び
特
定
の
犯
罪
事
情
の
検
討
を
、
死
刑
を
科
す
手
続
過
程
の
憲
法
上
不
可
欠
な
部
分
と
し
て
要
求
し
て
い
る
」
と
の
ウ
ッ
ド
ソ
ン
判
決
の
指
摘
は
、
絶
対
的
終
身
刑
で
服
役
中
の
囚
人
に
よ
る
殺
人
と
い
う
特
異
な
状
況
下
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
合
衆
国
最
高
裁
は
他
方
、
一
九
七
七
年
の
コ
カ
判
決
で
成
人
女
性
へ
の
強
姦
に
対
す
る
死
刑
判
決
を
罪
刑
の
不
均
衡
を
理
由
に
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
今
世
紀
に
入
る
と
、
二
〇
〇
二
年
の
ア
ト
キ
ン
ズ
判
決
で
精
神
遅
滞
犯
罪
者
へ
の
死
刑
に
つ
き
、
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
の
シ
モ
ン
ズ
判
決
で
少
年
犯
罪
者
へ
の
死
刑
に
つ
き
、
い
ず
れ
も
わ
ず
か
一
〇
年
余
前
の
先
例
を
正
面
か
ら
変
更
し
、
現
在
の
「
品
位
の
発
展
的
基
準
」
に
照
ら
す
と
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
に
当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
第
八
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
に
違
反
す
る
こ
と
を
明
示
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
死
刑
の
適
用
範
囲
は
次
第
に
限
定
さ
れ
、
そ
し
て
全
米
で
お
よ
そ
四
分
の
一
の
州
で
は
死
刑
が
全
廃
さ
れ
て
い
る
が
、
残
り
の
お
よ
そ
四
分
の
三
の
州
で
は
死
刑
制
度
が
存
置
さ
れ
て
お
り
、
合
衆
国
最
高
裁
も
死
刑
自
体
の
合
憲
性
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
こ
れ
を
維
持
し
て
い
る
。
一
八
七
九
年
の
ウ
ィ
ル
カ
ー
ソ
ン
判
決
で
は
、
第
八
修
正
の
禁
止
す
る
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
の
範
囲
を
正
確
に
定
義
す
る
の
は
難
し
い
が
「
拷
問
そ
の
他
、
そ
れ
と
同
一
線
上
に
あ
る
不
必
要
で
残
虐
な
刑
罰
は
す
べ
て
憲
法
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
足
り
る
」
と
し
た
上
で
、
公
開
銃
殺
刑
は
州
法
の
正
当
な
解
釈
に
基
づ
い
て
お
り
そ
の
適
法
性
に
疑
問
は
な
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そ
し
て
一
八
九
〇
年
の
ケ
ム
ラ
ー
判
決
で
は
電
気
処
刑
に
つ
き
、
ウ
ィ
ル
カ
ー
ソ
ン
判
決
の
文
言
を
引
用
し
つ
つ
「
死
刑
と
い
う
刑
罰
は
、
憲
法
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
の
意
味
内
に
お
い
て
残
虐
で
な
い
、
そ
こ
で
の
残
虐
と
い
う
言
葉
は
何
か
非
人
道
的
で
野
蛮
な
も
の
、
単
な
る
生
命
の
消
滅
以
上
の
何
か
を
意
味
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
処
刑
方
法
の
決
定
は
立
法
府
の
仕
事
で
あ
り
、
合
衆
国
憲
法
に
も
反
し
な
い
と
し
た
。
一
九
四
七
年
の
フ
ラ
ン
シ
ス
判
決
は
、
電
気
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
が
機
械
の
故
障
が
原
因
で
死
亡
さ
せ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
後
日
あ
ら
た
め
て
電
気
処
刑
の
執
行
が
命
令
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
違
反
し
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
反
対
意
見
は
、
電
気
処
刑
は
即
死
で

苦
痛
の
な
い

死
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
ら
人
道
的
で
合
憲
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
件
で
は
通
電
の
可
能
性
は
あ
る
か
ら
、
再
度
こ
の
点
に
つ
き
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
に
と
ど
ま
り
、
電
気
処
刑
自
体
の
合
憲
性
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
。

非
死
刑
事
件
と
罪
刑
の
均
衡
こ
の
よ
う
に
合
衆
国
最
高
裁
は
、
死
刑
の
態
様
な
い
し
方
法
が
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
判
示
し
て
き
た
が
、
死
刑
制
度
自
体
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
そ
の
合
憲
性
を
肯
定
し
て
い
る
。
フ
ァ
ー
マ
ン
判
決
も
、
ブ
レ
ナ
ン
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
両
裁
判
官
の
い
か
な
る
死
刑
も
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
付
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
く
ま
で
も
死
刑
に
至
る
手
続
の
恣
意
性
を
理
由
に
当
の
死
刑
判
決
を
違
憲
と
し
て
破
棄
差
し
戻
し
た
に
と
ど
ま
る
。
問
題
は
、
刑
期
に
つ
い
て
も
犯
罪
と
著
し
く
不
均
衡
で
あ
る
と
し
て
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
か
、
す
な
わ
ち
、
罪
刑
の
均
衡
原
理
は
非
死
刑
事
件
に
つ
い
て
も
憲
法
上
の
要
求
と
し
て
是
認
で
き
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
に
至
る
先
例
を
検
討
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
八
二
年
の
オ
ニ
ー
ル
判
決
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
合
法
的
な
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
卸
売
業
を
営
ん
で
い
た
被
告
人
が
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
顧
客
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
許
可
な
し
に
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
着
払
い
で
発
送
し
た
と
し
て
州
法
違
反
で
多
額
の
罰
金
刑
等
を
科
せ
ら
れ
た
上
、
一
定
の
期
日
ま
で
に
完
納
し
な
い
場
合
に
は
五
四
年
余
の
拘
禁
刑
を
科
す
旨
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
連
邦
問
題
で
は
な
く
州
法
上
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
か
ら
第
八
修
正
違
反
は
な
い
と
し
誤
審
令
状
の
申
請
を
却
下
し
た
。
同
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判
決
は
過
渡
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
当
初
の
修
正
一
〇
箇
条
と
第
一
四
修
正
と
の
か
か
わ
り
を
指
摘
し
つ
つ
、「
未
曾
有
の
残
虐
な
刑
罰
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
救
済
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
詳
細
か
つ
説
得
的
な
反
対
意
見
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
合
衆
国
最
高
裁
は
そ
の
後
、
一
九
一
〇
年
の
ウ
ィ
ー
ム
ズ
判
決
に
お
い
て
「
公
の
記
録
に
一
項
目
で
も
虚
偽
の
情
報
を
記
載
す
れ
ば
完
成
す
る
」
公
文
書
偽
造
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
被
告
人
が
ス
ペ
イ
ン
刑
法
に
由
来
す
る
カ
デ
ナ
・
テ
ン
ポ
ラ
ル
（cad
e
n
a
te
m
p
o
ral
）
と
い
う
過
酷
な
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、「
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
は
当
の
犯
罪
と
均
衡
の
と
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
正
義
の
教
え
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
本
件
量
刑
は
「
法
外
な
投
獄
刑
と
し
て
残
虐
」
で
あ
り
第
八
修
正
に
違
反
す
る
と
し
た
。
そ
し
て
一
九
六
二
年
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
判
決
で
は
、
第
八
修
正
は
第
一
四
修
正
を
介
し
て
州
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
明
示
し
た
上
で
、「
麻
薬
使
用
の
常
習
者
で
あ
っ
た
」
と
い
う
犯
罪
に
対
す
る
九
〇
日
間
の
投
獄
は
第
八
修
正
に
違
反
す
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
九
〇
日
間
の
投
獄
は
、
抽
象
的
に
は
、
残
虐
で
も
な
け
れ
ば
異
常
で
も
な
い
刑
罰
で
あ
る
」
が
、「
し
か
し
、
問
題
は
抽
象
的
に
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
一
日
の
投
獄
で
あ
っ
て
も
、
単
な
る
風
邪
に
す
ぎ
な
い

犯
罪

に
対
し
て
は
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
足
り
う
る
」
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
一
九
八
〇
年
の
ラ
ン
メ
ル
判
決
で
は
、
重
罪
に
当
た
る
一
〇
〇
ド
ル
余
の
金
銭
詐
欺
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
が
累
犯
加
重
規
定
に
従
っ
て
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
被
告
人
は
累
犯
法
の
合
憲
性
と
州
の
処
罰
権
限
に
つ
い
て
は
争
わ
ず
、
本
件
事
案
へ
の
適
用
の
結
果
だ
け
を
争
っ
て
い
る
と
し
た
上
で
、
重
罪
と
軽
罪
の

線
引
き

を
ど
こ
に
す
る
か
は
州
の
権
限
で
あ
り
、
累
犯
法
の
目
的
で
あ
る
隔
離
期
間
の
決
定
も
同
様
で
あ
り
、
合
衆
国
憲
法
の
禁
止
す
る
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
に
当
た
ら
な
い
と
判
示
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
八
二
年
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
判
決
で
は
、
九
オ
ン
ス
未
満
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
所
持
に
対
す
る
四
〇
年
の
拘
禁
刑
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
に
お
け
る
と
同
様
に
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
合
衆
国
最
高
裁
は
他
方
、
一
九
八
三
年
の
ソ
レ
ム
判
決
に
お
い
て
、
重
罪
に
当
た
る
一
〇
〇
ド
ル
の
小
切
手
詐
欺
で
起
訴
さ
れ
累
犯
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重
規
定
に
よ
っ
て
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
絶
対
的
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
第
八
修
正
の
沿
革
お
よ
び
先
例
に
詳
細
に
言
及
し
、
罪
刑
均
衡
の
分
析
は
、
①
犯
罪
の
重
大
性
と
刑
罰
の
過
酷
性
、
②
同
一
法
域
内
で
の
他
の
犯
罪
者
へ
の
量
刑
、
お
よ
び
③
他
の
法
域
で
同
一
の
犯
罪
に
対
し
科
せ
ら
れ
る
量
刑
を
含
め
た
、
客
観
的
判
断
基
準
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
の
事
案
と
は
異
な
り
、
第
八
修
正
に
違
反
す
る
と
し
た
。
そ
し
て
一
九
九
一
年
の
ハ
ー
メ
ル
ン
判
決
で
は
、
六
七
二
グ
ラ
ム
の
コ
カ
イ
ン
所
持
で
有
罪
と
さ
れ
州
法
に
基
づ
き
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
第
八
修
正
に
違
反
し
な
い
と
し
た
が
、
判
決
文
は
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
が
執
筆
（
レ
ン
キ
ス
ト
首
席
裁
判
官
の
み
全
面
的
に
同
調
）
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
（
オ
コ
ー
ナ
ら
二
裁
判
官
同
調
）
は
結
論
の
み
に
同
調
す
る
な
ど
、
や
や
複
雑
で
あ
る
。
最
大
の
争
点
は
第
八
修
正
の
禁
止
す
る
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
は
罪
刑
の
均
衡
原
理
を
も
含
ん
で
い
る
か
で
あ
り
、
他
の
刑
罰
と
は
全
く
異
質
な
死
刑
事
件
に
つ
い
て
は
一
致
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
非
死
刑
事
件
に
つ
い
て
は
三
つ
の
意
見
に
分
か
れ
た
。
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
ら
二
人
は
、
第
八
修
正
に
基
づ
く
罪
刑
の
均
衡
原
理
は
死
刑
以
外
の
文
脈
で
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
ら
三
人
は
、
死
刑
の
文
脈
以
外
で
も
罪
刑
の
均
衡
は
憲
法
上
必
要
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
憲
法
は
犯
罪
と
量
刑
と
の
厳
格
な
均
衡
で
は
な
く
「
著
し
く
不
均
衡
な
量
刑
だ
け
を
禁
止
し
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、
ソ
レ
ム
判
決
で
の
三
要
素
の
分
析
に
つ
い
て
は
「
各
法
域
内
お
よ
び
法
域
間
の
比
較
分
析
は
均
衡
審
査
に
必
ず
し
も
関
連
性
が
な
（
く)｣
、
そ
れ
は
「
著
し
い
不
均
衡
が
推
測
さ
れ
る
稀
有
な
事
案
に
お
い
て
の
み
妥
当
す
る
」
と
主
張
し
、
本
件
で
は
犯
罪
と
量
刑
と
の
比
較
に
よ
っ
て
著
し
い
不
均
衡
の
推
測
は
生
じ
て
い
な
い
か
ら
、
他
の
法
域
で
の
比
較
は
必
要
で
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ホ
ワ
イ
ト
裁
判
官
ら
四
人
の
反
対
意
見
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
第
八
修
正
は
死
刑
を
禁
止
し
て
い
な
い
と
す
る
点
を
除
き
同
調
し
て
い
る
は
、「
第
八
修
正
は
均
衡
原
理
を
含
ん
で
い
な
い
」
と
す
る
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
の
見
解
は
先
例
を
完
全
に
無
視
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
第
八
修
正
の
均
衡
原
理
は
き
わ
め
て
限
定
的
で
あ
る
か
ら
ソ
レ
ム
判
決
の
三
要
素
の
分
析
を
一
要
素
に
変
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
見
解
は
ソ
レ
ム
判
決
の
文
言
お
よ
び
第
八
修
正
の
関
連
判
例
と
も
矛
盾
し
て
お
り
、
同
意
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
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ソ
レ
ム
判
決
の
均
衡
原
理
を
適
用
す
れ
ば
、
麻
薬
所
持
に
対
す
る
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
刑
罰
は
不
均
衡
で
あ
り
、
第
八
修
正
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
に
違
反
す
る
と
結
論
付
け
た
の
で
あ
る
。
２
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
の
意
義
と
問
題
点
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
合
衆
国
最
高
裁
は
二
〇
〇
三
年
の
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
に
お
い
て
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
三
本
を
窃
取
し
た
被
告
人
が
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
法
上
の
三
振
法
の
適
用
を
受
け
て
二
五
年
間
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
先
例
と
し
て
は
ソ
レ
ム
判
決
で
は
な
く
ラ
ン
メ
ル
判
決
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
判
決
で
の
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
の
同
調
意
見
の
中
に
純
化
し
て
い
る
均
衡
性
の
原
理
」
は
本
件
文
脈
下
で
の
第
八
修
正
の
適
用
を
指
導
す
る
と
指
摘
し
、
三
振
法
の
下
で
科
せ
ら
れ
た
本
件
量
刑
は
「
著
し
く
不
均
衡
で
は
な
（
く)
」
第
八
修
正
に
違
反
し
な
い
と
判
示
し
た
。
オ
コ
ー
ナ
裁
判
官
の
右
意
見
に
は
レ
ン
キ
ス
ト
首
席
裁
判
官
と
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
が
全
面
的
に
同
調
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
非
死
刑
事
件
に
は
憲
法
上
の
罪
刑
の
均
衡
原
理
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
ス
カ
ー
リ
ア
、
ト
ー
マ
ス
両
裁
判
官
も
そ
の
結
論
に
同
調
し
た
た
め
、
三
振
法
に
違
反
し
な
い
と
す
る
点
で
は
五
対
四
で
法
廷
意
見
が
形
成
さ
れ
た
。
他
方
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ズ
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
罪
刑
の
均
衡
原
理
は
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
を
禁
止
す
る
第
八
修
正
の
要
求
で
も
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
第
八
修
正
は
保
釈
金
や
罰
金
の
文
脈
に
お
い
て
は
均
衡
性
の
審
査
を
要
求
し
つ
つ
拘
禁
刑
の
よ
う
な
他
の
刑
罰
の
文
脈
に
お
い
て
は
そ
う
で
な
い
と
考
え
る
の
は
「
ま
こ
と
に
奇
妙
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
ブ
ラ
イ
ア
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
本
件
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
と
ソ
レ
ム
判
決
の
狭
間
に
あ
る
と
し
つ
つ
、
両
判
決
を
対
比
し
、
さ
ら
に
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
三
振
法
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
詳
細
に
検
討
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
ユ
ー
イ
ン
グ
の
量
刑
は
実
質
的
に
ソ
レ
ム
判
決
で
の
申
立
人
ヘ
ル
ム
の
量
刑
に
相
当
し
、
著
し
く
不
均
衡
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
の
意
義
な
い
し
問
題
点
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
り
は
若
干
の
視
点
を
指
摘
(桃山法学 第７号 ’06)
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に
と
ど
め
る
。
そ
の
最
大
の
意
義
は
、
罪
刑
の
均
衡
原
理
を
「
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
」
に
含
ま
れ
る
と
し
つ
つ
、
三
振
法
の
合
憲
性
を
肯
定
し
た
こ
と
に
あ
る
。
死
刑
を
除
き
量
刑
は
立
法
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
事
柄
で
あ
る
と
す
る
ス
カ
ー
リ
ア
裁
判
官
の
有
力
な
反
対
意
見
が
あ
っ
た
だ
け
に
、
明
ら
か
に
犯
罪
と
著
し
く
不
均
衡
な
稀
有
な
事
案
に
限
定
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
た
が
、
七
人
の
裁
判
官
が
均
衡
原
理
自
体
は
非
死
刑
事
件
に
お
い
て
も
憲
法
上
の
要
求
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
た
だ
、
ソ
レ
ム
判
決
の
三
要
素
な
い
し
三
部
テ
ス
ト
は
厳
格
に
適
用
す
る
必
要
は
な
く
「
各
法
域
内
お
よ
び
法
域
間
の
比
較
分
析
は
必
ず
し
も
関
連
性
が
な
い
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
関
連
判
例
と
矛
盾
す
る
上
、
客
観
性
の
担
保
の
観
点
か
ら
も
疑
問
と
す
る
四
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
あ
る
だ
け
に
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
問
題
と
思
わ
れ
る
。
第
二
、
適
用
さ
れ
る
先
例
解
釈
の
困
難
性
で
あ
る
。
ラ
ン
メ
ル
判
決
で
は
一
二
年
後
に
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
あ
る
終
身
刑
が
合
憲
と
さ
れ
、
ソ
レ
ム
判
決
で
は
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
絶
対
的
終
身
刑
が
違
憲
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
で
は
二
五
年
間
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
ラ
ン
メ
ル
、
ソ
レ
ム
両
判
決
の
狭
間
の
事
案
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
オ
コ
ー
ナ
裁
判
官
ら
は
ラ
ン
メ
ル
判
決
を
先
例
と
し
、
ブ
ラ
イ
ア
裁
判
官
ら
の
反
対
意
見
は
、
ソ
レ
ム
判
決
を
先
例
と
す
る
の
が
妥
当
と
し
た
。
パ
ロ
ー
ル
の
有
無
か
ら
単
に
形
式
的
に
判
断
す
る
と
前
者
の
考
え
が
相
当
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
法
定
刑
や
宣
告
刑
に
よ
る
比
較
で
は
不
十
分
で
「
決
定
的
要
素
は
実
時
間
で
測
っ
た
刑
期
の
長
さ
」
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
実
質
的
に
比
較
す
る
と
、
ユ
ー
イ
ン
グ
の
量
刑
は
む
し
ろ
ヘ
ル
ム
（
ソ
レ
ム
判
決
で
の
申
立
人
）
に
酷
似
す
る
と
の
後
者
の
見
解
は
説
得
的
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
判
例
法
国
で
あ
る
以
上
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、
先
例
拘
束
性
の
関
係
で
適
用
さ
れ
る
先
例
の
解
釈
が
争
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
直
ち
に
そ
の
是
否
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
直
接
判
決
文
に
即
し
て
対
比
す
る
こ
と
の
重
要
不
可
欠
性
を
強
調
し
て
お
く
。
第
三
、
三
振
法
自
体
の
問
題
性
が
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
冒
頭
掲
記
の
諸
論
稿
に
譲
る
が
(
)
、
そ
の
背
後
に
あ
る
の
は
ア
メ
リ
カ
で
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
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の
刑
罰
の
峻
厳
さ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
七
八
年
の
ヘ
イ
ズ
判
決
(
)
に
お
い
て
、
有
罪
答
弁
を
拒
否
し
た
被
告
人
が
起
訴
後
有
罪
と
さ
れ
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
著
し
く
不
均
衡
で
あ
り
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
反
す
る
と
の
四
人
の
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
合
憲
性
を
肯
定
し
て
い
る
。
司
法
取
引
な
い
し
答
弁
取
引
に
か
か
わ
る
事
案
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
刑
事
免
責
を
含
め
た
ア
メ
リ
カ
の
法
制
度
導
入
の
動
き
も
あ
り
(
)
、
さ
ら
に
「
三
振
法
が
答
弁
取
引
等
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
(
)
」
と
の
指
摘
も
あ
る
だ
け
に
、
連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
量
刑
政
策
(
)
を
も
視
野
に
入
れ
た
ア
メ
リ
カ
法
全
体
の
総
合
的
研
究
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
し
て
最
後
に
、
ラ
ン
メ
ル
判
決
か
ら
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
に
至
る
主
要
な
関
連
判
例
は
す
べ
て
五
対
四
の
ベ
ア
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
、
い
わ
ゆ
る
保
守
派
と
リ
ベ
ラ
ル
派
が
真
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
本
年
（
二
〇
〇
五
年
）
九
月
に
死
亡
し
た
レ
ン
キ
ス
ト
首
席
裁
判
官
の
後
任
と
し
て
ロ
バ
ツ
（Jo
h
n
G
.
R
o
b
e
rts
Jr.
）
控
訴
裁
判
所
判
事
を
、
そ
し
て
辞
意
を
表
明
し
た
オ
コ
ー
ナ
裁
判
官
の
後
任
と
し
て
や
は
り
女
性
の
マ
イ
ヤ
ー
ズ
（M
ie
rs
）
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
法
律
顧
問
を
指
名
し
た
た
め
、
連
邦
上
院
で
承
認
さ
れ
る
か
が
全
米
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
指
名
に
つ
い
て
は
憲
法
の
文
言
に
忠
実
で
立
法
府
へ
の
介
入
に
消
極
的
で
あ
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ
と
さ
れ
る
が
、
ユ
ー
イ
ン
グ
判
決
の
基
本
的
視
座
は
連
邦
制
度
の
下
で
の
州
法
の
優
先
に
あ
る
だ
け
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
(
)
。
な
お
、
三
振
法
は
実
体
刑
法
や
行
刑
法
と
も
か
か
わ
り
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
点
に
関
す
る
筆
者
の
知
識
は
き
わ
め
て
貧
弱
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
全
体
像
を
把
握
す
る
に
は
こ
れ
ら
の
分
野
の
検
討
も
欠
か
せ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
(
)
。
(
)
前
掲
注
（
２
）
掲
記
の
各
論
文
参
照
。
な
お
、
藤
本
哲
也
教
授
は
三
振
法
に
つ
い
て
、「
一
九
六
〇
年
代
に
理
想
と
し
た
『
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
』
を
夢
の
ま
た
夢
と
し
」
ア
メ
リ
カ
の
犯
罪
対
策
を
「
三
振
ア
ウ
ト
」
と
す
る
恐
れ
す
ら
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
刑
政
七
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頁
。
(
)
B
o
rd
e
n
k
irch
e
r
v
.
H
e
y
e
s,
4
3
4
U
.S
.
3
5
7
(
1
9
7
8)
.
(
)
ア
メ
リ
カ
の
刑
事
免
責
と
司
法
取
引
に
関
す
る
主
要
な
文
献
と
し
て
、
宇
川
春
彦
「
司
法
取
引
を
考
え
る
（
一
―
一
七)
」
判
例
時
報
（
一
五
八
三
号
〜
一
六
二
七
号
）
が
あ
る
。
な
お
、
小
早
川
義
則
「
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
司
法
（
答
弁
）
取
引
」
桃
山
法
学
二
号
（
二
〇
〇
三
年)
、
榎
本
雅
記
「
刑
事
免
責
に
基
づ
く
証
言
強
制
制
度
（
一
―
二)
」
名
城
法
学
五
四
巻
三
号
、
五
五
巻
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
三
五
頁
等
参
照
。
(
)
藤
本
・
前
掲
注
（
２
）
戸
籍
時
報
五
七
頁
。
(
)
松
原
英
世
「
連
邦
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
量
刑
思
想
の
変
化
」
松
岡
正
章
先
生
古
稀
祝
賀
・
量
刑
法
の
総
合
的
検
討
（
成
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
七
一
頁
以
下
、
お
よ
び
同
注
（
１
）
引
用
文
献
参
照
。
(
)
ロ
バ
ツ
判
事
は
上
院
の
承
認
を
得
て
、
二
〇
四
年
前
（
一
八
〇
一
年
）
に
四
五
歳
で
首
席
裁
判
官
に
就
任
し
た
Ｊ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
（Jo
h
n
M
arsh
all
）
以
来
、
最
年
少
の
五
〇
歳
で
本
年
九
月
二
八
日
、
第
一
七
代
長
官
に
就
任
し
た
。N
e
w
Y
o
rk
T
im
e
s,
S
e
p
.
2
9
,
2
0
0
5
.
側
近
の
マ
イ
ヤ
ー
ズ
氏
の
指
名
に
つ
い
て
は
批
判
が
多
く
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
最
高
裁
判
事
の
指
名
を
撤
回
し
た
。
(
)
本
稿
校
正
時
に
、
藤
本
哲
也
「
刑
事
政
策
時
評
他
山
の
石
・
危
機
に
直
面
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
刑
務
所
」
罪
と
罰
四
二
巻
四
号
（
通
巻
一
六
八
号
）
三
八
頁
（
二
〇
〇
五
年
九
月
）
に
接
し
、
不
勉
強
を
反
省
す
る
と
と
も
に
、
判
例
分
析
の
限
界
を
痛
感
し
て
い
る
。
本
稿
は
手
続
法
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
法
研
究
の
一
環
で
あ
る
が
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
判
例
法
の
全
体
像
を
把
握
す
る
に
は
実
体
刑
法
や
行
刑
法
な
い
し
刑
事
政
策
の
知
識
が
欠
か
せ
ず
、
そ
の
分
野
に
も
踏
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
日
本
法
と
の
異
同
が
明
ら
か
と
な
り
、
わ
が
法
の
解
釈
運
用
に
も
資
す
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。
（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
二
日
稿
）
合衆国憲法第八修正と罪刑の均衡原理
( )
376
119119)
